
手水屋形の水盤と龍

〈
教
団
の
動
き
〉

第
77
回
宗
議
会
・
第
74
回
参
議
会
（
常
会
）
招
集

宗
務
審
議
会
「
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
に
関
す
る
委
員
会
」

答
申
書
提
出

第
３
５
２
回
「
蓮
如
上
人
御
影
道
中
」
開
催

〈
お
知
ら
せ
〉

「
真
宗
本
廟
特
別
参
拝
式
」
に
つ
い
て

宗
派
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で『
真
宗
』誌
の
内
容
を
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

〈
宗
会
（
常
会
）
報
告
〉

宗
務
総
長
演
説

財
務
長
演
説

可
決
成
立
し
た
条
例
に
つ
い
て

２
０
２
３
～
２
０
２
５
年
度
教
化
研
修
計
画
の
基
本
方
針

【
教
化
研
修
事
業
・
出
版
物
発
刊
事
業
一
覧
】

２
０
２
５
年
度
真
宗
大
谷
派
予
算　

ほ
か

〈
特
集
〉

宗
務
審
議
会
「
別
院
の
将
来
構
想
に
関
す
る
委
員
会
」

答
申

宗
務
審
議
会
「
寺
院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な
復

興
共
済
制
度
の
検
討
に
関
す
る
委
員
会
」
設
置
・
開
催
・

一
部
答
申
（
中
間
報
告
）



TEL：075-371-9189まで 当派の寺院・教会からの
ご注文は２割引となります。検 索

詳しい書籍情報・試し読みは
東本願寺出版

書籍のご案内

新刊

宗祖親鸞聖人の亡きあと、門弟の耳の底に残り続けた金
言の集成『歎異抄』。時代、国境を越え、思想・信仰の
枠をも越えて、無数の人々に影響を与えてきたこの書
に、苦悩の現代を生きる我々はいったい何を学ぶのか。
著者最晩年の講義をここに書籍化。

四六判／328頁　四六判／328頁　定価：定価：22,,200200円円（税込）（税込）

宮城 顗 著

歎異抄に
何を学ぶのか

宮城顗氏 最晩年の講義がこの一冊に！

“お盆”をテーマに別れから始まる出会いのおはなし 30話
真宗文庫

亡き方の声に
耳を澄ませて
―僧侶30人の

お盆のはなし―

〈著者〉清澤隆信・東美恵子・澤面宣了・丸田善明・武田定光・津垣慶哉・中川皓三郎・有賀尚子・池田勇諦・
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ちに語りかけているのか──。亡き方の声が懐か
しく思い出される「お盆」の時季にこそ耳を傾け
たい、全30話の短編法話集。非戦・平和にまつ
わるお話も収載。

文庫判／194頁　定価：935円（税込）

おぼうさん
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「
法
義
相
続
」
と
「
別
院
再
興
」

　

二
〇
二
三
年
十
月
、
別
院
の
将
来
像
を
検
討
す
る
た
め
の
宗
務
審
議
会
「
別
院
の
将
来
構
想
に
関
す
る
委
員
会
」
が
立
ち
上

が
り
、
全
国
五
十
一
別
院
の
現
況
分
析
と
再
編
成
等
を
踏
ま
え
た
協
議
が
な
さ
れ
、
二
〇
二
五
年
五
月
に
答
申
が
提
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
別
院
の
振
興
を
目
指
し
た
取
り
組
み
の
端
緒
は
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
に
遡
る
。
同
朋
会
運
動
発
足

と
時
を
同
じ
く
し
て
「
別
院
振
興
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
全
国
五
十
四
別
院
（
当
時
）
に
対
す
る
精
力
的
な
調
査
が
行
わ
れ

て
き
た
。
各
別
院
を
網
羅
し
た
振
興
策
に
つ
い
て
、
解
散
や
普
通
寺
院
化
を
含
め
、
抜
本
的
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
も
幾
度
と
な
く
別
院
の
機
能
回
復
を
目
指
し
て
、
部
門
の
長
に
よ
る
諮
問
機
関
や
宗
務
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
真
摯
な
協
議

が
行
わ
れ
て
き
た
。「
列
座
の
出
向
制
度
」、「
別
院
特
別
教
化
助
成
」、「
輪
番
協
議
会
」
等
が
実
現
し
て
い
る
も
の
の
、
別
院

相
互
扶
助
の
根
本
的
な
制
度
構
築
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

戦
後
以
降
の
人
口
の
都
市
集
中
に
よ
る
過
疎
過
密
化
、
就
業
構
造
の
変
化
、
核
家
族
化
等
、
私
た
ち
の
社
会
構
造
は
大
き
く

変
化
を
し
、
真
宗
の
宗
風
も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
衰
退
の
一
途
を
大
き
く
辿
っ
て
い
る
。
そ
の
地
の
盛
衰
は
、
ま
さ
に
別
院
の

教
勢
に
直
結
し
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
別
院
も
否
応
な
く
時
代
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

別
院
の
再
興
。
そ
れ
は
教
え
か
ら
は
じ
ま
る
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
念
仏
の
道
場
を
未
来
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
、
別
院
に
か
け
ら
れ
た
願
い
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
地
方
に
お
け
る
教
化
の
中

心
道
場
で
あ
る
全
国
の
別
院
の
新
た
な
る
将
来
像
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
の
体
制
構
築
に
向
け
て
、
こ
の
問
題

を
宗
門
人
全
体
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

�

別
院
は
、
そ
の
地
域
の
教
化
の
中
心
道
場
と
し
て
堂
宇
を
備
え
、
本
尊
を
安
置
し
、
教
義
を
宣
布
し
、
儀
式
を
執
行
し
、

僧
侶
及
び
門
徒
を
教
化
育
成
し
、
教
区
又
は
開
教
区
の
機
関
及
び
施
設
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
地
方
の
特
性
に
応

じ
て
教
化
に
必
要
な
業
務
を
行
い
、
も
っ
て
同
朋
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。（
別
院
条
例�

第
二
条
）
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教 団 動の き

「
教
化
研
修
や

教
団
の
将
来
像

構
築
に
向
け
た

取
り
組
み
」「
是

旃
陀
羅
問
題
の

課
題
共
有
」
を

挙
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
述
べ

た
。

　

ま
た
財
務
長

演
説
（
本
誌
三
十�

三
頁
～
）
で
は
、

財
政
健
全
化
の
重
要
性
に
言
及
し
、
そ
の
具
体
的
取
り

組
み
と
し
て
第
二
種
共
済
制
度
の
見
直
し
や
災
害
に
つ

よ
い
教
団
づ
く
り
、
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
事
業
、
境
内

建
物
と
不
動
産
の
活
用
等
に
つ
い
て
宗
務
執
行
方
針
に

基
づ
き
述
べ
た
。

　

委
員
会
で
の
審
議
、
採
決
を
経
て
、
今
常
会
は
、
当

局
提
案
の
案
件
（
宗
議
会
三
十
二
案
件
・
参
議
会
二
十
九
案
件
）

は
す
べ
て
可
決
。
ま
た
、
両
会
に
お
い
て
議
員
発
議
さ

れ
た
「
非
核
非
戦
決
議
２
０
２
５
（
案
）」（
本
誌
八
頁
）

も
可
決
さ
れ
、
六
月
九
日
に
閉
会
を
迎
え
た
。

　

二
〇
二
五
年
宗
会
（
常
会
）
が
招
集
さ
れ
、
宗
議
会

が
五
月
二
十
九
日
か
ら
六
月
七
日
、
参
議
会
が
六
月
五

日
か
ら
九
日
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
。

　

両
会
初
日
に
行
わ
れ
た
宗
務
総
長
演
説
（
本
誌
二
十
六

頁
～
）
で
は
、
宗
門
に
お
け
る
「
改
革
」
に
つ
い
て
、

法
制
度
や
組
織
機
構
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
凡
夫

で
あ
る
我
々
一
人
ひ
と
り
が
教
法
に
よ
っ
て
改
革
さ

れ
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
こ
と
を
確
か
め
た
。
ま
た
、

二
〇
二
五
年
度
の
施
策
の
要
点
と
し
て
「
宗
務
改
革
」

宗
会
日
程

【
宗
議
会
】

 

〈
午
前
〉 

〈
午
後
〉

５
月
29
日	

成
立
の
会
議	

本
会
議（
演
説
・
付
託
）

	

開
会
式	

委
員
会（
顔
合
わ
せ
）

５
月
30
日	

委
員
会（
質
疑
）	

委
員
会（
質
疑
）

５
月
31
日	

議
案
精
読	

議
案
精
読

６
月
１
日	

議
案
精
読	

議
案
精
読

６
月
２
日	

委
員
会（
質
疑
）	

本
会
議（
代
表
質
問
）		

６
月
３
日	

委
員
会（
質
疑
）	

本
会
議（
同
朋
社
会
推
進
委
員
会

	
	

　
　
　

 

報
告
・
一
般
質
問
）

６
月
４
日	

委
員
会（
質
疑
）	

本
会
議（
一
般
質
問
）

６
月
５
日	

委
員
会（
質
疑
）	

部
長
会
議

６
月
６
日	

議
案
精
読	

議
案
精
読

６
月
７
日	

委
員
会（
総
括
質
問
・
採
決
）	

宗
会
理
事
会

	
	

本
会
議（
採
決
）

【
参
議
会
】

 

〈
午
前
〉 

〈
午
後
〉

６
月
５
日	

成
立
の
会
議	

本
会
議（
演
説
・
提
示
説
明
）

	

開
会
式	

委
員
会（
顔
合
わ
せ
）

６
月
６
日	

委
員
会（
質
疑
）	

委
員
会（
質
疑
）

６
月
７
日	

真
宗
同
朋
議
員
団
学
習
会	

宗
会
理
事
会

	
	

真
宗
同
朋
議
員
団
総
会

	
	

本
会
議（
宗
議
会
報
告
）

６
月
８
日	

委
員
会（
質
疑
）	

追
悼
会

	
	

本
会
議（
追
悼
演
説
・
代
表

	
	

　
　
　

 

質
問
・
一
般
質
問
）

６
月
９
日	

委
員
会（
総
括
質
問
・
採
決
）	

本
会
議（
採
決
）

教
団
の
動
き

【
５
／
29
～
６
／
９
】

２
０
２
５
年 

第
77
回
宗
議
会
・
第
74
回
参
議
会（
常
会
）招
集

宗務総長演説財務長演説

※�

可
決
成
立
し
た
条
例
の
趣
旨
は
本
誌
40
頁
～
、
教
化
研

修
計
画
は
44
頁
～
、
予
算
等
は
82
頁
～
掲
載
。
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第
77
回
宗
議
会
・
第
74
回
参
議
会（
常
会
）開
会
式

　
　
大
谷
暢
裕
門
首
挨
拶

　

本
日
こ
こ
に
、
第
七
十
七
回
宗
議
会
（
第
七
十
四
回
参
議
会
）
常

会
が
招
集
さ
れ
、
議
員
各
位
に
は
、
挙
っ
て
参
集
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、

ま
こ
と
に
ご
苦
労
様
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
昨
今
、
世
界
各
地
で
頻
発
す
る
自
然
災
害
、
そ
し
て
、

今
な
お
終
息
を
見
る
こ
と
の
な
い
国
家
間
で
の
武
力
紛
争
に
よ
り
、
多
く
の
人
の
命
や
生
活
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
深
い
悲
し
み
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
全
て
の
方
々
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
が
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
念
じ
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、宗
門
で
は
、現
在
、各
教
区
・
各
別
院
に
お
い
て
、順
次
慶
讃
法
要
が
お
勤
ま
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
宗
祖
が
顕
か
に
さ
れ
た
本
願
念
仏
の
み
教
え
を
我
が

身
に
問
い
た
ず
ね
、
共
に
念
仏
申
す
歩
み
を
確
か
め
る
機
縁
と
な
る
こ
と
を
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
常
会
は
、
か
か
る
時
代
状
況
の
中
で
、
宗
門
の
未
来
を
見
定
め
る
べ
く
、
様
々
な
重
要
施
策
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
公
議
公
論
を
尽
く
さ
れ
、
そ
の
本
分
を
全
う
さ
れ
る
よ
う
念
願
し
ま
す
。

宗
議
会
〈
二
〇
二
五
年
五
月
二
十
九
日
〉

参
議
会
〈
二
〇
二
五
年
六
月
五
日
〉　　

〈
第
77
回 

宗
議
会（
常
会
）
本
会
議
に
お
け
る
代
表
・

一
般
質
問
一
覧
〉　
※
各
質
問
項
目
下
の
（�

）
内
は
答
弁
者

代
表
質
問
（
６
月
２
日
）

●
花
園
兼
有 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 
・ 「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」に
つ
い
て（
木
越
宗
務
総
長
・

轡
田
参
務
）

 

・ 

宗
務
改
革
並
び
に
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 「
是
旃
陀
羅
」問
題
に
つ
い
て（
木
越
宗
務
総
長
・
山
田
参
務
）

 

・ 

大
谷
専
修
学
院
問
題
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

 

・ 

男
女
共
同
参
画
に
向
け
た
宗
門
運
営
に
つ
い
て
（
佐
々
木

参
務
）

●
田
澤
一
明 

議
員
（
同
朋
社
会
を
め
ざ
す
会
）

 

・ 「
宗
務
改
革
」「
行
財
政
改
革
」
の
前
提
と
し
て
の
、
同

朋
会
運
動
の
総
括
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
）

 

・ 「
教
団
問
題
」
を
通
し
て
考
え
る
同
朋
会
運
動
の
歩
み
と

現
在
の
課
題
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
・
轡
田
参
務
）

 

・ 「
部
落
差
別
問
題
」
を
通
し
て
考
え
る
同
朋
会
運
動
の
歩

み
と
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 「
靖
国
問
題
」
を
通
し
て
考
え
る
同
朋
会
運
動
の
歩
み
と

現
在
の
課
題
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 「
大
谷
専
修
学
院
」
の
問
題
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
・

古
賀
参
務
）

●
浜
口
和
也 

議
員
（
僧
伽
）

 

・ 

大
谷
専
修
学
院
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
・
古
賀
参
務
）

 

・ 

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

女
性
活
躍
推
進
法
及
び
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

に
基
づ
く
行
動
計
画
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

組
会
・
教
区
会
へ
の
坊
守
の
参
画
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参 

務
）

一
般
質
問
（
６
月
３
日
）

●
佐
々
木
道
範 

議
員
（
僧
伽
）

 

・ 

改
革
「
慙
愧
心
を
賜
り
て
」
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
）

 

・ 

能
登
の
支
援
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

宗
憲
前
文
の
「
帰
依
処
」
の
文
言
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務

総
長
）

●
三
品
正
親 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 

・ 

通
信
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

 

・ 

都
市
開
教
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

青
少
幼
年
教
化
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

●
能
邨
勇
樹 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 

・ 

相
続
講
制
度
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

 

・ 

教
化
交
付
金
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

第
２
種
共
済
並
び
に
融
資
制
度
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

宗
宝
・
宗
史
蹟
保
存
条
例
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

●
土
肥
人
史 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 

・ 

宗
門
が
把
握
す
る
社
会
状
況
と
宗
務
改
革
の
必
要
性
に

つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

真
宗
本
廟
お
待
ち
受
け
大
会
に
お
け
る
池
田
勇
諦
氏
に

よ
る
記
念
法
話
の
受
け
止
め
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
）

 

・ 

同
朋
会
運
動
の
認
識
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
）

 

・ 

宗
門
に
お
け
る
青
少
幼
年
教
化
に
つ
い
て
の
所
見
（
山
田

参
務
）

●
勅
使　
忍 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 

・ 「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
）

門首挨拶（参議会開会式）
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教 団 動の き
 

・ 

能
登
へ
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

教
区
交
付
金
の
変
え
方
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

資
産
活
用
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

●
諸
岡　
敏 

議
員
（
無
所
属
）

 
・ 
共
済
制
度
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 
・ 
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

●
椋
田
隆
知 

議
員
（
無
所
属
）

 

・ 

文
化
財
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

 

・ 

地
域
社
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

 

・ 

自
治
体
行
政
と
の
連
携
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

青
少
幼
年
教
化
の
考
え
方
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

一
般
質
問
（
６
月
４
日
）

●
内
記　
淨 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 

・ 

青
少
幼
年
教
化
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

別
院
問
題
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
・
古
賀

参
務
）

 

・ 

聖
教
編
纂
室
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

●
八
島
昭
雄 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 

・ 

別
院
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
・
轡
田
参
務
）

 

・ 

行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

同
朋
会
運
動
の
具
体
的
展
開
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

●
藤
井
宣
行 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 

・ 

第
２
種
共
済
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

選
挙
制
度
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

大
谷
専
修
学
院
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

●
井
上　
博 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 

・ 

解
散
に
向
け
て
の
手
続
き
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

男
女
の
み
で
区
別
さ
れ
て
い
る
性
差
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

法
名
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

●
杉
浦
明
道 

議
員
（
同
朋
社
会
を
め
ざ
す
会
）

 

・ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
真
宗
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・
海
外
開
教
と
世
界
同
朋
大
会
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

●
中
川
和
子 

議
員
（
僧
伽
）

 

・ 

東
海
連
区
教
区
会
正
副
議
長
会
「
同
朋
会
員
志
還
付
金

及
び
教
区
交
付
金
の
交
付
基
準
見
直
し
に
つ
い
て
の
要

望
」
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

同
朋
の
会
推
進
講
座
の
今
後
の
位
置
付
け
と
本
山
か
ら

の
助
成
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

 

・ 「
是
旃
陀
羅
」
問
題
の
課
題
共
有
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

坊
守
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

●
旦
保
立
子 

議
員
（
同
朋
社
会
を
め
ざ
す
会
）

 

・ 「
同
朋
」
と
は
ど
う
い
う
方
を
さ
す
の
か
に
つ
い
て
（
木

越
宗
務
総
長
）

 

・ 

専
修
学
院
問
題
（
宗
派
の
労
務
管
理
）
に
つ
い
て
（
古
賀

参
務
）

 

・ 

組
会
へ
の
坊
守
参
画
に
関
す
る
内
局
か
ら
の
条
例
改
正

等
の
提
案
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

戦
後
80
年
不
戦
の
誓
い
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
）

●
尾
畑
英
和 

議
員
（
真
宗
興
法
議
員
団
）

 

・ 

従
た
る
事
務
所
の
設
置
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

議
員
定
数
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

同
朋
新
聞
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
情
報
伝
達
の
見
直
し
に

つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 
・ 
大
谷
専
修
学
院
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

 
・ 
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 
教
勢
調
査
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

大
谷
祖
廟
総
合
整
備
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

 

・ 

帰
敬
式
実
践
運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

 

・ 

青
少
幼
年
教
化
の
推
進
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
）

〈
第
74
回　
参
議
会
（
常
会
）
本
会
議
に
お
け
る
代
表・

一
般
質
問
一
覧
〉　
※
各
質
問
項
目
下
の
（�

）
内
は
答
弁
者

代
表
質
問
（
６
月
８
日
）

●
中
谷
哲
夫 

議
員

 

・ 

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

交
付
金
の
減
額
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

議
員
定
数
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

 

・ 

大
谷
祖
廟
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

 

・ 

同
朋
会
運
動
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
）

 

・ 

教
区
改
編
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

同
朋
新
聞
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

教
勢
調
査
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

大
谷
専
修
学
院
問
題
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

一
般
質
問
（
６
月
８
日
）

●
寺
内　
実 

議
員

 

・ 

同
朋
新
聞
の
配
布
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

組
門
徒
会
に
つ
い
て
（
轡
田
参
務
）

 

・ 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
法
話
）
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

推
進
員
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

●
緒
方
靜
磨 

議
員

 

・ 

相
続
講
金
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

 

・ 

懇
志
教
団
の
定
義
・
意
味
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

 

・ 

懇
志
と
は
（
長
峯
財
務
長
）

 

・ 

予
算
科
目
の
変
更
に
つ
い
て
（
長
峯
財
務
長
）

 

・ 

普
通
財
産
の
有
効
活
用
と
販
売
促
進
に
つ
い
て
（
長
峯
財

務
長
）

 

・ 

財
源
確
保
と
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参
務
）

●
上
田
幸
一 

議
員

 

・ 

住
職
と
門
徒
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
（
木
越
宗
務
総
長
）

 

・ 

男
女
共
同
参
画
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て
（
佐
々
木
参

務
）

 

・ 

教
区
改
編
に
伴
う
教
区
、
組
の
問
題
点
に
つ
い
て
（
轡
田

参
務
）

●
久
保
田
幸
正 

議
員

 

・ 「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に
つ
い
て
（
山
田
参
務
）

 

・ 

帰
敬
式
に
つ
い
て
（
古
賀
参
務
）

※�

質
問
及
び
答
弁
の
要
旨
は
、
追
っ
て
宗
派
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
公
開
し
ま
す
。
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〈
常
会
で
議
決
さ
れ
た
議
案 

一
覧
〉

〈
当
局
提
案
〉〈
宗
〉は
宗
議
会
、〈
参
〉は
参
議
会
で
の
議
決
結
果
。
◎
は
全
会
一
致
、
○
は
多
数
に
よ
り
可
決
。

〈
宗
〉〈
参
〉

〈
宗
〉〈
参
〉

１　
〇　
◎
山
陽
教
区
・
四
国
教
区
の
教
区
改
編
に
伴
う
山
陽
四
国
教
区
発
足
の
議

決
を
求
め
る
件

【
予
算
関
係
】

２　
○　
◎
２
０
２
４
年
度　

真
宗
大
谷
派
経
常
部
歳
入
歳
出
補
正
予
算

３　
〇　
◎
２
０
２
４
年
度　

第
２
種
共
済
特
別
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

４　
〇　
◎
２
０
２
５
年
度　

真
宗
大
谷
派
経
常
部
臨
時
部
歳
入
歳
出
予
算

５　
〇　
◎
２
０
２
５
年
度　

第
２
種
共
済
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

６　
◎　
◎
２
０
２
５
年
度　

東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

７　
◎　
◎
２
０
２
５
年
度　

東
大
谷
墓
地
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

８　
◎　
◎
２
０
２
５
年
度　

首
都
圏
教
化
推
進
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

９　
◎　
◎
会
計
条
例
第
24
条
た
だ
し
書
に
よ
る
委
任
の
議
決
を
求
め
る
件

【
財
産
関
係
】

10　
◎　
◎
真
宗
大
谷
派
所
有
土
地
（
石
川
県
小
松
市
丸
の
内
町
一
丁
目
）
処
分
（
有

償
譲
渡
）
の
承
諾
を
求
め
る
件

11　
◎　
◎
真
宗
大
谷
派
所
有
土
地
（
熊
本
県
球
磨
郡
相
良
村
）
処
分
（
有
償
譲
渡
）

の
承
諾
を
求
め
る
件

12　
◎　
◎
重
要
文
化
財
（
阿
弥
陀
堂
門
・
鐘
楼
・
手
水
屋
形
）
修
復
及
び
境
内
地

の
著
し
い
模
様
替
え
の
承
諾
を
求
め
る
件

【
条
例
案
等
】

13　
〇　
◎
真
宗
本
廟
崇
敬
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

14　
〇　
◎
宗
務
職
制
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

15　
〇　
◎
宗
議
会
議
員
選
挙
条
例
案

16　
〇　
◎
教
区
会
議
員
選
挙
条
例
案

17　
〇　
◎
参
議
会
議
員
選
挙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

18　
〇　
〇
別
院
の
再
編
成
に
関
す
る
条
例
案

19　
○　
○
宗
務
改
革
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

20　
◎　
○
宗
務
改
革
推
進
資
金
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

21　
〇　
○
大
谷
祖
廟
及
び
東
大
谷
墓
地
に
関
す
る
総
合
整
備
委
員
会
条
例
案

22　
○　
◎
教
区
制
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

23　
◎　
◎
審
問
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

24　
〇　
◎
地
震
災
害
に
係
る
共
済
金
給
付
額
の
算
出
に
関
す
る
臨
時
措
置
条
例
案

25　
〇　
○
第
２
種
共
済
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

26　
◎　
○
災
害
対
応
準
備
金
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例
案

27　
◎　
◎
首
都
圏
教
化
推
進
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

28　
◎　
◎
海
外
開
教
推
進
資
金
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例
案

29　
◎　
◎
宗
教
法
人
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
案

【
そ
の
他
】

【
審
問
院
審
事
の
任
命
】（
宗
議
会
の
み
）

30　
〇　　

審
問
院
審
事
（
谷　

洋　
氏
）
の
任
命
に
つ
い
て
承
諾
を
求
め
る
件

31　
〇　　

審
問
院
審
事
（
渡
邊　

信　
氏
）
の
任
命
に
つ
い
て
承
諾
を
求
め
る
件

32　
〇　　

審
問
院
審
事
（
京
極　
孝
文　
氏
）
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

〈
議
員
発
議
〉

33　
◎　
◎
非
核
非
戦
決
議
２
０
２
５
（
案
）

※「
可
決
成
立
し
た
条
例
に
つ
い
て
」は
40
頁
、
予
算
等
は
82
頁
以
降
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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第
77
回
宗
議
会
（
常
会
）

　
議　
長　
望
月
慶
子

　
副
議
長　
竹
内
彰
典

委
員
会 

２
０
２
５
年
５
月
29
日
選
出
（
◎
は
委
員
長
）

■
予
算
委
員
会
（
20
）

◎
酒
井　

良　

清　

史
彦　

勅
使　

忍　

富
田
泰
成

　

八
島
昭
雄　

小
林
光
紀　

黒
萩　

裕　

今
川
雅
照

　

内
記　

淨　

三
品
正
親　

篠
塚
榮
祐　

能
邨
勇
樹

　

伊
吹
惠
鐘　

北
畠
顯
諒　

旦
保
立
子　

渡
邊　

学

　

金
子
光
洋　

浜
口
和
也　

諸
岡　

敏　

岩
嵜　

徹

■
運
営
委
員
会
（
８
）

◎
菊
池　

浩　

井
上　

博　

酒
井
一
明　

坂
本
敏
朗

　

西
受
秀
文　

篠
田　

穰　

山
本
龍
昇　

赤
松　

雅

■
請
願
委
員
会
（
８
）

◎
那
須
信
純　

里
雄
康
意　

沼　

秋
香　

草
野
龍
子

　

菅
原　

貴　

杉
浦
明
道　

中
川
和
子　

金
倉
泰
賢

　
　

※
草
野
龍
子
（
６
月
３
日
辞
任
許
可
）

　
　
　

花
園
兼
有
（
６
月
４
日
補
充
）

■
懲
罰
委
員
会
（
８
）

◎
東
野
文
惠　

新
羅
興
正　

下
谷
泰
史　

大
橋
秀
暢

　

土
肥
人
史　

田
澤
一
明　

高
橋
法
信　

眞
野
琢
児

■
特
別
委
員
会
（
10
）

◎
尾
畑
英
和　

藤
井
宣
行　

齊
藤
法
顕　

邨
上
了
圓

　

高
名
和
丸　

井
上　

裕　

内
藤
円
亮　

今
居
哲
治

　

佐
々
木
道
範　

藤
原
正
雄

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
74
回
参
議
会
（
常
会
）

　
議　
長　
加
藤
晴
郎

　
副
議
長　
黒
栁
芳
因

委
員
会�

２
０
２
５
年
６
月
５
日
選
出
（
◎
は
委
員
長
）

■
予
算
委
員
会
（
36
）

◎
滑
川
義
幸　

福
永
荘
三　

西
川
一
明　

中
山
克
宏

　

山
田
富
士
雄　

中
嶋
ひ
ろ
み　

松
本
弘
行

　

松
原
繁
光　

家
田
鐵
彦　

佐
古
光
臣　

佐
藤
多
恵
子

　

出
水　

満　

村
谷
哲
也　

森
永
壽
久　

柴
田
慶
三

　

瀨
戸
川
恒
雄　

寺
内　

実　

山
瀬
一
美　

大
見
政
弘

　

緒
方
靜
磨　

内
ヶ
島
英
一　

前
田
憲
男　

元
木　

繁

　

吉
原
憲
孝　

和
泉
吉
隆　

大
谷
幸
毅　

赤
岩　

優

　

杉
江
勝
彦　

成
瀬
妙
子　

熊
谷
逸
男　

佐
藤
芳
美

　

横
井
富
司
夫　

横
田
義
治　

石
原　

孝　

吉
見
一
秀

　

小
林　

強

■
運
営
委
員
会
（
８
）

◎
山
本
正
弘　

大
西
道
誠　

久
保
田
幸
正

　

中
山
惠
津
子　

甲
斐　

一　

五
来
範
行　

金
巻
拾
子

　

澤　

善
英

■
請
願
委
員
会
（
８
）

◎
緒
方
靜
磨　

瀨
戸
川
恒
雄　

野
澤
一
成　

福
永
荘
三

　

佐
古
光
臣　

丸
山　

誠　

奥
戸
義
成　

赤
岩　

優

■
懲
罰
委
員
会
（
８
）

◎
山
田
富
士
雄　

森
永
壽
久　

上
田
幸
一　

中
山
克
宏

　

西
川
一
明　

寺
本
修
一　

熊
谷
逸
男　

横
田
義
治

■
特
別
委
員
会
（
14
）

◎
寺
本
修
一　

丸
山　

誠　

荒
谷
正
裕　

七
尾
利
明

　

岩
田　

弘　

髙
橋
賢
一　

野
澤
一
成　

中
谷
哲
夫

　

上
田
幸
一　

奥
戸
義
成　

中
島
隆
敏　

福
島
良
一

　

中
谷
幸
博　

伊
藤
辰
夫

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

■
宗
会
理
事
会
理
事
並
び
に
補
充
員
（
宗
議
会
）

（
カ
ッ
コ
内
は
補
充
員
）
２
０
２
５
年
５
月
29
日
選
出

議　
長　
望
月
慶
子

副
議
長　
竹
内
彰
典

　

菊
池　

浩
（
西
受
秀
文
）

　

井
上　

博
（
坂
本
敏
朗
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

■
宗
会
理
事
会
理
事
並
び
に
補
充
員
（
参
議
会
）

（
カ
ッ
コ
内
は
補
充
員
）
２
０
２
５
年
６
月
５
日
選
出

議　
長　
加
藤
晴
郎

副
議
長　
黒
栁
芳
因

　

山
本
正
弘
（
大
西
道
誠
）

　

久
保
田
幸
正
（
中
山
惠
津
子
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

■
参
与
会
員
補
充
員

２
０
２
５
年
６
月
７
日
選
出

　

酒
井
一
明
（
内
記　

淨
参
与
会
員
の
補
充
員
）

　

今
川
雅
照
（
三
品
正
親
参
与
会
員
の
補
充
員
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

■
常
務
会
員
補
充
員

２
０
２
５
年
６
月
９
日
選
出

　

久
保
田
幸
正
（
滑
川
義
幸
常
務
会
員
の
補
充
員
）
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私
た
ち
は
、
こ
の
決
議
の
重
み
を
再
確
認
し
、
平
和
の
意
味
、
そ

し
て
自
ら
の
姿
を
問
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

決
議
よ
り
三
十
年
、
基
地
問
題
で
苦
し
み
翻
弄
さ
れ
る
沖
縄
に
何

度
も
訪
問
視
察
し
て
き
ま
し
た
が
、
寄
り
添
う
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
愚
か
さ
に
対
す
る
感
覚
は
時
の
経
過
と
共
に
風

化
し
つ
つ
あ
り
、
加
え
て
、
現
在
も
続
い
て
い
る
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
、
未
だ
終
息
の
兆
し
は
見
え
ず
、
核
兵

器
の
使
用
を
も
示
唆
し
威
嚇
し
て
い
ま
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ

エ
ル
紛
争
も
、
激
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
八
十
年
を
迎
え
る
今
、
身
近
な
と
こ
ろ
は
も
と
よ
り
、
多
く

の
犠
牲
を
出
し
た
、
激
戦
地
沖
縄
や
被
爆
し
た
広
島
・
長
崎
で
の
体

験
を
語
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　

�「
怨
み
に
報
い
る
に
怨
み
を
以
て
し
た
な
ら
ば
、
つ
い
に
怨
み

の
息
む
こ
と
が
な
い
」（『
法
句
経
』）

　

永
い
人
類
の
歴
史
は
、
人
が
人
を
殺
し
、
傷
つ
け
合
う
悲
し
み
の

連
続
で
し
た
。
如
来
の
願
心
は
、
自
我
愛
を
正
当
化
し
て
「
賜
っ
た

い
の
ち
」
を
奪
い
合
う
こ
と
を
悲
し
み
、私
た
ち
に
「
共
に
生
き
よ
」

と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

私
た
ち
は
、
こ
の
教
え
を
聞
き
ひ
ら
き
、
自
ら
の
姿
を
問
い
学
び
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
愚
か
さ
を
次
世
代
へ
伝
承
す
る
た
め
に
、
あ
ら
た

め
て
こ
こ
に
「
非
核
非
戦
の
誓
い
」
を
表
明
し
ま
す
。

　

二
〇
二
五
年
六
月
七
日　

真
宗
大
谷
派　

宗
議
会
議
員
一
同

　

二
〇
二
五
年
六
月
九
日　

真
宗
大
谷
派　

参
議
会
議
員
一
同

非
核
非
戦
決
議
２
０
２
５

　
　
「
不
戦
決
議
」

　

私
た
ち
は
過
去
に
お
い
て
、
大
日
本
帝
国
の
名
の
下
に
、
世
界
の
人
々
、

と
り
わ
け
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
た
ち
に
、
言
語
に
絶
す
る
惨
禍
を
も
た
ら
し
、

佛
法
の
名
を
借
り
て
、
将
来
あ
る
⻘
年
た
ち
を
死
地
に
赴
か
し
め
、
言
い
し

れ
ぬ
苦
難
を
強
い
た
こ
と
を
、
深
く
懺
悔
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
懺
悔
の
思
念
を
旨
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
人
間
の
い
の
ち
を
軽
ん
じ
、

他
を
抹
殺
し
て
愧
じ
る
こ
と
の
な
い
、
す
べ
て
の
戦
闘
行
為
を
否
定
し
、
さ

ら
に
賜
っ
た
信
心
の
智
慧
を
も
っ
て
、
宗
門
が
犯
し
た
罪
責
を
検
証
し
、
こ

れ
ら
の
惨
事
を
未
然
に
防
止
す
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
決
意
し
て
、

こ
こ
に
「
不
戦
の
誓
い
」
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
私
た
ち
は
、
か
つ
て
安
穏
な
る
世
を
願
い
、
四
海
同
朋
へ
の
慈
し

み
を
説
い
た
た
め
に
、非
国
⺠
と
さ
れ
、宗
門
か
ら
さ
え
見
捨
て
ら
れ
た
人
々

に
対
し
、
心
か
ら
な
る
許
し
を
乞
う
と
と
も
に
、
今
日
世
界
各
地
に
お
い
て

不
戦
平
和
へ
の
願
い
に
促
さ
れ
て
、
そ
の
実
現
に
身
を
捧
げ
て
お
ら
れ
る
あ

ら
ゆ
る
心
あ
る
人
々
に
、
深
甚
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
⺠
族
・
言
語
・
⽂
化
・
宗
教
の
相
違
を
越
え
て
、
戦
争
を

許
さ
な
い
、
豊
か
で
平
和
な
国
際
社
会
の
建
設
に
む
け
て
、
す
べ
て
の�

人
々
と
歩
み
を
と
も
に
す
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

右
、
決
議
い
た
し
ま
す
。

　

一
九
九
五
年
六
月
十
三
日　

真
宗
大
谷
派　

宗
議
会
議
員
一
同

　

一
九
九
五
年
六
月
十
五
日　

真
宗
大
谷
派　

参
議
会
議
員
一
同

　

戦
後
五
十
年
を
経
た
一
九
九
五
年
六
月
、
真
宗
大
谷
派
は
、
自
ら
の
罪
責

を
懺
悔
し
人
類
の
願
い
を
「
不
戦
の
誓
い
」
と
し
て
表
明
し
ま
し
た
。
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四
月
十
四
日
、
宗
務
審
議
会
「
大
谷
祖
廟
総
合
整

備
に
関
す
る
委
員
会
（
委
員
十
名
）」
が
開
催
さ
れ
、

尾
畑
英
和
会
長
よ
り
木
越
渉
宗
務
総
長
に
答
申
書
が

提
出
さ
れ
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、「（
一
）
大
谷
祖
廟
境
内
及
び
建

造
物
の
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て
」、「（
二
）
納
骨

を
縁
と
し
た
開
教
事
業
の
展
開
並
び
に
宗
派
納
骨
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
」
が
諮
問
さ
れ
、
二
〇
二
三
年

十
二
月
四
日
の
委
員
会
設
置
以
降
、
全
十
二
回
の
審

議
会
に
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
た
び
、提
出
さ
れ
た
答
申
書
で
は
、始
め
に
総

合
整
備
事
業
の
基
本
方
針
と
し
て
〈
①
親
鸞
聖
人
の

御
廟
所
と
し
て
の
歴
史
と
真
宗
門
徒
の
納
骨
の
伝
統

を
継
承
、
②
納
骨
を
縁
に
宗
派
の
開
教
事
業
と
し
て

展
開
、
③
大
谷
祖
廟
に
お
い
て
新
た
な
宗
派
財
源
を

確
保
し
て
増
収
を
図
る
〉
が
示
さ
れ
、
整
備
計
画
の

視
点
を
「
安
全

対
策
」「
老
朽

化
対
策
」「
混

雑
解
消
」「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対

応
」「
東
大
谷

納
骨
堂（
仮
称
）

の
建
設
」
の
五

項
目
に
整
理
し
、

大
谷
祖
廟
並
び

に
東
大
谷
墓
地

の
総
合
整
備
事
業
の
基
本
構
想
が
概
要
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
。
二
〇
二
五
年
度
か
ら
は
、
条
例
に
よ
る

整
備
委
員
会
を
新
た
に
設
置
し
、
総
合
整
備
事
業
に

関
す
る
総
計
画
（
総
予
算
）
を
策
定
し
、
二
〇
二
六

年
度
か
ら
実
施
設
計
、
工
事
発
注
を
行
い
、
二
〇
二

八
年
一
月
か
ら
工
事
が
開
始
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
提
言
さ
れ
た
。
ま
た
、
工
事
全
体
像
把

握
の
た
め
の
概
算
総
工
費
、
総
合
整
備
事
業
に
か
か

る
財
源
確
保
の
方
途
等
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
た
。

※
答
申
書
は
本
誌
近
号
に
掲
載
予
定
。

【
４
／
17
～
５
／
９
】

　

毎
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
五
月
二
日
ま
で
の
十
日

間
、
吉
崎
別
院
に
お
い
て
勤
ま
る
蓮
如
上
人
御
忌
法

要
に
合
わ
せ
、
真
宗
本
廟
と
吉
崎
別
院
の
間
を
蓮
如

上
人
の
御
影
の
お
供
と
し
て
歩
く
「
蓮
如
上
人
御
影

道
中
」
が
本
年
も
開
催
。
今
年
の
部
分
参
加
、
全
行

程
を
含
め
た
自
主
参
加
の
事
前
申
し
込
み
者
数
は
御

下
向
四
十
三
名
（
昨
年
二
十
四
名
）、
御
上
洛
二
十

九
名
（
昨
年
二
十
二
名
）
と
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の

方
が
蓮
如
上
人
の
お
供
に
加
わ
っ
た
。

　青少幼年センターで取り扱っている青少幼年教化教材の発送について、これまで
無償で行っておりましたが、2025年度より、発送料をご負担いただくことになりま
した。青少幼年教化教材をご活用いただいております皆様におかれましては、ご負
担をおかけいたしますが、何卒ご理解のほどお願いいたします。

　取扱開始日　2025年７月１日（火）〜
　配送方法　　着払い（ただし、レターパックでの配送は青少幼年センターで負担します）

お知らせ 青少幼年教化教材の発送料負担について

お問い合わせ　青少幼年センター（TEL：075-354-3440）

　
大
谷
祖
廟
事
務
所
　

宗
務
審
議
会
「
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
に

関
す
る
委
員
会
」答
申
書
提
出

【
４
／
14
】

内局に答申書が提出された

第
３
５
２
回「
蓮
如
上
人
御
影
道
中
」開
催

　
―
御
下
向
約
２
０
０
キ
ロ
・

御
上
洛
約
２
２
０
キ
ロ
を
歩
む
御
仏
事
―

　
組
織
部
・
企
画
調
整
局
（
寺
院
活
性
化
支
援
室
）　
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【
４
／
１
】

　

宗
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
の
新
学
長
・
校
長
が
下

記
の
と
お
り
就
任
し
た
。（
二
〇
二
五
年
四
月
一
日
付
）

■
飯
田
短
期
大
学
学
長

　

�

武
分��

祥
子�
氏　

一
九
六
九
年
生
ま
れ
。
立
命
館

大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

■
東
大
谷
高
等
学
校
校
長

　

�

吉
永��

雅
也�

氏　

一
九
七
一
年
生
ま
れ
。
早
稲
田

大
学
法
学
部
卒
業
。

　

京
都
か
ら
吉
崎
に
向
か
う
御
下
向
（
四
月
十
七
日

～
二
十
三
日
）
で
は
、
國
分
大
慶
氏
（
能
登
教
区
安

泉
寺
）
が
随
行
教
導
を
、
道
中
の
責
任
者
で
あ
る
宰

領
は
青
木
武
次
氏
が
勤
め
、
吉
崎
か
ら
京
都
へ
の
御

上
洛
（
五
月
二
日
～
九
日
）
で
は
太
田
浩
史
氏
（
富

山
教
区
大
福
寺
）
が
随
行
教
導
、
川
島
弘
之
氏
が
宰

領
を
勤
め
た
。

　

今
回
も
昨
年
に
引
き
続
き
浄
土
真
宗
ド
ッ
ト
イ
ン

フ
ォ
に
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
御
影
道
中
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
位
置
情
報
が
提
供
さ
れ
、

飛
び
入
り
参
加
の
方
々
か
ら

「
一
行
と
の
合
流
の
目
安
と

な
る
」
と
好
評
の
声
が
聞
か

れ
た
。

　

ま
た
、「
吉
崎
別
院
（
御

影
道
中
）
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
担
当
す
る
宗
務
役

員
二
名
が
昨
年
に
引
き
続
き

御
下
向
・
御
上
洛
そ
れ
ぞ
れ

全
行
程
に
参
加
。
期
間
中
、

吉
崎
別
院
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
道
中
の
様
子
の
レ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
ほ
か
、

研
修
の
一
環
と
し
て
、
一
部
行
程
に
宗
務
所
の
新

入
職
員
も
参
加
し
た
。

　

御
上
洛
の
随
行
教
導
を
勤
め
た
太
田
氏
は
、
真

宗
本
廟
に
お
い
て
行
わ
れ
た
御
帰
山
式
（
五
月
九

日
）
に
お
い
て
「
御
影
道
中
に
は
帰
依
三
宝
が
備

わ
っ
て
お
り
、
特
に
御
下
向
に
は
法
義
相
続
、
御

上
洛
に
は
真
宗
再
興
が
願
わ
れ
て
い
る
」
と
御
影

道
中
の
意
義
を
語
っ
た
。

〈
訃
報
〉

参
議
会
議
員
ご
逝
去
の
お
知
ら
せ

　

村
松
勝
藏
氏
（
む
ら
ま
つ　

か
つ
ぞ
う
＝
参

議
会
議
員
［
新
潟
教
区
選
出
］、
高
田
十
一
組

鞍
馬
寺
門
徒
、
八
十
三
歳
）
が
二
〇
二
五
年
五

月
一
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
葬
儀
は
五
月
五
日
に

執
り
行
わ
れ
た
。

　

村
松
氏
は
二
〇
一
八
年
五
月
か
ら
、
三
期
に

わ
た
り
参
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
た
。

　
真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
　

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
校

新
学
長
・
校
長
決
ま
る

◆�

参
拝
接
待
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
側
に
御
影
道
中
で
実
際
に
使
用
さ

れ
る
御
輿
車
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

◆「
蓮
如
上
人
御
影
道
中
」情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

残雪の木ノ芽峠越え（御下向）

琵琶湖の東側を歩む一行（御上洛）

参
議
会
議
員
（
新
潟
教
区
）
補
欠
選
挙

　

新
潟
教
区
で
は
、
村
松
勝
藏
参
議
会
議
員
の
逝

去
に
伴
い
、
五
月
十
九
日
に
招
集
さ
れ
た
教
区
門

徒
会
（
臨
時
会
）
に
お
い
て
補
欠
選
挙
が
行
わ

れ
、
小
林
強
氏
が
当

選
し
た
。
小
林
氏
は

第
二
組
善
正
寺
門

徒
、
一
九
五
三
年
生
。

七
十
一
歳
。
任
期
は

二
〇
二
七
年
四
月
末

日
ま
で
。

小
林  

強
（
こ
ば
や
し 

つ
よ
し
）
氏 

当
選
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四
月
に
宗
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
に
よ
る
真
宗
本

廟
参
拝
・
研
修
が
行
わ
れ
た
。
実
施
校
は
左
記
の
と

お
り
。

〈
参
拝
〉

◇
大
谷
中
学
・
高
等
学
校
［
京
都
］【
新
入
生
】

六
四
九
名
／
四
月
八
日

◇
同
朋
高
等
学
校
【
三
年
生
】

四
三
七
名
／
四
月
十
七
日

◇
大
谷
大
学
【
新
入
生
】

九
〇
〇
名
／
四
月
十
九
日

◇
大
谷
大
学
【
新
入
教
職
員
】十

六
名
／
四
月
十
九
日

◇
大
谷
高
等
学
校
［
大
阪
］【
新
入
生
】

五
十
七
名
／
四
月
二
十
二
日

◇
京
都
光
華
女
子
大
学
【
新
入
生
】

五
一
六
名
／
四
月
二
十
三
日

◇
光
華
小
学
校
【
新
入
生
】

四
十
三
名
／
四
月
二
十
三
日

〈
研
修
〉

◇
同
朋
大
学
本
山
研
修
【
仏
教
学
科
・
別
科��

新
入
生
】

四
十
名
／
四
月
四
日

◇
大
谷
中
学
校
［
大
阪
］
本
山
研
修
【
新
入
生
】

一
六
一
名
／
四
月
二
十
二
日

■救援金のお願い
　宗派では、このたびの「令
和６年能登半島地震」に対す
る救援金の勧募を行っており
ます。皆様からの温かいご支
援をお願い申し上げます。

宗派公式ホームページ→
〈最新情報はこちら〉

宗派災害情報公式Ｘ→

【令和６年能登半島地震指定救援金総額】

247,392,353円（６月９日現在）

※宗派救援金口座及び境内救援金箱に寄せられた
　救援金の総額

【救援金口座】　郵便振替口座番号
　　　　　　　00920-3-203053

【加 入 者 名】　真宗大谷派
　※通信欄に「令和６年能登半島地震」と
　　ご記載ください。

６月６日、真宗興法議員団より、宗派災害救援金
として50万円が木越渉宗務総長に手交された。

大阪大谷中学校（４月22日）

同朋高等学校（４月17日）

関
係
学
校
が
真
宗
本
廟
参
拝
・
研
修
を

行
う 

【
４
月
】

災害救援本部より



真　　　　宗 2025年（令和 7年）7月　12

　

四
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、「
東
京
教
区　

宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗

八
百
年
慶
讃
法
要
」
が
真
宗
会
館
（
東
京
都
練
馬
区
）

に
て
厳
修
さ
れ
た
。
期
間
中
約
一
，二
五
〇
名
が
参

拝
し
、
教
区
内
を
中
心
に
僧
侶
、
門
徒
延
べ
一
二
二

名
が
出
仕
し
た
。

　

期
間
中
は
、
各
日
に
小
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
（
一

日
目
「
出
遇
い
の
慶
び
」、
二
日
目
「
名な

告の

り
」、
三

日
目
「
凡た

だ

夫び
と

と
し
て
」、
四
日
目
「
バ
ラ
バ
ラ
で
、�

な
お
、
い
っ
し
ょ
」、
五
日
目
「
こ
こ
か
ら
、
い
ま

か
ら
」）、
テ
ー

マ
の
も
と
法
話

や
お
勤
め
が
行

わ
れ
た
。

　

一
日
目
は
、

武
田
定
光
氏

（
東
京
教
区
因

速
寺
）
に
よ
る

法
話
の
後
、
大

谷
裕
新
門
の
調

声
に
よ
り
、
東

京
教
区
混
声
合

唱
団
「
Ｔ
ｏ
ｋ

ｙ
ｏ
サ
ン
ガ
９
」・

「
東
京
教
区
准
堂

衆
会
」・「
真
宗
大�

谷
派
合
唱
連
盟
」

の
協
力
を
得
て
、

仏
教
讃
歌
に
よ
る

音
楽
法
要
が
勤
ま

り
、
最
後
に
唱
和

さ
れ
た
「
回
向
」

で
は
、
多
く
の

方
々
の
声
が
講
堂

に
響
き
渡
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
大

谷
裕
新
門
を
執
行
者
と
し
て
帰
敬
式
が
行
わ
れ
、

二
十
三
名
が
受
式
し
た
。
結
柴
依
子
氏
（
東
北
教
区

淨
專
寺
）
に
よ
る
法
話
の
後
は
、
受
式
者
に
よ
る
座

談
会
も
行
わ
れ
た
。

　

三
日
目
は
今
井
雅
晴
氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

に
よ
る
講
話
の
後
、
老
若
男
女
や
僧
俗
の
区
分
を
問

わ
ず
、
同
朋
と
し
て
共
に
お
参
り
す
る
こ
と
を
願
い

と
し
た
門
徒
中
心
の
「
同
朋
共
参
勤
行
」
が
勤
ま
っ

た
。
ま
た
、
真
宗
本
廟
報
恩
講
へ
の
参
拝
奨
励
の
た

め
、「
坂
東
曲
」
が
特
別
に
披
露
さ
れ
、
参
拝
者
は

力
強
い
動
き
と
声
明
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

四
日
目
は
小
林
尚
樹
氏
（
東
京
教
区
光
明
寺
）
に

よ
る
法
話
が
あ
り
、
坊
守
や
若
年
者
が
中
心
と
な
る

法
要
が
勤
ま
っ
た
。
慶
讃
の
夕
べ
で
は
、
鈴
木
君
代

氏
（
東
北
教
区
念
通
寺
）
と
天
白
真
央
氏
（
岡
崎
教

区
淨
妙
寺
）
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
慶
讃
法
要

の
た
め
に
作
ら
れ
た
新
曲
が
披
露
さ
れ
た
。

　

五
日
目
は
本
多
弘
之
氏
（
東
京
教
区
本
龍
寺
）
に

よ
る
「
祖
徳
讃
嘆
」
が
あ
り
、
そ
の
後
の
結
願
法
要

は
、
大
谷
裕
新
門
が
出
仕
し
、
雅
楽
の
入
っ
た
伝
統

的
法
要
が
勤
ま
っ
た
。

　

真
宗
会
館
別
館
で
は
、「『
教
行
信
証
』（
坂
東
本
）

パ
ネ
ル
展
」
が
行
わ
れ
、
宗
祖
の
自
筆
に
ふ
れ
る
機

会
が
設
け
ら
れ
た
。
野
外
特
設
テ
ン
ト
で
は
、
法
話

講
師
と
の
座
談
や
能
登
で
被
災
さ
れ
た
方
の
お
話
を

聞
く
語
り
合
い

の
場
「
慶
讃
の

草
庵
」
を
設
け

た
ほ
か
、
教
区

有
志
に
よ
る
出

店
や
能
登
復
興

支
援
の
ブ
ー
ス

を
設
け
る
「
慶

讃
市
場
」
も
開

か
れ
、
慶
び
溢

れ
る
空
間
が
表

現
さ
れ
た
。

　

東
京
教
区
慶

讃
法
要
で
は
、

宗
祖
の
御
誕
生
・
立
教
開
宗
を
機
縁
と
し
て
「
東
京

教
区
だ
か
ら
こ
そ
」
と
言
え
る
新
し
い
形
を
表
現
し

て
き
た
。
法
要
の
結
び
が
歩
み
の
終
わ
り
で
は
な
く
、

「
こ
こ
か
ら
、い
ま
か
ら
」
新
た
な
歩
み
が
は
じ
ま
り
、

お
念
仏
の
教
え
、
出
遇
っ
た
慶
び
が
世
界
へ
、
そ
し

て
未
来
へ
と
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
。

（
東
京
教
区
通
信
員
・
酒
井
大
樹
）

　
東
京
教
区
　

「
東
京
教
区　

宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃

法
要
」厳
修

―
出
遇
っ
た
慶
び
が
未
来
へ
伝
わ
る
法
要
を
―

【
４
／
14
～
18
】

帰敬式が執行された

坂東曲の様子

「慶讃の草庵」での「能登の被災者からのお話」

教区 慶讃法要
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四
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
の
四
日
間
、

難
波
別
院
に
お
い
て
、「
大
阪
教
区
・
難
波
別
院　

宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗

八
百
年
慶
讃
法
要
」
が
厳
修
さ
れ
た
。

　

教
区
慶
讃
テ
ー
マ
「
南
無
阿
弥
陀
仏　

人
と
生�

ま
れ
た
こ
と
の

意
味
を
た
ず
ね

て
い
こ
う　

み

ん
な
に
願
い
が

か
け
ら
れ
て
い

る
」
を
掲
げ
、

約
四
年
に
わ
た

る
企
画
・
準
備

を
経
て
の
開
催

と
な
っ
た
。
連

日
ほ
ぼ
満
堂
の

盛
況
と
な
り
、

四
日
間
で
お
よ

そ
三
，〇
〇
〇

名
の
参
拝
が
あ

っ
た
。
十
九
日

と
二
十
日
は
大

谷
裕
新
門
が
法

要
の
導
師
を
勤

め
、
二
十
日
は

参
堂
列
（
稚
児

行
列
）
が
執
り

行
わ
れ
た
。
ま

た
二
十
日
は
、

難
波
別
院
本
堂

等
の
耐
震
お
よ

び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
大
型
工
事
の
完
了
に
伴
い

「
修
復
奉
告
法
要
」
も
あ
わ
せ
て
勤
め
ら
れ
た
。

　

昨
年
十
月
二
十
八
日
に
除
幕
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
出
迎
え
る
白
洲
に
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
た
。
ま
た
主
催
者
で
あ
る
教

区
慶
讃
法
要
委
員
会
の
「
今
回
の
法
要
が
能
登
の
被

災
地
に
思
い
を
寄
せ
る
機
会
と
な
る
よ
う
に
」
と
い

う
願
い
に
よ
り
、
能
登
地
方
の
特
産
品
を
扱
う
模
擬

店
が
並
び
、
訪
れ
た
人
々
が
思
い
思
い
に
時
を
過
ご

す
憩
い
の
場
と
な
っ
た
。

　

各
日
の
法
要
前
、
十
七
日
に
は
「
慶
讃
供
茶
と
南

御
堂
茶
会
」、
十
八
日
に
は
「
仏
教
讃
歌
演
奏
会
」

が
行
わ
れ
、
十
九
日
に
は
帰
敬
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

法
要
に
お
い
て
は
、
満
堂
の
参
拝
者
に
よ
る
正
信

偈
の
同
朋
唱
和
が
響
き
渡
り
、
宗
祖
が
受
け
と
め
顕

か
に
さ
れ
た
本
願
念
仏
の
教
え
が
、
八
百
年
の
時
を

経
て
、
今
こ
こ
に
確
か
に
届
い
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。
法
話
の
講
師
に
は
、

十
七
日
川
村
妙
慶
氏
（
真
宗
大
谷
派
僧
侶
）、
十
八

日
山
田
恵
文
氏
（
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）、
十
九

日
高
橋
源
一
郎
氏
（
作
家
）、
二
十
日
一
楽
真
氏
（
大

谷
大
学
学
長
）
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
親
鸞
聖
人
と

の
出
遇
い
を
通
し
て
ご
自
身
の
課
題
と
向
き
合
わ
れ
、

深
く
心
に
残
る
法
話
が
な
さ
れ
た
。

　

参
拝
者
の
表
情
に
は
笑
顔
が
溢
れ
、「
こ
ん
な
大

切
な
機
会
に
出

遇
わ
せ
て
い
た

だ
け
る
な
ん
て

思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

痛
む
足
を
励
ま

し
な
が
ら
来
て

よ
か
っ
た
で

す
」
と
の
声
も

聞
か
れ
た
。
企

画
準
備
に
携
わ

っ
た
慶
讃
法
要

委
員
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
思
い
に
よ
っ
て

こ
の
場
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、
自�

ら
の
歩
み
を
あ
ら
た
め
て
確
か
め
る
、
気
づ
き
に

満
ち
た
四
日
間
だ
っ
た
。
な
お
、
大
阪
教
区
で
は

二
〇
二
五
年
を
「
慶
讃
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
」
と
位
置
付
け
、

各
種
法
座
や
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
、
様
々
な
行
事

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
大
阪
教
区
通
信
員
・
高
名　

等
）

　
大
阪
教
区
　

「
大
阪
教
区
・
難
波
別
院　

宗
祖
親
鸞

聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗

八
百
年
慶
讃
法
要
」厳
修

―
教
区
慶
讃
テ
ー
マ

　

 「
南
無
阿
弥
陀
仏　

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の

意
味
を
た
ず
ね
て
い
こ
う　

み
ん
な
に
願
い

が
か
け
ら
れ
て
い
る
」―

【
４
／
17
～
20
】

白洲は模擬店やワークショップのテントで賑わった

白洲を進む参堂列

満堂となった本堂

教区 慶讃法要



真　　　　宗 2025年（令和 7年）7月　14

お知らせ 「真宗本廟特別参拝式」について

　2025年７月１日より「仏前結婚記念参拝式」の内容を変更いたします。総称を「真宗

本廟特別参拝式」と改め、「①結婚記念参拝式」の内容充実と、結婚の奉告以外に寺院・

教会における様々な慶事や記念行事などをご縁として真宗本廟へご参拝いただけるよう

「②寺院・教会向け参拝式」を新設しました。

【結婚記念参拝式】
結婚式を挙げられたご夫婦が、真宗本廟においてお二人が夫婦となったことを奉告する
参拝式です。仏前結婚式に限らず申請者の希望に応じてお受け入れいたします。
①　懇志金額　100,000円以上
　　　　　　　�さらに50,000円以上の懇志で、下記（ⅰ）～（ⅲ）の内から一ヵ所、

ご希望の場所で記念写真撮影を行うことができます。
②　参拝内容　御影堂及び阿弥陀堂参詣席にて参拝、御影堂外陣で焼香、記念写真撮影
　　　　　　　（ⅰ）真宗本廟境内諸殿での記念撮影（目安１時間）　
　　　　　　　（ⅱ）渉成園（庭園・施設）での記念撮影（目安１時間）
　　　　　　　（ⅲ）渉成園（庭園・和舟）での記念撮影（目安１時間）

【寺院・教会向け参拝式】
寺院・教会の様々な慶事や記念行事等を対象とした特別参拝式です。
（例：住職・坊守就任〇周年、責任役員・総代の就任・退任記念、寺院建立〇年記念）
※参拝式の内容については本廟部参拝接待所までご相談ください。
①　懇 志 金　80,000円以上
②　参拝内容　御影堂及び阿弥陀堂参詣席にて参拝、御影堂外陣での焼香、記念写真撮影
　　　　　　　日程終了後、ご希望により諸殿をご案内させていただきます。
③　記 念 品　額入記念写真（四切か半切から選択可能）
　　　　　　　配布用八切写真（最大15枚まで）
　　　　　　　※15枚以上を希望される場合は１枚100円でお求めいただけます。

〈お申し込み方法〉
ご参拝希望日の３ヵ月前までに電話またはメールにて本廟部参拝接待所へお問い合わせのうえ、所定
の申請書をご提出ください。
※ 申請書は、宗派ホームページ内「寺院の方へ」ページの「本山参拝のお役立ち情報」内、
「その他本山参拝便利情報」にてダウンロードいただけます。

〈お問い合わせ〉本廟部参拝接待所 TEL 075-371-9210　メールアドレス honbyo@higashihonganji.or.jp
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お知らせ

新設

真宗大谷派公式WEBサイト ⇒
https://www.higashihonganji.or.jp/

　2025年７月より、これまで『真宗』誌で掲載してきた内容が、宗派公式WEB
サイトでも閲覧可能となります。それに伴い、『真宗』誌面も順次一部掲載内容の
精査を行っていきます。
　今後、WEB上での情報発信をさらに充実させていきますので、これまで以上に
宗派公式WEBサイト及び公式SNSをご活用いただきますよう、ご案内します。

【宗派公式WEBサイトトップ】 【宗派情報コーナー】

★主なポイント★
✓　 巻頭言「樹心佛地」や「教団の動き」、

宗会情報などもWEBサイトに掲載。
✓　 「教区から」欄は、しんらん交流館WEB

サイト浄土真宗ドットインフォへ移行。
（2025年９月頃〜）

✓　 WEBサイトに「法要・行事カレンダー」
を掲載し、どなたでも参拝・参加可能な
行事を一覧で表示。

※ WEBサイトで閲覧可能な情報は、『真宗』
誌面の掲載を割愛する場合があります。

宗派公式WEBサイトで『真宗』誌の内容を
閲覧できるようになります

2025年７月以降
※イメージ
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予約受付について

お知らせ『坂東本 教行信証』カラー影印縮刷本��予約受付中

◆カラー影印縮刷本について
① 影印本とは複製本のことです。この本は、「坂東本」の本文全頁の写真をカラーで掲載し、「坂東本」

の頁割と同様に画像を配置しました。
②「坂東本」の約90％の縮尺で写真を掲載しています。
③翻刻文と合わせて活用いただけるよう、『顯淨土眞實敎行證文類〈飜刻篇〉』の頁数を併記して

います。

※寺院・教会割引は適用されません。

① お名前・住所・電話番号・注文部数を明記の上、「東本願寺出版」までハガキ・メール・FAX
にてご注文ください。なお、2025年７月１日より、東本願寺出版ホームページでも予約受付を
開始いたします。 ※高額のためお電話での注文は受け付けておりません。何卒ご了承ください。

②発送時期は、2025年11月下旬を予定しております。
③お知らせいただきました個人情報は、書籍の送付・請求以外に使用いたしません。

■東本願寺出版（真宗大谷派宗務所出版部）
　〒 600-8505��京都市下京区烏丸通七条上る
　E-mail：books@higashihonganji.or.jp　FAX：075-371-9211

　宗祖親鸞聖人の主著であり、浄土真宗の根本聖典である『教行信証』。特に「坂東本」と呼
ばれる『教行信証』は、唯一の宗祖自筆本です。
　『顯淨土眞實敎行證文類〈飜刻篇〉』や『宗祖親鸞聖人著作集一』、『真宗聖典 第二版』と照
応しながら、宗祖の著述に基づく学びを深めていただくことを願い、『坂東本 教行信証』カ
ラー影印縮刷本を発行します。

聖教編纂室　編
A4変形判（縦30.5㎝×横23㎝）・オールカラー・箱付き

掲載内容（四分冊）
〈一〉「教巻・行巻」を収載
　　 160頁

〈二〉「信巻」を収載
　　 192頁

〈三〉「証巻・真仏土巻」を収載
　　 144頁

〈四〉「化身土本巻・化身土末巻」
　　 を収載　232頁

※各頁数は予定

『坂東本　顯淨土眞實敎行證文類』
カラー影印縮刷本

期間：2025年６月１日～９月15日

価格：99,000円（税込・送料込）→ 予約期間の注文に限り79,200円（税込・送料込）

東本願寺出版 検 索
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教 団 動の き

 

北
海
道
教
区 

▼
７
月
３
日
、「
北
海
道
教
誨
師
・
篤
志
面
接
委
員
会　

保
護
司
会
合
同
研
修
会
」。
講
師
は
近
藤
馨
氏
（
大
谷

染
香
苑
施
設
長
）。
会
場
は
北
海
道
東
本
願
寺
会
館

（
北
海
道
教
務
所
）
▼
12
日
、「
青
年
特
伝
」。
会
場
は

第
十
二
組
光
壽
寺
（
北
海
道
天
塩
郡
）。

 

東
北
教
区 

▼
７
月
２
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、「
山
形
教
会
定

例
講
座
」。
講
師
は
高
橋
晃
俊
氏
（
山
形
第
三
組
正
德

寺
）。
会
場
は
山
形
教
会
▼
７
日
13
時
30
分
～
15
時
30

分
、「
奥
羽
大
谷
会
館
定
例
法
座
」。
講
師
は
明
本
弘

治
氏
（
青
森
県
第
二
組
圓
覺
寺
）。
会
場
は
奥
羽
大
谷

会
館
▼
10
日
10
時
～
12
時
、「
東
北
別
院
盂
蘭
盆
会
法

要
」。
講
師
は
太
田
宣
承
氏
（
花
巻
組
碧
祥
寺
）。
会
場

は
東
北
別
院
▼
19
日
14
時
30
分
～
16
時
30
分
、「
東
北

別
院
市
民
講
座
」。
講
師
は
木
ノ
下
秀
俊
原
町
別
院
列

座
。
会
場
は
東
北
教
務
所
▼
28
日
13
時
30
分
～
15
時
30

分
、「
東
北
別
院
御
命
日
法
要
」。
講
師
は
海
岸
秀
道

東
北
別
院
輪
番
。
会
場
は
東
北
別
院
▼
29
日
～
31
日
、

「
子
ど
も
の
つ
ど
い
in
青
森
」。
会
場
は
柴
崎
地
区
健
康

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
（
青
森
県
上
北
郡
）。

 

東
京
教
区 

▼
７
月
４
日
11
時
～
12
時
、「
如
信
上
人
御
廟
所
「
法

龍
寺
」
ご
命
日
の
つ
ど
い
」。
講
師
は
星
野
ヨ
シ
氏

（
茨
城
一
組
妙
德
寺
）。
会
場
は
如
信
上
人
御
廟
所
法
龍

寺
▼
８
日
14
時
～
17
時
、「「
同
和
」
協
議
会
研
究
班
」。

内
容
は
「
是
旃
陀
羅
問
題
学
習
テ
キ
ス
ト
『
御
同
朋
を

生
き
る
』
精
読
と
検
討
」。
会
場
は
東
本
願
寺
「
真
宗

会
館
」
及
びZoom

▼
９
日
13
時
30
分
～
、「
横
浜
別
院

定
例
法
話
」。
講
師
は
菊
川
了
英
氏
（
川
崎
組
光
明
寺
）。

会
場
は
本
願
寺
横
浜
別
院
▼
14
日
13
時
30
分
～
、「
横

 

教
育
部 　
▼
第
六
十
六
回
真
宗
大
谷
派
教
誨
師
・
篤

志
面
接
委
員
会
研
修
会　
８
日
～
９
日　

▼
大
谷
保
育

協
会
全
国
真
宗
保
育
研
修
大
会
in
東
京　
10
日　

▼
大

谷
保
育
協
会
理
事
会　
14
日　

▼
教
師
養
成
校「
グ
リ
ー

フ
の
学
び
」研
究
会　
同
日　

▼
真
宗
教
学
学
会
委
員
会　

19
日　

▼
真
宗
大
谷
派
保
護
司
会
第
四
回
全
国
研
修
会　

21
日　

▼
真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
真
宗
保
育
テ
キ
ス

ト
編
集
委
員
会　
22
日　

▼
大
谷
保
育
協
会
研
修
部
会　

28
日

 

研
修
部 　
▼
宣
誓
式　
11
日
・
24
日
・
28
日　

▼
真
宗

本
廟
子
ど
も
奉
仕
団
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会　
16
日
～

18
日　

▼
同
朋
会
館
嘱
託
補
導
奉
仕
研
修　
22
日
～
24

日　

▼
住
職
修
習　
26
日
～
28
日

 

組
織
部 　
▼
第
十
回
宗
務
審
議
会
「
別
院
の
将
来
構

想
に
関
す
る
委
員
会
」２
日　

▼
得
度
式　
６
日　

▼
第

一
五
八
回
中
央
改
編
委
員
会　
７
日　

▼
坊
守
会
連
盟

常
任
委
員
会　
８
日
～
９
日　

▼
蓮
如
上
人
御
影
御
帰

山
式　
９
日　

▼
第
二
回
宗
務
審
議
会
「
寺
院
・
教
会

の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済
制
度
の
検
討
に
関
す

る
委
員
会
」
19
日

 

解
放
運
動
推
進
本
部 　
▼
「
ハ
ン
セ
ン
懇
」
真
相
究

明
部
会　
１
日　

▼
女
性
室
会
議　
９
日
・
21
日
・
27�

日　

▼
解
放
運
動
推
進
本
部
本
部
会
議　
20
日　

▼『
宗

門
近
現
代
史
に
学
ぶ
』
執
筆
者
会
議　
21
日　

▼
「
ハ

ン
セ
ン
懇
」
第
二
連
絡
会　
22
日
～
23
日　

▼
宗
務
審

議
会
「
是
旃
陀
羅
問
題
に
係
る
経
典
読
誦
に
関
す
る
委

員
会
」
23
日

 

青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー 　
▼
同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
専
門

委
員
会　
１
日
～
２
日　

▼
「
ど
う
ぼ
う
し
ん
ぶ
ん

き
っ
ず
」
企
画
検
討
会
議　
２
日　

▼
◎
児
童
教
化
教

区
代
表
者
協
議
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議　
７
日　

▼
◎

子
ど
も
報
恩
講
の
つ
ど
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議　
８
日　

▼
◎
青
少
幼
年
教
化
推
進
研
修
ス
タ
ッ
フ
会
議　
９
日　

▼
修
学
旅
行
生
参
拝
案
内　
９
日
～
６
月
６
日　

▼
青

少
幼
年
教
化
推
進
研
修
第
二
回
研
修
会　
12
日
～
13
日　

▼
カ
ル
ト
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議　
14
日　

▼
◎
大

谷
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会
常
任
委
員
会　
15
日　

▼
◎

ひ
と
り
か
ら
は
じ
め
る
子
ど
も
会
講
習
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議　
16
日　

▼
◎
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
会
議　
19

日　

▼
仏
教
青
年
同
盟
常
任
委
員
会　
20
日
～
21
日　

▼
◎
青
少
幼
年
教
化
教
材
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議　
22
日　

▼
ひ
と
り
か
ら
は
じ
め
る
子
ど
も
会
講
習
会
in
大
垣
教

区　
23
日
～
24
日　

▼
◎
青
少
幼
年
教
化
推
進
研
修
ス

タ
ッ
フ
会
議　
27
日　

▼
児
童
教
化
連
盟
常
任
委
員
会　

28
日　

▼
児
童
教
化
連
盟
指
導
者
研
修
会（
山
形
教
会
）

29
日
～
30
日
※
◎
は
ウ
ェ
ブ
会
議
。

▼
真
宗
本
廟
子
ど
も
参
拝
▽
大
垣
幼
稚
園
子
ど
も
参
拝　

19
日
▽
大
谷
幼
稚
園
子
ど
も
参
拝　
20
日
・
22
日
・
26

日

左
記
の
掲
載
内
容
は
６
月
１
日
現
在
の
予
定
で
あ
り
、
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
５
月
】

【
７
月
】

　
宗
務
所
か
ら
　

　
教
区
か
ら
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浜
別
院
盂
蘭
盆
会
法
要
」。
講
師
は
津
田
徹
英
氏
（
青

山
学
院
大
学
文
学
部
比
較
芸
術
学
科
教
授
・
真
宗
木
辺

派
僧
侶
）。
会
場
は
本
願
寺
横
浜
別
院
▼
28
日
13
時
30

分
～
、「
横
浜
別
院
定
例
法
話
」。
講
師
は
佐
竹
大
樹
横

浜
別
院
列
座
。
会
場
は
本
願
寺
横
浜
別
院
▼
同
日
10
時

30
分
～
12
時
、「
甲
府
別
院
光
澤
寺
ご
命
日
の
つ
ど
い
」。

講
師
は
寺
本
智
真
教
区
駐
在
教
導
。
会
場
は
甲
府
別
院

光
澤
寺
。

 

新
潟
教
区 

▼
７
月
９
日
・
23
日
各
日
18
時
30
分
～
20
時
、「
三
条

別
院
書
道
教
室
」。
講
師
は
木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書

道
協
会
理
事
）
▼
12
日
・
27
日
各
日
13
時
30
分
～
15
時
、

「
御
命
日
法
要
」。
会
場
は
高
田
別
院
▼
13
日
13
時
30

分
～
15
時
、「
三
条
別
院
定
例
法
話
」。
講
師
は
井
上
円

氏
（
高
田
十
三
組
淨
泉
寺
）
▼
26
日
～
27
日
、「
夏
の

保
養
事
業
」
▼
27
日
13
時
30
分
～
14
時
30
分
、「
宗
祖

御
命
日
逮
夜
法
要
」
▼
28
日
10
時
～
12
時
、「
宗
祖
御

命
日
日
中
法
要
」。
講
師
は
佐
々
木
友
美
氏
（
第
十
五

組
光
善
寺
）。
テ
ー
マ
は
「『
御
文
』
二
帖
目
に
つ
い

て
」
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
三

条
別
院
。

 

富
山
教
区 

▼
７
月
21
日
～
29
日
、
井
波
別
院
瑞
泉
寺
「
太
子
伝

会
」。
会
場
は
井
波
別
院
▼
22
日
～
28
日
、
城
端
別
院

「
虫
干
法
会
」。
会
場
は
城
端
別
院
▼
29
日
～
31
日
各
日

６
時
～
７
時
30
分
、
富
山
別
院
「
暁
天
講
座
」。
会
場

は
富
山
別
院
。

 

能
登
教
区 

▼
７
月
19
日
13
時
30
分
～
16
時
、「
こ
こ
ろ
の
広
場
」。

会
場
は
能
登
教
務
所
（
済
美
精
舎
）。

 

金
沢
教
区 

▼
７
月
３
日
15
時
～
17
時
、「
サ
ン
ガ
茶
話
会
」
▼
９

日
・
10
日
・
20
日
・
30
日
各
日
18
時
30
分
～
20
時
30
分
、

夏
季
公
開
仏
教
講
座
「
聞
」。
講
師
・
講
題
は
９
日
日

野
直
氏
・
日
野
史
氏
（
小
松
大
聖
寺
教
区
西
照
寺
）・

「
音
楽
と
御
法
に
願
い
を
乗
せ
て
～
ひ
の
う
姉
妹
法
話

ラ
イ
ブ
～
」、
10
日
黑
萩
昌
氏
（
北
海
道
教
区
法
誓

寺
）・「
人
間
に
生
ま
る
る
事
、
大
き
な
る
よ
ろ
こ
び
な

り
」、
20
日
狐
野
秀
存
氏
（
第
七
組
仁
隨
寺
）・「
念
仏

す
る
法
蔵
」、
30
日
瓜
生
崇
氏
（
京
都
教
区
玄
照
寺
）・

「
二
河
白
道
の
た
と
え
」。
聴
講
料
1,000
円
。
主
催
は
金
沢

教
区
仏
教
青
年
会
▼
17
日
15
時
～
18
時
、
教
学
研
究
室

「
基
調
講
義
」。
講
師
は
加
来
雄
之
氏
（
大
谷
大
学
名
誉

教
授
）
▼
26
日
15
時
～
17
時
、「
心
の
相
談
室
」。
会
場

は
い
ち
ょ
う
館
（
山
門
横
）
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の

な
い
も
の
は
す
べ
て
金
沢
別
院
も
し
く
は
金
沢
教
務
所
。

 

小
松
大
聖
寺
教
区 

▼
７
月
６
日
・
20
日
各
日
９
時
30
分
～
11
時
、「
日
曜

講
座
」。
講
師
は
６
日
亀
田
文
哉
氏
（
第
二
組
正
林
寺
）、

20
日
林
拡
氏
（
第
二
組
誓
立
寺
）
▼
12
日
９
時
30
分
～

11
時
30
分
、「
十
二
日
講
」。
講
師
は
佐
々
木
祐
氏
（
第

二
組
稱
名
寺
）
▼
22
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、「
示

談
講
」。
講
師
は
加
藤
雅
輝
氏
（
第
二
組
遠
慶
寺
）。
会

場
は
大
聖
寺
教
務
支
所
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い

も
の
は
す
べ
て
常
磐
会
館
（
小
松
大
聖
寺
教
務
所
）。

 

福
井
教
区 

▼
７
月
13
日
～
16
日
各
日
13
時
30
分
～
、「
永
代
経

兼
盂
蘭
盆
会
」
▼
22
日
10
時
～
12
時
、「
月
例
法
話
」

▼
24
日
～
26
日
、「
吉
崎
別
院
報
恩
講
」。
会
場
は
吉
崎

別
院
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
福

井
別
院
（
福
井
教
務
所
）。

 

岐
阜
高
山
教
区 

▼
７
月
20
日
14
時
～
16
時
、「
仏
教
公
開
講
座
」。
講

師
は
梶
原
敬
一
氏
（
小
児
科
医
・
真
宗
大
谷
派
僧
侶
）。

講
題
は
「
人
間
っ
て
何
だ
ろ
う
」。
当
日
券
500
円
▼
22

日
９
時
～
、「
暁
天
講
座
」（
東
濃
地
域
）。
講
師
は
飯

山
等
氏
（
大
垣
教
区
西
向
寺
）。
協
賛
券
500
円
。
会
場

は
第
十
二
組
浄
念
寺
（
岐
阜
県
多
治
見
市
）
▼
26
日
６

時
～
、「
暁
天
講
座
」（
郡
上
地
域
）。
講
師
は
草
野
顕

之
氏
（
元
大
谷
大
学
学
長
）。
協
賛
券
500
円
。
会
場
は

郡
上
教
会
（
岐
阜
県
郡
上
市
）
▼
同
日
６
時
30
分
～
、

「
暁
天
講
座
」（
安
八
地
域
）。
協
賛
券
300
円
。
会
場
は

第
十
一
組
西
來
寺
（
岐
阜
県
大
垣
市
）
※
以
上
で
会
場

の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
岐
阜
高
山
教
務
所
。

 

大
垣
教
区 

▼
７
月
２
日
13
時
～
15
時
、「
大
垣
別
院
同
朋
の
会
」。

講
師
は
竹
中
照
真
氏
（
第
六
組
淨
誓
寺
）。
テ
ー
マ
は

「
私
に
ま
で
届
い
た
念
仏
」。
参
加
費
500
円
▼
10
日
８
時

30
分
～
10
時
30
分
、「
寺
カ
フ
ェ
」。
会
場
は
大
垣
別
院

▼
12
日
９
時
～
11
時
、「
寺
子
屋
ゴ
ボ
ち
ゃ
ん
」。
会
場

は
大
垣
別
院
本
堂
▼
18
日
19
時
～
21
時
、「
大
垣
別
院

仏
教
公
開
講
座
」。
講
師
は
落
合
誓
子
氏
（
能
登
教
区

乗
光
寺
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
タ
ー
・
作
家
）。
参

加
費
600
円
。
会
場
は
大
垣
別
院
▼
24
日
14
時
～
17
時
、

「
初
め
て
読
む
大
無
量
寿
経
講
座
」。
講
師
は
高
柳
正
裕

氏
（
学
仏
道
場
回
光
舎
）。
参
加
費
1,000
円
※
以
上
で
会

場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
教
区
同
朋
会
館
。

 

岡
崎
教
区 

▼
７
月
14
日
～
17
日
、
三
河
別
院
「
夏
の
御
文
」。
各

日
13
時
～
法
要
後
法
話
。
講
師
は
14
日
三
村
謙
作
氏

（
第
十
組
願
正
寺
）、
15
日
和
田
純
悟
氏
（
第
十
三
組
長

壽
寺
）、
16
日
安
藤
誠
也
氏
（
第
十
五
組
隨
嚴
寺
）、
17
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教 団 動の き

日
中
根
慶
泉
氏
（
第
三
十
組
髙
福
寺
）
▼
同
期
間
、
豊

橋
別
院
「
夏
之
御
文
」。
各
日
11
時
～
法
話
、
13
時
～

法
要
後
法
話
。
講
師
は
14
日
大
原
賢
悟
氏
（
第
四
組
浄

寳
寺
）、
15
日
鶴
見
榮
鳳
氏
（
第
二
十
三
組
願
正
寺
）、

16
日
稲
前
恵
文
氏
（
六
ツ
美
組
本
光
寺
）、
17
日
安
藤

誠
也
氏
（
同
前
）
▼
14
日
14
時
～
、
静
岡
別
院
「
盂
蘭

盆
会
兼
永
代
経
」。
講
師
は
や
な
せ
な
な
氏
（
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
教
恩
寺
）
▼
15
日
、
赤
羽
別
院
「
夏
の
御

文
」。
13
時
30
分
～
法
要
後
法
話
。
講
師
は
井
野
優
介

氏
（
豊
田
大
谷
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）
▼
24
日
14

時
～
16
時
、
三
河
地
域
教
化
セ
ン
タ
ー
「「
真
宗
の
葬

儀
」
─
葬
儀
・
死
・
儀
式
─
に
つ
い
て
」。
講
師
は
梶

原
敬
一
氏
（
姫
路
第
一
病
院
小
児
科
部
長
）。
テ
ー
マ

は
「
浄
土
へ
、
浄
土
か
ら
」。
参
加
費
500
円
。
会
場
は
三

河
別
院
。

 

名
古
屋
教
区 

▼
７
月
１
日
14
時
～
16
時
、「
真
宗
門
徒
講
座
」。
年
間

テ
ー
マ
は
「
は
じ
め
て
の
「
浄
土
三
部
経
」
②
─
親
鸞

聖
人
が
大
切
に
さ
れ
た
教
え
（
観
経
・
阿
弥
陀
経
）
─
」。

講
師
は
新
野
和
暢
氏
（
名
古
屋
大
谷
高
校
教
諭
）・
真

宗
門
徒
講
座
ス
タ
ッ
フ
。
講
題
は
「
正
宗
分�

定
散
二

善
」。
参
加
費
300
円
。
会
場
は
名
古
屋
別
院
対
面
所

▼
７
日
～
11
日
各
日
14
時
～
17
時
、「
第
一
一
四
回
尾

張
講
習
会
」
▽
７
日
～
９
日
、「
本
講
」。
講
師
は
草

野
顕
之
氏
（
嗣
講
・
大
谷
大
学
名
誉
教
授
）。
講
題
は

「『
口
伝
鈔
』
史
考
」
▽
10
日
、「
次
講
」。
講
師
は
廣
田

万
里
子
氏
（
擬
講
・
第
二
十
一
組
善
福
寺
）。
講
題
は

「『
恵
信
尼
消
息
』
を
読
む
」
▽
11
日
、「
特
別
講
義
」。

講
師
は
谷
山
洋
三
氏
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

教
授
）。
講
題
は
「
真
宗
僧
侶
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」。
会

場
は
名
古
屋
教
務
所
一
階
議
事
堂
▼
８
日
・
18
日
・
28

日
各
日
16
時
～
20
時
、「
東
別
院
暮
ら
し
の
夜
市
」。
会

場
は
名
古
屋
別
院
境
内
▼
12
日
、「
御
坊
縁
日
「
一
如

さ
ん
」」。
会
場
は
名
古
屋
別
院
境
内
▼
20
日
10
時
～
12

時
、「
信
道
講
座
」。
年
間
テ
ー
マ
は
「
は
じ
め
て
の

『
教
行
信
証
』「
真
仏
土
巻
」」。
講
師
は
三
明
智
彰
氏

（
九
州
大
谷
短
期
大
学
名
誉
学
長
）。
講
題
は
「
大
い
な

る
目
覚
め
の
処
」。
参
加
費
300
円
。
会
場
は
名
古
屋
教

務
所
一
階
議
事
堂
。

 

三
重
教
区 

▼
７
月
６
日
７
時
～
８
時
、「
桑
名
別
院
人
生
講
座
」。

講
師
は
折
戸
沙
紀
子
氏
（
南
勢
一
組
法
受
寺
）。
参
加

費
500
円
▼
14
日
14
時
～
16
時
、「
同
和
問
題
に
取
り
組

む
三
重
県
宗
教
教
団
連
帯
会
議
（
三
重
同
宗
連
）
前
期

研
修
会
」。
講
師
は
高
橋
哲
哉
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
・
哲
学
者
）。
内
容
は
「
靖
国
問
題
に
つ
い
て
」。
会

場
は
三
重
同
朋
会
館
三
階
講
堂
。
参
加
費
無
料
。
要
事

前
申
込
▼
17
日
～
21
日
６
時
20
分
～
７
時
30
分
、「
桑

名
別
院
暁
天
講
座
」。
講
師
・
講
題
は
17
日
落
合
誓

子
氏
（
能
登
教
区
乗
光
寺
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
ラ
イ

タ
ー
）・「
地
震
で
ほ
と
ん
ど
総
て
を
失
っ
て
、
さ
あ

こ
こ
か
ら
で
す
‼
」、
18
日
安
藤
弥
氏
（
同
朋
大
学
教

授
）・「
三
帰
依
文
の
願
い
」、
19
日
稲
岡
智
子
氏
（
大

垣
教
区
了
圓
寺
）・「
育
児
を
し
な
が
ら
お
育
て
い
た
だ

く
」、
20
日
高
橋
源
一
郎
氏
（
小
説
家
・
文
芸
評
論
家
・

明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
）・「「
あ
の
世
」
と
「
こ
の

世
」」、
21
日
山
田
恵
文
氏
（
三
重
組
安
正
寺
）・「
親
鸞

聖
人
の
願
い
を
憶
う
」
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い

も
の
は
す
べ
て
桑
名
別
院
本
堂
。

 

京
都
教
区 

▼
７
月
２
日
～
５
日
、「
長
浜
別
院
夏
中
」。
講
師
は

２
日
竹
中
慈
祥
氏
（
長
浜
第
十
二
組
真
廣
寺
）、
３
日

山
田
孝
夫
氏
（
長
浜
第
二
十
一
組
禮
信
寺
）、
４
日

林
憲
淳
氏
（
大
垣
教
区
寶
光
寺
）、
５
日
光
明
祐
寛

氏
（
長
浜
第
二
十
組
養
本
寺
）
▽
２
日
～
５
日
各
日
６

時
～
、「
暁
天
講
座
」。
講
師
は
２
日
伊
吹
勇
真
氏
（
長

浜
第
二
十
一
組
願
正
寺
）、
３
日
達
伊
優
香
氏
（
長
浜

第
十
八
組
傳
正
寺
）、
４
日
増
田
和
佳
子
氏
（
長
浜
第

十
六
組
誓
傳
寺
）、
５
日
藤
本
智
氏
（
長
浜
第
二
十
一

組
浄
福
寺
）
▽
５
日
９
時
～
、「
師
徳
奉
讃
法
要
」

▼
11
日
19
時
～
21
時
、「
共
学
研
修
院
公
開
講
座
」。
講

師
は
黒
田
進
氏
（
長
浜
第
十
四
組
満
立
寺
）。
テ
ー
マ

は
「
往
生
」。
参
加
費
無
料
。
会
場
は
大
谷
講
堂
▼
15

日
～
16
日
各
日
６
時
30
分
～
、「
伏
見
別
院
暁
天
講
座
」。

講
師
は
15
日
譽
田
和
人
氏
（
近
江
第
六
組
託
仁
寺
）、

16
日
平
原
晃
宗
氏
（
山
城
第
五
組
正
蓮
寺
）。
会
場
は

伏
見
別
院
▼
17
日
～
18
日
各
日
６
時
30
分
～
、「
大
津

別
院
暁
天
講
座
」。
講
師
は
17
日
一
色
孝
氏
（
長
浜
第

十
三
組
光
西
寺
）、
18
日
渡
邊
愛
子
氏
（
元
京
都
光
華

女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
仏
典
童
話
作
家
）。
会
場
は

大
津
別
院
▼
21
日
～
22
日
各
日
７
時
～
、「
赤
野
井
別

院
暁
天
講
座
」。
講
師
は
21
日
飯
山
等
氏
（
大
垣
教
区

西
向
寺
）、
22
日
花
山
孝
介
氏
（
三
重
教
区
遍
崇
寺
）。

会
場
は
赤
野
井
別
院
▼
25
日
～
27
日
各
日
６
時
45
分
～
、

「
岡
崎
別
院
暁
天
講
座
」。
講
師
は
25
日
藤
井
慈
等
氏

（
三
重
教
区
慶
法
寺
）、
26
日
一
楽
真
氏
（
小
松
大
聖
寺

教
区
宗
圓
寺
）、
27
日
高
橋
法
信
氏
（
大
阪
教
区
光
德

寺
）。
会
場
は
岡
崎
別
院
▼
28
日
～
30
日
各
日
６
時
30

分
～
、「
山
科
別
院
暁
天
講
座
」。
講
師
は
28
日
佐
野
明

弘
氏
（
大
谷
専
修
学
院
長
）、
29
日
秦
信
映
氏
（
長
浜

第
二
十
四
組
明
德
寺
）、
30
日
狐
野
や
よ
い
氏
（
三
重

教
区
西
恩
寺
）。
会
場
は
山
科
別
院
※
以
上
で
会
場
の

記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
長
浜
別
院
大
通
寺
。
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大
阪
教
区 

▼
７
月
10
日
16
時
～
18
時
、「
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
」。
要

事
前
申
込
。
申
し
込
み
は
大
阪
教
務
所
ま
で
。
会
場
は

難
波
別
院
同
朋
会
館
青
少
年
ル
ー
ム
。

 
山
陽
四
国
教
区 

▼
７
月
２
日
14
時
～
16
時
、「
赤
穂
別
院
同
朋
の
集
い
」。

会
場
は
赤
穂
別
院
妙
慶
寺
▼
５
日
14
時
～
15
時
、「
広

島
別
院
定
例
法
話
」。
会
場
は
広
島
別
院
明
信
院
▼
６

日
14
時
～
16
時
30
分
、「
広
島
別
院
非
核
非
戦
法
会
兼

原
爆
死
没
者
追
弔
会
」。
講
師
は
切
明
千
枝
子
氏
（
被

爆
体
験
証
言
者
）・
佐
藤
優
氏
（
大
学
院
生
）。
会
場
は

広
島
別
院
明
信
院
▼
11
日
13
時
～
、「
山
陽
四
国
教
務

所
及
び
四
国
教
務
支
所
開
所
式
」
▼
12
日
・
27
日
各
日

13
時
～
15
時
、「
船
場
別
院
本
徳
寺
定
例
法
話
」。
講
師

は
12
日
青
山
祐
一
氏
（
赤
穂
組
光
明
寺
）、
27
日
藤
原

成
道
氏
（
第
五
組
安
樂
寺
）。
会
場
は
姫
路
船
場
別
院

本
徳
寺
▼
19
日
13
時
30
分
～
16
時
、「
教
区
同
朋
の
集

い
」。
講
師
は
海
津
隆
明
氏
（
第
六
組
淨
徳
寺
）
▼
20

日
10
時
～
12
時
、「
土
佐
別
院
盂
蘭
盆
会
法
要
」。
講

師
は
浜
口
和
也
氏
（
土
佐
組
誓
願
寺
）。
会
場
は
土
佐

別
院
▼
28
日
13
時
～
15
時
、「
土
佐
別
院
ご
命
日
の
つ

ど
い
」。
講
師
は
土
佐
別
院
輪
番
。
会
場
は
土
佐
別
院

▼
30
日
13
時
～
17
時
、「
教
区
坊
守
会
総
会
・
基
礎
講

座
」
▼
31
日
～
８
月
１
日
、「
同
朋
子
ど
も
夏
の
つ
ど

い
」。
会
場
は
倉
敷
市
自
然
の
家
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
教
区
同

朋
会
館
（
姫
路
）。

 

九
州
教
区 

▼
７
月
２
日
16
時
～
17
時
30
分
、「
親
鸞
聖
人
に
学
ぶ

会
」。
講
師
は
鹿
児
島
別
院
職
員
。
参
加
費
無
料
。
会

場
は
鹿
児
島
別
院
▼
９
日
14
時
～
16
時
、「
非
核
非
戦

定
例
法
要
」。
講
師
は
松
林
大
氏
（
長
崎
組
正
林
寺
）。

会
場
は
長
崎
教
会
▼
22
日
13
時
30
分
～
16
時
、「
第
一

回
定
例
聞
法
会
」。
講
師
は
木
屋
行
深
氏
（
八
女
組
光

善
寺
）・
藤
吉
昭
子
氏
（
大
牟
田
三
池
組
寳
興
寺
）。
参

加
費
300
円
。
会
場
は
大
谷
会
館
（
九
州
教
務
所
）
▼
25

日
16
時
～
17
時
30
分
、「

異
抄
に
聞
く
会
」。
講
師
は

鹿
児
島
別
院
職
員
。
参
加
費
無
料
。
会
場
は
鹿
児
島
別

院
▼
28
日
７
時
～
８
時
、「
宗
祖
御
命
日
晨
朝
兼
日
中
・

朝
粥
会
」。
会
場
は
鹿
児
島
別
院
▼
同
日
10
時
～
12
時
、

「
四
日
市
別
院
ご
命
日
の
つ
ど
い
」。
講
師
は
荷
堂
玄
氏

（
大
分
東
組
常
念
寺
）。
会
場
は
四
日
市
別
院
▼
同
日
13

時
～
15
時
、「
宗
祖
御
命
日
定
例
法
座
」。
講
師
は
佐
世

保
別
院
職
員
。
会
場
は
佐
世
保
別
院
▼
同
日
13
時
30

分
～
16
時
、「
長
崎
教
会
御
命
日
定
例
法
座
」。
講
師
は

教
務
所
員
・
教
会
担
当
。
会
場
は
長
崎
教
会
▼
同
日
14

時
～
16
時
、「
御
命
日
同
朋
会
」。
会
場
は
鹿
児
島
別
院

伊
敷
支
院
▼
同
日
14
時
～
、「
定
例
法
話
会
」。
参
加
費

500
円
。
会
場
は
東
本
願
寺
仏
事
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福

岡
。

※
本
欄
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
各
教
務
所
ま
で
。

　
首
都
圏
教
化
推
進
本
部
か
ら
　

▼
毎
週
日
曜
日
10
時
～
12
時
、「
日
曜
礼
拝
」。
講
師
は

６
日
犬
飼
祐
三
子
氏
（
名
古
屋
教
区
第
二
十
六
組
正
林

寺
）、
13
日
不
破
英
明
氏
（
大
垣
教
区
第
十
一
組
圓
龍

寺
）、
20
日
本
田
彰
一
氏
（
東
京
一
組
本
明
寺
）、
27
日

百
々
海
真
氏
（
東
京
六
組
了
善
寺
）。
13
日
は
「
盂
蘭

盆
会
」
兼
修
。
27
日
は
「
東
京
真
宗
同
朋
の
会
物
故
会

員
追
弔
法
要
」
兼
修
▼
12
日
10
時
～
14
時
、「
新
盆
合

同
法
要
」。
講
師
は
西
井
誠
純
首
都
圏
教
化
推
進
本
部

法
務
員
▼
16
日
14
時
～
16
時
30
分
、
東
京
真
宗
同
朋
の

会
「
ま
く
は
り
会
」。
講
師
は
百
々
海
真
氏
（
同
前
）。

会
場
は
了
善
寺
（
東
京
都
港
区
）
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

▼
28
日
10
時
～
12
時
、「
ご
命
日
の
つ
ど
い
」。
講
師
は

五
島
満
氏
（
東
京
八
組
浄
行
寺
）
▼
30
日
14
時
～
16
時
、

「
終
活
サ
ポ
ー
ト
講
座
」。
講
師
は
小
林
尚
樹
氏
（
東
京

六
組
光
明
寺
）
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は

す
べ
て
東
本
願
寺
真
宗
会
館
。

※
本
欄
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
東
京
宗
務
出
張
所
ま
で
。

　
沖
縄
開
教
本
部
か
ら
　

▼
毎
週
土
曜
日
10
時
～
11
時
30
分
、「
土
曜
礼
拝
」

▼
第
一
～
第
四
水
曜
日
13
時
～
15
時
、「
聖
教
輪
読
会
」

▼
毎
月
最
終
金
曜
日
18
時
30
分
～
20
時
、「
ウ
ェ
ブ
リ

モ
ー
ト
輪
読
会
」
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の

は
す
べ
て
東
本
願
寺
沖
縄
別
院
。

※
本
欄
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
沖
縄
開
教
本
部
ま
で
。

　
開
教
区
か
ら
　
　
※
日
時
は
す
べ
て
現
地
時
間
。

 

南
米
開
教
区 　

http://higashihonganji.org.br

▼
毎
週
日
曜
10
時
～
11
時
、「
ブ
ラ
ジ
ル
別
院
日
曜
礼

拝
」（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
▼
７
月
13
日
14
時
～
15
時
、

「
先
門
首
御
命
日
定
例
法
話
会
」（
音
楽
法
要�

日
本
語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
▼
18
日
10
時
～
12
時
、「
ブ
ラ
ジ
ル

別
院
お
盆
法
要
」（
日
本
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
▼
28

日
14
時
～
15
時
、「
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
命
日
定
例
法
話

会
」（
日
本
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
※
以
上
で
会
場
の

記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
ブ
ラ
ジ
ル
別
院
南
米
本
願

寺
。
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教 団 動の き

▼
真
宗
本
廟
奉
仕
（
'25
・
５
月
）
▲

▼
諸
研
修
（
'25
・
５
月
）
▲

▼
縁
（
'25
・
５
月
）
▲

真
宗
本
廟
奉
仕
・
縁
・
諸
研
修
報
告

〈
研
修
部
〉

 

北
米
開
教
区 　

http://hhbt-la.org

▼
７
月
６
日
・
13
日
各
日
10
時
～
12
時
、「
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
別
院
日
曜
礼
拝
」（
日
本
語
・
英
語
）
▼
20
日
10

時
～
12
時
、「
お
盆
家
族
礼
拝
」（
日
本
語
・
英
語
）

▼
26
日
～
27
日
、「
お
盆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
要
事
前

申
込
。
詳
細
はH

P

に
て
▼
27
日
10
時
～
12
時
、「
初
盆

法
要
」（
日
本
語
・
英
語
）
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の

な
い
も
の
は
す
べ
て
東
本
願
寺
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院
。

 

ハ
ワ
イ
開
教
区 　

http://betsuin.hhbt-hi.org

▼
７
月
６
日
・
27
日
各
日
10
時
～
11
時
、「
ハ
ワ
イ
別

院
日
曜
礼
拝
」（
日
本
語
・
英
語
）
▼
11
日
・
12
日
各

日
18
時
～
22
時
、「
ハ
ワ
イ
別
院
盆
ダ
ン
ス
」
▼
20
日

10
時
～
11
時
、「
ハ
ワ
イ
別
院
お
盆
法
要
」（
日
本
語
・

英
語
）
▼
25
日
～
26
日
各
日
18
時
～
21
時
30
分
、「
パ

ロ
ロ
本
願
寺
盆
ダ
ン
ス
」。
会
場
は
パ
ロ
ロ
本
願
寺

▼
25
日
～
26
日
各
日
18
時
～
22
時
、「
ワ
イ
メ
ア
東
本

願
寺
盆
ダ
ン
ス
」。
会
場
は
ワ
イ
メ
ア
東
本
願
寺
▼
28

日
10
時
～
10
時
30
分
、「
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
命
日
勤
行
」

※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
ハ
ワ
イ

別
院
。

※
本
欄
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
組
織
部
国
際
室
ま
で
。

計
2
期
間 

2
団
体　
　

20
名

研
修
・
会
議
名

担
当
部

人
数

期
間

真
宗
大
谷
派
青
少
幼
年
教
化
推
進
研
修
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー

33

５
／
12
～
13

第
108
回
中
央
声
明
講
習
会
（
本
科
）
本

廟

部

74

５
／
12
～
23

京
都
光
華
中
学
校
1
年
生
本
山
研
修
教

育

部

20

５
／
13
～
14

京
都
光
華
高
等
学
校
1
年
生
本
山
研
修
教

育

部

91

５
／
14
～
15

真
宗
本
廟
子
ど
も
奉
仕
団
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
研

修

部

35

５
／
16
～
18

同
朋
会
館
嘱
託
補
導
奉
仕
研
修
⑥
研

修

部

8

５
／
22
～
24

大
谷
大
学｢
教
化
学
演
習
Ⅱ｣

一
泊
研
修
会
第
1
班
教

育

部

20

５
／
24
～
25

住

職

修

習
研

修

部

79

５
／
26
～
28

計 

８ 

団
体　
　

360
名

教
区

組

団
体
名

引
率
者
名

人
数

期
間

北
海
道

第
20

連
続
講
座　

親
鸞
さ
ん
を

た
ず
ね
て　
　
　
　
　
　

澁
谷
界
雄

29

５
／
22
～
24

新
潟

第
5

真
宗
講
座
後
期
教
習
藤
戸
真
史

5

５
／
26
～
28

新
潟

高
田
11

專
敬
寺
本
山
奉
仕
団
研
修

岩
崎   

歩

5

５
／
26
～
28

富
山

第
7

門

徒

会
下
谷
善
昭

4

５
／
29
～
30

金
沢

坊
守
会
本
廟
奉
仕
団
森
田
憲
代

10

５
／
26
～
27

金
沢

第
6

本

廟

奉

仕

団
藤
岡
新
司

12

５
／
26
～
27

三
重

三
重

盛
願
寺
奉
仕
団
加
藤   

淳

8

５
／
20
～
21

京
都

長
浜
第
24
門

徒

会
藤
中
博
行

11

５
／
22
～
23

京
都

近
江
第
5
慶
圓
寺
奉
仕
団
岡
山   

右

10

５
／
22
～
23

山
陽

第
6

同
朋
の
会
推
進
講
座

「
真
宗
い
き
い
き
講
座
」

後
期
教
習
奉
仕
団

海
津
隆
明

25

５
／
9
～
11

九
州

大
分
東

推
進
員
後
期
教
習
陶
山
法
水

18

５
／
9
～
11

九
州

日
田
玖
珠
浄
滿
寺
奉
仕
団
渡
邉
眞
理

22

５
／
26
～
27

九
州

三
井
西

門

徒

会
溝
邊   

伸

20

５
／
22
～
23

九
州

三
潴

門
徒
会
上
山
研
修
大
城
史
雄

27

５
／
20
～
21

九
州

長
崎

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
真
宗
入
門
講
座

長
野
道
英

62

５
／
9
～
11

新

入

職

員

奉

仕

団
明
泉
周
芳

22

５
／
12
～
13

首
都
圏
大
谷
派
開
教
者
会
奉
仕
団
不
二
門
至
淨

11

５
／
29
～
30

計 

17 

団
体　
　

301
名
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TEL.075-371-9210（本廟部・参拝接待所）  FAX.075-371-9204
〒600-8505  京都府京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地

本廟部・参拝接待所

2025年「御正忌報恩講」参拝のご案内

　本年も真宗本廟において、 11月21日の「御正忌
報恩講讃仰法要（音楽法要）」に始まり、21日初
逮夜から28日結願日中まで「御正忌報恩講」が厳
修されます。
　真宗門徒にとって最も大切な仏事である報恩講
に、有縁の皆様をお誘い合わせの上、ぜひご参拝
くださいますようご案内申しあげます。

【参拝申込要項】
１．申し込みに際して
　（１）申し込み時にお知らせいただく必要な事項
　　　 ①参拝日　②参拝される法要（〔例〕日中）　③到着時刻・出発時刻　④団体・個人名称
　　　 ⑤引率責任者氏名・連絡先電話番号　⑥参拝人数　⑦お斎申込の有無　⑧お弁当申込の有無
　　　 ⑨帰敬式受式の有無　⑩渉成園参観の有無　⑪交通手段（バス・乗用車台数）
　　　 ⑫大谷祖廟参拝の有無
　（２） 申し込み後に、到着・出発時刻、参拝人数、バス・乗用車駐車等に変更が生じた場合は、必

ず本廟部参拝接待所にご連絡ください。
　（３） 11月中旬を目途に、引率責任者へ案内状・参拝確認書・駐車ステッカー等を送付いたします。
　　　 ※ 申し込み期間後に変更された内容については参拝確認書に反映されませんので、ご承知お

きください。

【申込期間】2025年7月2日（水）午前９時～10月31日（金）午後５時
　　　　　　※受付は各日午前９時から午後５時までです。
　　　　　　※お斎・お弁当（次頁参照）を申し込む場合、食数に限りがありますのでお早めに
　　　　　　　ご連絡ください。定員になり次第締め切ります。

【申込方法】　下記のいずれかの方法で本廟部参拝接待所へ直接お申し込みください。
　　　　　　【TEL】申込要項の内容をお伝えください。
　　　　　　【FAX】宗派ウェブサイトより申込書をダウンロードしてご利用ください。
　　　　　　【WEB】宗派ウェブサイトの特設フォームでお申し込みください。

申込書及びお申し込みフォームはこちら➡

※	参拝のお申し込みをいただきました団体または個人には、報恩講参拝の記念品をご用意
いたしますので、公共交通機関でお越しの方や少人数の方、お一人からでもぜひお申し
込みください。
※�バス・乗用車の駐車をご希望される場合は必ずお申し込みが必要となります。
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２．バス・乗用車の駐車について
　（１） 団体・個人参拝申し込みをされたバス・乗用車のみ、指定場所に駐車できます。駐車を希望

する場合は必ず申し込みをしてください。また、申し込まれた団体・個人には駐車ステッカ
ーを送付します。

　（２） 駐車ステッカーは、表示内容が確認できるよう、バスの場合は車両の前面（フロントガラス）
及び側面（ガラス面）に、乗用車の場合はダッシュボードに必ず貼付ください。ステッカー
の掲示がない場合は駐車できません。

　（３）駐車場では係員が誘導・整理を行います。乗降場所については、係員の指示に従ってください。

３．報恩講のお斎について
　 　報恩講の「お斎」は、全国各所より御同朋が食材を持ち寄り、宗祖のご遺徳を偲びつつ、厳粛に
いただく御仏事として永く執り行われています。
　 　本年も、お申し込みいただいた皆様に、一膳のお斎から浄土真宗の歴史を味わっていただくこと
を願いとし開催いたします。
　（１）期　　間：11月21日（金）～28日（金）
　（２）時　　間　

　　　　　　　 　※帰敬式を受式される方は２回目にお申し込みください。
　（３）定　　員：各回120名（全席椅子席）
　（４）会　　場：大寝殿または表小書院
　（５）内　　容：報恩講「お斎」〔お斎・けんちん汁・お手土産など〕
　（６）冥 加 金：お一人　4,500円
　（７）特記事項：定員になり次第締め切ります。会場はお選びいただけません。
　　　　　　　 　空席がある場合に限り当日券をご用意いたします。
　　　　　　　 　 ご予約日の前日12時以降の人数変更及びキャンセルはできませんので、予めご了

承ください。

４．昼食弁当
　 　報恩講期間中に参拝された方々への昼食として、お弁当（１食2,000円・お茶付）をご用意いた
します。会場は「しんらん交流館」または「和敬堂」（最大70席・会場指定不可）です。ご希望の
場合は、５名からお申し込みください。なお、受け入れ人数に限りがありますので、定員になり次
第締め切ります。
　（１）期　　間　11月21日（金）～28日（金）
　（２）時　　間　11時～ 13時
　（３）料　　金　2,000円
　（４）会　　場　しんらん交流館すみれの間（20名）／和敬堂講義室（50名）

　　　 ※ 会場は、時間・人数を調整して振り分けますのでご指定いただけません。
　　　 ※ 申込時に会場をお伝えしますが、都合により、その後に会場を変更させていただく場合が

ございます。予めご了承ください。

21日（金）22日（土）23日（日）24日（月）25日（火）26日（水）27日（木）28日（金）
１回目

12：10 12：10
11：40 11：40

12：10
11：40 11：40

12：50
２回目 12：40 12：40 12：40 12：40

21日（金）22日（土）23日（日）24日（月）25日（火）26日（水）27日（木）28日（金）

しんらん交流館 〇 〇 〇 － － － － －

和　 敬 　堂 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

お斎（イメージ）
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【お問い合わせ】　本廟部参拝接待所
TEL：075-371-9210（９時〜17時）　FAX：075-371-9204

E-mail：honbyo@higashihonganji.or.jp
真宗大谷派ウェブサイト　https://www.higashihonganji.or.jp/

５．帰敬式について
　（１） 帰敬式は、21日の讃仰法要後、22日～27日の日中法要後、御影堂において執行されます。ただ 

し、28日は執行されません。
　（２） 住職選定法名及び団体による受式については、「帰敬式受式者届」を受式日の１ヵ月前までに

直接、本廟部参拝接待所へご提出ください。
　（３）受式当日、本廟部参拝接待所で９時30分までに受付をお済ませください。
　（４）帰敬式終了予定時刻は正午前後となります。

６．注意事項
　（１）各法要の開式時間にご留意ください。
　（２）参拝時に体調を崩された場合は、お近くのスタッフにお声がけください。
　（３）法要中の写真や動画の撮影はご遠慮ください。
　（４）時間に余裕を持った計画を立てられるようお願いいたします。
　（５）ご参拝の際には、ご門徒に肩衣（畳肩衣・略肩衣）を着用いただくよう奨励ください。
　（６）真宗本廟収骨・永代経・御影堂読経はお取り扱いがありません。
　　 　※参拝接待所（地下仏間）での読経はお取り扱いがあります。
　（７）行事等で諸殿を使用しているため、諸殿案内はできません。
　（８）法要途中での退席はなさらないようお願いします。
　（９）渉成園にもぜひご参観ください。（11月の参観時間は９時～16時  ※15時30分受付終了）

渉成園のご案内
　四季折々に美しさを見せる渉成園で
すが、特に報恩講の季節には楓、銀杏
などが色づき、より一層その趣を高め
ています。
　御正忌報恩講のご参拝とあわせて、
渉成園にもぜひご参観ください。

渉成園について、詳しくはこちらをご覧ください→ 渉成園Instagram→
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2025年 御正忌報恩講　日程
〈11月21日〜28日〉

21日（金） 24日（月） 26日（水）

※ 逮夜・日中の集会時刻
にご注意ください。

※ 御伝鈔の拝読は25日
16時30分からとなり
ます。

　どうぞご拝聴ください。

◦ 9：00　法話
◦10：00　御正忌報恩講
　　　　 讃仰法要（音楽法要）
　 引続　帰敬式
◦13：15　初逮夜集会（開式）
　　　　 感話・法話
◦14：00　初逮夜始（楽）
　 引続　初夜勤行
◦17：00　閉門

◦ 5：30　開門
◦ 6：50　晨朝
 　　　　御文・法話
◦ 9：30　日中集会（開式）
 　　　　法話
◦10：00　日中始
　 引続　帰敬式
◦13：15　中逮夜集会（開式）
　　　　　感話・法話
◦14：00　中逮夜始（楽）
 　　　　御文法話
　 引続　初夜勤行
◦17：00　閉門

25日（火）
◦ 5：30　開門
◦ 6：50　中晨朝
 　　　　御文・法話
◦ 9：30　中日中集会（開式）
 　　　　法話
◦10：00　中日中始（楽）
　 引続　帰敬式
◦13：15　逮夜集会（開式）
　　　　　感話・法話
◦14：00　逮夜始
 　　　　御文法話
◦16：00　初夜勤行
◦16：30　御伝鈔
　 引続　後夜勤行
◦19：00　閉門

◦ 5：30　開門
◦ 6：50　晨朝
 　　　　御文・法話
◦ 9：30　日中集会（開式）
 　　　　法話
◦10：00　日中始
　 引続　帰敬式
◦13：15　逮夜集会（開式）
　　　　　感話・法話
◦14：00　逮夜始
 　　　　御文法話
　 引続　初夜勤行
◦17：00　閉門

27日（木）
◦ 5：30　開門
◦ 6：50　晨朝
 　　　　御文・法話
◦ 9：30　日中集会（開式）
 　　　　法話
◦10：00　日中始
　 引続　帰敬式
◦13：15　結願逮夜集会（開式）
　　　　　感話・法話
◦14：00　結願逮夜始（楽）
 　　　　御俗姓
　 引続　初夜勤行
◦17：00　閉門

28日（金）
◦ 5：00　開門
◦ 6：30　結願晨朝
 　　　　御文・法話
◦ 9：00　結願日中集会（開式）
 　　　　祖徳讃嘆
◦10：00　結願日中始（楽）
◦16：30　閉門

22日（土）
◦ 5：30　開門
◦ 6：50　初晨朝
　　　　　御文・法話
◦ 9：30　初日中集会（開式）
　　　　　法話
◦10：00　初日中始（楽）
　 引続　帰敬式
◦13：15　逮夜集会（開式）
　　　　　感話・法話
◦14：00　逮夜始
 　　　　御文法話
　 引続　初夜勤行
◦17：00　閉門

23日（日）
◦ 5：30　開門
◦ 6：50　晨朝
 　　　　御文・法話
◦ 9：30　日中集会（開式）
 　　　　法話
◦10：00　日中始
　 引続　帰敬式
◦13：15　逮夜集会（開式）
　　　　　感話・法話
◦14：00　逮夜始
 　　　　御文法話
　 引続　初夜勤行
◦17：00　閉門
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第
77
回
宗
議
会
・
第
74
回
参
議
会
（
常
会
）
に
お

け
る
木
越
渉
宗
務
総
長
の
施
政
方
針
演
説
（
要
旨
）

を
掲
載
し
ま
す
。

　

ご
参
会
、
誠
に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
常

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私
ど
も
内
局
の
基
本
姿
勢
及

び
重
要
宗
務
の
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

　

は
じ
め
に
、
昨
年
の
元
日
に
発
災
し
た
「
能
登
半

島
地
震
」
以
来
、
今
な
お
非
常
に
厳
し
い
環
境
の
中

に
お
ら
れ
ま
す
皆
様
に
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

宗
門
と
し
て
、
息
の
長
い
支
援
を
継
続
し
、
一
日

も
早
く
、
穏
や
か
な
日
常
を
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
、

力
を
尽
く
し
ま
す
。

２
．
宗
門
に
お
け
る
「
改
革
」
の
本
義

【
現
代
と
宗
教
】

　

さ
て
、
大
規
模
災
害
と
悲
惨
な
事
件
が
続
く
現
代

社
会
。
我
々
は
そ
の
大
き
な
渦
の
中
で
、
加
速
度
的

に
他
者
と
の
関
係
性
を
喪
失
し
、
国
も
地
域
も
、
ま

た
世
代
間
に
お
い
て
も
、「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
」

と
い
う
感
覚
が
刻
一
刻
と
強
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
日
本
に
と
っ
て
戦
後
80
年
で
あ
り
ま
す

が
、
世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
武
力
衝
突
等
が
今
な
お
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
に
お
け
る
様
々
な
出
来
事
を
見
ま
し

て
も
、
そ
の
根
本
は
、
真
宗
仏
教
が
教
え
る
と
こ
ろ

の
「
我
執
・
我
愛
の
欲
望
拡
大
」
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
、
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
り
、
正
に
如
来

に
悲
し
ま
れ
て
い
る
「
人
間
の
す
が
た
」
が
露
わ
に

な
っ
て
お
る
も
の
と
感
じ
ま
す
。

　
「
今
だ
け
・
金
だ
け
・
自
分
だ
け
」。
法
話
等
の
折

に
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
で
す
が
、
こ
の
言
葉
自
体
、

私
が
耳
に
し
て
既
に
10
年
以
上
が
経
ち
ま
す
。
と
い

う
こ
と
は
、「
そ
う
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
知
り

つ
つ
も
、
そ
の
生
き
方
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

誰
も
が
そ
の
よ
う
な
生
き
方
で
は
幸
せ
は
来
な
い
と
、

心
の
底
で
は
思
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
現
実
は
そ
の

よ
う
に
し
か
生
き
ら
れ
な
い
。
ど
れ
ほ
ど
科
学
技
術

が
進
歩
し
て
も
そ
の
点
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
に
、
本
願
の
名
号
が
変
わ
ら
ず
に
今
日
ま
で

宗
務
総
長
　
木 

越
　  

渉

「
改
革
」
の
時
機
を
共
に

　
│
慙
愧
心
を
賜
り
て
│
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至
り
届
い
て
い
る
理
由
が
あ
り
ま
す
。
正
し
く
人
知
、

人
間
の
理
知
分
別
の
限
界
が
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

道
理
か
ら
申
し
ま
す
と
、
人
間
は
そ
の
字
の
通
り

「
間
が
ら
（
関
係
性
）
を
生
き
る
」
も
の
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
宗
教
の
根
幹
で
あ
る
「
救
済
」、「
救
わ
れ�

る
」
と
い
う
こ
と
も
、「
間
柄
が
救
わ
れ
る
」
と
い

う
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
宗
教
も
救
済
も
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
道
理
で
あ
り
、
実
際
、
本
心
で
は
誰

も
が
豊
か
な
関
係
、
潤
い
の
あ
る
生
活
と
い
う
こ
と

を
望
ん
で
い
る
。
し
か
も
そ
の
希
望
は
常
に
、
例
え

細
い
糸
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
続
い
て
い
る
。
け
れ
ど

も
現
実
生
活
は
、
他
と
衝
突
し
続
け
る
。
一
人
ひ
と

り
が
実
は
一
番
大
事
な
、
最
も
身
近
な
人
を
こ
そ
傷

つ
け
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
人
が
抱
え
て
い

る
、
歴
史
的
・
社
会
的
、
人
間
の
根
本
問
題
。
我
々

の
人
生
に
お
け
る
最
大
の
苦
悩
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

以
前
か
ら
、
ま
た
昨
今
で
も
、「
寺
離
れ
」「
宗
教

離
れ
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
離
れ
て
い

る
の
は
一
体
何
が
離
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
、そ
の
時
々
の
気
分
で
転
変
す
る
「
人
の
関
心
」

だ
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、
人
間
の
分
別
の

モ
ノ
サ
シ
に
お
い
て
、
離
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。
時
代
と
し
て
は
、
む
し
ろ
現
代
社

会
の
実
態
で
あ
る
「
苦
悩
」
そ
の
も
の
が
、
実
は
宗

教
を
求
め
て
い
る
。「
真
実
の
道
標
」
な
る
も
の
を
、

強
く
願
い
求
め
て
い
る
証
拠
で
あ
る
と
、
私
は
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。

【
人
と
法
】

　

さ
て
、
こ
う
し
た
厳
し
い
現
実
の
中
に
あ
っ
て
、

我
が
宗
門
に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
申
す

ま
で
も
な
く
「
宗
教
の
真
実
性
の
発
揮
」
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
先
人
方
が
「
同
朋
会
運
動
」
と
い
う
こ

と
で
表
現
し
て
く
だ
さ
り
、
今
日
ま
で
受
け
継
い
で

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
「
人
の
ま
こ
と
」
が
あ
る
。

「
真
宗
再
興
」
の
道
、
人
が
人
と
な
る
道
標
が
こ
こ

に
あ
る
と
。
そ
の
証
し
は
何
か
。
証
し
は
南
無
阿
弥

陀
仏
の
声
〈
み
な
〉
で
あ
る
。
そ
の
声
〈
み
な
〉
を

今
現
に
聴
い
て
い
る
者
は
誰
で
し
ょ
う
か
。
我
々
一

人
ひ
と
り
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
「
宗
教
の
真
実
性
」
と
は
、
ど
こ
か
の
誰

か
が
い
つ
か
証
明
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て

な
く
、
我
々
一
人
ひ
と
り
の
と
こ
ろ
、
自
身
の
日
常

の
と
こ
ろ
で
証
し
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
に

証
明
の
仕
様
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
真
宗
仏
教
が
大
事
に
伝
え
て
き
た

教
語
に
「
人
と
仏
法
は
不
二
で
あ
る
」、
互
い
に
離

れ
な
い
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
言
い
換

え
れ
ば
、
大
乗
至
極
の
仏
道
、
浄
土
真
宗
と
は
、
人

の
姿
に
顕
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
教
え
は
教

理
だ
け
、
文
字
だ
け
で
は
我
ら
の
現
実
と
は
な
ら
な

い
。
必
ず
そ
こ
に
「
ひ
と
」
と
し
て
現
れ
る
。
そ
し

て
教
え
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
も
、
教
理
、
論
理
に

よ
っ
て
伝
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
教
え
に
生
き
る

人
、
そ
の
姿
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
て
き
た
と
い
う
事
実

が
ご
ざ
い
ま
す
。
念
仏
の
説
明
が
伝
わ
る
の
で
は
な

く
、「
念
仏
そ
の
も
の
」
が
伝
わ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

�

宗
祖
親
鸞
聖
人
は
、『
教
行
信
証
』
の
後
序
に
「
然

る
に
、
愚
禿
釈
の
鸞
、
建
仁
辛
の
酉
の
暦
、
雑
行
を

棄
て
て
本
願
に
帰
す
」
と
、
宗
祖
の
「
廃
立
」
を
銘

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
言
わ
ば
宗
祖
の
決
意
、

そ
れ
も
頭
で
考
え
た
よ
う
な
決
心
で
は
な
く
、
法
然

上
人
、
そ
の
よ
き
ひ
と
の
申
し
た
念
仏
と
の
値
遇
に

よ
っ
て
、
初
め
て
賜
る
こ
と
の
で
き
た
「
真
実
の
道

標
」
の
表
現
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
、
宗
祖
は
、

法
然
上
人
の
何
に
感
動
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
卓
越
し
た
知
識
で
し
ょ
う
か
。
才
覚
で
し
ょ
う
か
。

決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
宗
祖
は
法
然
上
人
の
生
き

様
、
お
姿
、「
そ
の
存
在
」
に
感
動
し
て
本
願
に
帰

さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
仏
法
は
文
字
だ
け

で
は
成
立
し
な
い
、
伝
承
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

仏
法
に
生
き
る
人
、
そ
の
人
の
姿
に
よ
っ
て
証
し
さ

れ
、
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

【
改
革
の
基
礎
・
質
的
転
換
】

　

さ
て
、
現
今
の
宗
門
の
最
重
要
課
題
は
、
申
す
ま

で
も
な
く
「
宗
務
改
革
」、「
行
財
政
改
革
」
の
推
進

で
あ
り
ま
す
。「
改
革
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り

方
を
適
切
に
改
め
、
よ
り
良
い
形
に
転
ず
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
事
を
改
め
る
、
転
ず
る
と
い
う

時
に
は
、
そ
こ
に
必
ず
基
礎
・
基
軸
が
要
る
。
礎
と

な
る
も
の
、
軸
と
な
る
も
の
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
宗
門
の
改
革
に

際
し
、
我
々
は
今
、
何
に
基
礎
を
求
め
る
の
か
。
ど

こ
に
基
軸
を
見
出
す
の
か
。
こ
こ
が
今
、
喫
緊
の
問

題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
私
自
身
、
各
位
と
同
じ
く
今
日

第77回宗議会・第74回参議会（常会）
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ま
で
考
察
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
先
日
、

一
つ
の
言
葉
に
目
が
止
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
か

ら
ち
ょ
う
ど
50
年
前
の
本
山
議
会
に
お
け
る
嶺
藤
宗

務
総
長
の
演
説
で
あ
り
ま
す
。
機
関
誌
『
真
宗
』
で

の
題
名
は
「
教
団
の
質
的
転
換
」
と
な
っ
て
お
り
ま�

す
。

　

嶺
藤
総
長
は
そ
の
演
説
に
お
い
て
、
曰
く
「
ま
ず

克
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
、
い
た
ず
ら
な
教
権

主
義
と
、
私
的
感
情
の
み
に
拠
っ
た
誤
っ
た
経
営
主

義
で
あ
り
ま
す
。
宗
門
が
教
法
に
よ
っ
て
統
理
さ
れ

た
教
団
と
し
て
、
す
な
わ
ち
教
法
を
聞
思
し
、
か
つ

実
践
す
る
組
織
体
と
し
て
、
そ
の
質
的
転
換
を
達
成

す
る
方
策
が
、
基
本
的
目
標
と
し
て
定
立
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
。

　

私
は
こ
こ
に
、
現
在
我
々
が
直
面
し
て
お
り
ま
す

「
改
革
」
の
基
礎
・
基
軸
が
あ
る
。
ど
う
し
て
も
外

し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
外
し
て
は
宗
門
の
改
革

は
成
り
立
た
な
い
一
点
が
教
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
「
教
法
を
聞
思
し
、か
つ
実
践
す
る
」

と
い
う
真
宗
人
と
し
て
の
使
命
感
・
責
任
感
に
裏
打

ち
さ
れ
た
、
宗
門
人
の
「
反
応
の
大
事
」
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
我
ら
の
宿
題
】

　
「
教
団
の
質
的
転
換
」
を
期
し
「
教
法
を
聞
思
し

実
践
す
る
」。
こ
の
言
葉
の
背
景
に
つ
い
て
申
し
ま

す
と
、
か
か
る
表
明
が
な
さ
れ
た
の
は
１
９
７
５
年

の
時
点
で
す
。
つ
ま
り
「
宗
憲
改
正
」
よ
り
前
で
あ

り
ま
す
。
宗
門
は
こ
こ
か
ら
、「
分
裂
報
恩
講
」「
即

決
和
解
」
を
潜
っ
て
「
宗
憲
改
正
」
と
い
う
重
大
事

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
嶺
藤
総
長

が
こ
こ
に
掲
げ
た
主
旨
は
、「
宗
憲
改
正
」
に
お
け

る
直
接
目
標
の
一
つ
で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、「
教
団
の
質
的
転
換
」
を
期
し
「
教
法
を

聞
思
し
実
践
す
る
」
こ
と
が
、
先
人
か
ら
我
々
に
託

さ
れ
た
「
宿
題
」
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
私
は
受
け

止
め
ま
す
。

　

で
は
具
体
的
に
、
現
宗
憲
の
ど
こ
に
そ
の
「
宿
題
」

が
表
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
前
文
に
あ
り

ま
す
。
曰
く
「
宗
祖
親
鸞
聖
人
は
、
顕
浄
土
真
実
教

行
証
文
類
を
撰
述
し
て
、
真
実
の
教
た
る
佛
説
無
量

寿
経
に
よ
り
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
名
号
を
行
信
す

る
願
生
浄
土
の
道
が
、
人
類
平
等
の
救
い
を
全
う
す

る
普
遍
の
大
道
で
あ
る
こ
と
を
開
顕
さ
れ
た
。（
中

略
）
爾
来
、
宗
門
は
長
い
歴
史
を
通
し
て
幾
多
の
変

遷
を
重
ね
る
う
ち
に
は
、
そ
の
本
義
が
見
失
わ
れ
る

危
機
を
経
て
き
た
が
、
わ
が
宗
門
の
至
純
な
る
伝
統

は
、
教
法
の
象
徴
た
る
宗
祖
聖
人
の
真
影
を
帰
依
処

と
し
て
教
法
を
聞
信
し
、
教
法
に
生
き
る
同
朋
の
力

に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
」
と
。
こ
の

一
文
に
、「
宿
題
」
の
趣
意
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま�

す
。
私
自
身
、
以
前
は
こ
こ
を
そ
こ
ま
で
読
み
取
れ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
宗
門
の
現
状
と

そ
の
背
景
を
想
う
中
で
、
実
は
こ
の
「
前
文
」
の
一

文
こ
そ
、
我
々
に
託
さ
れ
て
い
る
「
宿
題
」
で
あ
っ

た
と
。
そ
の
よ
う
に
私
は
受
け
止
め
直
し
ま
し
た
。

　

宗
祖
が
普
遍
の
大
道
で
あ
る
こ
と
を
開
顕
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
は
、「
誰
の
た
め
」
な
の
か
と
い
う
問

題
で
す
。
一
体
誰
の
た
め
に
宗
祖
は
『
教
行
信
証
』

を
書
き
遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
か
。
誰
の
た
め
に�

「
帰
命
無
量
寿
如
来
」
の
声
を
遺
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

　

他
で
も
な
い
、
こ
の
私
の
た
め
で
あ
り
ま
す
。
私

の
た
め
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
本
日
敢
え
て
申
し
上

げ
ま
す
な
ら
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
現
に
宗
門
に

縁
あ
る
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
、
宗
祖
は
願
生
浄
土

の
道
を
開
顕
し
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
意

味
で
、
我
々
は
「
わ
た
く
し
、
ひ
と
り
」
と
い
う
と

こ
ろ
に
お
い
て
、
既
に
し
て
「
道
」
が
与
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
宗
門
に
お
け
る
「
改
革
」
と
は
、「
一

人
ひ
と
り
」
の
改
革
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々

一
人
ひ
と
り
の
改
革
が
、
す
な
わ
ち
宗
門
の
改
革
で

あ
る
。
自
分
が
教
法
に
よ
っ
て
転
ぜ
ら
れ
る
、
ひ
っ

く
り
返
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
し
に
、
法
制
度
や
組

織
機
構
を
ど
れ
だ
け
変
え
た
と
こ
ろ
で
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。
先
ほ
ど
申
し
た
「
今
だ
け
・
金
だ
け
・
自

分
だ
け
」
に
留
ま
る
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は

本
質
的
な
意
味
で
改
革
に
は
な
ら
な
い
。
一
人
ひ
と

り
が
教
法
に
よ
っ
て
改
革
さ
れ
る
、
転
ず
る
と
い
う

こ
と
な
く
し
て
、
宗
門
に
お
け
る
改
革
は
成
立
し
よ

う
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
私
は
こ
の
嶺
藤

総
長
の
言
葉
か
ら
改
め
て
教
え
ら
れ
ま
す
。

　

宗
祖
は
、『
教
行
信
証
』
の
総
序
に
お
い
て
、「
円

融
至
徳
の
嘉
号
は
悪
を
転
じ
て
徳
を
成
す
正
智
、
難

信
金
剛
の
信
楽
は
疑
を
除
き
証
を
獲
し
む
る
真
理
な

り
」
と
銘
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
南
無
阿
弥

陀
仏
が
真
実
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
南
無
阿

弥
陀
仏
こ
そ
真
実
で
あ
る
。
他
に
真
な
る
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
。
ま
た
他
を
探
し
回
る
よ
う
な
こ
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と
で
も
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
南
無
阿
弥
陀
仏
が
真
実

で
あ
る
と
。
こ
の
一
点
を
、
私
は
宗
門
の
大
き
な
転

換
期
に
あ
っ
て
、
必
ず
押
さ
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
、

強
く
感
じ
ま
す
。

　
「
悪
を
転
じ
て
徳
を
成
す
」。「
転
悪
成
徳
」。
こ
れ

こ
そ
が
「
改
革
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
南
無
阿
弥

陀
仏
に
よ
る
「
意
識
改
革
」、「
認
識
の
変
革
」
で

す
。
で
す
か
ら
「
教
団
の
質
的
転
換
」
を
期
し
「
教

法
を
聞
思
し
実
践
す
る
」
と
は
、
私
が
念
仏
申
す
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
人
は
自
分
の
意

識
、
自
分
の
感
覚
を
、
自
分
の
考
え
で
改
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
仏
陀
は�

「
凡
夫
」
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
我
ら
凡
夫
、

「
た
だ
の
ひ
と
」
で
あ
り
ま
す
。
我
ら
凡
夫
で
あ
る

か
ら
に
は
、
自
分
の
考
え
で
自
分
を
変
え
る
こ
と
な

ど
、
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。
必
ず
「
気
づ
か
さ
れ

る
」
と
い
う
こ
と
を
通
さ
な
け
れ
ば
、
何
一
つ
、
変

わ
ら
な
い
、
改
ま
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
人
の
意
識
改
革
な
し
に
、
宗
門
の
改
革
は
成
り

立
た
な
い
。
大
変
厳
し
い
道
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
一
点
を
お
互
い
に
改
革
論
議
の
基
礎
・
基
軸
と

し
て
堅
持
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
宗
門
を
共

に
形
づ
く
っ
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が

「
教
団
の
質
的
転
換
」
と
い
う
「
我
ら
の
宿
題
」
に

応
え
る
一
道
で
あ
る
と
、
思
料
い
た
し
ま
す
。

【
教
団
の
今
】

　
「
教
団
の
質
的
転
換
」
を
期
し
「
教
法
を
聞
思
し

実
践
す
る
」
に
あ
た
っ
て
は
、
教
勢
調
査
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
「
教
団
の
足
も
と
」
と
、
そ
の
背

景
に
あ
る
南
無
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

る
「
自
身
の
足
も
と
」。
そ
れ
ら
を
具
に
把
握
す
る

こ
と
が
要
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
実
施
い
た
し
ま
し
た
第
８
回
「
教
勢
調
査
」

は
、
調
査
対
象
寺
院
の
95.9
％
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
能
登
教
区
の
寺
院
か
ら
も

86.4
％
も
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
に
お
け
る
分
析
に
つ
い
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
宗
門
は
、
人
口
減
少
と
い

っ
た
国
勢
の
停
滞
や
、
移
動
社
会
に
よ
る
転
居
や
核

家
族
化
、
門
徒
の
死
去
を
き
っ
か
け
に
寺
院
と
門
徒

と
の
関
係
が
途
絶
え
る
等
の
影
響
に
よ
り
、「
門
徒

の
減
少
、
教
化
組
織
の
衰
退
・
解
体
で
あ
り
、
宗
門

の
基
盤
の
揺
ら
ぎ
が
着
実
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
」
と
、

危
機
感
を
持
っ
て
調
査
専
門
員
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
寺
院
が
様
々
に
門
徒
や
地
域
の
方
々
と

の
接
点
を
求
め
て
、
将
来
の
取
り
組
み
を
模
索
し
て

い
る
様
子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
「
教

え
や
寺
院
運
営
の
世
代
間
継
承
」、「
転
居
門
徒
と
の

関
係
性
」、「
寺
院
と
門
徒
・
地
域
と
の
関
係
の
希
薄

化
」
と
い
っ
た
諸
課
題
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
そ
こ
に
、
危
機
感
を
持
っ
て
向
き
合

う
寺
院
の
姿
が
あ
る
の
で
す
。

　

危
機
感
は
可
能
性
で
す
。
同
朋
会
運
動
の
始
動
か

ら
60
有
余
年
。
い
つ
の
時
代
も
、
そ
の
時
代
社
会
に

生
き
る
人
々
の
「
今
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
教
学

を
時
代
社
会
に
生
き
た
教
学
と
す
る
営
為
を
続
け
て

き
た
歴
史
が
、
一
ヵ
寺
一
ヵ
寺
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
歩
み
は
、
教
え
に
足
も
と
を
照
ら
さ
れ
な
が

ら
、
聞
法
求
道
す
る
教
団
で
あ
り
続
け
て
き
た
歴
史

で
も
あ
り
ま
す
。
社
会
の
課
題
を
我
が
課
題
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
人
々
を
同
朋
と
し
て
い
た
だ
き
、
同
朋
社

会
を
顕
現
せ
ん
と
し
て
き
た
不
断
の
歩
み
で
す
。
こ

の
歩
み
、
す
な
わ
ち
同
朋
会
運
動
が
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
紡
が
れ
て
き
た
事
実
が
、
誠
に
以
て
尊
い

と
言
え
ま
す
。
こ
れ
が
近
現
代
に
お
け
る
教
団
の
歴

史
で
あ
り
、
故
安
冨
信
哉
先
生
の
言
葉
を
お
借
り
す

れ
ば
、「
近
代
教
学
を
大
切
に
し
つ
つ
、
現
代
教
学

を
表
現
」
す
る
歩
み
で
あ
り
、「
同
朋
社
会
の
顕
現
」

を
使
命
と
す
る
教
団
が
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
営

み
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
こ
そ
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
宗
教
法

人
と
し
て
の
公
益
性
で
も
あ
り
、
そ
の
一
ヵ
寺
を
担

う
使
命
を
、
教
師
に
な
る
方
々
に
も
学
ん
で
い
た
だ

く
べ
く
、
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
寺
院
が
「
一
人
の
念
仏
者
の
誕
生
」

を
願
っ
て
、
創
意
工
夫
を
施
し
な
が
ら
大
切
に
続
け

ら
れ
て
き
た
教
化
事
業
そ
の
も
の
が
、
同
朋
会
運
動

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
一
ヵ
寺
の
、
一
人
の
運
動

の
具
体
性
が
、
足
も
と
が
、「
既
に
し
て
あ
る
」
の

で
す
。
各
寺
院
の
そ
の
歩
み
は
、
必
ず
未
来
に
、
今

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
届
け
ら
れ
し

南
無
阿
弥
陀
仏
あ
っ
て
こ
そ
の
私
、
南
無
阿
弥
陀
仏

に
よ
っ
て
召
さ
れ
る
僧
伽
を
確
か
め
合
う
そ
の
場
に
、

「
自
信
教
人
信
の
誠
を
尽
く
し
」、「
人
類
に
捧
げ
る

教
団
」
確
立
へ
の
、
大
き
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る

の
で
す
。

　

多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
社
会
に
あ
っ
て
、

「
人
々
が
集
う
」
こ
と
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
「
受

第77回宗議会・第74回参議会（常会）
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け
継
ぐ
べ
き
本
来
性
」
と
、
変
化
の
中
で
「
変
え

て
い
く
柔
軟
性
」、
こ
の
両
視
座
を
大
切
に
し
つ
つ
、

本
調
査
結
果
を
、
様
々
な
形
に
変
容
す
る
宗
教
行
事
、

そ
の
奥
に
内
在
し
て
い
る
人
々
の
宗
教
心
を
確
か
に

受
け
止
め
、
新
た
な
教
化
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
根

拠
と
捉
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

各
教
区
に
お
い
て
も
、
様
々
な
数
値
を
、
向
後
に

お
け
る
教
区
運
営
の
あ
り
方
を
見
据
え
る
根
拠
と
し

て
、
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

３
．
２
０
２
５
年
度
の
主
な
取
り
組
み

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
縷
々
述
べ
ま
し
た
内
容
を

立
脚
地
と
し
て
、
２
０
２
５
年
度
の
主
な
宗
務
に
つ

い
て
、
３
点
申
し
上
げ
ま
す
。

【
宗
務
改
革
】

　

１
点
目
は
、
宗
務
改
革
に
つ
い
て
。
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
は
、
変
化
の
著
し
い
時
代
社
会
に
あ
っ

て
も
、
持
続
可
能
な
宗
門
の
基
盤
整
理
を
図
る
べ
く
、

４
つ
の
柱
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
同
朋
会
運
動
の
更
な
る
推
進
」、
特
に�

「
教
化
に
関
す
る
情
報
発
信
の
充
実
」
と
し
て
、
真

宗
同
朋
会
の
機
関
紙
で
あ
る
『
同
朋
新
聞
』
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
と
出
版
部
が
中
心
と
な
り
、

宗
務
所
の
各
部
門
が
連
携
し
て
、
新
聞
を
製
作
し
て

い
く
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、『
同
朋
新
聞
』
は
、
真
宗
同
朋

会
の
機
関
紙
で
あ
り
、
発
刊
以
来
63
年
の
星
霜
を
経

て
き
た
約
75
万
部
を
発
行
し
て
い
る
宗
門
最
大
の
情

報
媒
体
で
あ
り
ま
す
。
混
迷
す
る
時
代
社
会
に
、
今

宗
門
が
何
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
弛

む
こ
と
な
く
大
切
に
さ
れ
て
き
た
新
聞
の
使
命
を
改

め
て
振
り
返
え
れ
ば
、
ひ
と
え
に
一
人
ひ
と
り
の
門

徒
に
本
願
念
仏
の
教
え
を
届
け
、「
同
朋
の
会
」
を

立
ち
上
げ
て
い
く
こ
と
に
結
実
さ
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

仏
教
を
聞
信
し
「
問
い
」
を
い
た
だ
く
生
活
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
宗
祖
の
明
ら
か
に
さ
れ

た
念
仏
の
教
え
を
聞
き
、
生
涯
を
送
ら
れ
た
先
達
が

感
動
さ
れ
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
教
団

が
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
方
々
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
。

教
団
の
社
会
に
対
す
る
不
変
の
使
命
と
は
何
か
。
宗

門
全
体
の
姿
を
幅
広
い
世
代
の
門
徒
に
お
伝
え
で
き

る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
時
代
社
会
の
要
請
に
応
え
る
発
信
と
配

布
の
在
り
方
を
模
索
し
つ
つ
、
同
時
に
各
種
媒
体
ご

と
の
強
み
を
活
か
し
た
展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
門
徒
に
配
り
た
く
な
る
よ
う
な
『
同
朋
新
聞
』、

そ
の
配
布
拡
大
に
つ
い
て
は
、
各
教
区
・
各
寺
院
・

各
位
の
と
こ
ろ
で
も
、
具
体
的
な
検
討
を
ぜ
ひ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

関
連
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て

も
、
仏
教
の
教
え
を
は
じ
め
、
東
本
願
寺
の
価
値
や

魅
力
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
に
伝
わ
り
、
多
く

の
人
に
宗
門
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
寄
与
す
る
情
報
発

信
の
体
制
構
築
を
目
指
し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
次
世
代
に
も
こ
の

教
団
を
荷
負
っ
て
い
た
だ
け
る
意
識
の
醸
成
、
こ
の

教
団
に
所
属
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
い
う
実
感
、
そ

し
て
、
教
団
が
持
っ
て
い
る
願
い
の
深
さ
を
感
じ
取

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
発
信
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、「
財
政
の
健
全
化
と
自
主
財
源
の
確
保
」

と
し
て
、
宗
派
の
適
正
な
財
政
規
模
の
明
確
化
と
、

真
宗
本
廟
を
確
実
に
相
続
す
る
積
立
金
の
確
保
を
期

し
た
取
り
組
み
や
、
宗
派
自
主
財
源
の
更
な
る
増
収

に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て
。

　

特
に
「
大
谷
祖
廟
の
総
合
整
備
」
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
の
常
会
演
説
に
お
い
て
、
私
は
宗
憲
前
文
に

「
宗
門
の
原
形
」、「
は
じ
ま
り
の
一
滴
」
が
あ
る
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。
曰
く
「
宗
祖
聖
人
の
滅
後
、
遺

弟
あ
い
図
っ
て
大
谷
の
祖
廟
を
建
立
し
て
聖
人
の
影

像
を
安
置
し
、
こ
こ
に
あ
い
集
う
て
今
現
在
説
法
し

た
も
う
聖
人
に
対
面
し
て
聞
法
求
道
に
励
ん
だ
。
こ

れ
が
本
願
寺
の
濫
觴
で
あ
り
、
こ
こ
に
集
う
た
人
び

と
が
、
や
が
て
聞
法
者
の
交
わ
り
を
生
み
出
し
て
い

っ
た
。
こ
れ
が
わ
が
宗
門
の
原
形
で
あ
る
」と
。
ま
た
、

覚
如
上
人
の
『
報
恩
講
私
記
』
に
お
い
て
も
、
諸
国

か
ら
群
詣
し
て
「
廟
堂
に
跪
き
て
涙
を
拭
い
、
遺
骨

を
拝
し
て
腸
を
断
つ
」
と
、
真
宗
教
団
成
立
の
歴
史

的
事
実
に
触
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
大
切
な
場
所
を
整
備
し
、
亡
き
方
を

縁
と
し
て
仏
法
を
相
続
し
て
い
く
場
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
宗
務
審
議
会
に
お
け
る
基
本
構
想
に
基
づ

き
、
条
例
に
よ
る
委
員
会
を
設
置
し
て
、
複
数
年
に

亘
る
総
計
画
を
立
案
し
、
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
同
審
議
会
の
答
申
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
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「
東
本
願
寺
真
宗
会
館
」
と
「
沖
縄
別
院
」
に
お
い

て
も
、
納
骨
や
預
骨
に
関
す
る
施
設
整
備
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
教
区
や
沖
縄

の
関
係
各
位
と
十
分
な
連
携
を
保
ち
つ
つ
、
新
た
な

法
縁
づ
く
り
に
資
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
行
き
た

く
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、「
大
規
模
災
害
被
災
教
区
の
教
化
・
運
営

を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
」
と
し
て
、�

今
宗
会

を
経
て
「
災
害
時
特
別
教
化
交
付
金
」
を
新
設
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

宗
門
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
対
応
に
よ
っ
て
多

く
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
活

か
し
て
い
く
た
め
に
は
見
直
す
べ
き
事
柄
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
災
害
に
つ
よ
い
教
団
づ
く

り
を
目
指
し
、
今
常
会
に
お
い
て
、
災
害
に
よ
る
緊

急
時
の
教
区
運
営
に
関
し
て
、
一
日
で
も
早
い
教
化

の
現
場
・
聞
法
の
場
の
回
復
を
期
し
た
、
支
援
体
制

の
確
立
に
必
要
な
条
例
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
既

に
本
年
か
ら
「
寺
院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な

復
興
共
済
制
度
の
検
討
」
に
関
す
る
宗
務
審
議
会
を

設
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
大
規
模
災
害
に
お
い
て
蓄
積

さ
れ
て
き
た
諸
課
題
に
基
づ
き
、
宗
派
の
共
済
・
保

険
制
度
に
関
す
る
審
議
を
始
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
、「
教
区
及
び
組
の
改
編
・
門
徒
戸
数
調
査

と
の
連
動
」
と
し
て
、
教
区
改
編
に
つ
い
て
は
、
今

宗
会
を
経
ま
し
て
、「
山
陽
四
国
教
区
」
が
誕
生
い

た
す
運
び
で
あ
り
ま
す
。
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
、

深
甚
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
教
化
研
修
や
教
団
の
将
来
像
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
】

　

２
点
目
は
、「
２
０
２
６
年
度
以
降
の
教
化
研
修

や
教
団
の
将
来
像
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
の
策

定
」
に
つ
い
て
。

　

ま
ず
、
３
年
一
体
型
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
「
教

化
研
修
計
画
」
は
、
教
勢
調
査
の
分
析
結
果
や
行
財

政
改
革
の
進
捗
等
を
含
め
、
２
０
２
６
年
度
以
降
の

取
り
組
み
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

既
に
、「
人
の
誕
生
」
を
期
し
た
取
り
組
み
と
し

て
、「
青
少
幼
年
教
化
推
進
研
修
」
が
始
ま
っ
て
お

り
、
第
５
期
「
教
化
伝
道
研
修
」
も
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
慶
讃
継
続
事
業
に
つ
い
て
も
、
事
業
の

現
況
と
見
通
し
を
精
査
し
て
お
り
ま
す
。

　

関
連
し
て
、
真
宗
本
廟
へ
の
上
山
促
進
に
つ
い
て

は
、
そ
の
環
境
面
に
お
い
て
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち

ま
し
て
、
阿
弥
陀
堂
門
・
鐘
楼
・
手
水
屋
形
と
い
っ

た
重
要
文
化
財
の
保
存
修
理
事
業
が
無
事
完
了
い
た

し
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
本
廟
を
次
世
代
に
相
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ず
以
て
本
廟
に
参
拝
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要

で
す
。
御
正
忌
報
恩
講
の
参
拝
者
数
で
言
え
ば
、
コ

ロ
ナ
前
に
比
し
て
７
割
近
く
の
復
調
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
本
廟
に
直
参
す
る
」「
年
に
一
度
は
本
廟
へ
」
と
い

う
こ
と
が
大
切
に
伝
統
さ
れ
て
き
た
宗
門
に
お
い
て
、

宗
祖
と
出
遇
い
、
全
国
の
人
と
出
あ
う
。
一
人
の
歩

み
が
宗
門
の
歩
み
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
意
識
で
き

る
の
が
本
廟
参
拝
・
本
廟
奉
仕
で
あ
り
ま
す
。

　

教
勢
調
査
の
結
果
に
お
い
て
も
、
本
廟
参
拝
・
本

廟
奉
仕
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
と
も
、
１
人
で

も
多
く
の
方
に
本
廟
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
を
創

出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、「
別
院
の
将
来
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
全

別
院
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
現
地
視
察
等
も
通

し
て
現
状
把
握
に
努
め
ま
し
た
。
次
年
度
か
ら
は
、

宗
務
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
条
例
に
よ
る
委
員

会
を
設
置
し
て
、
別
院
の
具
体
的
な
将
来
像
を
創
出

し
て
い
け
る
よ
う
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

専
任
輪
番
会
や
審
議
会
の
折
に
も
私
か
ら
申
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
喫
緊
の
改
革
が
必
要
な
別
院
を

抽
出
し
た
上
で
、
現
場
に
お
任
せ
を
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
内
局
も
現
地
に
足
を
運
び
、
共
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
大
谷
専
修
学
院
に
つ
い
て
は
、
学
院
の
運

営
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
学
院
生
の
募

集
を
中
止
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
学
院
へ
の
入
学
及

び
教
師
資
格
取
得
を
ご
検
討
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様

方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ

と
、
改
め
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

信
國
淳
先
生
曰
く
「
仏
の
教
育
的
生
命
」、
そ
れ

に
出
遇
う
大
切
な
場
と
し
て
存
在
し
て
き
た
学
院
で

あ
り
ま
す
。
既
に
今
後
に
向
け
た
検
討
に
着
手
し
て

お
り
、
宗
務
審
議
会
を
設
置
し
、
１
日
で
も
早
く
学

院
生
の
募
集
を
再
開
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

【
是
旃
陀
羅
問
題
の
課
題
共
有
】

　

３
点
目
は
、「
是
旃
陀
羅
問
題
の
課
題
共
有
」
に

つ
い
て
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
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『
御
同
朋
を
生
き
る
』
を
通
し
、『
仏
説
観
無
量
寿
経
』

を
い
た
だ
き
直
す
こ
と
を
課
題
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
経
典
と
い
う
の
は
、
そ
の
文
字
だ
け
が

内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
代
性
、
地
域
性
、
そ
し

て
そ
の
説
か
れ
方
も
含
め
て
、「
経
典
の
内
容
」「
経

典
の
は
た
ら
き
」
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
正
依
の
聖
教

で
あ
る
「
観
経
」
を
、
差
別
的
な
は
た
ら
き
を
持
つ

よ
う
な
説
き
方
を
し
て
き
た
僧
分
の
責
任
は
重
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
も
っ
と
具
体
的
に
申
し
ま

す
と
、「
こ
の
私
に
、
観
経
を
法
事
の
現
場
で
読
誦

す
る
資
格
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
突
き
つ
け

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
、
強
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
歴
史
や
現
代
と
い
う
時
代
性
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
大
谷
派
が
法
事
に
お
い
て
経
典
を
読
誦

す
る
意
味
と
、
是
旃
陀
羅
の
課
題
を
踏
ま
え
、
具
体

的
な
法
要
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
課
題
と
す
る
宗
務

審
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
た
教
区
学
習
会
の
開

催
や
、
教
区
・
組
で
の
継
続
的
な
学
び
を
推
進
す
る

人
の
養
成
等
に
つ
い
て
は
、
解
放
運
動
推
進
本
部
と

教
学
研
究
所
に
お
い
て
継
続
し
て
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
審
議
会
は
、
法
事
の
現
場
で
の

経
典
読
誦
の
意
味
と
そ
の
読
法
と
い
う
、
七
つ
の
施

策
に
お
け
る
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
歩
み
出
し
と

し
て
位
置
付
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

七
つ
の
施
策
は
、
既
に
６
年
前
か
ら
お
示
し
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
我
々
の
「
今
」
の
問
題
で

あ
り
、
同
時
に
遂
行
す
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。
待

っ
た
な
し
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
主
な
取
り
組
み
を
縷
々
申
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
改
革
に
は
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
な
ど
と
い
う
も

の
は
な
く
、
必
要
な
の
は
時
代
社
会
に
生
き
る
人
々

の
「
今
」
を
大
切
に
し
つ
つ
、
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
選

び
取
る
柔
軟
な
心
と
体
制
で
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
通
り
の
現
状
維
持
が
で
き
な
い
時
代
に
お

い
て
、
行
財
政
改
革
を
遂
行
し
て
い
く
に
は
、
先
述

の
通
り
、
一
人
ひ
と
り
の
「
意
識
改
革
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
幾
多
に
亘
る
取
り
組
み
は
、
い

ず
れ
も
行
財
政
改
革
に
お
け
る
「
意
識
改
革
」
の
根

底
を
支
え
る
も
の
に
な
る
と
思
料
い
た
す
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

【
宗
祖
か
ら
い
た
だ
く
ス
タ
ー
ト
】

　

本
年
に
入
り
、
教
区
慶
讃
法
要
が
各
地
で
厳
修
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
私
も
新
門
と
各
地
へ
お
参
り
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
と
、
多
く
聞
か
れ
る
言
葉

が
「
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
」
と
い
う
声
で
す
。

　

人
々
が
一
堂
に
集
い
確
か
め
ら
れ
る
そ
の
光
景
に
、

宗
祖
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
慶
讃
法
要
の
持
つ
大

き
な
意
義
を
実
感
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
御
正
忌
報
恩
講
の
折
、
阿
弥
陀
堂
で
の�

「
見
聞
『
教
行
信
証
』
坂
東
本
」
に
、
１
，０
０
０
名

以
上
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
多
く
の

方
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
坂
東
本
が
映
っ
た
途
端
に
合
掌

な
さ
い
ま
す
。
私
の
前
に
お
ら
れ
た
方
は
「
も
っ
た

い
な
い
こ
っ
ち
ゃ
」
と
仰
い
ま
し
た
。
き
っ
と
加
賀

の
方
で
し
ょ
う
。
も
の
を
い
た
だ
い
た
時
に
使
う
言

葉
で
す
。
つ
ま
り
そ
の
方
は
、
坂
東
本
を
宗
祖
か
ら

い
た
だ
い
た
宝
物
。「
念
仏
申
せ
」と
伝
え
て
く
れ
る
、

丁
寧
な
丁
寧
な
「
お
手
紙
」
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
た

の
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
宗
祖
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
直
筆
に
触
れ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
が
考

え
る
以
上
に
、
本
当
に
大
き
な
力
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。
宗
祖
の
御
誕
生
と
立
教
開
宗
が
自
ら
の
学
び
と

な
る
よ
う
、
新
刊
の
『
坂
東
本
カ
ラ
ー
影
印
縮
刷�

本
』
や
、
先
に
刊
行
し
て
お
り
ま
す
『
真
宗
聖
典�

第
二
版
』、『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集�

一
・
二
』
と
と

も
に
、「
教
法
を
聞
思
し
実
践
す
る
」
視
座
を
い
た

だ
い
て
ま
い
り
た
い
と
思
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
今
、
宗
門
は
大
き
な
転
換
期
に
差

し
掛
か
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
教
団

の
質
的
転
換
を
期
し
、
教
法
を
聞
思
し
実
践
す
る�

「
真
宗
再
興
」
の
道
。
そ
れ
を
成
り
立
た
せ
る
も
の

が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
声
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、

そ
う
確
信
す
る
「
ひ
と
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

共
に
、
御
名
を
聞
く
一
道
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

以
上
、
今
議
会
に
際
し
て
の
宗
務
執
行
方
針
を
お

伝
え
い
た
し
ま
し
た
。
ご
清
聴
、
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以　

上　
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第
77
回
宗
議
会
・
第
74
回
参
議
会
（
常
会
）
に
お

け
る
長
峯
顕
教
財
務
長
の
施
政
方
針
演
説
（
要
旨
）

を
掲
載
し
ま
す
。

　

宗
務
総
長
演
説
の
基
本
姿
勢
及
び
重
要
宗
務
の
方

針
に
基
づ
き
、
財
務
の
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
２
０
２
４
年
度
宗
派
経
常
費
御
依
頼
の

収
納
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
御
依
頼
総
額

５
０
億
２
，０
１
８
万
円
に
対
し
て
、
２
０
２
５
年

５
月
26
日
現
在
で
の
収
納
額
は
４
９
億
９
７
４
万

２
，０
１
９
円
、
率
に
し
て
97.8
％
の
収
納
で
あ
り
ま

す
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
全
国
の
寺
院
ご
門
徒

の
皆
様
よ
り
宗
門
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
格
別
の
御
懇
念
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

加
え
て
、
２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た�

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に
対
す
る
救
援
金
の

勧
募
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
２
億
４
，７

３
１
万
８
，８
６
６
円
の
救
援
金
を
全
国
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
思
い
を

馳
せ
、
救
援
金
を
お
届
け
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
２
０
２
４
年
度
補
正
予
算
及
び

第
２
種
共
済
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
】

　

次
に
、
２
０
２
４
年
度
補
正
予
算
及
び
第
２
種
共

済
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
３
月
よ
り
能
登
半
島
地
震
に
伴
う
共

済
金
と
し
て
総
額
４
９
億
４
，０
１
３
万
円
の
給
付

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
共
済
金
は
、
第
２
種

共
済
特
別
会
計
条
例
に
基
づ
き
、
共
済
金
の
予
算
額

を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は
、
復
興
共
済
積
立
金
か
ら

補
填
し
円
滑
に
給
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
朋
相
互
扶
助
の
精
神
に
よ
っ
て
９
１

億
１
，２
２
８
万
円
も
の
金
員
を
積
み
立
て
る
こ
と

が
で
き
た
た
め
、
給
付
額
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
な

く
、
審
査
結
果
の
と
お
り
に
給
付
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
長
年
に
亘
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
茲
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
、
被
災
に
よ
る
任
意
加
入
の
減
少
及
び
賦

課
金
減
免
措
置
に
よ
る
共
済
賦
課
金
の
減
収
に
伴
い
、

現
段
階
で
第
２
種
共
済
特
別
会
計
の
歳
計
に
不
足
が

生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
合

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　
│
相
続
講
精
神
の
再
確
認
│

財
務
長
　
長 

峯 

顕 

教

第77回宗議会・第74回参議会（常会）
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は
平
衡
資
金
か
ら
補
填
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

第
２
種
共
済
制
度
は
、
加
入
者
同
士
に
よ
る
同
朋
相

互
扶
助
の
精
神
で
運
営
し
て
い
る
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、

平
衡
資
金
か
ら
の
補
填
、
又
は
一
般
会
計
で
負
担
す

る
対
応
は
相
応
し
く
な
い
と
判
断
し
、
歳
入
予
算
を

決
算
想
定
額
に
減
額
補
正
し
、
共
済
賦
課
金
に
限
定

し
た
内
容
で
一
般
会
計
経
常
部
及
び
第
２
種
共
済
特

別
会
計
の
補
正
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
会
計
上
の
課
題
と
捉
え
、
か
つ
財

政
改
革
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
第
２
種
共
済
特
別
会

計
の
運
用
は
、
自
収
自
弁
と
す
る
会
計
構
造
に
あ
ら

た
め
る
よ
う
「
第
２
種
共
済
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
」
を
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
共
済
金
給
付
に
よ
っ
て
、
復
興
共

済
積
立
金
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
新
た
に
設
置
し
た
宗
務
審
議
会
「
寺
院
・
教
会

の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済
制
度
の
検
討
に
関

す
る
委
員
会
」
で
第
２
種
共
済
制
度
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
早
速
、
当
委
員
会
か
ら

一
部
答
申
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い
た
臨

時
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
「
地
震
災
害
に
係
る
共
済

金
給
付
額
の
算
出
に
関
す
る
臨
時
措
置
条
例
案
」
を

提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
当
委
員
会
に

お
い
て
、
新
制
度
の
確
立
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
２
０
２
５
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
】

　

次
に
、
２
０
２
５
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
常
会
に
て
財
務
長
演
説
で
述
べ
た
「
繰
越
金

収
入
同
額
は
将
来
の
支
出
に
備
え
る
資
金
と
し
て
積

み
立
て
る
」
方
針
は
、
こ
の
た
び
の
予
算
編
成
で
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
財
政
改
革
に
向
け
た
一
歩
を

踏
み
出
せ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
４
年
度
宗
会
臨
時
会
の
決
算
審
査

で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
歳
入
に
お
い
て

は
、
自
主
財
源
の
更
な
る
確
保
を
行
う
た
め
、
現
行

の
冥
加
金
改
定
や
新
た
な
取
り
組
み
に
積
極
的
に
着

手
す
る
等
、
様
々
な
増
収
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

歳
出
に
お
い
て
は
、
施
策
の
見
直
し
や
、
執
行
率
の

低
い
科
目
は
実
施
可
能
な
計
画
で
予
算
編
成
い
た
し

ま
し
た
。

【
２
０
２
５
年
度
予
算
の
概
要
】

　

次
に
、
２
０
２
５
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
経

常
部
・
臨
時
部
合
わ
せ
て
８
９
億
４
，４
３
０
万
円
、

２
０
２
４
年
度
予
算
に
比
し
て
２
億
３
，３
０
２
万

円
増
額
し
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
予
算
概
説
に
示
し
て
お
り
ま

す
が
、
歳
入
の
増
額
編
成
で
特
筆
す
べ
き
も
の
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
懇
志
金
（
読
経
志
・

納
骨
志
・
諸
懇
志
）
で
は
７
，４
３
９
万
円
増
額

し
、
土
地
活
用
に
よ
り
生
じ
る
不
動
産
冥
加
金
で
は

６
，３
３
９
万
円
増
額
、
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計

回
付
受
金
で
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十

年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
事
業
で
あ
る
『
真
宗
聖

典
第
二
版
』・『
真
宗
児
童
聖
典
』
の
頒
布
を
踏
ま
え

１
，５
０
０
万
円
増
額
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
加
え�

て
、
真
宗
本
廟
を
訪
れ
る
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
施
策
の
展
開
、
保
存
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
渉
成
園
の
魅
力
を
生
か
し
た
企
画
、
海
外
か
ら
の

旅
行
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
視
野
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
記

念
品
の
充
実
等
、
更
な
る
取
り
組
み
を
予
算
に
反
映

し
増
額
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
帰
敬
式
実
践
運
動
は
、
２
０
２
５
年
４
月

に
開
始
30
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
「
帰
敬
式
執

行
の
手
引
き
」、
各
種
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
配
信
、

教
区
・
組
で
の
「
帰
敬
式
法
座
」
の
実
施
の
他
、
執

行
場
所
や
執
行
者
に
つ
い
て
の
特
例
措
置
を
講
じ
る

な
ど
の
施
策
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
０
２
５

年
度
は
、
教
区
慶
讃
法
要
を
機
縁
と
し
た
帰
敬
式
の

受
式
奨
励
は
も
と
よ
り
、
第
８
回
教
勢
調
査
に
お
い

て
、
多
く
の
住
職
方
か
ら
帰
敬
式
執
行
を
新
た
に

取
り
組
み
た
い
と
回
答
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行

い
、
帰
敬
式
受
式
者
８
，０
０
０
人
を
見
込
ん
だ
予

算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
歳
出
の
増
額
編
成
で
特
筆
す
べ
き
も
の
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
宗
派
会
計
に
お
け
る
人
件
費
（
給
与
・
諸

手
当
・
社
会
保
険
料
）
は
、
宗
務
を
担
当
す
る
職
員

の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
職
員
募
集
方
途
の
見
直
し

と
と
も
に
、
初
任
給
を
は
じ
め
と
し
た
若
手
職
員
の

基
本
給
の
増
額
改
定
を
２
０
２
５
年
４
月
に
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
年
度
は
１
ヵ
年
度
通
し
て
の

予
算
と
、
社
会
保
険
費
の
増
額
等
に
よ
り
１
億
５
，

０
６
０
万
円
増
額
し
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
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ま
た
、
機
関
紙
『
同
朋
新
聞
』
の
２
０
２
６
年
１

月
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
増
頁
分
１
，９
８

４
万
円
を
増
額
し
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、

同
朋
会
員
志
金
収
納
額
の
10
％
で
あ
っ
た
同
朋
会
員

志
金
還
付
金
に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年
度
は
還
付
率

を
５
％
と
し
、
２
０
２
６
年
度
は
廃
止
へ
と
漸
減
す

る
方
針
を
も
っ
て
『
同
朋
新
聞
』
の
発
行
経
費
に
集

束
し
、
同
朋
会
運
動
の
推
進
に
資
す
る
機
関
紙
と
し

て
、
紙
面
の
充
実
と
配
布
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
無
償
頒
布
し
て
き
た
教
化
冊
子
『
真
宗

の
生
活
』
は
、
東
本
願
寺
出
版
か
ら
の
有
償
頒
布
に

変
更
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
臨
時
部
で
は
、
２
０
２
６
年
度
に
南
米
開

教
区
で
開
催
さ
れ
る
世
界
同
朋
大
会
の
経
費
を
、
新

た
に
設
定
す
る
海
外
開
教
推
進
資
金
か
ら
一
般
会
計

に
繰
り
入
れ
る
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

海
外
開
教
推
進
資
金
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
４
年
度

に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
在
住
の
ご
門
徒
よ
り
４
０
０
万

ド
ル
の
遺
贈
を
受
け
、
こ
れ
を
更
な
る
海
外
に
お
け

る
開
教
の
推
進
の
た
め
の
資
金
と
し
て
設
定
す
る
べ

く
「
海
外
開
教
推
進
資
金
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例

案
」
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
大
会
に

係
る
経
費
は
、
こ
の
資
金
管
理
に
よ
り
生
じ
る
利
息

で
支
弁
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
常
会
に
て
ご
可
決

い
た
だ
い
た
後
に
は
、
海
外
開
教
資
金
の
効
果
的
な

保
管
方
途
を
財
産
管
理
審
議
会
に
お
い
て
ご
審
議
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
は
宗
費
賦
課
金
に
関
す
る

審
議
会
を
招
集
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
寺
院
賦
課
金
と
僧
侶
賦
課
金
で
構
成
さ

れ
る
宗
費
賦
課
金
は
、
繰
越
金
を
除
く
２
０
２
５
年

度
一
般
会
計
経
常
部
歳
入
予
算
額
の
8.6
％
を
占
め
、

重
要
な
宗
派
財
政
基
盤
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
び
、
２
０
１
６
年
度
に
同
審
議
会
で
確
認
さ
れ
た

事
項
を
踏
ま
え
、
宗
費
賦
課
金
の
金
額
設
定
と
導
入

時
期
に
つ
い
て
審
議
会
に
諮
問
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宗
派
の
財
政
は
宗
門
に
属
す
る
一
人
ひ
と

り
の
懇
志
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
大
前
提
で

は
あ
り
ま
す
が
、
真
宗
本
廟
を
次
世
代
へ
確
実
に
継

承
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
宗
門
と
縁
を
結
ぼ
う

と
さ
れ
る
方
々
か
ら
の
収
入
を
今
後
の
重
要
な
財
源

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
寺
や
門
徒
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
収
骨
・
納
骨
を
縁
と
し
て
親
鸞
聖
人

の
教
え
に
出
あ
い
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、

い
わ
ゆ
る
潜
在
門
徒
と
宗
派
と
の
新
た
な
関
係
性
構

築
を
目
指
し
た
具
体
策
を
検
討
す
る
宗
務
審
議
会
を

設
置
い
た
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
そ
れ
ら
の
方
々
と
の
関
係
を
着
実
に
継

続
す
る
た
め
に
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
関
係
者
情
報

管
理
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
、
ま
ず
は
大
谷
祖
廟
を

中
心
に
取
り
組
み
を
進
め
、
向
後
、
真
宗
本
廟
収
骨

や
東
本
願
寺
出
版
物
購
入
者
、
帰
敬
式
や
奉
仕
団
等

で
得
ら
れ
る
様
々
な
情
報
を
一
元
管
理
し
、
宗
派
施

策
が
効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

【
災
害
に
つ
よ
い
教
団
づ
く
り
】

　

次
に
、
災
害
に
つ
よ
い
教
団
づ
く
り
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
宗
会
常
会
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
災

害
に
つ
よ
い
教
団
づ
く
り
を
志
向
し
、
こ
れ
ま
で
、

一
般
会
計
の
災
害
見
舞
費
の
不
足
を
補
填
す
る
た

め
に
設
け
て
い
た
「
災
害
見
舞
準
備
金
」（
２
０
２

５
年
４
月
末
現
在
残
高
１
億
９
，２
３
２
万
円
）
を�

「
災
害
対
応
準
備
金
」
と
し
て
位
置
付
け
直
し
、
ま

ず
は
一
般
会
計
か
ら
１
，０
０
０
万
円
を
繰
入
れ
て

積
み
立
て
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
こ
の
準
備
金
は
、

災
害
に
よ
っ
て
教
化
活
動
・
運
営
が
困
難
と
な
っ
た

教
区
を
支
援
す
る
た
め
に
臨
時
部
歳
出
に
「
災
害
時

特
別
教
化
交
付
金
」
と
し
て
新
設
し
て
お
り
ま
す
。

【
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
事
業
】

　

次
に
、
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

大
谷
祖
廟
並
び
に
東
大
谷
墓
地
の
土
地
、
建
物
の

総
合
的
な
整
備
の
計
画
立
案
を
目
指
し
、
２
０
２
２

年
度
か
ら
総
合
整
備
事
業
の
準
備
業
務
と
し
て
、
土

地
、
建
物
の
事
前
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、
宗
務
審
議
会
「
大
谷
祖
廟

総
合
整
備
に
関
す
る
委
員
会
」
を
設
置
し
、
調
査
、

審
議
が
な
さ
れ
、
２
０
２
５
年
４
月
14
日
付
で
「
大

谷
祖
廟
並
び
に
東
大
谷
墓
地
の
総
合
整
備
事
業
に
関

す
る
基
本
構
想
」
の
答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
答
申
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
の
完
遂
に
向
け
、

具
体
的
に
実
働
す
る
総
合
整
備
総
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
長
期
間
に
わ
た
る
総
合
整
備
事
業
の
公

正
か
つ
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
、
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
調
査
、
審
議
す
る
「
大
谷
祖
廟
及
び
東
大

谷
墓
地
に
関
す
る
総
合
整
備
委
員
会
」
の
条
例
を
提

第77回宗議会・第74回参議会（常会）
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案
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
は
、
こ
の
委
員
会
に
お
い
て
、
基

本
設
計
、
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
施
工
体
制
、
事
業

に
係
る
経
費
や
財
源
の
整
理
を
行
い
、
２
０
２
６
年

宗
会
常
会
に
総
計
画
総
予
算
を
提
案
で
き
る
よ
う
、

臨
時
部
歳
出
に
総
合
整
備
事
業
計
画
立
案
に
係
る
基

本
設
計
費
及
び
当
該
委
員
会
の
開
催
経
費
と
し
て
、

あ
わ
せ
て
１
億
４
０
１
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
総
合
整
備
事
業
は
、
親
鸞
聖
人
の
御

廟
所
と
し
て
真
宗
門
徒
が
こ
れ
ま
で
敬
仰
護
持
し
て

き
た
歴
史
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
納
骨
を
大
切
な

ご
縁
と
し
て
、
次
世
代
に
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
伝
え

て
い
く
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ
り
、
社
会
状
況
や

参
拝
者
の
利
便
性
を
反
映
し
、
大
谷
祖
廟
に
お
い
て

新
た
な
宗
派
の
財
源
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
大
谷
祖
廟
の
納
骨
志
は
、
社
会
状
況
の
変

化
に
応
答
す
る
た
め
、
近
年
は
大
谷
祖
廟
納
骨
の
取

り
扱
い
の
変
更
を
行
い
、
現
在
は
10
年
前
と
比
較
し

て
約
30
％
の
増
収
が
あ
り
、
２
０
２
５
年
度
は
５
億

５
，５
０
０
万
円
の
納
骨
志
の
収
入
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
本
願
寺
沖
縄
別
院
で
の
納
骨
施
設
の
整

備
と
運
営
に
係
る
費
用
の
一
部
を
臨
時
部
に
予
算
計

上
を
し
て
お
り
、
今
後
、
財
産
管
理
審
議
会
に
て
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
境
内
建
物
と
不
動
産
の
活
用
】

　

次
に
、
境
内
建
物
と
不
動
産
の
活
用
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
真
宗
本
廟
境
内
の
建
物
の
多

く
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
・
御
影
堂
門
・
阿
弥
陀

堂
門
・
鐘
楼
・
手
水
屋
形
の
修
理
事
業
は
完
了
い
た

し
ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
大
規
模
な
修
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
諸
殿
群
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

修
理
計
画
と
更
な
る
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
こ
の
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
円
滑
な

保
存
及
び
活
用
を
図
る
た
め
、
２
０
２
５
年
度
か
ら

３
ヵ
年
度
事
業
と
し
て
国
庫
補
助
を
得
て
重
要
文
化

財
保
存
活
用
計
画
を
真
宗
本
廟
造
営
物
保
存
管
理
専

門
委
員
会
に
お
い
て
策
定
い
た
し
ま
す
。
こ
の
保
存

活
用
計
画
で
は
、
文
化
庁
や
専
門
家
の
指
導
を
受
け
、

建
物
の
不
具
合
な
ど
の
現
況
を
把
握
し
、
修
理
の
優

先
順
位
や
日
常
管
理
の
注
意
事
項
を
定
め
る
と
と
も

に
、
公
開
・
活
用
に
向
け
た
課
題
の
整
理
と
活
用
方

針
を
定
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
重
要
文
化

財
保
存
活
用
計
画
の
策
定
事
業
の
総
額
は
５
，１
０

８
万
円
を
想
定
し
、
内
半
分
は
国
庫
補
助
で
賄
い
ま

す
。
２
０
２
５
年
度
は
臨
時
部
の
歳
入
に
国
庫
補
助

金
９
０
０
万
円
、
同
じ
く
臨
時
部
の
歳
出
に
１
，８

０
０
万
円
を
計
画
策
定
に
係
る
経
費
と
し
て
予
算
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　

並
行
し
て
、
御
影
堂
門
楼
上
公
開
、
渉
成
園
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
、「
モ
ダ
ン
建
築
祭
」
や
「
京

の
冬
の
旅
」
の
ほ
か
、
旅
行
会
社
を
通
じ
た
ツ
ア
ー
、

海
外
旅
行
者
向
け
の
高
付
加
価
値
事
業
な
ど
、
重
要

文
化
財
建
造
物
や
、
渉
成
園
等
を
積
極
的
に
公
開
・

活
用
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
途
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
も
御
影
堂
門
楼
上
公
開
、「
京
の
夏

の
旅
」
な
ど
、
今
後
も
継
続
し
た
実
施
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
計
画
し
、
歳
入
に
て
真
宗
本
廟
諸
施
設
維

持
管
理
寄
付
金
１
，０
０
０
万
円
を
新
設
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
16
日
、
琵
琶
湖
疏
水
関
連
施
設

の
一
つ
と
し
て
「
本
願
寺
水
道
水
源
池
」
が
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

両
堂
再
建
に
際
し
て
の
先
人
の
先
駆
的
な
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
宗
務
所
（
東
本
願
寺
会
館
）
は
築
約
50

年
、
視
聴
覚
ホ
ー
ル
及
び
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
築
約
30
年

が
経
過
し
、
大
規
模
な
修
繕
や
設
備
更
新
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
主
な
課
題
と
し
て
、
宗
務
所
で
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
の
進
行
、
ト
イ
レ
を
は
じ

め
と
す
る
給
排
水
設
備
の
老
朽
化
、
視
聴
覚
ホ
ー
ル

で
は
、
屋
上
防
水
の
劣
化
に
よ
る
雨
漏
り
、
館
内
空

調
設
備
の
老
朽
化
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
に
つ
い
て
、
財
産
管
理
審
議
会
に
お
い
て
継
続

し
て
協
議
し
て
き
た
結
果
、
速
や
か
に
着
手
す
べ
き

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
の

た
び
「
宗
務
所
及
び
視
聴
覚
ホ
ー
ル
の
営
繕
並
び
に

境
内
設
備
の
改
修
等
に
関
す
る
委
員
会
」
を
設
置
し
、

工
事
内
容
と
進
め
方
、
そ
し
て
将
来
に
向
け
て
必
要

な
課
題
の
洗
い
出
し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

境
内
全
域
の
防
災
設
備
の
更
新
に
関
し
て
も
当
委
員

会
に
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
２
０
２
５

年
度
は
、
工
事
計
画
の
策
定
と
修
繕
工
事
に
着
手
す

る
た
め
２
億
円
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
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ま
た
、「
東
本
願
寺
た
か
く
ら
こ
ど
も
園
（
旧
高

倉
幼
稚
園
）」
及
び
「
高
倉
会
館
」
は
、
そ
の
将
来

構
想
に
つ
い
て
、
宗
務
審
議
会
「
真
宗
本
廟
を
中
心

と
し
た
グ
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
委
員
会
」

に
お
い
て
審
議
が
重
ね
ら
れ
、
２
０
２
５
年
２
月
12

日
に
答
申
を
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
東
本
願
寺

た
か
く
ら
こ
ど
も
園
」
へ
の
移
行
に
よ
り
入
園
者
数

の
増
加
な
ど
の
成
果
を
得
て
お
り
、
今
後
は
園
舎
老

朽
化
な
ど
の
課
題
に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

「
高
倉
会
館
」
に
関
し
て
は
、
こ
ど
も
園
の
園
児
た

ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
・
補
強
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
２
０
２
５
年
度
は
ま
ず

「
高
倉
会
館
」の
耐
震
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
宗
派
所
有
土
地
の
活
用
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
京
都
市
上
京
区
梶
井
町
土
地
（
旧
了
徳
寺

敷
地
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
京
都
府
公
立
大
学
法�

人
」
と
基
本
協
定
書
を
締
結
し
、「
ド
ナ
ル
ド
・
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
」
事
業
の
た
め
に
土
地
の
一

部
を
無
償
貸
与
す
る
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、「
京
都
府
公
立
大
学
法
人
」
よ
り
、

施
設
建
設
の
た
め
の
寄
付
金
が
目
標
額
に
達
し
、
具

体
的
な
建
築
計
画
に
着
手
し
た
と
の
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に

向
け
た
協
議
を
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
余
の
土
地
に
つ
い
て
は
、「
医
療
法
人
社
団
行

陵
会
」
と
基
本
協
定
書
を
締
結
し
「
大
原
記
念
病
院
」

事
業
の
た
め
に
有
償
貸
与
す
る
計
画
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
２
０
２
５
年
４
月
よ
り
宗
派
に
対
し
同
地
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
契
約
締
結
ま
で
の
間
の
宗
派
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
「
医
療
法
人
社
団
行
陵
会
」
と
１
年
間
の
一
時
使

用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
す
で
に
地
代
収
入
を
得

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
渉
成
園
西
側
に
位
置
す
る
「
正
面
役
宅
」�

は
、
本
年
１
月
に
解
体
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
跡

地
に
つ
い
て
は
、
効
果
的
な
活
用
方
針
が
決
定
す
る

ま
で
の
間
、
渉
成
園
参
観
者
の
利
便
性
を
踏
ま
え
、

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
暫
定
活
用
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
当
該
地
は
、
真
宗
本
廟
と
開
園
か
ら
２

年
が
経
過
し
利
用
が
広
が
り
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て

い
る
「
お
東
さ
ん
広
場
」、
そ
し
て
「
渉
成
園
」
を

つ
な
ぐ
位
置
に
あ
り
、
さ
ら
に
モ
ダ
ン
建
築
と
し
て

注
目
さ
れ
る
「
重
信
会
館
」
と
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
立
地
条
件
を
踏
ま
え
た
真
宗
本
廟
周
辺
の

賑
わ
い
創
出
に
資
す
る
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
】

　

最
後
に
、
２
０
２
５
年
度
予
算
編
成
を
経
て
、
あ

ら
た
め
て
宗
派
の
財
務
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

２
０
２
５
年
度
は
、
繰
越
金
の
前
年
度
比
大
幅
減

の
他
、
能
登
半
島
地
震
被
災
寺
院
の
賦
課
金
減
免
な

ど
の
歳
入
減
と
、
物
価
高
騰
の
社
会
情
勢
や
２
０
２

４
年
度
の
給
与
増
額
改
定
及
び
最
低
賃
金
引
上
げ
に

よ
る
人
件
費
の
増
額
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
の
中

で
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２
６
年
度
以
降
を
想
定
し

ま
す
と
、
大
谷
祖
廟
の
総
合
整
備
、
真
宗
本
廟
諸
殿

群
の
修
理
等
の
資
金
は
更
に
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

固
定
費
は
年
々
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
歳
入
に
お
い
て
、
真
宗
本
廟
を
中
心
と

し
た
自
主
財
源
の
確
保
と
既
存
収
入
科
目
の
増
収
に

向
け
、
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を
中
心
に
新
た
に
宗

門
を
支
え
る
人
々
と
の
関
係
構
築
を
目
指
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
及
び
今
後
設
置
さ
れ
る
宗
務
審
議
会
「
真

宗
本
廟
崇
敬
護
持
の
た
め
の
財
源
の
検
討
に
関
す
る

委
員
会
」
に
お
い
て
、
特
に
真
宗
本
廟
収
骨
や
大
谷

祖
廟
納
骨
と
い
っ
た
仏
事
を
き
っ
か
け
と
し
た
歳
入

増
加
策
の
具
現
化
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
に

お
い
て
は
、
事
業
の
集
束
と
ス
リ
ム
化
に
よ
っ
て
、

そ
の
効
果
を
見
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
例
と
し

て
、
機
関
誌
『
真
宗
』
の
宗
派
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
併

用
し
た
ス
リ
ム
化
、
東
本
願
寺
出
版
の
頒
布
で
活
用

し
て
い
る
宗
派
販
売
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
）

を
通
じ
て
、
門
徒
用
授
与
物
や
記
念
品
等
の
販
路
の

拡
大
と
利
便
性
の
向
上
等
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
編
成
が
厳
し
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、

２
０
２
６
年
度
か
ら
の
３
ヵ
年
度
一
体
型
の
教
化
研

修
計
画
は
、
実
施
年
度
の
財
政
状
況
に
よ
り
予
算
計

上
で
き
な
い
事
態
を
避
け
る
た
め
、
こ
れ
に
対
応
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行

財
政
改
革
検
討
委
員
会
報
告
書
で
提
言
い
た
だ
い
た

「（
仮
称
）
財
政
調
整
基
金
」
創
出
に
よ
る
資
金
管
理

の
将
来
展
望
を
参
考
に
、
資
金
の
整
理
と
併
せ
、
一

般
会
計
の
繰
越
金
収
入
の
同
額
以
上
を
、
重
点
施
策

の
財
源
及
び
真
宗
本
廟
諸
殿
群
の
修
理
を
は
じ
め
と

す
る
営
繕
の
財
源
と
し
て
確
保
す
る
会
計
構
造
を
、
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２
０
２
６
年
度
か
ら
の
始
動
に
向
け
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
難
と
言
わ
れ
る
近
年
で
は
、
歳
出
の
削
減
を

基
本
と
し
て
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
歳
出
科
目
を
少
し

ず
つ
削
り
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
る
作
業
を
行
う
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
毎
年
続
け
て
行
っ
て
い

る
作
業
ゆ
え
限
界
値
に
き
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

削
減
額
を
上
回
る
物
価
高
騰
の
煽
り
も
あ
る
こ
と
な

ど
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
の
第
１
期
教
化
研
修
計
画
以

降
、「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
実
践
目
標
を
掲
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
繰
越
金
に
頼
ら
ず
か

つ
必
要
な
積
立
金
の
確
保
を
方
針
と
し
た
予
算
編
成

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
実
を
得
た

と
も
い
え
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
と
人
員
の
中
で
宗
派

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
優
先
的
に
選
択
し
、
そ

し
て
集
中
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
視

点
を
持
ち
、
２
０
２
５
年
度
予
算
編
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
２
０
２
６
年
度
か

ら
始
ま
る
３
ヵ
年
度
の
教
化
研
修
計
画
を
視
野
に
、

各
事
業
の
内
容
や
方
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
の

背
景
に
あ
る
理
念
や
趣
旨
、
実
態
や
実
情
、
そ
の
効

果
な
ど
を
踏
ま
え
た
抜
本
的
な
見
直
し
に
踏
み
込
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

予
算
の
収
支
均
衡
を
保
つ
た
め
に
は
、
歳
出
削
減

の
み
な
ら
ず
当
然
歳
入
増
を
講
じ
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。
現
段
階
で
宗
派
と
し
て
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
等
を
考
え
、
現
在
の
予
算
規
模
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
後
の
社
会
状
況
に
よ
っ
て
、
む

し
ろ
予
算
規
模
の
拡
大
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
予

見
し
た
上
で
の
認
識
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
２
０
２
５
年
度
予
算
に
お
い

て
は
積
極
的
に
増
額
し
た
収
入
科
目
が
あ
る
こ
と
は

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

決
し
て
「
願
い
予
算
」
と
し
て
計
上
し
た
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
る
こ
と
を
前
提
に

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
各
教
区
や
組
・
寺
院
、

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
化
の
現
場
で
も
展
開
で
き
る

よ
う
な
施
策
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
宗
派
の
歳
入
は
、
相
続
講
金
、
同
朋
会
員

志
金
と
賦
課
金
で
そ
の
大
半
を
占
め
ま
す
が
、
そ
の

他
に
い
わ
ゆ
る
自
主
財
源
と
言
わ
れ
る
も
の
と
し
て

懇
志
金
、
冥
加
金
、
礼
金
等
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
自
主
財
源
の
増
収
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
特
に
現
時
点
に
お
い
て
は
ま
ず
は
そ
こ
に

注
力
し
、
不
動
産
の
積
極
的
利
活
用
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
の
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
谷
派
教
団
の
財
政
理
念
は
今

日
ま
で
「
懇
志
教
団
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て

き
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
１
８
８
５�

（
明
治
18
）
年
に
始
ま
っ
た
相
続
講
の
制
度
は
ま
さ

に
そ
の
象
徴
で
あ
り
ま
す
。
行
財
政
改
革
検
討
委
員

会
か
ら
の
報
告
書
に
お
い
て
、
相
続
講
に
対
す
る
今

日
的
な
受
け
止
め
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
相
続
講
設
立
時
に
出
さ
れ
た
趣
意
書
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
制
度
は
「
全
て
の
門
徒
一
人
ひ
と

り
が
帰
依
処
で
あ
る
真
宗
本
廟
を
護
持
し
、
宗
祖
の

教
え
を
相
続
す
る
た
め
の
御
懇
念
を
お
運
び
す
る
」

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

寺
院
、
そ
し
て
ご
門
徒
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
考

慮
し
て
御
依
頼
額
の
抑
制
が
望
ま
れ
る
こ
と
は
十
分

理
解
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
宗

務
改
革
や
行
財
政
改
革
は
そ
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
受
け
止
め
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
宗
務

改
革
は
「
同
朋
社
会
の
実
現
を
目
的
と
す
る
宗
門
と

し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
教
学
振
興
と

教
化
推
進
を
基
軸
と
す
る
宗
務
機
構
の
基
盤
整
備
を

は
か
る
」
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
奇
し
く
も
今

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
宗
務
改
革
の
目
的
と
相
続
講

に
託
さ
れ
た
願
い
に
は
通
底
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
本
廟
護
持
」
を
直
訳
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
「
本

廟
を
支
え
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仮
に
、

支
え
る
側
が
本
山
を
対
象
化
し
て
捉
え
る
考
え
方
に

立
て
ば
、
当
然
拠
出
す
る
金
員
を
は
じ
め
様
々
な
事

柄
を
受
け
止
め
る
意
味
合
い
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
か
つ
て
「
我
々
は
本
山
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
本
当
は
本
山
か

ら
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
」
と
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
び
の
慶
讃
法
要
に
あ
た
り
池
田

勇
諦
先
生
は
、「
本
廟
創
立
の
精
神
に
立
ち
返
っ
て
、

本
願
念
仏
の
僧
伽
の
伝
統
に
召
さ
れ
る
慶
び
と
と
も

に
、
背
負
う
責
任
を
確
認
す
る
ご
法
要
」
と
お
示
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
な
ぜ
「
本
廟
護
持
」
が
必
要
な

の
か
、
そ
こ
に
答
え
は
あ
り
ま
す
。

　

宗
教
離
れ
や
寺
離
れ
、
加
え
て
少
子
高
齢
化
、
過
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問
題
な
ど
宗
門
を
と
り
ま
く
厳
し
い
状
況
に
あ
っ

て
、
今
ま
さ
に
各
々
自
ら
が
宗
門
を
担
う
一
人
と
し

て
の
自
覚
に
立
ち
、
全
宗
門
人
が
危
機
感
を
共
有
し
、

一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

相
続
講
は
発
足
し
て
間
も
な
い
頃
か
ら
御
依
頼
と

い
う
形
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
何
を

依
頼
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
本
廟

を
護
持
し
、
宗
祖
の
教
え
を
相
続
し
て
き
た
先
達
の

尊
い
願
い
を
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
行
財
政
改
革
検
討
委
員
会
の
報
告
書
で
は�

「
意
識
改
革
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
宗
門
、
真
宗
本
廟
、
私
と
い
う
関
係

に
つ
い
て
の
確
か
め
な
く
し
て
、
行
財
政
改
革
に
お

い
て
示
さ
れ
る
「
財
政
の
健
全
化
」
は
果
た
す
こ
と

が
で
き
な
い
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
大
切
な
財

政
を
預
か
る
立
場
に
あ
る
こ
と
の
責
務
と
し
て
、
相

続
講
精
神
に
裏
付
け
さ
れ
た
懇
志
教
団
の
歴
史
に
恥

じ
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
同
朋
会
運
動
の
推
進
の

た
め
に
御
懇
念
を
お
運
び
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
に

努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以　

上　
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２
０
２
５
年
宗
会（
常
会
）

２
０
２
５
年
６
月
９
日
成
立

条
例
の
趣
旨
（
要
旨
）

１　

 

山
陽
教
区
・
四
国
教
区
の
教
区
改
編
に

伴
う
山
陽
四
国
教
区
発
足
の
議
決
を

求
め
る
件

　

こ
の
た
び
、
教
区
及
び
組
の
改
編
に
関
す
る
条
例
第

42
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
新
教

区
準
備
委
員
会
の
議
決
結
果
が
、
中
央
改
編
委
員
会
を

経
て
、
宗
務
総
長
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
条

例
第
43
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
区
改
編
に
伴
う
新
教

区
の
発
足
に
つ
い
て
宗
会
に
提
案
し
、
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
２
０
２
５
年
７
月
１
日
付
に
て
、

新
た
に
「
山
陽
四
国
教
区
」
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

２　

真
宗
本
廟
崇
敬
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　

す
る
条
例

３　

宗
務
職
制
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

儀
式
に
つ
い
て
門
首
を
補
佐
す
る
役
割
で
あ
る
鍵
役

は
、
２
０
０
４
年
を
最
後
に
、
約
20
年
に
わ
た
っ
て
新

た
な
就
任
が
な
い
中
、
昨
年
の
３
月
に
大
谷
修
鍵
役
が

命
終
さ
れ
て
以
降
、
３
名
の
鍵
役
で
そ
の
任
に
当
た
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
真
宗
本
廟
の
御
真
影
の
給
仕
及

び
仏
祖
の
崇
敬
は
一
年
を
通
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ず
、
現
体
制
で
は
、
鍵
役
の
体
調
面
な
ど
を
考
慮
す
る

と
そ
の
業
務
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
状
況
が
あ
っ

た
た
め
、
昨
年
７
月
か
ら
は
「
臨
時
鍵
役
」
を
発
令
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

臨
時
的
措
置
で
あ
り
、
真
宗
本
廟
の
崇
敬
に
万
全
を
期

す
る
た
め
、
こ
の
た
び
、
鍵
役
の
業
務
を
補
佐
す
る
役

職
を
明
⽂
化
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
役
職
は
宗
務
役
員
と
す
る
こ
と
か
ら
、�

「
宗
務
職
制
」
中
に
も
役
職
及
び
そ
の
業
務
を
規
定
す

る
と
と
も
に
、
山
陽
四
国
教
区
の
発
足
に
伴
い
、
別
表

を
改
正
し
ま
し
た
。

４　

宗
議
会
議
員
選
挙
条
例

５　

教
区
会
議
員
選
挙
条
例

　

本
年
９
月
15
日
に
は
宗
議
会
議
員
の
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
各
選
挙
区
の
選
挙
管
理

会
か
ら
様
々
な
課
題
が
提
起
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
過

去
２
回
の
総
選
挙
に
お
い
て
大
幅
な
制
度
改
正
は
行
わ

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
中
央
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
課
題
を
受
け
て
、
選
挙
事
務
の
合
理
化
や

省
力
化
、
選
挙
人
の
利
便
性
の
向
上
、
教
区
改
編
に
伴

う
教
区
の
広
域
化
等
に
対
応
す
る
方
策
を
中
心
に
議
論

が
重
ね
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

課
題
の
一
部
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
現
状
に
お
い
て
、
膨
大
な
規
定
か
ら
構
成
さ

れ
た
条
例
及
び
達
令
に
基
づ
く
選
挙
事
務
は
非
常
に
煩

雑
で
あ
り
且
つ
高
度
な
理
解
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ

る
た
め
、
こ
の
際
、
選
挙
に
関
わ
る
者
に
と
っ
て
理
解

し
や
す
い
法
規
と
し
て
整
理
す
る
た
め
、
全
面
的
な
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宗
議
会
議
員
選
挙
条
例
を
基
本
的
に
準
用
す

る
形
で
制
定
さ
れ
て
い
る
教
区
会
議
員
選
挙
条
例
に
つ

い
て
も
、
一
部
を
除
き
同
様
に
改
正
し
ま
し
た
。

６　

参
議
会
議
員
選
挙
条
例
の
一
部
を

　
　

改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
ま
で
の
規
定
で
は
、
参
議
会
議
員
の
選
挙
を
行

う
教
区
門
徒
会
は
、
教
区
制
に
規
定
す
る
臨
時
会
と
は

可
決
成
立
し
た
条
例
に
つ
い
て

宗
会
（
常
会
）
で
可
決
し
成
立
し
た
条
例
に
つ
い
て
、
そ
の
趣
旨
（
要
旨
）
を
掲
載
し
ま
す
。
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別
に
招
集
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
教
区
門
徒
会
役

員
が
参
議
会
議
員
に
当
選
し
た
場
合
は
、
新
た
に
教
区

門
徒
会
を
招
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

の
課
題
を
解
消
し
、
効
率
的
な
教
区
運
営
に
資
す
る
た

め
、
関
係
条
⽂
を
改
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
陽
四
国
教
区
の
発
足
に
伴
い
、
別
表
を
改

正
し
ま
し
た
。

７　

別
院
の
再
編
成
に
関
す
る
条
例

８　

宗
務
改
革
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の

　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

９　

宗
務
改
革
推
進
資
金
に
関
す
る
特
別

　
　

措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

一
昨
年
、
宗
務
審
議
会
「
別
院
の
将
来
構
想
に
関
す

る
委
員
会
」
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
別
院
が
地
域
の

教
化
の
中
心
道
場
と
し
て
将
来
に
亘
っ
て
持
続
可
能
な

組
織
体
と
な
っ
て
い
る
か
否
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

変
革
が
必
要
な
の
か
を
議
論
い
た
だ
き
、
答
申
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
で
は
、
別
院
の
現
況
調
査
等
を
踏
ま
え
、

そ
の
将
来
を
展
望
す
る
と
、
別
院
の
統
廃
合
も
含
め
た

抜
本
的
な
改
革
の
必
要
性
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
際
、
別
院
の
再
編
成
も
宗
門
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
宗
務
改
革
と
し
て
位
置
づ
け
、
全
国
51

別
院
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
構
想
を
紡
ぎ
だ
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
編
入
さ
れ
て
い
る
教
区
が
中
心
と
な
っ

て
持
続
的
な
協
議
を
重
ね
、
現
況
に
即
し
た
別
院
の
再

編
成
を
図
れ
る
よ
う
法
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

10　

大
谷
祖
廟
及
び
東
大
谷
墓
地
に
関
す
る

　
　

総
合
整
備
委
員
会
条
例

　

大
谷
祖
廟
及
び
隣
接
す
る
東
大
谷
墓
地
は
、
宗
祖
聖

人
墳
墓
の
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
聖
人
追
慕
の
情
に
よ

り
真
宗
門
徒
の
納
骨
所
と
し
て
敬
仰
護
持
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
歴
史
と
伝
統
を
確
実
に
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
た
め
、
大
谷
祖
廟
及
び
東
大
谷
墓
地
の
土
地

や
建
物
の
総
合
的
な
整
備
事
業
の
計
画
立
案
を
目
指�

し
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
事
前
調
査
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。

　

加
え
て
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、
宗
務
審
議
会�

「
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
に
関
す
る
委
員
会
」
を
設
置
し
、

12
回
に
わ
た
る
協
議
が
行
わ
れ
、
２
０
２
５
年
４
月
14

日
付
で
「
大
谷
祖
廟
並
び
に
東
大
谷
墓
地
の
総
合
整
備

事
業
に
関
す
る
基
本
構
想
」
の
答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
答
申
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
の
完
遂
に
向
け
、

具
体
的
に
実
働
す
る
総
合
整
備
総
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
長
期
間
に
わ
た
る
事
業
の
公
正
か
つ
円
滑
な

推
進
を
図
る
た
め
、
本
条
例
に
よ
り
、
総
合
整
備
工
事

に
関
す
る
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
及
び
審
議
す
る

委
員
会
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
事
業
は
、
単
な
る
整
備
工
事
に
留
ま
ら

ず
、
納
骨
を
大
切
な
ご
縁
と
し
て
、
次
世
代
に
聖
人
の

教
え
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ
り
、
宗

門
の
総
力
を
挙
げ
て
、
僧
侶
と
門
徒
が
と
も
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

11　

教
区
制
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
た
な
「
山
陽
四
国
教
区
」
の
発
足
及
び
参
議
会
議

員
選
挙
条
例
等
の
改
正
に
伴
い
、
別
表
や
関
係
条
⽂
を

改
正
し
ま
し
た
。

12　

審
問
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

近
年
、
一
般
社
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や

情
報
漏
洩
事
故
の
増
加
等
に
よ
り
、
個
人
情
報
保
護
の

重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
、
懲
戒
処
分
を
受
け
た
者
の
情
報
に
つ
い

て
、
機
関
誌
『
真
宗
』
へ
掲
載
す
る
内
容
の
一
部
を
改

め
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
宗
教
法
人
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
⽂
の

整
理
を
行
い
ま
し
た
。

13　

地
震
災
害
に
係
る
共
済
金
給
付
額
の

　
　

算
出
に
関
す
る
臨
時
措
置
条
例

14　

第
２
種
共
済
特
別
会
計
条
例
の

　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
設
置
し
た
宗
務
審
議
会
「
寺�

院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済
制
度
の
検

討
に
関
す
る
委
員
会
」
か
ら
の
一
部
答
申
に
基
づ
き
、

本
臨
時
措
置
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
曽
有
の
大
災
害
で
あ
っ
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
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震
で
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
の
寺
院
・
教
会
か
ら
お
納
め

い
た
だ
い
た
拠
出
金
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
寺
院
・
教

会
の
復
興
の
一
助
と
な
る
よ
う
共
済
金
を
給
付
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
第
２
種
共
済
制
度
は
、
被
災
さ
れ
た

寺
院
・
教
会
の
聞
法
道
場
で
あ
る
本
堂
等
の
復
興
に
繋

が
る
有
用
な
制
度
で
あ
り
、
宗
派
と
し
て
「
同
朋
相
互

扶
助
の
精
神
」
に
立
ち
、
存
続
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
復
興
共
済
積
立
金
が
大
幅
に
減
少

す
る
中
、
将
来
発
生
が
予
見
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

や
首
都
直
下
型
地
震
等
の
脅
威
を
想
定
す
れ
ば
、
現
行

の
第
２
種
共
済
制
度
の
ま
ま
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ

と
が
課
題
と
し
て
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
状
況
に
鑑
み
、
第
２
種
共
済
制
度
の
抜
本
的
な

見
直
し
は
必
須
で
す
が
、
現
行
制
度
を
改
定
す
る
場
合
、

新
制
度
の
運
用
開
始
ま
で
に
そ
の
内
容
を
周
知
し
加
入

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
約
２
年
を
要
し

ま
す
。

　

本
条
例
は
、
そ
の
間
に
大
規
模
な
地
震
災
害
が
発
生

し
た
場
合
を
想
定
し
、
特
に
第
２
種
共
済
制
度
の
存
続

を
脅
か
す
地
震
災
害
の
み
給
付
水
準
を
引
き
下
げ
る
と

と
も
に
、
給
付
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
一
因
と
も
な
っ

た
査
定
に
つ
い
て
、
そ
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
臨
時

措
置
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
持
続
可
能
な
新
た
な
共
済
制
度
の
構
築
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
宗
務
審
議
会
に
お
い
て
鋭
意
協
議

を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
拠
出
金
及
び
共
済
賦
課
金
を
原
資
と
し
て

運
用
さ
れ
て
い
る
第
２
種
共
済
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、

財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
自
収
自
弁
が
可
能
と
な
る

独
立
し
た
会
計
構
造
に
改
め
る
べ
く
、
第
２
種
共
済
特

別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

15　

災
害
対
応
準
備
金
に
関
す
る

　
　

特
別
措
置
条
例

　
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
か
ら
１
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
被
災
地
に
お
け
る
復
興
へ
の
道
の
り

は
、
依
然
と
し
て
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
各
教
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る

救
援
金
、
ま
た
全
国
各
地
か
ら
参
集
さ
れ
た
方
々
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開
、
そ
し
て
宗
務
役
員
に

よ
る
救
援
活
動
等
、
未
来
の
能
登
を
見
据
え
た
「
復
興

支
援
」
の
思
い
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

内
局
と
し
て
は
、
行
財
政
改
革
の
柱
の
一
つ
に
「
災

害
に
つ
よ
い
宗
門
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
一
日
で
も
早
い

教
化
の
現
場
・
聞
法
の
場
の
回
復
を
目
指
す
、
さ
ら
な

る
支
援
の
方
途
に
つ
い
て
模
索
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
で
は
、
災
害
見
舞
品
や
救
援
物
資

の
備
蓄
・
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
な
ど
、

宗
派
と
し
て
最
大
限
の
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
将

来
発
生
が
予
見
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
や
首
都
直
下

型
地
震
等
の
脅
威
に
鑑
み
れ
ば
、
従
来
の
対
応
で
は
限

界
が
あ
り
、
特
に
多
額
な
資
金
を
要
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
別
途
資
金
を
確
保
し
万
全
を
期
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
本
条
例
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
会
計

に
計
上
さ
れ
た
災
害
見
舞
費
の
不
足
を
補
填
す
る
た
め

に
設
け
て
い
た
「
災
害
見
舞
準
備
金
」
を
、「
災
害
対

応
準
備
金
」
と
し
て
位
置
付
け
直
し
、
今
後
の
大
規
模

災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
毎
年
積
立
を
行
い
、
災
害

に
よ
っ
て
教
化
活
動
・
運
営
が
困
難
に
な
っ
た
教
区
に

対
す
る
支
援
体
制
の
充
実
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

16　

首
都
圏
教
化
推
進
特
別
会
計
条
例
の

　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

首
都
圏
教
化
推
進
本
部
で
は
、「
真
宗
と
の
縁
づ
く

り
」
と
「
真
宗
仏
事
の
回
復
」
を
願
い
、
東
本
願
寺
真

宗
会
館
や
首
都
圏
各
地
に
お
い
て
様
々
な
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
事
を
取
り
巻
く
環

境
が
著
し
く
変
化
す
る
現
代
に
あ
っ
て
、
仏
事
本
来
の

願
い
を
丁
寧
に
伝
え
、
ご
縁
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

真
宗
会
館
は
１
９
８
９
年
、「
浅
草
本
願
寺
（
東
京

本
願
寺
）」
の
宗
派
離
脱
を
経
て
、
首
都
圏
に
お
け
る

教
化
の
総
合
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

変
化
す
る
時
代
社
会
の
中
、
真
宗
会
館
に
ご
縁
を
持
っ

た
方
々
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
形
で
「
預
骨
」
の
受
け

入
れ
を
開
始
し
、
２
０
１
７
年
に
は
法
令
に
則
っ
た
納

骨
事
業
と
し
て
正
式
に
申
請
す
べ
く
、
真
宗
会
館
を
宗

派
の
従
た
る
事
務
所
と
し
て
登
記
し
ま
し
た
。
申
請
に

必
要
な
活
動
実
績
７
年
が
経
過
し
、
現
在
、
事
業
の
開

始
に
向
け
て
練
馬
区
と
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
納
骨
事
業
は
、
首
都
圏
に
お
け
る
新
た

な
都
市
教
化
・
開
教
の
施
策
と
し
て
、
納
骨
を
端
緒
と

し
な
が
ら
、
郷
里
の
寺
院
と
転
居
門
徒
と
の
関
係
性
の

継
続
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
都
市
生
活
者
と
の
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新
た
な
接
点
を
生
み
だ
せ
る
よ
う
な
制
度
や
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
く
も
の
で
す
。
併
せ
て
、
広
報
面
に
お
い

て
は
首
都
圏
に
お
け
る
宗
派
全
体
の
認
知
度
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
開
始
に
向
け
て
は
教
化
施
設
と
し
て
の

真
宗
会
館
の
成
り
立
ち
に
鑑
み
、
東
京
教
区
と
十
分
に

意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
事
業
内
容

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
近
隣
住
⺠
の
方
々
に
も

理
解
を
い
た
だ
き
つ
つ
、
区
と
の
行
政
交
渉
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
開
始
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
真
宗
会
館
の
一
部
を

納
骨
施
設
と
し
て
申
請
し
ま
す
が
、
今
後
の
展
開
と
整

備
に
必
要
な
資
金
の
確
保
の
た
め
、
事
業
で
得
た
収
入

の
一
部
を
「
首
都
圏
開
教
推
進
資
金
」
に
繰
り
入
れ
で

き
る
よ
う
、�

首
都
圏
教
化
推
進
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

17　

海
外
開
教
推
進
資
金
に
関
す
る

　
　

特
別
措
置
条
例

　

こ
の
た
び
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
在
住
の
ご
門
徒
よ
り

宗
門
活
動
に
資
す
る
ご
懇
念
と
し
て
、
外
貨
（
米
ド
ル
）

に
よ
る
遺
贈
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
原
資
と
し
、
居

住
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
は
じ
め
と
す
る
各

開
教
区
に
お
け
る
更
な
る
開
教
の
充
実
と
そ
の
推
進
を

図
る
た
め
、
本
条
例
に
よ
り
、
必
要
な
資
金
を
外
貨
に

て
管
理
で
き
る
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

18　

宗
教
法
人
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

　
　

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

２
０
２
２
年
６
月
17
日
に
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
本
年
６
月
１
日
か
ら
宗
教

法
人
法
に
規
定
さ
れ
る
役
員
の
欠
格
事
由
が
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
国
に
お
け
る
法
改
正
に
伴
い
、
宗
門
法

規
に
定
め
る
資
格
・
役
職
等
に
関
す
る
欠
格
事
由
に
つ

い
て
、
⽂
言
を
整
理
し
ま
し
た
。



真　　　　宗 2025年（令和 7年）7月　44

教
化
研
修
計
画
の
基
本
方
針

１
．
は
じ
め
に

　

同
朋
会
運
動
が
興
起
し
て
60
年
、
そ
の
精
神
を
具
体
化
す
る
宗
憲
が
改
正
さ
れ
40

年
が
経
過
し
た
。

　

し
か
し
、
住
職
修
習
等
の
現
場
で
は
、
今
や
そ
れ
ら
の
言
葉
だ
け
が
残
り
、
一
体

何
を
成
す
も
の
な
の
か
、
社
会
に
何
を
供
す
る
も
の
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
現

状
に
瀕
し
て
い
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

こ
の
現
状
に
あ
っ
て
、
２
０
１
８
年
に
「
現
代
は
い
か
な
る
時
代
で
あ
っ
て
、
私

た
ち
は
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
ど
こ
に
立

つ
べ
き
か
。
慶
讃
法
要
と
そ
の
先
の
教
団
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た
、
教
学
教
化
の

指
針
」
が
教
学
会
議
か
ら
報
告
さ
れ
た
。（
以
下
、
要
約
）

　

そ
し
て
、
報
告
の
中
で
特
に
印
象
的
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、「
対
話
」
に
よ

る
「
共
感
」
を
紡
ぎ
続
け
て
き
た
宗
門
固
有
の
伝
統
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
真
宗
再
興
の
上
人
と
敬
っ
て
き
た
蓮
如
上
人
を
は
じ

め
、
真
宗
門
徒
が
大
切
に
し
て
き
た
「
寄
合
談
合
」
の
世
界
観
で
あ
る
。

　

２
０
２
２
年
宗
会
の
宗
務
総
長
演
説
で
は
、
寺
川
俊
昭
氏
の
著
書
『
念
仏
の
僧
伽

を
求
め
て
』
の
一
節
か
ら
、「
本
願
の
教
え
に
よ
っ
て
の
み
、
豊
か
な
人
間
性
は
確

立
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
真
宗
は
あ
ら
ゆ
る
力
を
尽
く
し
て
現
代
の
社
会
の

中
で
明
ら
か
に
し
、
語
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
中
略
）「
真
宗
再
興
。

す
な
わ
ち
、
大
乗
仏
教
の
生
命
を
回
復
す
る
、
そ
の
覚
悟
。
こ
の
一
点
に
お
い
て
必

然
性
を
も
っ
て
興
起
し
た
も
の
が
同
朋
会
運
動
で
あ
り
、そ
の
志
願
を
承
け
継
ぐ
者
、

に
な
う
主
体
者
が
、
私
ど
も
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
建
前
や
体
裁
を

整
え
て
も
、
そ
れ
で
は
済
ま
な
い
課
題
を
抱
え
て
い
る
寺
院
集
合
体
で
あ
る
教
団
。

そ
の
教
団
の
実
情
か
ら
逃
げ
ず
に
、
如
来
か
ら
痛
ま
れ
、
願
わ
れ
て
い
る
存
在
で
あ

真
宗
再
興
〜「
対
話
と
共
感
」に
よ
っ
て
教
え
を
伝
え
る
取
り
組
み
の
継
続
〜

（
２
０
２
４
年
度
告
示
第
４
号
に
定
め
る「
２
０
２
３
年
度
～
２
０
２
５
年
度
教
化
研
修
計
画
の
基
本
方
針
」の
一
部
変
更
）

 

・ 

真
宗
大
谷
派
な
る
宗
門
は
、
誰
も
が
は
じ
き
出
さ
れ
な
い
世
界
、
浄
土
を

求
め
て
生
き
る
念
仏
者
の
教
団
で
あ
る
。

 

・ 

同
朋
会
運
動
は
、
共
同
性
へ
の
願
い
を
回
復
で
き
る
場
（
同
朋
会
）
を
開

い
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

・ 「
共
に
往
生
せ
ん
」
と
い
う
願
い
に
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
個
と
共
同
体
の
関

係
の
実
現
を
願
う
運
動
で
あ
る
。

「
伝
統
の
意
義
を
確
か
め
る
」

伝
統
は
対
話
し
習
う
も
の
で
あ
っ
て
、
伝
統
を
確
か
め
る
こ
と
を
通
し
て
新

し
さ
を
獲
得
し
て
、
未
来
は
開
か
れ
今
が
導
か
れ
る
。

「
同
朋
会
運
動
再
考
」

同
朋
会
運
動
が
提
示
す
る
対
話
的
世
界
は
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

「
同
朋
社
会
へ
の
願
い
」

現
代
人
の
不
安
と
孤
独
に
必
要
な
の
は
、
同
朋
と
し
て
他
者
と
出
会
い
、
共

感
し
、
共
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
で
あ
る
。
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る
と
感
じ
つ
つ
、
常
に
正
し
い
自
分
で
は
な
く
、
無
限
に
教
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る

自
分
と
い
う
も
の
を
、
南
無
阿
弥
陀
仏
に
よ
り
回
復
す
る
。（
中
略
）
人
間
が
人
間

で
あ
る
こ
と
を
取
り
戻
す
、
そ
れ
が
真
宗
再
興
の
中
身
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
今
日
、

大
谷
派
な
る
宗
門
に
身
を
置
く
私
ど
も
の
使
命
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。」
と
表
現
し
て

い
る
。

　

僧
侶
と
門
徒
も
し
か
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
御
同
朋
御
同
行
と
い
た
だ
く
交
わ
り

の
世
界
に
お
け
る
「
対
話
と
共
感
」
に
、
あ
ら
た
め
て
着
目
・
回
帰
し
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
、
こ
の
教
学
会
議
か
ら
の
報
告
内
容
を
向
後
に
通
底
す
る
指
針
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
受
け
止
め
、
宗
憲
前
文
に
示
さ
れ
て
い
る
基
本
理
念
を
行
動
規
範
と
し

て
、
真
宗
再
興
を
期
す
同
朋
会
運
動
を
推
進
し
て
い
く
。

「
真
宗
大
谷
派
宗
憲
」
前
文

第
一
に
、
す
べ
て
宗
門
に
属
す
る
者
は
、
常
に
自
信
教
人
信
の
誠
を
尽
く
し
、

同
朋
社
会
の
顕
現
に
努
め
る
。

第
二
に
、
宗
祖
聖
人
の
真
影
を
安
置
す
る
真
宗
本
廟
は
、
宗
門
に
属
す
る
す

べ
て
の
人
の
帰
依
処
で
あ
る
か
ら
、
宗
門
人
は
ひ
と
し
く
宗
門
と
一
体
と
し

て
こ
れ
を
崇
敬
護
持
す
る
。

第
三
に
、
こ
の
宗
門
の
運
営
は
、
何
人
の
専
横
専
断
を
も
許
さ
ず
、
あ
ま
ね

く
同
朋
の
公
議
公
論
に
基
づ
い
て
行
う
。

２
．
教
化
研
修
計
画
「
３
ヵ
年
度
一
体
型
」
の
始
動

　

２
０
２
３
年
度
よ
り
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
教
化
研
修
計

画
を
３
ヵ
年
度
一
体
型
で
策
定
し
、
以
降
こ
の
形
を
恒
常
化
し
て
い
く
こ
と
が
既
に

確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
３
期
９
ヵ
年
度
の
教
化
研
修
計
画
に
つ
い
て

　

慶
讃
法
要
に
先
立
ち
、「
人
の
誕
生
」
と
「
場
の
創
造
」
を
具
体
化
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
第
１
期
（
２
０
１
４
～
２
０
１
６
年
度
）
自
己
点
検
と
課
題
の
共

有
、
第
２
期
（
２
０
１
７
～
２
０
１
９
年
度
）
組
を
基
軸
と
し
た
僧
侶
と
門
徒
の

共
学
の
場
、
共
同
教
化
の
具
体
化
、
第
３
期
（
２
０
２
０
～
２
０
２
２
年
度
）
一

ヵ
寺
一
ヵ
寺
に
お
け
る
同
朋
の
会
や
青
少
幼
年
に
教
え
を
伝
え
て
い
く
場
の
誕
生

が
実
践
目
標
に
定
め
ら
れ
た
。

　

第
１
期
で
は
、
教
化
の
最
前
線
で
あ
る
寺
院
・
組
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
へ
の
転
換
を
指
向
す
る
方
向
性
や
、
一
ヵ
寺
の
活
性
化
に
資
す
る
教
化
体
制
の

見
直
し
、
事
業
過
多
や
重
複
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
事
業
の
選
択
と
集
中
と

い
っ
た
課
題
が
共
有
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
第
２
期
で
は
、
僧
侶
と
門
徒
が
共
に
学
び
、
共
に
場
を
作
る
共
学
共
創

の
視
点
の
重
要
性
や
、
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
本
山
・

教
区
・
組
の
役
割
分
担
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
と
連
携
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
具

体
的
に
推
進
す
る
組
織
機
構
へ
転
換
す
る
た
め
の
、
教
区
・
組
の
改
編
、
行
財
政

改
革
の
推
進
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

　

第
３
期
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
同
朋
の
会
や
青
少
幼
年
に
教
え
を
伝
え
て
い
く
場
を
こ
れ
ま
で

通
り
に
開
く
こ
と
自
体
が
困
難
と
な
り
、
様
々
に
工
夫
し
な
が
ら
新
た
な
教
化
伝

道
の
在
り
方
を
模
索
し
続
け
て
き
た
。

　

こ
の
３
期
９
ヵ
年
度
に
亘
る
教
化
研
修
計
画
の
取
り
組
み
の
内
実
は
、
区
分
し

た
各
期
に
限
る
こ
と
な
く
、
教
区
改
編
や
教
化
体
制
の
見
直
し
等
に
際
し
、
教
区
・

組
の
役
割
分
担
を
思
考
す
る
に
あ
た
っ
て
の
指
標
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
下
の
３
ヵ
年
度
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
環
境
の
変
化

や
寺
院
の
存
在
意
義
を
再
確
認
し
て
い
く
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
且
つ
時
代
状
況
に

即
応
し
て
い
く
形
と
し
て
、
配
信
や
リ
モ
ー
ト
と
い
っ
た
教
化
事
業
の
新
た
な
手

法
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
の
３
期
９
ヵ
年
度
の
計
画
が
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
た
、
前
年
度
踏
襲
の
総
花
的
事
業
展
開
か
ら
、
確
か
な
根
拠
を
も

っ
て
事
業
を
選
択
し
て
い
く
た
め
の
学
び
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時

に
、
趣
旨
や
目
的
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
の
困
難
さ
と
重
要
性
を
改
め
て
示
唆
す

る
結
果
と
な
っ
た
。
以
降
、
こ
れ
ら
の
学
び
を
３
ヵ
年
度
一
体
型
の
教
化
研
修
計

画
を
策
定
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
視
点
と
し
た
い
。
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（
２
）
３
ヵ
年
度
一
体
型
教
化
研
修
計
画
の
考
え
方

　

３
ヵ
年
度
一
体
型
の
教
化
研
修
計
画
に
移
行
す
る
２
０
２
３
年
度
か
ら
の
３
ヵ

年
度
（
以
下
、今
３
ヵ
年
度
）
は
、継
続
す
る
慶
讃
事
業
（
後
述
）
及
び
教
区
改
編
、

行
財
政
改
革
や
教
勢
調
査
と
も
連
動
し
、
17
教
区
体
制
や
新
宗
務
機
構
の
始
動
に

向
け
た
２
０
２
６
年
度
以
降
の
教
化
研
修
の
あ
り
方
を
見
定
め
る
時
期
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
３
ヵ
年
度
一
体
型
の
教
化
研
修
計
画
の
本
格
始
動
の
時
期
は
、

２
０
２
６
年
度
以
降
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
向
け
た
今
３
ヵ
年
度
は
、
一

方
向
の
情
報
発
信
に
終
始
し
な
い
、
教
区
と
本
山
の
対
話
を
通
し
て
、
積
極
的
に

「
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
を

共
有
す
る
期
間
」
と
し

て
位
置
付
け
る
。

　

そ
の
手
法
と
し
て

は
、
教
勢
調
査
な
ど
を

は
じ
め
と
し
た
環
境
分

析
を
経
て
、
宗
門
が
果

た
す
べ
き
使
命
や
目
指

し
た
い
将
来
像
を
構
築

し
て
い
く
「
寺
院
活
性

化
」
で
培
っ
た
考
え
方

を
基
礎
と
す
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、「
一
人
の

人
、
一
つ
の
寺
を
大
切

に
す
る
宗
門
」
の
具
現

化
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
出
す
た
め
に

は
、
常
に
自
己
点
検

と
軌
道
修
正
を
図
り

つ
つ
、
継
続
性
を
持
っ

た
取
り
組
み
と
な
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
ま

ず
は
、
本
山
及
び
教
区

に
お
い
て
、
業
務
の
棚

卸
し
（
継
続
・
見
直
す

べ
き
業
務
の
抽
出
）
を

行
い
、
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
出
来
る
こ
と
か
ら

実
施
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
２
０
２
６
年

度
以
降
の
準
備
を
進
め

る
。

３
．
慶
讃
事
業
の
願
い
の
継
承 

―
教
え
が
伝
わ
る
更
な
る
基
盤
整
備
と
し
て
―

（
１
）
事
業
継
続
の
趣
旨

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
の
４
ヵ
年
度
に
亘
っ
て
実
施
し
て
き
た
慶
讃
事
業
は
、
３

期
９
ヵ
年
度
の
教
化
研
修
計
画
で
掲
げ
た
実
践
目
標
を
果
た
す
べ
く
、
特
に
力
点

を
置
い
て
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
推
進
し
て
き
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
当
初
の
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
の
実
施
が
困
難
と
な
っ
た

た
め
、
社
会
情
勢
と
宗
門
状
況
を
見
極
め
つ
つ
事
業
計
画
の
変
更
を
行
い
な
が
ら

進
め
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
の
今
３
ヵ
年
度
に
お
け
る
教
化
の
展
開
に
つ
い
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て
は
、
こ
れ
ま
で
の
慶
讃
事
業
の
願
い
を
継
承
し
、
３
つ
の
基
本
方
針
と
５
つ
の

重
点
教
化
施
策
を
中
心
課
題
と
し
て
、
教
化
の
現
場
の
実
情
に
即
応
し
た
施
策
と

し
て
再
構
築
を
図
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

な
お
、
聖
教
編
纂
事
業
及
び
教
区
教
学
研
鑚
機
関
の
整
備
・
充
実
に
つ
い
て
も
、

事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

■
基
本
方
針

　
・ 

本
願
念
仏
に
生
き
る
「
人
の

誕
生
」
と
「
場
の
創
造
」

　
・ 

あ
ら
ゆ
る
人
び
と
に
向
け
た

「
真
宗
の
教
え
」
の
発
信

　
・ 

宗
門
の
基
盤
づ
く
り
―
新
た

な
教
化
体
制
の
構
築
―

■
５
つ
の
重
点
教
化
施
策

　
・
青
少
幼
年
教
化

　
・
教
師
養
成

　
・
寺
院
活
性
化

　
・
真
宗
の
仏
事
の
回
復

　
・
真
宗
本
廟
奉
仕
上
山
促
進

（
２
）
コ
ロ
ナ
下
の
経
験
を
活
か
し
た
基
盤
整
備
の
必
要
性

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
僧
侶
と
門
徒
が
対
話
を
重
ね
、
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
教
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
、
寺
院
の
存
在
意
義
や
共

創
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
様
々
な
手
法
を
講
じ
た
こ
と
で
得
た
新

た
な
発
見
を
通
し
て
、
継
続
可
能
な
聞
法
の
場
づ
く
り
を
模
索
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
あ
ら
た
め
て
「
人
と
人
と
が
対
面
す
る
」
こ
と
が
生
活
上
の
尊
い
営

み
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
下
で
の
３
年
を
経
て
、
本
山
・
教
区
と

も
に
対
面
の
場
づ
く
り
を
再
開
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
（
集
ま
る
教
化
・

出
向
く
教
化
の
回
復
）。

　

一
方
、
移
動
社
会
・
核
家
族
化
の
中
で
、
ど
こ
に
居
住
し
て
い
よ
う
と
も
教
え

に
触
れ
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
、
つ
ま
り
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
学
び
の
場
づ

く
り
に
よ
っ
て
、
教
化
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
教
化
事
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
教
区
の
広
域
化
や
兼
業
寺
院
が

増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み

で
あ
り
、
教
師
資
格
取
得
後
の
学
び
の
機
会
や
、
同
朋
会
運
動
や
宗
憲
に
関
す
る

学
び
の
場
の
創
出
な
ど
、
本
山
・
教
区
が
連
携
し
て
成
さ
ね
ば
な
ら
な
い
基
盤
整

備
と
し
て
、
必
要
な
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
下
で
蓄
積
し
た
経
験
を
活
か
し
て
、
あ
ら
た
め
て
慶
讃
事
業
の
基
本
方

針
で
あ
る
〝
本
願
念
仏
に
生
き
る
「
人
の
誕
生
」
と
「
場
の
創
造
」〟
に
資
す
る

た
め
に
、〝
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
に
向
け
た
「
真
宗
の
教
え
」
の
発
信
〟
を
可
能
と

す
る
〝
宗
門
の
基
盤
づ
く
り
〟
を
継
続
し
て
い
く
。

４
．「
是
旃
陀
羅
」問
題
の
課
題
共
有
へ
の
取
り
組
み

　

念
仏
者
の
課
題
と
し
て
、
宗
門
に
身
を
置
く
一
人
ひ
と
り
に
は
、
経
典
を
ど
の
よ

う
に
い
た
だ
い
て
い
く
の
か
と
い
う
学
び
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
差

別
の
現
実
に
無
自
覚
で
あ
る
自
身
の
姿
に
気
づ
い
て
い
く
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
御
同
朋
御
同
行
と
い
た
だ
く
交
わ
り
の
世
界
を
開
い

て
い
く
「
対
話
と
共
感
」
に
資
す
る
重
要
な
学
び
で
あ
る
と
同
時
に
、
宗
憲
に
示
さ

れ
て
い
る
行
動
規
範
の
根
幹
と
も
な
る
大
切
な
要
素
で
あ
る
。

　
「
是
旃
陀
羅
」
問
題
の
取
り
組
み
を
全
宗
門
挙
げ
て
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

今
３
ヵ
年
度
に
お
い
て
は
、「
是
旃
陀
羅
」
問
題
の
課
題
を
僧
侶
・
門
徒
と
共
有
す

る
に
あ
た
り
、
な
ぜ
こ
の
課
題
を
学
ぶ
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
学
習
冊

子
を
用
い
て
説
明
会
や
学
び
の
場
を
展
開
す
る
。
加
え
て
２
０
２
４
年
１
月
に
発
行

し
た
学
習
テ
キ
ス
ト
を
学
び
の
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
教
区
・
組
に
お
い
て
継
続
的

な
学
び
を
推
進
す
る
た
め
の
人
を
養
成
す
る
。

５
．
真
宗
同
朋
会
機
関
紙
『
同
朋
新
聞
』
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
２
０
２
５
年
度
追
記
）

　
「
あ
な
た
の
暮
ら
し
に
確
か
な
よ
り
ど
こ
ろ
（
真
宗
）
を
お
届
け
し
、
あ
な
た
が

仏
に
、
あ
な
た
が
あ
な
た
に
、
で
あ
う
新
聞
を
つ
く
る
」
こ
と
を
編
集
刊
行
の
使
命

と
し
て
受
け
止
め
直
し
、
真
宗
同
朋
会
の
機
関
紙
『
同
朋
新
聞
』
を
２
０
２
６
年
１
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月
号
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
行
財
政
改
革
の
推
進
で
あ
る
と
と
も
に
、
真
宗
教
化
セ
ン
タ

ー
構
想
の
第
２
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
も
位
置
付
け
、
宗
務
所
教
化
関
係
部
門
の
総
合
力

が
結
実
さ
れ
る
も
の
と
し
て
取
り
組
む
。

　

具
体
的
に
は
紙
面
を
12
面
に
拡
大
し
、「
毎
月
の
暮
ら
し
に
、心
に
、必
要
な
新
聞
」

と
言
わ
れ
る
未
来
を
創
る
た
め
に
、
宗
派
の
基
本
情
報
を
は
じ
め
、

●
葬
儀
や
法
事
、
納
骨
と
い
っ
た
仏
事
の
意
義
を
伝
え
る
「
情
報
性
」

●
教
育
や
福
祉
な
ど
、
宗
派
が
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
活
動
を
伝
え
る
「
社
会
性
」

●�

社
会
の
出
来
事
や
価
値
観
を
、
真
宗
の
視
点
か
ら
問
い
、
読
者
間
の
対
話
を
深
め

る
「
対
話
性
」

●
あ
な
た
は
あ
る
が
ま
ま
尊
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
「
尊
厳
性
」

●
時
代
や
国
、世
代
な
ど
を
越
え
た
言
葉
と
の
で
あ
い
を
生
活
に
届
け
る
「
超
越
性
」

こ
れ
ら
５
つ
の
視
点
で
紙
面
を
構
築
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

て
取
り
組
む
。

　

な
お
、
本
山
及
び
各
教
区
・
組
・
寺
院
・
人
の
と
こ
ろ
で
も
、
新
聞
の
配
布
拡
大

を
期
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

６
．
２
０
２
３
～
２
０
２
５
年
度
の
主
な
取
り
組
み

（
１
）
５
つ
の
重
点
教
化
施
策
（
慶
讃
事
業
継
続
）

　
①
青
少
幼
年
教
化
―
ひ
と
り
と
出
会
う
― 
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー

　

本
山
・
教
区
・
組
・
寺
院
に
お
い
て
青
少
幼
年
教
化
を
担
う
人
の
誕
生
を
期

す
る
「
青
少
幼
年
教
化
推
進
研
修
」
が
、
２
０
２
４
年
度
よ
り
22
名
の
研
修
生

に
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
『
２
０
２
２
年
度
版�

真
宗
大
谷
派
青
少
幼
年
教
化
指
針
』
を
テ
キ
ス
ト
に
し

た
学
習
会
を
、
東
京
、
名
古
屋
、
九
州
教
区
で
実
施
し
、
継
続
し
て
２
０
２
５

年
度
北
海
道
、
能
登
教
区
で
基
本
理
念
の
共
有
を
目
指
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
青
少
幼
年
ひ
と
り
と
出
会
う
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
ひ
と
り
か
ら

は
じ
め
る
子
ど
も
会
講
習
会
」
に
つ
い
て
も
、
教
区
教
化
委
員
会
と
連
携
し
て

実
施
教
区
を
定
め
て
い
く
。

　

教
化
教
材
に
つ
い
て
は
、「
ほ
と
け
の
子
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
改
訂
を

２
０
２
５
年
度
ま
で
順
次
行
う
。

　

ま
た
、「
児
童
教
化
教
区
代
表
者
協
議
会
」
を
２
０
２
６
年
１
月
に
名
古
屋

別
院
に
て
実
施
す
る
。

　

な
お
、
若
者
教
化
に
お
い
て
は
、
継
続
し
て
「
若
者
教
化
立
ち
上
げ
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
募
集
し
、
70
会
所
で
の
実
施
を
目
指
し
て
展
開
し
て
い
く
。

　

２
０
２
５
年
度
を
も
っ
て
慶
讃
継
続
事
業
が
最
終
年
度
と
な
り
、
こ
の
事
業

で
遂
行
し
て
き
た
業
務
の
総
括
を
行
い
、
課
題
を
整
理
し
、
慶
讃
継
続
事
業
終

了
後
の
セ
ン
タ
ー
業
務
を
整
え
て
い
く
。

　

青
少
幼
年
教
化
が
大
切
な
取
り
組
み
と
意
識
さ
れ
、
各
現
場
が
若
者
や
子
ど

も
た
ち
が
教
え
に
出
会
う
機
縁
と
な
る
よ
う
事
業
を
遂
行
し
、
ひ
い
て
は
宗
門

の
基
盤
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

　

②
教
師
養
成
―
教
学
教
化
を
荷
う
― 

教
育
部

　

寺
院
・
僧
侶
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
が
変
容
す
る
中
、
僧
侶
・
教
師
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
、
ま
た
、
得
度
者
数
・
教
師
補
任
者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、

宗
派
全
体
と
し
て
教
師
養
成
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
教
育
部
で
は
、

２
０
２
３
年
度
に
「
教
師
養
成
に
関
す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
、
各
教
師
養
成

校
の
現
場
責
任
者
を
招
聘
し
て
各
校
の
教
師
養
成
に
お
け
る
課
題
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
継
続
的
に
現
場
の
声
を
聞
き
取
り

つ
つ
、
宗
派
全
体
の
教
師
養
成
の
あ
り
方
を
、
制
度
と
教
育
課
程
の
両
面
か
ら

検
討
す
る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
下
の
経
験
を
活
か
し
た
基
盤
整
備
に
示
さ
れ
る
教
化
事
業
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
一
環
と
し
て
、
学
び
直
し
を
望
む
有
教
師
や
、
教
師
試
験
検

定
で
の
資
格
取
得
を
目
指
す
方
々
に
、
学
び
方
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
的
な
教
材

を
提
供
す
る
。
真
宗
学
・
仏
教
学
・
教
化
・
声
明
作
法
・
法
規
の
５
科
目
の
動

画
教
材
制
作
に
向
け
、
２
０
２
４
年
度
上
半
期
ま
で
に
、
講
師
を
選
定
し
て
具

体
的
な
協
議
を
開
始
し
て
お
り
、
２
０
２
６
年
度
中
の
配
信
開
始
を
目
指
し
て

作
業
を
進
め
る
。

　

教
師
の
継
続
的
な
育
成
を
願
い
と
し
て
各
教
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
教
師
陞

補
対
象
研
修
に
つ
い
て
は
、
教
区
を
超
え
て
受
講
証
を
発
行
で
き
る
制
度
に
改

め
る
た
め
の
検
討
を
進
め
る
。
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③
寺
院
活
性
化
―
教
化
を
下
支
え
し
一
ヵ
寺
の
原
点
を
確
か
め
る
― 

企
画
調
整
局

　

２
０
２
３
年
度
以
降
の
寺
院
活
性
化
の
取
り
組
み
は
、
教
区
寺
院
活
性
化
支

援
室
（
以
下
、
教
区
支
援
室
）
が
活
動
主
体
と
な
る
段
階
に
移
行
す
る
。

　

教
区
支
援
室
が
未
設
置
の
教
区
に
お
い
て
は
、
真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
寺
院
活

性
化
支
援
室
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
支
援
室
）
と
連
携
し
、
教
区
特
性
に
応
じ
た

支
援
室
の
あ
り
方
や
取
り
組
み
の
検
討
を
継
続
す
る
。

　

セ
ン
タ
ー
支
援
室
は
、
各
教
区
支
援
室
の
サ
ポ
ー
ト
や
教
区
間
の
紐
帯
機
関

と
し
て
、
支
援
員
講
習
や
「
元
気
な
お
寺
づ
く
り
講
座
」
を
は
じ
め
、「
文
書

伝
道
（
寺
報
・
掲
示
板
）
セ
ミ
ナ
ー
」、「
お
寺
の
会
計
入
門
」、「
お
寺
で
活
き

る
傾
聴
セ
ミ
ナ
ー
」、「
お
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
」
に
関
す
る
各
種
講
習
の

他
、「
お
寺
の
法
宝
物
調
査
支
援
」
や
、
慶
讃
法
要
で
実
施
し
た
「
対
話
と
共

感
を
生
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
等
を
現
場
に
出
向
い
て
実
施
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
本
基
本
方
針
に
示
す
「
対
話
と
共
感
」
に
よ
っ
て
「
真

宗
再
興
」
を
期
す
る
３
ヵ
年
度
一
体
型
の
教
化
研
修
計
画
の
本
格
始
動
時
期
に

向
け
、
宗
門
が
果
た
す
べ
き
使
命
や
目
指
し
た
い
将
来
像
を
構
築
す
る
下
支
え

を
し
て
い
く
。

　

④
真
宗
の
仏
事
の
回
復
―
念
仏
相
続
の
場
を
継
承
す
る
― 

企
画
調
整
局

　

近
年
の
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
び
の
需
要
が

高
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、今
３
ヵ
年
度
の
前
半
を
準
備
期
間
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
僧
侶
・
教
師
の
学
び
の
場
を
創
出
す
る
た
め
、YouTube

を
利
用
し
た
行
儀
・
儀
式
作
法
等
に
関
す
る
短
編
動
画
の
配
信
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
教
化
の
現
場
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
事
が

御
本
尊
を
中
心
と
し
た
仏
法
聴
聞
の
場
と
し
て
回
復
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

⑤
真
宗
本
廟
奉
仕
上
山
促
進
―
真
宗
門
徒
の
生
活
を
習
う
― 

研
修
部

　

真
宗
本
廟
奉
仕
は
、
真
宗
門
徒
の
生
活
を
習
う
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
こ

に
集
う
僧
侶
・
門
徒
が
何
に
悩
み
、
何
を
願
っ
て
い
る
の
か
、
日
常
の
中
で
は

聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
声
を
対
面
の
中
で
聞
き
取
っ
て
い
く
場
で
も
あ
る
。
同

朋
会
運
動
が
求
め
て
き
た
対
話
と
共
感
が
開
か
れ
る
端
緒
は
、
真
宗
本
廟
奉
仕

の
中
に
あ
る
。

　

真
宗
本
廟
奉
仕
へ
の
上
山
は
、
人
と
対
面
し
て
行
わ
れ
て
い
く
寺
院
活
動
の

回
復
と
正
比
例
の
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
を
促
進
す
べ
く
２
０
２
３
年
度
か
ら
新

任
住
職
・
教
会
主
管
者
が
誕
生
し
た
寺
院
を
対
象
と
し
た
奉
仕
上
山
へ
の
経
費

助
成
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
休
止
し
て
い
た
「
真
宗
本
廟
子
ど
も
奉
仕
団
」

を
再
開
す
べ
く
、「
子
ど
も
の
つ
ど
い
in
東
本
願
寺
」
ス
タ
ッ
フ
の
参
画
を
呼

び
か
け
、
２
０
２
３
年
度
に
事
前
研
修
会
を
実
施
し
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
再

始
動
し
た
。
な
お
、
休
止
期
間
中
に
実
施
し
て
き
た
通
年
の
「
子
ど
も
た
ち
の

真
宗
本
廟
奉
仕
！
」
は
、
経
常
事
業
と
し
て
今
後
も
継
続
す
る
。

（
２
）
主
な
教
化
施
策

　
①「
是
旃
陀
羅
」問
題
の
課
題
共
有
へ
の
取
り
組
み 

解
放
運
動
推
進
本
部

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
、「
是
旃
陀
羅
」
問
題
の
学
習
会
開
催
に
向
け
た
教
区

説
明
会
を
順
次
開
催
し
て
き
た
。
教
区
説
明
会
で
は
、
教
区
・
組
で
の
主
体

的
な
学
び
の
場
が
開
か
れ
る
よ
う
、
学
習
冊
子
「
是
旃
陀
羅
問
題
に
つ
い
て
」

（
２
０
２
３
年
５
月
発
行
）
及
び
視
覚
教
材
「
学
習
ス
ラ
イ
ド
」
を
用
い
て
課

題
共
有
を
図
り
、
教
区
に
お
け
る
主
体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
体
制
の
構

築
を
促
し
て
い
る
。

　

教
区
説
明
会
実
施
後
の
教
区
を
対
象
に
、
宗
門
に
お
け
る
学
び
の
依
り
ど
こ

ろ
と
な
る
学
習
テ
キ
ス
ト
『
御
同
朋
を
生
き
る
』（
２
０
２
４
年
１
月
発
行
）

を
活
用
し
、『
仏
説
観
無
量
寿
経
』序
分
を
正
確
に
読
み
直
す
学
び
の
場
と
し
て
、

教
区
学
習
会
の
全
教
区
で
の
開
催
を
促
す
。

　

ま
た
、
宗
務
所
に
お
い
て
学
習
テ
キ
ス
ト
講
習
会
を
開
催
し
、
教
区
・
組
で

の
継
続
的
な
学
び
を
推
進
す
る
人
を
対
象
に
、
テ
キ
ス
ト
の
要
点
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
組
学
習
会
に
つ
な
げ
る
。

　

さ
ら
に
、
部
落
差
別
問
題
等
に
関
す
る
協
議
会
を
開
催
し
、
教
区
代
表
者
及

び
教
区
駐
在
教
導
と
教
区
・
組
に
お
け
る
課
題
共
有
の
方
途
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
。
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②
帰
敬
式
受
式
奨
励 

研
修
部

　

帰
敬
式
受
式
は
２
０
０
７
年
度
に
教
区
で
の
受
式
（
住
職
執
行
に
よ
る
帰
敬

式
を
含
む
）
が
本
山
で
の
受
式
を
上
回
り
、
以
降
教
区
で
の
受
式
が
定
着
し
て

い
る
。

　

今
後
も
本
山
で
の
受
式
奨
励
を
継
続
し
つ
つ
、
寺
院
で
の
帰
敬
式
執
行
が
、

さ
ら
に
開
か
れ
て
い
く
た
め
の
一
助
と
し
て
、
ま
ず
は
、『
同
朋
新
聞
』
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
し
て
帰
敬
式
の
意
義
や
受
式
者
の
声

を
繰
り
返
し
伝
え
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
２
０
２
４
年
度
に
公
開
し
た
動
画
「
帰
敬
式
執
行
の
手
順
」
を

は
じ
め
と
し
た
、
執
行
に
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る
。

　

③
帰
敬
式
法
座
及
び
同
朋
の
会
推
進
講
座 

研
修
部

　

２
０
１
７
年
度
か
ら
慶
讃
法
要
ま
で
の
３
期
６
ヵ
年
度
、
本
山
指
定
の
帰
敬

式
法
座
を
実
施
し
た
。
今
後
は
教
区
指
定
の
帰
敬
式
法
座
と
し
て
地
域
の
特
性

を
踏
ま
え
つ
つ
、
帰
依
三
宝
の
精
神
や
真
宗
門
徒
の
生
活
を
伝
え
る
べ
く
実
施

し
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
教
区
指
定
で
展
開
さ
れ
る
同
朋
の
会
推
進
講
座
と

無
関
係
で
は
な
く
、
帰
敬
式
法
座
を
入
門
講
座
と
し
て
実
施
し
、
同
朋
の
会
推

進
講
座
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
帰
敬
式
法
座
の
要
素
を
組
み
込
ん
だ
同

朋
の
会
推
進
講
座
を
展
開
す
る
こ
と
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
事
業
展
開
に
資
す
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
の
同
朋
の
会
推
進
講
座

を
は
じ
め
、
全
国
で
展
開
さ
れ
た
帰
敬
式
法
座
の
視
点
や
方
途
等
を
事
例
と
し

て
取
り
ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
２
０
２
５
年
度
に
作
成
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
、
様
々
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

④
聖
教
編
纂
事
業 

出
版
部

　

２
０
２
３
年
度
に
お
い
て
『
真
宗
聖
典�

第
二
版
』
を
刊
行
。
２
０
２
４
年

度
で
は
『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
二
（
宗
祖
漢
文
著
作
）』
を
刊
行
し
た
ほ
か
、

今
後
の
聖
教
編
纂
事
業
の
方
向
性
を
定
め
る
た
め
、
聖
教
編
纂
委
員
会
を
設
置

し
協
議
を
開
始
。
２
０
２
５
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
聖
教
編
纂
委
員
会

で
の
協
議
を
重
ね
て
い
く
。
ま
た
、『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
』
の
続
篇
（
和
讃�

篇
・
仮
名
聖
教
篇
・
消
息
篇
）
の
刊
行
に
向
け
て
作
業
を
進
め
る
。

　

⑤
教
区
に
お
け
る
教
学
研
鑚
機
関
の
整
備
・
充
実 

教
学
研
究
所

　

２
０
２
３
年
度
に
教
区
教
学
研
鑚
機
関
の
代
表
者
を
招
い
て
の
交
流
会
を
開

催
し
、
教
区
を
超
え
た
人
的
交
流
や
情
報
共
有
を
図
っ
た
。（
３
ヵ
年
度
に
１

回
開
催
）

　

交
流
会
の
成
果
を
も
と
に
、既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
教
区
教
学
研
鑚
機
関
に
、

教
学
研
究
所
職
員
が
順
次
訪
問
し
、
教
学
研
究
所
と
教
区
教
学
研
鑚
機
関
と
の

さ
ら
な
る
情
報
交
換
、
交
流
、
連
携
を
深
め
る
。

　

ま
た
、
教
学
研
鑚
機
関
未
設
置
の
教
区
に
対
し
て
は
、
設
置
に
向
け
た
協
議

や
助
言
な
ど
必
要
に
応
じ
て
行
う
。

　

⑥
教
化
伝
道
研
修 

教
学
研
究
所

　

御
聖
教
や
宗
門
の
諸
課
題
（
差
別
問
題
や
カ
ル
ト
問
題
等
）
へ
の
学
習
を
通

し
て
、
宗
門
に
お
け
る
教
化
を
担
う
「
人
」
を
育
成
し
、
研
修
修
了
後
は
教
区

や
組
の
教
化
に
主
体
的
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
と
し
て
開
講
す

る
。（
教
区
教
化
委
員
長
が
推
薦
し
た
大
谷
派
教
師
30
名
以
内
で
構
成
）

　

２
０
２
３
年
度
ま
で
第
４
期
を
開
講
し
、
２
０
２
４
年
度
に
修
了
者
研
修
を

開
催
し
た
。
第
５
期
は
２
０
２
５
年
度
か
ら
２
０
２
６
年
度
ま
で
開
講
予
定
。

　

⑦
都
市
開
教
・
教
化 

組
織
部
（
首
都
圏
）

　

近
年
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
部
で
は
、「
核
家
族
化
」
や
「
流
動

型
社
会
」
と
い
っ
た
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
仏
事
の
簡
素
化
が
著
し

く
、「
一
日
葬
」
や
葬
儀
す
ら
行
わ
れ
な
い
「
直
葬
」
を
選
択
す
る
人
が
急
増

し
て
お
り
、仏
事
本
来
の
願
い
を
伝
え
る
こ
と
が
困
難
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

仏
事
の
簡
素
化
が
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
中
、
次
世
代
門
徒
へ
の
教
化
の
現

場
に
お
い
て
も
更
な
る
都
市
開
教
・
教
化
の
推
進
を
は
か
る
べ
き
時
機
を
迎
え

て
い
る
。

　

そ
こ
で
「
東
本
願
寺
仏
事
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
京
」
が
取
り
組
む
「
仏
事

相
談
」
や
首
都
圏
に
お
け
る
「
仏
事
代
行
制
度
」、「
在
住
門
徒
の
つ
ど
い
」
な

ど
、
都
市
開
教
に
関
わ
る
施
策
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
福
岡
を
は
じ
め
宗
務
諸
機
関
で
十
分
に
共
有
し
、
真
宗
の
仏
事
の
回
復
に
向

け
た
全
国
的
な
国
内
開
教
の
取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
そ
の
体

制
を
整
備
し
て
い
く
。
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ま
た
、
真
宗
会
館
に
お
け
る
納
骨
施
設
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
５
年
度
内
の

事
業
開
始
に
向
け
て
東
京
教
区
と
の
意
思
疎
通
を
十
分
に
図
る
と
と
も
に
行
政

交
渉
や
住
民
説
明
な
ど
必
要
な
手
順
を
重
ね
て
い
く
。

（
３
）
教
区
慶
讃
法
要 

組
織
部

　

次
の
世
代
に
本
願
念
仏
の
教
え
を
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
慶
讃
事
業
の
願
い

と
そ
の
歩
み
を
教
区
で
確
か
め
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、
教
区
慶
讃
法
要
の
円
成

が
願
わ
れ
る
。

　

真
宗
本
廟
で
の
慶
讃
法
要
厳
修
後
、３
ヵ
年
度
を
目
処
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
教

区
の
歩
み
を
踏
ま
え
た
教
区
慶
讃
法
要
の
計
画
の
実
施
に
際
し
て
、助
成
を
行
う
。

７
．
お
わ
り
に

　

同
朋
会
運
動
の
推
進
を
い
の
ち
と
す
る
宗
門
に
お
い
て
、
そ
の
具
体
的
表
現
と
し

て
「
人
の
誕
生
」
と
「
場
の
創
造
」
を
掲
げ
て
い
る
。「
人
の
誕
生
」
と
は
、
念
仏

の
教
え
に
育
て
ら
れ
、
僧
伽
に
帰
依
す
る
念
仏
者
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
個
の

自
覚
を
生
き
ん
と
す
る
人
で
あ
る
。「
場
の
創
造
」
も
そ
の
よ
う
な
念
仏
者
か
ら
生

ま
れ
る
「
場
」
で
あ
る
。

　

前
回
（
２
０
１
２
年
）
の
教
勢
調
査
の
分
析
結
果
に
お
い
て
、
寺
院
と
門
徒
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
対
話
と
共
感
」
が
、
教

勢
を
保
っ
て
い
る
寺
院
の
特
徴
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

教
化
の
現
場
で
あ
る
寺
院
の
環
境
や
状
況
は
千
差
万
別
に
あ
り
、
ど
れ
一
つ
同
じ

で
は
な
い
。「
こ
う
あ
る
べ
き
」
で
は
な
い
、「
そ
の
お
寺
ら
し
さ
・
そ
の
お
寺
な
ら

で
は
の
部
分
が
発
揮
さ
れ
一
歩
を
踏
み
出
す
」
こ
と
を
、
対
話
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
見
出
し
て
実
行
し
（
共
創
）、「
あ
ら
ゆ
る
人
が
お
寺
に
集
い
、
仏
法
に
自
己
を
た

ず
ね
続
け
る
人
の
誕
生
と
場
の
創
造
」
を
下
支
え
し
て
い
く
本
山
・
教
区
と
し
て
、�

「
真
宗
再
興
」
を
指
標
と
す
る
同
朋
会
運
動
を
推
進
し
て
い
く
。

以　

上

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
こ
と

２
０
２
４
年
度
付
記

　
宗
門
に
か
か
わ
る
多
く
の
人
が
被
災
地
に
想
い
を
馳
せ
、
何
か
の
力
に
な
り
た

い
と
様
々
な
支
援
の
形
に
な
っ
て
届
い
て
い
る
。
し
か
し
、
被
災
地
の
方
々
が
こ

の
現
実
の
前
で
ど
の
よ
う
な
想
い
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
悲
し
み
や
苦

し
み
の
深
さ
と
い
う
も
の
を
真
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『

異
抄
』
第
４
章
に

教
え
ら
れ
る
よ
う
に
、「
も
の
を
あ
わ
れ
み
、
か
な
し
み
、
は
ぐ
く
む
」
心
は
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
は
そ
の
人
の
痛
み
を
本
当
に
理
解
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、「
お
も
う
が
ご
と
く
た
す
け
と
ぐ
る
こ
と
」
の
で
き

な
い
深
い
痛
み
な
く
し
て
、
他
者
を
御
同
朋
と
見
出
し
て
い
く
歩
み
は
始
ま
ら
な

い
。
悲
し
み
の
重
な
り
は
ま
た
出
会
い
を
生
み
出
し
て
い
く
。
念
仏
の
僧
伽
を
願
い
、

息
の
長
い
支
援
活
動
を
進
め
て
い
く
。
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学
事

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

安
居

大
谷
派
学
事
の
中
心
道
場
と
し
て
、
真
宗
教
学
と
仏
教
教
理
に
つ
い
て
論

述
及
び
攻
究
を
行
い
、
も
っ
て
教
学
の
振
興
と
自
信
教
人
信
の
誠
を
尽
く

す
教
師
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
講
す
る
。

2023年
7月
17日

～
31日

2024年
7月
17日

～
31日

2025年
7月
17日

～
31日

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
・
大
谷
大
学

有
教
師

大
学
院
生
（
大
谷
大
学
・
同
朋
大
学
）

真
宗
大
谷
派
教
学
大
会

学
会
員
に
よ
る
学
術
的
研
究
発
表
の
場
の
確
保
と
親
鸞
教
学
の
相
互
研
鑚

を
願
い
開
催
。
ま
た
、
宗
門
内
外
講
師
に
よ
る
記
念
講
演
を
行
う
。

2023年
7月
2日

2024年
7月
6日

2025年
7月
5日

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
谷
大
学
・
宗
務
所

真
宗
教
学
学
会
員
・
一
般
来
聴
者

真
宗
教
学
学
会
講
演
会

教
学
研
鑚
の
成
果
を
宗
門
内
外
に
広
く
公
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
真
宗
本
廟
御
正
忌
報
恩
講
期
間
中
の
11月

24日
に
宗
派
内
外
か
ら
講

師
を
招
き
、
広
く
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た
学
術
的
講
演
会
を
開
催
す
る
。

2023年
11月

24日
2024年

11月
24日

2025年
11月

24日
教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

大
谷
ホ
ー
ル

真
宗
教
学
学
会
員
・
一
般
来
聴
者

住
職
・
教
師
の
養
成

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

住
職
修
習

住
職
と
し
て
の
信
念
の
確
立
、
住
職
の
つ
と
め
と
宗
門
荷
負
の
責
務
の
自

覚
を
深
め
、
帯
同
総
代
と
共
に
同
朋
社
会
の
顕
現
に
向
け
た
歩
み
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
修
習
す
る
。

2023年
8・
9・
10月

の
26日

～
28日

12月
11日

～
13日

2024年
2・
4・
5・
6月
の

26日
～
28日

（
2泊
3日
）

2024年
8・
9・
10月

の
26日

～
28日

12月
11日

～
13日

2025年
2・
4・
5・
6月
の

26日
～
28日

（
2泊
3日
）

2025年
8・
9・
10月

の
26日

～
28日

12月
11日

～
13日

2026年
2・
4・
5・
6月
の

26日
～
28日

（
2泊
3日
）

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

研
修
道
場
・
和
敬
堂

住
職
・
教
会
主
管
者
の
候
補
者

及
び
帯
同
総
代

2023
～
2025

年
度
 宗

務
所
に
お
け
る

主
な

教
化

研
修

事
業

一
覧
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教
師
修
練

教
師
の
初
補
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
教
師
の
本
分
と
宗
門
荷
負
の
責
務
を

自
覚
す
る
た
め
に
必
要
な
修
練
を
行
う
。

2023年
7月
～
9月

2024年
1月
～
3月

（
6泊
7日
）

2024年
7月
～
9月

2025年
1月
～
3月

（
6泊
7日
）

2025年
7月
～
9月

2026年
1月
～
3月

（
6泊
7日
）

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

研
修
道
場
・
和
敬
堂

試
験
検
定
合
格
者

無
試
験
検
定
有
資
格
者

無
試
験
検
定
資
格
取
得
予
定
者

僧
侶
・
寺
族
の
育
成

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

中
央
声
明
講
習
会

儀
式
条
例
施
行
条
規
第
16条

に
よ
り
、
式
務
員
及
び
准
堂
衆
の
育
成
を
は

か
り
、
も
っ
て
本
派
の
儀
式
の
伝
統
を
保
持
す
る
た
め
、
中
央
声
明
講
習

会
を
置
く
。

2024年
5月
～
6月

2025年
5月
～
6月

2026年
5月
～
6月

※
内
容
検
討
中

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

研
修
道
場
・
式
務
所
な
ど

①
本
科
：
満
20歳

以
上
の
僧
侶

1回
生
65名

2回
生
65名

3回
生
65名

②
別
科
：
成
績
優
秀
な
本
科
修
了
者

1回
生
・
2回
生
各
30名

程
度

一
般
声
明
講
習
会

普
通
寺
院
・
教
会
に
お
け
る
基
礎
的
な
儀
式
・
声
明
作
法
の
習
得
を
目
的

と
し
て
開
催
す
る
。

2024年
1月

2025年
1月

2026年
1月

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

式
務
所

有
僧
籍
者
（
定
員
60名

）

御
伝
鈔
作
法
講
習
会

御
伝
鈔
拝
読
に
必
要
な
読
法
及
び
作
法
の
習
得
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
。

2024年
2月

2025年
2月

2026年
2月

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

式
務
所

御
伝
鈔
拝
読
許
可
（
自
坊
に
限
る
）

済
で
あ
る
教
師
（
定
員
10名

）

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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登
高
座
作
法
講
習
会

経
導
師
及
び
式
導
師
と
し
て
必
要
な
読
法
及
び
作
法
の
習
得
を
目
的
と
し

て
開
催
す
る
。

2024年
1月

2025年
1月

2026年
1月

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

式
務
所

報
恩
講
式
及
び
嘆
徳
文
拝
読
許
可

（
自
坊
に
限
る
）
済
で
あ
る
教
師

（
定
員
15名

）

坊
守
就
任
研
修
会

坊
守
就
任
式

坊
守
に
か
け
ら
れ
た
願
い
と
そ
の
務
め
を
自
ら
が
確
か
め
、
坊
守
と
し
て

の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
と
し
て
開
催
す
る
。

（
3
ヵ
年
度
に
1回
開
催
）

休
止

休
止

2025年
11月

5日
～
6日

組
織
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
・
御
影
堂

和
敬
堂
・
研
修
道
場

50名

教
化
伝
道
研
修

教
区
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
参
加
す
る
研
修
生
が
、
さ
ら
な
る
念
仏
者
の
交

わ
り
を
願
い
と
し
、
教
化
伝
道
を
学
ぶ
。
研
修
生
は
、
真
宗
の
学
び
を
深

め
る
と
と
も
に
、「
今
」
を
生
き
る
中
で
の
諸
課
題
が
教
え
に
照
ら
さ
れ
、

主
体
的
に
教
化
を
担
う
「
人
」
と
し
て
（「
人
の
誕
生
」）、

教
区
に
お
い
て

教
化
の
場
を
展
開
し
（「
場
の
創
造
」）、

も
っ
て
同
朋
会
運
動
の
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
願
う
。

現
在
、
第
4期
（
2021年

度
～
2023年

度
）
ま
で
修
了
。
2025年

度
よ
り
第

5期
（
2025年

度
～
2026年

度
）
を
開
講
す
る
。

ま
た
、
修
了
者
を
対
象
と
し
て
2024年

度
に
は
教
化
伝
道
研
修
修
了
者
研

修
会
を
開
催
し
た
。（
3
ヵ
年
度
に
1回
開
催
）

教
化
伝
道
第
4期
修
了

レ
ポ
ー
ト
相
談
会

2023年
7月
20日

～
21日

公
開
報
告
会
及
び
修
了

2023年
8月
29日

～
31日

教
化
伝
道
研
修
修
了
者

研
修
会
の
開
催

2025年
5月
19日

～
20日

教
化
伝
道
第
5期
開
講

第
1回

2025年
12月

2日
～
5日

第
2回

2026年
3月
10日

～
13日

第
3回

2026年
5月
12日

～
15日

教
学
研
究
所

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
他

教
区
教
化
委
員
長
が
推
薦
し
た
者

1期
30名

以
内

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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教
区
教
学
研
鑚
機
関

と
の
交
流

教
学
研
究
所
と
教
区
教
学
研
鑚
機
関
と
の
情
報
交
換
、
交
流
、
連
携
を
深

め
る
。
ま
た
、
未
設
置
の
教
区
に
は
教
学
研
究
所
職
員
が
訪
問
し
、
意
見

交
換
を
行
う
。
さ
ら
に
、
各
教
区
の
現
状
と
課
題
を
各
教
区
の
教
学
研
鑚

機
関
の
間
で
共
有
す
る
た
め
、
2023年

度
と
2025年

度
に
お
い
て
各
教
区

の
教
学
研
鑚
機
関
の
代
表
者
を
招
い
て
交
流
会
を
開
催
す
る
。（
2
ヵ
年
度

に
1回
開
催
）

教
区
教
学
研
鑚
機
関

交
流
集
会
の
開
催

2024年
5月

22日
・
23日

休
止

教
区
教
学
研
鑚
機
関

交
流
集
会
の
開
催

期
日
未
定

教
学
研
究
所

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

教
区
教
学
研
鑚
機
関
関
係
者

法
話
・
講
演
等

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

晨
朝
法
話

真
宗
本
廟
の
晨
朝
に
参
拝
さ
れ
た
方
を
対
象
に
法
話
を
行
う
。

通
年

通
年

通
年

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

御
影
堂

真
宗
本
廟
参
拝
者

真
宗
本
廟
法
話

真
宗
本
廟
に
参
拝
さ
れ
た
方
を
対
象
に
法
話
を
行
う
。

通
年

荘
厳
、宗
派
行
事
日
は
休
止

通
年

荘
厳
、宗
派
行
事
日
は
休
止

通
年

荘
厳
、宗
派
行
事
日
は
休
止

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

視
聴
覚
ホ
ー
ル
等

真
宗
本
廟
参
拝
者

報
恩
講
法
話

御
正
忌
報
恩
講
に
参
拝
さ
れ
た
方
を
対
象
に
法
話
を
行
う
。

御
正
忌
報
恩
講
期
間
中

御
正
忌
報
恩
講
期
間
中

御
正
忌
報
恩
講
期
間
中

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

御
影
堂

真
宗
本
廟
参
拝
者

彼
岸
会
法
話

春
季
・
秋
季
の
彼
岸
会
に
参
拝
さ
れ
た
方
を
対
象
に
法
話
を
行
う
。

春
季
・
秋
季
彼
岸
会
中

春
季
・
秋
季
彼
岸
会
中

春
季
・
秋
季
彼
岸
会
中

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

御
影
堂

真
宗
本
廟
参
拝
者

暁
天
講
座

夏
季
の
早
朝
に
、
広
く
一
般
に
開
か
れ
た
場
と
し
て
真
宗
の
教
え
に
ふ
れ

て
い
た
だ
く
機
縁
と
な
る
こ
と
を
願
い
開
催
す
る
。

2023年
8月
1日
～
5日

午
前
6時
30分

	 ～
7時
30分

2024年
8月
1日
～
5日

午
前
6時
30分

	 ～
7時
30分

2025年
8月
1日
～
5日

午
前
6時
30分

	 ～
7時
30分

大
谷
祖
廟

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
谷
祖
廟
本
堂

大
谷
祖
廟
・
東
大
谷
墓
地
参
拝
者

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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お
盆
法
要
法
話

万
灯
会
期
間
中
、「
亡
き
方
」
を
縁
に
真
宗
の
教
え
を
聴
聞
す
る
場
と
し
て
、

法
要
後
に
法
話
を
行
う
。

2023年
8月
14日

～
16日

午
後
7時
～
7時
40分

2024年
8月
14日

～
16日

午
後
7時
～
7時
40分

2025年
8月
14日

～
16日

午
後
7時
～
7時
40分

大
谷
祖
廟

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
谷
祖
廟
本
堂

大
谷
祖
廟
・
東
大
谷
墓
地
参
拝
者

	大
谷
祖
廟

定
例
法
話

「
亡
き
方
」
を
縁
に
参
拝
さ
れ
る
方
に
対
し
、
真
宗
の
教
え
に
出
遇
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
い
と
し
、
永
代
経
法
要
後
、
法
話
を
行
う
。

毎
月
13日

・
28日

（
8月
13日

・
9月
28日

・
11月

28日
・
12月

28日
は

休
会
）

毎
月
13日

・
28日

（
8月
13日

・
9月
28日

・
11月

28日
・
12月

28日
は

休
会
）

毎
月
13日

・
28日

（
8月
13日

・
9月
28日

・
11月

28日
・
12月

28日
は

休
会
）

大
谷
祖
廟

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
谷
祖
廟
本
堂

大
谷
祖
廟
参
拝
者

永
代
経
申
込
者

（
各
10
～
30名

程
度
）

し
ん
ら
ん
交
流
館

定
例
法
話

総
会
所
法
話
の
歴
史
と
意
義
を
承
継
し
、
広
く
一
般
に
開
か
れ
た
場
と
し

て
真
宗
の
教
え
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
機
縁
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
真
宗
本

廟
教
化
教
導
に
よ
る
法
話
の
場
を
開
く
。

通
年

休
会
：
休
館
日

通
年

休
会
：
休
館
日

通
年

休
会
：
休
館
日

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

す
み
れ
の
間

僧
侶
・
門
徒
・
一
般

東
本
願
寺

日
曜
講
演

し
ん
ら
ん
交
流
館
の
定
例
講
演
と
し
て
、
毎
週
日
曜
日
に
各
分
野
の
講
師

を
招
聘
し
、
一
般
市
民
と
共
に
真
宗
の
教
法
を
聞
く
場
と
し
て
開
催
す
る
。

毎
週
日
曜
日

年
末
年
始
・
交
流
館
行
事

日
を
除
く

毎
週
日
曜
日

年
末
年
始
・
交
流
館
行
事

日
を
除
く

毎
週
日
曜
日

年
末
年
始
・
交
流
館
行
事

日
を
除
く

教
学
研
究
所

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

大
谷
ホ
ー
ル

一
般

親
鸞
聖
人

讃
仰
講
演
会

御
正
忌
報
恩
講
を
機
縁
に
、
親
鸞
聖
人
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
本
願
念
仏

の
教
法
を
共
に
聴
聞
す
る
場
と
し
て
開
催
す
る
。

11月
26日

～
28日

11月
26日

～
28日

11月
26日

～
28日

教
学
研
究
所

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

大
谷
ホ
ー
ル

一
般

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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真
宗
本
廟
奉
仕

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

一
般
奉
仕
団

御
真
影
に
真
向
か
い
、
聞
法
・
座
談
・
奉
仕
を
通
し
て
、
真
宗
門
徒
の
生

活
を
習
う
。

	・
	日
程
中
に
、
帰
敬
式
の
受
式
や
真
宗
本
廟
収
骨
、
大
谷
祖
廟
納
骨
、
御

旧
跡
参
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

	・
	希
望
に
よ
り
、
真
宗
本
廟
で
遊
ぶ
こ
と
を
日
程
の
中
心
と
す
る
「
子
ど

も
た
ち
の
真
宗
本
廟
奉
仕
！
」
を
受
け
入
れ
る
。

2泊
3日
ま
た
は
1泊
2日

※
入
館
日
は
同
朋
会
館

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随

時
公
開
　
　
　
　

2泊
3日
ま
た
は
1泊
2日

※
入
館
日
は
同
朋
会
館

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随

時
公
開
　
　
　
　

2泊
3日
ま
た
は
1泊
2日

※
入
館
日
は
同
朋
会
館

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随

時
公
開
　
　
　
　

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

原
則
5名
以
上
の
団
体
と
す
る
。
寺

院
・
教
会
、
別
院
、
門
徒
会
等
に
よ

る
奉
仕
団

推
進
員
教
習

（
後
期
教
習
）

寺
院
・
教
会
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
同
朋
の
会
を
支
え
る
推
進
員
の
誕
生

を
願
い
「
同
朋
の
会
推
進
講
座
」
と
し
て
実
施
す
る
。
各
教
区
・
組
に
お

け
る
前
期
教
習
を
経
て
、
真
宗
本
廟
に
お
い
て
後
期
教
習
を
行
う
。

2泊
3日

※
入
館
日
は
一
般
奉
仕
団

の
入
館
日
に
準
ず
る

2泊
3日

※
入
館
日
は
一
般
奉
仕
団

の
入
館
日
に
準
ず
る

2泊
3日

※
入
館
日
は
一
般
奉
仕
団

の
入
館
日
に
準
ず
る

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

前
期
教
習
を
受
講
済
の
5名
以
上
の

団
体

真
宗
本
廟

お
み
が
き
奉
仕
団

真
宗
本
廟
内
の
仏
具
の
お
み
が
き
を
日
程
の
中
心
と
し
て
、
聞
法
・
奉
仕

す
る
。

2023年
7月
4日
～
6日

11月
1日
～
3日

2024年
3月
7日
～
9日

※
1泊
2日
も
可
能

2024年
7月
1日
～
3日

10月
30日

～
11月

1日
2025年

3月
2日
～
4日

※
1泊
2日
も
可
能

2025年
7月
1日
～
3日

11月
9日
～
11日

2026年
3月
2日
～
4日

※
1泊
2日
も
可
能

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

僧
侶
・
門
徒
・
一
般

真
宗
本
廟

報
恩
講
奉
仕
団

真
宗
本
廟
報
恩
講
の
法
要
参
拝
を
日
程
の
中
心
と
し
て
、
聞
法
・
奉
仕
す
る
。
2023年11月

20日
～
22日

11月
24日

～
26日

11月
27日

～
29日

※
1泊
2日
も
可
能

2024年11月
20日

～
22日

11月
24日

～
26日

11月
27日

～
29日

※
1泊
2日
も
可
能

2025年11月
20日

～
22日

11月
24日

～
26日

11月
27日

～
29日

※
1泊
2日
も
可
能

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

僧
侶
・
門
徒
・
一
般

真
宗
本
廟

お
煤
払
い
奉
仕
団

御
影
堂
の
お
煤
払
い
（
12/20）

を
日
程
の
中
心
と
し
て
、
聞
法
・
奉
仕
す
る
。
2023年12月

19日
～
21日

※
1泊
2日
も
可
能

2024年12月
19日

～
21日

※
1泊
2日
も
可
能

2025年12月
19日

～
21日

※
1泊
2日
も
可
能

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

僧
侶
・
門
徒
・
一
般
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真
宗
本
廟

子
ど
も
奉
仕
団

「
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
聞
い
て
、と
も
に
同
朋（
と
も
だ
ち
）と
し
て
生
活
を

す
る
」
を
趣
旨
と
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
友
だ
ち
と
の
同
朋
会
館
で
の

生
活
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
存
在
に
出
あ
い
な
お
す
。

休
止

2024年7月
25日

～
26日

7月
28日

～
30日

2025年7月
25日

～
27日

7月
29日

～
30日

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

小
学
4
～
6年
生
（
各
回
定
員
80名

）

真
宗
本
廟

中
学
生
・
高
校
生

奉
仕
団

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
中
学
生
・
高
校
生
が
、
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
仏

さ
ま
の
お
話
、
語
り
合
い
、
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て
、
自
身
の
あ
り
方

を
確
か
め
あ
う
。

2023年
8月
7日
～
9日

2024年
8月
7日
～
9日

2025年
8月
7日
～
9日

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

中
学
生
・
高
校
生
（
定
員
30名

）

声
明
作
法
お
稽
古
奉
仕
団

「
声
明
を
通
し
た
聞
法
」
を
テ
ー
マ
に
、
声
明
作
法
の
行
儀
習
得
の
確
か
め

を
日
程
の
中
心
と
し
て
、
聞
法
・
奉
仕
す
る

2025年
6月
9日
～
10日

未
定

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

僧
侶
（
個
人
参
加
可
能
）

各
種
研
修名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

東
本
願
寺

参
拝
案
内

東
本
願
寺
を
訪
れ
る
門
徒
・
一
般
を
対
象
と
し
て
、
両
堂
参
拝
を
中
心
と

し
た
案
内
を
行
い
、
真
宗
本
廟
の
歴
史
や
親
鸞
聖
人
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ

た
教
え
に
ふ
れ
る
機
縁
と
す
る
。

通
年

荘
厳
、宗
派
行
事
日
は
休
止

通
年

荘
厳
、宗
派
行
事
日
は
休
止

通
年

荘
厳
、宗
派
行
事
日
は
休
止

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

門
徒
・
一
般

真
宗
本
廟
教
化
教
導

研
修
会

真
宗
本
廟
教
化
教
導
の
学
び
の
場
及
び
真
宗
本
廟
に
て
法
話
を
す
る
際
の

課
題
を
共
有
す
る
場
と
し
て
発
令
初
年
度
に
開
催
す
る
。

2024年
3月
5日

休
止

未
定

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

真
宗
本
廟
教
化
教
導

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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同
朋
会
館
教
導
・

補
導
合
同
研
修
会

同
朋
会
運
動
の
中
心
施
策
で
あ
る
真
宗
本
廟
奉
仕
を
担
当
す
る
同
朋
会
館

教
導
・
嘱
託
補
導
が
、
自
ら
真
宗
本
廟
奉
仕
の
生
活
を
通
し
て
、
本
廟
奉

仕
の
願
い
を
確
か
め
合
う
。

2024年
2月
14日

～
16日

2025年
2月
18日

～
20日

2026年
2月

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

同
朋
会
館
教
導
・
嘱
託
補
導

同
朋
会
館
嘱
託
補
導

奉
仕
研
修

真
宗
本
廟
奉
仕
を
担
当
す
る
嘱
託
補
導
が
、
本
廟
奉
仕
の
生
活
の
基
本
を

共
に
学
ぶ
。

①
2024年

1月
23日

～
25日

②
2024年

2月
18日

～
20日

③
2024年

3月
15日

～
17日

④
2024年

4月
19日

～
21日

⑤
2024年

5月
11日

～
13日

⑥
2024年

6月
17日

～
19日

①
2025年

1月
21日

～
23日

②
2025年

2月
1日
～
3日

③
2025年

3月
7日
～
9日（
中
止
）

④
2025年

3月
12日

～
14日

⑤
2025年

4月
23日

～
25日

⑥
2025年

5月
22日

～
24日

⑦
2025年

6月
9日
～
11日

⑧
2025年

6月
13日

～
15日（中止）

2026年
1月
（
予
定
）

※
新
任
を
対
象
と
す
る

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

嘱
託
補
導

教
師
修
練
ス
タ
ッ
フ

事
前
研
修
会

教
師
修
練
の
実
施
に
向
け
、
修
練
生
と
向
き
合
う
姿
勢
を
確
か
め
、
修
練

ス
タ
ッ
フ
自
身
の
研
鑚
を
図
る
。

2023年
12月

（
2023年

度
下
半
期
教
師
修
練
）

2024年
6月

（
2024年

度
上
半
期
教
師
修
練
）

1泊
2日

2024年
12月

（
2024年

度
下
半
期
教
師
修
練
）

2025年
6月

（
2025年

度
上
半
期
教
師
修
練
）

1泊
2日

2025年
12月

（
2025年

度
下
半
期
教
師
修
練
）

2026年
6月

（
2026年

度
上
半
期
教
師
修
練
）

1泊
2日

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

研
修
道
場
・
和
敬
堂

指
導
・
指
導
補
・
課
題
別
講
師

真
宗
教
育
研
修
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
の
教
員
が
、
講
義
・
協
議
・
研
究
授
業

な
ど
を
通
し
研
鑚
を
重
ね
、
各
加
盟
校
に
お
け
る
真
宗
教
育
の
学
び
を
深

め
る
。
加
盟
高
等
学
校
持
ち
回
り
で
開
催
す
る
。（
2泊
3日
）

2023年
9月
28日

～
30日

当
番
校
：
	飯
田
女
子
高
等

学
校

2024年
11月

14日
～
16日

当
番
校
：
	名
古
屋
大
谷
高

等
学
校

2025年
8月
27日

～
29日

当
番
校
：
	函
館
大
谷
高
等

学
校

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

当
番
校

加
盟
小
中
高
教
職
員

学
長
・
校
長

研
究
協
議
会

建
学
の
精
神
に
基
づ
く
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
の
学
長
・
校
長
に
よ
る
協
議
会
。
学
校
連

合
会
の
理
事
会
・
総
会
と
併
催
す
る
。

2023年
10月

26日
2024年

9月
19日

2025年
10月

3日
教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

宗
務
所

加
盟
学
長
・
校
長

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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学
長
協
議
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
大
学
・
短
期
大
学
（
部
）
の
学
長
が
一
同

に
会
し
、
協
議
研
鑚
・
情
報
交
換
を
行
う
。
隔
年
で
大
学
研
修
会
と
併
催

の
年
と
学
校
連
合
会
の
理
事
会
・
総
会
と
併
催
の
年
が
あ
る
。

2023年
7月
7日

大
学
研
修
会
と
併
催

2024年
9月
20日

理
事
会
・
総
会
と
併
催

2025年
7月
11日

～
12日

大
学
研
修
会
と
併
催

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

宗
務
所

大
学
研
修
会
当
番
校

加
盟
大
学
・
短
期
大
学
（
部
）

学
長

大
学
研
修
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
の
大
学
長
・
職
員
を
対
象
と
す
る
研
修
会
。

大
学
間
の
連
携
強
化
な
ら
び
に
真
宗
教
育
の
充
実
を
目
的
と
し
て
、
加
盟

大
学
持
ち
回
り
に
よ
り
隔
年
開
催
す
る
。

2023年
7月
7日
～
8日

当
番
校
：
名
古
屋
造
形
大
学

休
止

2025年
7月
11日

～
12日

当
番
校
：
	函
館
大
谷
短
期

大
学

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

当
番
校

加
盟
大
学
長

テ
ー
マ
に
応
じ
た
担
当
教
職
員

校
長
協
議
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
小
・
中
・
高
等
学
校
の
校
長
が
一
同
に
会
し
、

協
議
研
鑚
・
情
報
交
換
を
行
う
。
隔
年
で
単
独
開
催
の
年
と
学
校
連
合
会

の
理
事
会
・
総
会
と
併
催
の
年
が
あ
る
。

2023年
10月

27日
理
事
会
・
総
会
と
併
催

2025年
6月
27日

～
28日

2025年
10月

4日
理
事
会
・
総
会
と
併
催

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

宗
務
所

加
盟
小
中
高
校
長

新
任
教
職
員
研
修
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
の
新
任
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
。

真
宗
本
廟
で
の
生
活
を
通
し
て
、
各
校
に
共
通
す
る
建
学
の
精
神
、
ま
た

そ
の
礎
と
な
る
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
学
ぶ
。（
2泊
3日
）

2023年
7月
28日

～
30日

2024年
7月
28日

～
30日

2025年
7月
28日

～
30日

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
研
修
道
場

加
盟
校
新
任
教
職
員

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部



真　　　　宗61　2025年（令和 7年）7月

学
長
協
議
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
大
学
・
短
期
大
学
（
部
）
の
学
長
が
一
同

に
会
し
、
協
議
研
鑚
・
情
報
交
換
を
行
う
。
隔
年
で
大
学
研
修
会
と
併
催

の
年
と
学
校
連
合
会
の
理
事
会
・
総
会
と
併
催
の
年
が
あ
る
。

2023年
7月
7日

大
学
研
修
会
と
併
催

2024年
9月
20日

理
事
会
・
総
会
と
併
催

2025年
7月
11日

～
12日

大
学
研
修
会
と
併
催

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

宗
務
所

大
学
研
修
会
当
番
校

加
盟
大
学
・
短
期
大
学
（
部
）

学
長

大
学
研
修
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
の
大
学
長
・
職
員
を
対
象
と
す
る
研
修
会
。

大
学
間
の
連
携
強
化
な
ら
び
に
真
宗
教
育
の
充
実
を
目
的
と
し
て
、
加
盟

大
学
持
ち
回
り
に
よ
り
隔
年
開
催
す
る
。

2023年
7月
7日
～
8日

当
番
校
：
名
古
屋
造
形
大
学

休
止

2025年
7月
11日

～
12日

当
番
校
：
	函
館
大
谷
短
期

大
学

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

当
番
校

加
盟
大
学
長

テ
ー
マ
に
応
じ
た
担
当
教
職
員

校
長
協
議
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
小
・
中
・
高
等
学
校
の
校
長
が
一
同
に
会
し
、

協
議
研
鑚
・
情
報
交
換
を
行
う
。
隔
年
で
単
独
開
催
の
年
と
学
校
連
合
会

の
理
事
会
・
総
会
と
併
催
の
年
が
あ
る
。

2023年
10月

27日
理
事
会
・
総
会
と
併
催

2025年
6月
27日

～
28日

2025年
10月

4日
理
事
会
・
総
会
と
併
催

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

宗
務
所

加
盟
小
中
高
校
長

新
任
教
職
員
研
修
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
の
新
任
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
。

真
宗
本
廟
で
の
生
活
を
通
し
て
、
各
校
に
共
通
す
る
建
学
の
精
神
、
ま
た

そ
の
礎
と
な
る
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
学
ぶ
。（
2泊
3日
）

2023年
7月
28日

～
30日

2024年
7月
28日

～
30日

2025年
7月
28日

～
30日

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
研
修
道
場

加
盟
校
新
任
教
職
員

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

保
育
心
理
士

養
成
講
座

真
宗
保
育
実
践
の
基
幹
事
業
と
し
て
保
育
者
が
心
理
学
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
等
を
体
系
的
に
学
習
し
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
や
子
育
て
中
の
保
護

者
に
寄
り
添
う
保
育
の
専
門
家
「
保
育
心
理
士
」
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
す
る
。

2025年
度

（
1）
京
都
会
場

（
2）
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

2023年
7月

2024年
6月

2024年
7月
～
12月

2025年
7月
～
12月

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

（
1）
宗
務
所
・
し
ん
ら
ん
交
流
館

（
2）
オ
ン
ラ
イ
ン

保
育
従
事
者
他

（
各
会
場
定
員
未
定
）

新
任
保
育
者
研
修
会

大
谷
保
育
協
会
加
盟
園
等
の
新
任
保
育
者
が
真
宗
本
廟
に
集
い
、
真
宗
保

育
の
願
い
を
学
ぶ
と
と
も
に
、「
真
宗
保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
触
れ
、
自

己
の
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
。

2023年
10月

27日
～
29日

2024年
10月

24日
～
26日

2025年
9月
24日

～
26日

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

宗
務
所
・

大
谷
大
学
湖
西
キ
ャ
ン
パ
ス

新
任
保
育
者

（
定
員
20名

）

保
育
心
理
研
究
会

保
育
心
理
学
会
の
設
立
を
視
野
に
入
れ
た
学
術
研
究
の
土
壌
育
成
と
し
て
、

子
ど
も
と
保
護
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
学
び
、
保
育
現
場
に
お
け

る
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
。

2024年
1月
28日

2025年
2月
2日

2026年
1月

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
谷
大
学

保
育
心
理
士

（
定
員
200～

300名
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

研
修
会

大
谷
保
育
協
会
加
盟
園
等
の
保
育
従
事
者
を
対
象
に
、『
真
宗
保
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
日
々
の
保
育
現
場
に
お
け
る
真
宗
保

育
を
実
践
的
に
学
ぶ
研
修
を
開
催
す
る
。

2024年
5月
25日

2025年
6月
25日

～
26日

2026年
5月

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

未
定

保
育
従
事
者
（
定
員
：
未
定
）

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部



真　　　　宗 2025年（令和 7年）7月　62

主
任
・
中
堅

保
育
者
研
修
会

大
谷
保
育
協
会
加
盟
園
等
の
主
任
・
中
堅
保
育
者
が
研
修
を
通
し
て
自
ら

の
保
育
を
振
り
返
り
、
真
宗
保
育
の
課
題
を
語
り
合
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
す
る
。

2024年
6月
14日

～
16日

2025年
6月
13日

～
15日

2026年
6月

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

未
定

主
任
・
中
堅
保
育
者

（
保
育
経
験
5年
以
上
）

（
定
員
：
未
定
）

仏
教
保
育
大
学
講
座

真
宗
大
谷
派
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
高
田
派
、
真
宗
佛
光
寺
派
、

真
宗
興
正
派
の
合
同
で
行
う
仏
教
保
育
の
基
本
講
座
。
講
義
・
班
別
討
議

を
中
心
と
し
て
3泊
4日
で
開
催
す
る
。

2023年
8月
1日
～
4日

2024年
8月
1日
～
4日

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
担
当
）
2025年

8月
1日
～
4日

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
他

2年
目
以
上
の
保
育
従
事
者

（
定
員
72名

）

全
国
真
宗
保
育
研
修
大
会

2年
に
一
度
、
大
谷
保
育
協
会
が
取
り
組
ん
だ
学
び
の
総
括
と
し
て
、
保
育

関
係
者
が
一
同
に
会
し
、
全
国
研
修
大
会
と
し
て
開
催
す
る
。

─
2025年

5月
10日

当
番
連
区
：
東
日
本
連
区

─
教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

当
番
連
区

設
置
者
・
園
長
・
保
育
者

250名
（
予
定
）

真
宗
保
育
研
究
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
大
学
・
短
期
大
学
（
部
）
の
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
養
成
に
関
わ
る
教
職
員
が
、
大
谷
保
育
協
会
加
盟
園
の
保
育
者

と
と
も
に
「
真
宗
保
育
」
の
理
念
を
学
び
、
と
も
に
「
真
宗
保
育
」
の
具

現
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
真
宗
の
み
教
え
に
基
づ
く
幼
年
教
化
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
願
い
と
し
て
開
催
す
る
。
2022年

度
か
ら
は
、
加
盟
大
学
・

短
期
大
学
（
部
）
の
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
養
成
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
2025年

度
完
成
予
定
）。

2024年
3月
14日

2025年
3月
13日

未
定

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

宗
務
所

加
盟
大
学
・
短
期
大
学
（
部
）
の
保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
養
成
に
関
わ
る

学
科
長
（
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る

教
員
）
及
び
担
当
教
員

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部



真　　　　宗63　2025年（令和 7年）7月

事
務
職
員
研
修
会

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
の
事
務
職
員
を
対
象
と
す
る
研
修
会
。

建
学
の
精
神
へ
の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
に
基
づ
く
教
育
支
援
の
意
識
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
毎
年
異
な
る
テ
ー
マ
と
対
象
を
定
め
て
開

催
す
る
。

①
2024年

1月
26日

②
2024年

5月
17日

2025年
6月
20日

～
21日

未
定

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

宗
務
所
・
他

加
盟
学
園
・
小
中
高
・
大
学
・

短
期
大
学
（
部
）
の
事
務
職
員

大
谷
大
学
教
化
学
演
習

一
泊
研
修
会

真
宗
大
谷
派
教
師
課
程
の
履
修
に
あ
た
り
、
前
期
修
練
の
前
段
階
と
し
て
、

教
師
修
練
に
則
し
た
日
程
で
1泊
2日
の
研
修
を
行
う
。

①
2024年

5月
25日

～
26日

②
2024年

6月
1日
～
2日

①
2025年

5月
24日

～
25日

②
2025年

6月
7日
～
8日

2026年
5月
～
6月

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
・
研
修
道
場

大
谷
大
学

真
宗
大
谷
派
教
師
課
程
履
修
者

真
宗
大
谷
派

教
誨
師
・
篤
志
面
接

委
員
会
研
修
会

「
真
宗
の
教
誨
」
を
テ
ー
マ
に
、毎
年
本
山
と
地
方
（
連
区
）
で
交
互
に
開
催
。

地
方
開
催
時
に
は
現
地
の
施
設
見
学
等
も
併
せ
て
開
催
す
る
。（
1泊
2日
）

2024年
5月
7日
～
8日

当
番
連
区
：
東
日
本
連
区

2025年
5月
8日
～
9日

真
宗
本
廟

2026年
4月
23日

～
24日

当
番
連
区
：
九
州
教
区

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
・
当
番
連
区

真
宗
大
谷
派
教
誨
師
・

篤
志
面
接
委
員
会
会
員

真
宗
大
谷
派
保
護
司
会

全
国
研
修
会

会
員
間
の
交
流
・
研
鑚
を
通
し
て
、
真
宗
大
谷
派
の
保
護
司
と
し
て
の
姿

勢
を
確
か
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
3年
に
1回
開
催
す
る
。

休
止

2025年
5月
21日

休
止

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

真
宗
大
谷
派
保
護
司
会
会
員

元
気
な

お
寺
づ
く
り
講
座

僧
侶
と
門
徒
が
協
力
し
て
寺
院
の
教
化
事
業
を
考
え
る
「
計
画
書
」
を
作

成
す
る
講
座
を
実
施
す
る
。
組
や
地
域
、
有
縁
の
数
ヵ
寺
等
、
寺
院
の
要

請
に
応
じ
て
寺
院
活
性
化
支
援
員
が
出
向
く
。
講
座
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
中
心
に
、
寺
院
の
特
性
や
状
況
を
多
角
的
に
捉
え
、
継
続
性
の
あ
る

活
動
を
創
出
し
て
い
く
。

随
時

随
時

随
時

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

応
相
談

開
催
：
教
区
・
組
・
寺
院
等

参
加
：
寺
族
と
門
徒
の
ペ
ア

　
　
　
も
し
く
は
チ
ー
ム
　

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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お
寺
に
寄
り
添
う

講
師
派
遣

過
疎
・
過
密
地
域
寺
院
の
取
り
組
み
と
し
て
、
寺
院
活
性
化
支
援
員
を
派

遣
し
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
後
、
目
的
に
沿
っ
て
企
画
調
整
局
員
や
教
学

研
究
所
・
解
放
運
動
推
進
本
部
・
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
を
講
師

と
し
て
派
遣
す
る
。
派
遣
先
の
教
区
等
と
連
携
し
て
行
う
。

随
時

随
時

随
時

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

過
疎
・
過
密
地
域
の

組
・
寺
院
・
教
会
　

僧
侶
・
門
徒
・
一
般

寺
院
活
性
化
支
援
員

講
習

寺
院
の
教
化
事
業
の
組
み
立
て
方
、
過
疎
・
過
密
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

機
会
創
出
、
青
少
幼
年
教
化
の
場
づ
く
り
等
の
支
援
活
動
に
必
要
な
知
識

や
手
法
を
有
し
た
寺
院
活
性
化
支
援
員
養
成
の
た
め
の
講
習
を
実
施
す
る
。

随
時

随
時

随
時

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館
・

教
務
所
他

真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
及
び

教
区
寺
院
活
性
化
支
援
員
の
候
補
者

文
書
伝
道
セ
ミ
ナ
ー

寺
報
や
寺
院
の
掲
示
板
・
チ
ラ
シ
等
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
講
習
を
実
施

す
る
。

随
時

随
時

随
時

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

応
相
談

僧
侶

お
寺
の
会
計
入
門

兼
職
さ
れ
て
い
る
寺
院
な
ど
を
主
な
対
象
と
し
た
、
寺
院
が
年
間
に
行
う

基
礎
的
な
会
計
処
理
を
学
ぶ
動
画
を
作
製
し
配
信
す
る
。

未
定

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

僧
侶

お
寺
で
活
き
る

傾
聴
セ
ミ
ナ
ー

相
手
を
受
容
し
て
聴
く
「
傾
聴
」
の
観
点
か
ら
、
自
身
の
対
話
力
を
身
に

付
け
、
関
係
性
を
開
く
場
を
創
出
す
る
た
め
の
講
習
を
実
施
す
る
。

随
時

随
時

随
時

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

オ
ン
ラ
イ
ン

僧
侶

「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に

関
す
る
教
区
説
明
会

「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
を
教
区
・
組
へ
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
願
い
と
し
て
、「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に
関
し
て
、
水
平
社
創
立
以
来
の

課
題
を
学
ぶ
ス
ラ
イ
ド
を
活
用
し
、
内
容
を
各
教
区
へ
出
向
い
て
説
明
す
る
。

当
該
教
区
と
調
整

当
該
教
区
と
調
整

当
該
教
区
と
調
整

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

各
教
区
と
調
整

教
区
教
化
委
員

組
長
・
組
門
徒
会
長
等

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に

関
す
る
教
区
学
習
会

「
是
旃
陀
羅
」
問
題
学
習
テ
キ
ス
ト
『
御
同
朋
を
生
き
る
』
を
活
用
し
た
、『
仏

説
観
無
量
寿
経
』
序
分
を
正
確
に
読
み
直
す
学
び
の
場
と
す
る
。

当
該
教
区
と
調
整

当
該
教
区
と
調
整

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

各
教
区
と
調
整

僧
侶

教
区
教
化
委
員
等

「
是
旃
陀
羅
」
問
題

学
習
テ
キ
ス
ト
講
習
会

教
区
・
組
で
の
「
是
旃
陀
羅
」
問
題
の
継
続
的
な
学
び
を
推
進
す
る
人
を

対
象
に
、
テ
キ
ス
ト
の
要
点
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

2025年
2月
4日
～
6日

3月
10日

～
12日

4月
15日

～
17日

2025年
9月
17日

～
19日

2026年
2月
18日

～
20日

4月
14日

～
16日

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

教
師

女
性
室
公
開
講
座

男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
を
目
指
す
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
「
女
た

ち
・
男
た
ち
」
の
歴
史
と
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
。
各
教
区
に
性
差

別
の
課
題
克
服
に
取
り
組
む
機
関
の
設
置
を
願
い
、
教
区
を
巡
回
し
て
開

催
す
る
。

当
該
教
区
と
調
整

当
該
教
区
と
調
整

休
止

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

各
教
区
施
設

指
定
教
区
内
僧
侶
及
び
門
徒

真
宗
女
性
僧
侶
の
集
い

女
性
住
職
の
み
な
ら
ず
、
女
性
僧
侶
に
関
わ
る
課
題
を
共
有
す
る
。

「
女
性
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
悩
み
や
視
点
な
ど
を
語
り
合
う
場
を
持
ち
、

女
性
が
安
心
し
て
法
務
に
携
わ
り
、
の
び
の
び
と
教
団
に
関
わ
っ
て
い
け

る
よ
う
な
情
報
交
換
の
場
と
な
る
こ
と
を
願
い
開
催
す
る
。

対
面
：
2023年

10月
 　

		2日
～
3日

W
eb：

2024年
2月
13日

対
面
：
2024年

10月
　
　
　
7日
～
8日

W
eb：

2025年
2月
14日

対
面
：
2025年

秋
頃

W
eb：

2026年
2月
頃

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

法
務
に
た
ず
さ
わ
る
女
性

（
定
員
未
定
）

女
性
会
議

教
団
史
（
女
性
史
）
や
現
代
の
課
題
を
学
び
、
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教

団
の
実
現
に
向
け
た
諸
課
題
に
つ
い
て
論
議
を
深
め
る
場
と
し
て
開
催
す

る
。
教
区
・
組
・
寺
院
に
お
い
て
学
習
の
場
を
開
く
機
縁
と
す
る
。

2024年
4月
23日

～
24日

2025年
5月
15日

～
16日

2026年
春
頃

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

僧
侶
・
門
徒
・
一
般
（
定
員
未
定
）

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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男
女
両
性
で
形
づ
く
る

教
団
を
め
ざ
す
協
議
会

各
教
区
の
教
化
委
員
等
の
代
表
者
が
参
集
し
、
女
性
室
ス
タ
ッ
フ
と
の
交

流
や
教
区
間
の
情
報
交
換
を
行
う
場
と
し
て
開
催
す
る
。
女
性
室
公
開
講

座
終
了
後
の
各
教
区
に
お
け
る
歩
み
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
性
差
別
問

題
に
取
り
組
む
委
員
会
が
未
設
置
、
ま
た
は
委
員
会
の
活
動
が
停
滞
し
て

い
る
教
区
に
対
し
て
支
援
す
る
。

2024年
5月
21日

2025年
1月
29日

2026年
1月
頃

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

教
区
教
化
委
員
他

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

に
関
す
る
懇
談
会

真
宗
大
谷
派
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
（「
ハ
ン
セ
ン
懇
」。

1996年
発
足
）
の
委
員
に
よ
る
研
修
及
び
交
流
、
課
題
の
抽
出
を
行
う
。

随
時

随
時

随
時

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

宗
務
機
関
も
し
く
は
各
療
養
所

「
ハ
ン
セ
ン
懇
」
委
員

部
落
差
別
問
題
等

に
関
す
る
協
議
会

「
是
旃
陀
羅
」
の
課
題
に
つ
い
て
、
全
宗
門
的
な
課
題
共
有
の
た
め
に
、
教

区
に
お
い
て
教
化
事
業
や
解
放
運
動
に
携
わ
る
責
任
者
の
出
席
の
も
と
、

施
策
案
の
伝
達
と
意
見
交
換
を
行
う
。

2023年
12月

8日
2024年

12月
6日

2025年
12月

5日
解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

教
区
教
化
委
員
他

御
正
忌
報
恩
講
讃
仰
法
要

（
音
楽
法
要
）
研
修
会

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
を
縁
と
し
て
新
実
徳
英
氏
に
よ
り
作

曲
さ
れ
た
音
楽
法
要
曲
の
習
礼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
朋
唱
和
に
よ
り
僧

俗
共
に
お
勤
め
す
る
こ
と
の
意
義
を
確
か
め
、
御
正
忌
報
恩
講
讃
仰
法
要

（
音
楽
法
要
）
を
お
勤
め
す
る
。

2023年
11月

20日
～
21日

2024年
11月

20日
～
21日

2025年
11月

20日
～
21日

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

真
宗
大
谷
派
合
唱
連
盟
等

（
定
員
50名

）

親
鸞
聖
人
御
誕
生
会

（
音
楽
法
要
）
研
修
会

松
下
眞
一
氏
に
よ
り
作
曲
さ
れ
た
音
楽
法
要
曲
の
習
礼
を
行
う
と
と
も
に
、

真
宗
の
学
習
を
通
し
て
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
ふ
れ
、
宗
祖
の
御
誕
生
会
（
音

楽
法
要
）
を
お
勤
め
す
る
。

2024年
3月
30日

～
4月
1日

2025年
3月
30日

～
4月
1日

2026年
3月
30日

～
4月
1日

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

真
宗
大
谷
派
合
唱
連
盟
等

（
定
員
50名

）

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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非
戦
・
平
和

沖
縄
研
修
会

地
上
戦
を
経
験
し
た
沖
縄
の
地
で
、
講
義
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し

て
戦
争
の
実
態
を
知
り
、
非
戦
・
平
和
を
考
え
る
。

2024年
4月
23日

～
25日

2025年
4月
22日

～
24日

2026年
4月

組
織
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

沖
縄
別
院

沖
縄
本
島
各
地

一
般

（
定
員
30名

）

青
少
幼
年
教
化

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

花
ま
つ
り

子
ど
も
の
つ
ど
い

in大
谷
祖
廟

釈
尊
、
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
を
祝
う
御
仏
事
と
し
て
開
催
。
期
間
中
は
色

と
り
ど
り
の
お
花
を
飾
っ
た
花
御
堂
を
設
置
。
あ
わ
せ
て
「
子
ど
も
の
つ

ど
い
in大
谷
祖
廟
」
を
開
催
す
る
。

2024年
4月
1日
～
8日

2025年
4月
1日
～
8日

2026年
4月
1日
～
8日

大
谷
祖
廟

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
谷
祖
廟
本
堂
前

大
谷
祖
廟
庫
裡

大
谷
祖
廟
参
拝
者

（
小
学
生
以
下
）

生
徒
の
つ
ど
い

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
中
学
・
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
が
他

校
生
徒
と
と
も
に
講
義
・
座
談
等
を
通
し
て
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
建

学
の
精
神
と
す
る
学
校
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
。（
2泊
3日
）

2024年
3月
30日

～
4月
1日

2025年
3月
30日

～
4月
1日

2026年
3月
30日

～
4月
1日

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
・
同
朋
会
館

加
盟
中
学
高
校
生
徒

引
率
教
員

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会

加
盟
校
本
山
研
修

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
が
1泊
2日
の
宿

泊
研
修
を
行
う
。（
講
話
、
座
談
、
声
明
練
習
、
清
掃
奉
仕
等
）

光
華
小
／
京
都
光
華
中
／
大
谷
中
（
大
阪
）
／
京
都
光
華
高
／
名
古
屋
大

谷
高
／
豊
田
大
谷
高
／
飯
田
女
子
高
／
伊
那
西
高
／
小
松
大
谷
高
／
稚
内

大
谷
高
／
同
朋
大
（
仏
教
学
科
・
別
科
専
修
）

通
年

通
年

通
年

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

各
校
で
定
め
る

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会

加
盟
校
本
山
参
拝

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
を
対
象
と
し
、

日
帰
り
の
参
拝
を
行
う
。（
参
拝
式
、
諸
殿
拝
観
等
）

光
華
小
／
大
谷
中
（
京
都
）
／
京
都
光
華
中
／
大
成
中
／
大
谷
高
（
京
都
）

／
京
都
光
華
高
／
大
谷
高
（
大
阪
）
／
東
大
谷
高
／
同
朋
高
／
愛
知
啓
成

高
／
大
成
高
／
函
館
大
谷
高
／
帯
広
大
谷
高
／
北
海
道
大
谷
室
蘭
高
／
稚

内
大
谷
校
／
大
谷
大
学
／
京
都
光
華
女
子
大

通
年

通
年

通
年

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
・
同
朋
会
館

各
校
で
定
め
る

	真
宗
本
廟

子
ど
も
奉
仕
団

ス
タ
ッ
フ
事
前

研
修
会

真
宗
本
廟
子
ど
も
奉
仕
団
の
実
施
に
向
け
、
ス
タ
ッ
フ
が
子
ど
も
奉
仕
団

の
願
い
や
趣
旨
を
確
認
し
学
び
を
深
め
、
話
し
合
い
な
が
ら
内
容
の
充
実

を
図
る
。

2024年
5月
17日

～
19日

2025年5月
16日

～
18日

6月
4日
～
5日

2026年
5月
（
予
定
）

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

子
ど
も
奉
仕
団
ス
タ
ッ
フ

ひ
と
り
か
ら
は
じ
め
る

子
ど
も
会
講
習
会

1泊
2日
寝
食
を
共
に
し
た
少
人
数
で
の
講
習
会
と
し
て
開
催
。
各
寺
の
様
々

な
状
況
を
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
考
え
な
が
ら
学
び
、
一
ヵ
寺
に
お
け
る
子
ど

も
会
の
立
ち
上
げ
を
目
標
と
す
る
。

2024年
6月
20日

～
21日

新
潟
教
区

2025年
5月
23日

～
24日

大
垣
教
区

開
催
期
日
未
定

山
陽
四
国
教
区

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
・
教
区

寺
族
・
門
徒

青
少
幼
年
教
化
推
進
研
修

「
青
少
幼
年
と
共
に
悩
み
、
共
に
生
き
る
」
と
い
う
大
谷
派
の
青
少
幼
年
教

化
の
基
本
姿
勢
の
も
と
、
教
区
、
組
、
寺
院
に
お
い
て
青
少
幼
年
教
化
に

携
わ
る
人
の
誕
生
を
願
い
、
各
教
区
か
ら
1名
の
ス
タ
ッ
フ
を
選
出
し
て
学

習
会
を
実
施
す
る
。（
3
ヵ
年
度
に
1回
開
催
）

準
備
年
度

2025年
1月
29日

～
31日

2025年
5月
12日

～
13日

2025年
9月
4日
～
5日

2026年
2月
16日

～
17日

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

教
区
教
化
委
員
長
が
推
薦
し
た
者

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会

加
盟
校
本
山
参
拝

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
を
対
象
と
し
、

日
帰
り
の
参
拝
を
行
う
。（
参
拝
式
、
諸
殿
拝
観
等
）

光
華
小
／
大
谷
中
（
京
都
）
／
京
都
光
華
中
／
大
成
中
／
大
谷
高
（
京
都
）

／
京
都
光
華
高
／
大
谷
高
（
大
阪
）
／
東
大
谷
高
／
同
朋
高
／
愛
知
啓
成

高
／
大
成
高
／
函
館
大
谷
高
／
帯
広
大
谷
高
／
北
海
道
大
谷
室
蘭
高
／
稚

内
大
谷
校
／
大
谷
大
学
／
京
都
光
華
女
子
大

通
年

通
年

通
年

教
育
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
・
同
朋
会
館

各
校
で
定
め
る

	真
宗
本
廟

子
ど
も
奉
仕
団

ス
タ
ッ
フ
事
前

研
修
会

真
宗
本
廟
子
ど
も
奉
仕
団
の
実
施
に
向
け
、
ス
タ
ッ
フ
が
子
ど
も
奉
仕
団

の
願
い
や
趣
旨
を
確
認
し
学
び
を
深
め
、
話
し
合
い
な
が
ら
内
容
の
充
実

を
図
る
。

2024年
5月
17日

～
19日

2025年5月
16日

～
18日

6月
4日
～
5日

2026年
5月
（
予
定
）

研
修
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館
・
和
敬
堂

子
ど
も
奉
仕
団
ス
タ
ッ
フ

ひ
と
り
か
ら
は
じ
め
る

子
ど
も
会
講
習
会

1泊
2日
寝
食
を
共
に
し
た
少
人
数
で
の
講
習
会
と
し
て
開
催
。
各
寺
の
様
々

な
状
況
を
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
考
え
な
が
ら
学
び
、
一
ヵ
寺
に
お
け
る
子
ど

も
会
の
立
ち
上
げ
を
目
標
と
す
る
。

2024年
6月
20日

～
21日

新
潟
教
区

2025年
5月
23日

～
24日

大
垣
教
区

開
催
期
日
未
定

山
陽
四
国
教
区

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
・
教
区

寺
族
・
門
徒

青
少
幼
年
教
化
推
進
研
修

「
青
少
幼
年
と
共
に
悩
み
、
共
に
生
き
る
」
と
い
う
大
谷
派
の
青
少
幼
年
教

化
の
基
本
姿
勢
の
も
と
、
教
区
、
組
、
寺
院
に
お
い
て
青
少
幼
年
教
化
に

携
わ
る
人
の
誕
生
を
願
い
、
各
教
区
か
ら
1名
の
ス
タ
ッ
フ
を
選
出
し
て
学

習
会
を
実
施
す
る
。（
3
ヵ
年
度
に
1回
開
催
）

準
備
年
度

2025年
1月
29日

～
31日

2025年
5月
12日

～
13日

2025年
9月
4日
～
5日

2026年
2月
16日

～
17日

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

教
区
教
化
委
員
長
が
推
薦
し
た
者

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

児
童
教
化

教
区
代
表
者
協
議
会

各
教
区
で
児
童
教
化
に
関
わ
る
者
が
一
同
に
会
し
、
教
区
間
の
情
報
交
流

や
課
題
共
有
を
行
う
。
ま
た
、
各
寺
院
が
状
況
に
あ
わ
せ
て
児
童
教
化
に

主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
に
、
教
区
・
組
で
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
か
を
協
議
す
る
。

準
備
年
度

準
備
年
度

2026年
1月
29日

～
30日

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

名
古
屋
別
院

教
区
児
童
教
化
連
盟
代
表
者

教
区
教
化
委
員
会

青
少
幼
年
担
当
部
門
代
表
者

若
者
教
化

教
区
代
表
者
協
議
会

全
教
区
の
若
者
教
化
に
関
わ
る
者
が
一
同
に
会
し
、
若
者
教
化
の
願
い
と

意
義
を
確
か
め
る
と
と
も
に
、
各
教
区
の
現
状
の
共
有
や
意
見
交
換
等
を

通
し
て
各
教
区
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
若
者
教
化
に
携
わ
る
私
一
人
の
歩

み
を
確
か
め
て
い
く
こ
と
を
願
い
と
し
て
開
催
。

準
備
年
度

2025年
3月
4日
～
5日

2024年
開
催
報
告
書
作
成

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

各
教
区
に
お
い
て
若
者
教
化
の

推
進
を
担
う
者
（
2名
）

教
区
駐
在
教
導
ま
た
は

教
務
所
担
当
者

真
宗
大
谷
派
仏
教
青
年
同
盟
執
行
部

	カ
ル
ト
問
題
学
習
会

青
少
年
を
取
り
巻
く
カ
ル
ト
の
現
況
と
課
題
に
つ
い
て
学
習
し
、
教
区
に

お
け
る
継
続
し
た
啓
発
と
予
防
に
取
り
組
む
。

2023年
12月

5日
休
止

休
止

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

教
区

僧
侶
・
寺
族

子
ど
も
報
恩
講

の
つ
ど
い

御
正
忌
報
恩
講
を
縁
に
、
乳
幼
児
、
小
学
生
及
び
保
護
者
と
と
も
に
、
真

宗
の
教
え
に
ふ
れ
、
東
本
願
寺
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

こ
の
つ
ど
い
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
一
ヵ
寺
で
の
子
ど
も
会
や

子
ど
も
報
恩
講
の
開
催
と
充
実
を
目
標
と
す
る
。
ま
た
、
運
営
ス
タ
ッ
フ

を
公
募
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
区
・
組
・
一
ヵ
寺
で
の
青
少
幼
年
教
化
に

携
わ
る
人
の
育
成
を
行
う
。

2023年
11月

23日
2024年

11月
23日

2025年
11月

23日
青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

12歳
ま
で
の
子
ど
も

保
護
者
・
引
率
者

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部
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子
ど
も
参
拝
案
内
所

御
正
忌
報
恩
講
期
間
中
に
境
内
白
洲
に
設
置
。
御
正
忌
報
恩
講
へ
の
参
拝

を
通
し
て
青
少
幼
年
が
真
宗
の
教
え
に
ふ
れ
、
東
本
願
寺
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
機
縁
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
ど
も
会
を
は

じ
め
と
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
、
教
区
・
組
・

一
ヵ
寺
で
の
青
少
幼
年
教
化
に
携
わ
る
人
の
育
成
を
行
う
。

御
正
忌
報
恩
講
期
間
中
の

土
・
日
・
祝
日
・
28日

御
正
忌
報
恩
講
期
間
中
の

土
・
日
・
祝
日
・
28日

御
正
忌
報
恩
講
期
間
中
の

土
・
日
・
祝
日
・
28日

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

御
正
忌
報
恩
講
参
拝
者

修
学
旅
行
生

参
拝
案
内

真
宗
本
廟
を
訪
れ
る
修
学
旅
行
生
を
対
象
に
、
両
堂
参
拝
を
中
心
と
し
た

案
内
を
行
い
、
真
宗
本
廟
の
歴
史
や
親
鸞
聖
人
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
教

え
に
ふ
れ
る
機
縁
と
す
る
。

2024年
5月
～
6月

2025年
5月
～
6月

2026年
5月
～
6月

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

真
宗
本
廟
を
訪
れ
る
修
学
旅
行
生

東
本
願
寺
文
庫

幼
児
広
場

京
都
市
子
ど
も
文
庫
連
絡
会
と
の
連
携
の
も
と
、
絵
本
を
活
用
し
た
寺
院

で
の
青
少
幼
年
教
化
の
モ
デ
ル
と
す
る
た
め
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
中

心
に
、
定
期
的
に
開
催
す
る
。

毎
月
第
2木
曜
日

毎
月
第
2木
曜
日

毎
月
第
2木
曜
日

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

乳
児
及
び
保
護
者

大
谷
ス
カ
ウ
ト

名
誉
奉
仕
訓
練

仏
教
章
取
得
に
向
け
た
研
修
と
し
て
開
催
。
同
朋
会
館
に
お
い
て
寝
食
を

共
に
し
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
学
び
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
、
大
谷
ス
カ

ウ
ト
と
し
て
の
自
覚
と
自
信
を
深
め
る
。

2024年
3月
26日

～
29日

2025年
3月
26日

～
29日

2026年
3月
26日

～
29日

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館

大
谷
ス
カ
ウ
ト
に
登
録
す
る
高
校
生

（
定
員
32名

）

同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

「
い
の
ち
～
ひ
と
り
と
み
ん
な
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
ふ

れ
、
朋
と
の
出
遇
い
を
通
し
て
、「
い
の
ち
」
の
は
た
ら
き
を
学
ぶ
。

教
区
推
薦
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
運
営
を
通
じ
、
青
少
幼
年
教
化
に
携
わ
る
人

の
養
成
を
行
う
。
テ
ー
マ
は
毎
年
ス
タ
ッ
フ
で
協
議
し
決
定
す
る
。

2023年
8月
1日
～
4日

2024年
8月
1日
～
4日

2025年
8月
1日
～
4日

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

真
宗
本
廟

小
学
校
5・
6年
生
・
中
学
生

（
定
員
70名

引
率
含
む
）

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部



真　　　　宗71　2025年（令和 7年）7月

同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会

毎
年
8月
に
開
催
さ
れ
る
同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
の
趣
旨
や
課
題
へ
の
学
び
を

通
し
て
、
大
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
青
少
幼
年
教
化
に
携
わ
る
ス

タ
ッ
フ
を
育
成
す
る
。

2024年
6月
11日

～
13日

2025年
6月
17日

～
19日

2026年
6月

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

同
朋
会
館

同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
ス
タ
ッ
フ

児
童
教
化
指
導
者

研
修
会

大
谷
派
児
童
教
化
連
盟
主
催
。
子
ど
も
会
の
開
設
並
び
に
内
容
の
充
実
を

目
指
し
、
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
学
ぶ
。

2024年
6月
17日

～
18日

2025年
5月
29日

～
30日

山
形
教
会

未
定

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

教
区

子
ど
も
会
を
開
設
し
て
い
る
者
、

青
少
幼
年
教
化
に
関
心
の
あ
る
者

仏
青
づ
く
り
研
修
会

真
宗
大
谷
派
仏
教
青
年
同
盟
主
催
「
な
ぜ
寺
院
単
位
で
の
青
年
会
設
置
・

活
動
が
大
切
な
の
か
」
を
共
有
し
、
一
ヵ
寺
に
お
い
て
青
年
が
集
う
聞
法

の
場
を
開
く
可
能
性
を
共
有
す
る
。

休
止

2025年
4月
9日
～
10日

東
北
教
区

未
定

青
少
幼
年

セ
ン
タ
ー

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

教
区

寺
族
・
一
般

テ
ラ
ス
ク
ー
ル

し
ん
ら
ん
交
流
館
教
室

「
全
員
が
学
習
者
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
大
学
生
や
社
会
人
ス
タ
ッ
フ
が
伴

走
者
と
な
り
、
一
緒
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
学
習
方
法
や
学
習
計
画

を
立
て
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
ま
た
、
土
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
別
院
・

寺
院
を
対
象
と
し
た
学
び
の
場
を
つ
く
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

毎
週
月
・
金
曜
日

　
①
18時

～
19時

　
②
19時

～
20時

30分

毎
週
月
・
金
曜
日

　
①
18時

～
19時

　
②
19時

～
20時

30分

毎
週
月
・
金
曜
日

　
①
18時

～
19時

　
②
19時

～
20時

30分
企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

す
み
れ
の
間

平
日
教
室

小
学
校
1年
生
以
上
か
ら

視
聴
覚
伝
道名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

参
拝
接
待
所

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

真
宗
本
廟
、
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
、
真
宗
の
教
え
、
宗
門
の
取
り
組
み
、

現
代
社
会
の
課
題
等
を
宗
門
内
外
に
発
信
す
る
展
示
を
行
う
。

通
年

通
年

通
年

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

参
拝
接
待
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

真
宗
本
廟
参
拝
者

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部



真　　　　宗 2025年（令和 7年）7月　72

人
権
週
間
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

人
権
週
間
（
12月

4日
～
10日

）
に
合
わ
せ
て
、
大
谷
派
に
お
け
る
解
放
運

動
の
推
進
を
展
望
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
展
示
す
る
。
開
催
後
は
、
各
教

区
に
お
け
る
啓
発
活
動
の
た
め
、
展
示
パ
ネ
ル
の
貸
し
出
し
を
行
う
。

2023年
12月

2024年
12月

2025年
12月

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

参
拝
接
待
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

真
宗
本
廟
参
拝
者

非
戦
・
平
和
展

全
戦
没
者
追
弔
法
会
に
合
わ
せ
て
、
非
戦
・
平
和
に
関
連
し
た
課
題
の
企

画
展
示
を
行
う
。
開
催
後
は
、
各
教
区
に
お
け
る
展
示
企
画
の
た
め
、
展

示
パ
ネ
ル
の
貸
し
出
し
を
行
う
。

2024年
3月
～
4月

2025年
3月
～
4月

2026年
3月
～
4月

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

参
拝
接
待
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

真
宗
本
廟
参
拝
者

「
非
戦
と
平
等
の
源
流
を

た
ず
ね
て
」
展

髙
木
顕
明
・
竹
中
彰
元
を
は
じ
め
、
非
戦
と
平
等
を
生
き
た
僧
侶
の
事
績

に
学
ぶ
企
画
展
示
を
行
う
。
開
催
後
は
、
各
教
区
に
お
け
る
啓
発
活
動
の

た
め
、
展
示
パ
ネ
ル
の
貸
し
出
し
を
行
う
。

2024年
5月
～
7月

2025年
5月
～
7月

2026年
5月
～
7月

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

参
拝
接
待
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

真
宗
本
廟
参
拝
者

真
宗
本
廟
法
語
掲
示

真
宗
本
廟
参
拝
者
や
道
行
く
方
に
、
真
宗
の
教
え
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
た

め
、
法
語
を
掲
示
す
る
。

通
年

高
廊
下
の
法
語
掲
示
は
、

園
児
絵
画
展
期
間
中
は

休
止
　
　
　
　
　
　
　

通
年

高
廊
下
の
法
語
掲
示
は
、

園
児
絵
画
展
期
間
中
は

休
止
　
　
　
　
　
　
　

通
年

高
廊
下
の
法
語
掲
示
は
、

園
児
絵
画
展
期
間
中
は

休
止
　
　
　
　
　
　
　

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

御
影
堂
門
、
造
合
廊
下

高
廊
下
、
真
宗
本
廟
外
周

真
宗
本
廟
参
拝
者
・
一
般

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
教
化

真
宗
の
教
え
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
お
守
り
」「
御
朱
印
」「
お
経
」

等
を
テ
ー
マ
と
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
。

通
年

通
年

通
年

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

総
合
案
内
所
等

真
宗
本
廟
参
拝
者

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部



真　　　　宗73　2025年（令和 7年）7月

真
宗
本
廟

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

台
紙
を
配
布
し
、
阿
弥
陀
堂
・
御
影
堂
・
視
聴
覚
ホ
ー
ル
に
設
置
し
た
ス

タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
を
巡
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
真
宗
本
廟
の
歴
史
や
真

宗
の
教
え
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
。

ス
タ
ン
プ
が
３
つ
揃
っ
た
方
に
は
、
記
念
品
と
し
て
東
本
願
寺
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
を
お
渡
し
す
る
。

通
年

通
年

通
年

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

両
堂
・
視
聴
覚
ホ
ー
ル

真
宗
本
廟
参
拝
者

花
文
字
伝
道

親
鸞
聖
人
御
廟
に
供
え
ら
れ
た
仏
花
を
用
い「
花
文
字
」と
し
て
再
荘
厳
し
、

参
拝
者
に
仏
教
の
言
葉
（
教
え
）
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
場
と
す
る
。

年
４
回

春
秋
彼
岸
・
お
盆
・

年
末
年
始

年
４
回

春
秋
彼
岸
・
お
盆
・

年
末
年
始

年
４
回

春
秋
彼
岸
・
お
盆
・

年
末
年
始

大
谷
祖
廟

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
谷
祖
廟
境
内

大
谷
祖
廟
・
東
大
谷
墓
地
参
拝
者

大
谷
祖
廟
法
語
掲
示

真
宗
の
教
え
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
と
し
て
、
分
か
り
や
す
い

法
語
を
掲
示
す
る
。

通
年

通
年

通
年

大
谷
祖
廟

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
谷
祖
廟
総
門

大
谷
祖
廟
・
東
大
谷
墓
地
参
拝
者

し
ん
ら
ん
交
流
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
の
総
合
力
に
よ
る
、
歴
史
、
芸
術
、
文
化
な
ど
、
様
々

な
視
点
で
の
企
画
展
等
を
行
う
。

通
年

通
年

通
年

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー

僧
侶
・
門
徒
・
一
般

女
性
室
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

国
際
女
性
デ
ー
（
3月
8日
）
に
あ
わ
せ
て
、
女
性
室
の
取
り
組
み
を
伝
え

る
展
示
を
実
施
す
る
。
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
存
在
を
認
め
合
い
、
共

に
解
放
さ
れ
る
関
係
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
と
す
る
。

2024年
3月

2025年
3月

2026年
3月

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー

僧
侶
・
門
徒
・
一
般

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部



真　　　　宗 2025年（令和 7年）7月　74

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

浄
土
真
宗
ド
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ

各
種
SN
S

教
化
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
発
信
し
、
真
宗
の
教
え
に
出
遇
う
縁
を
創

出
す
る
。
教
化
の
現
場
で
あ
る
寺
院
と
寺
院
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
展
開
す
る
。
併
せ
て
SN
Sや
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
の
活
用
並
び
に
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
る
。

随
時
更
新

随
時
更
新

随
時
更
新

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

─
僧
侶
・
門
徒
・
一
般

女
性
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
あ
い
あ
う
net」

女
性
室
の
事
業
予
定
や
講
師
情
報
の
掲
載
、
広
報
誌
『
あ
い
あ
う
』
の
閲

覧
や
『
女
と
男
の
あ
い
あ
う
カ
ル
タ
』
等
の
学
習
素
材
の
提
供
も
行
う
。

随
時
更
新

随
時
更
新

随
時
更
新

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

─
僧
侶
・
門
徒
・
一
般

相
談
窓
口名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

信
仰
相
談

参
拝
者
か
ら
の
、
法
話
に
つ
い
て
の
質
問
、
信
仰
・
仏
事
の
相
談
等
に
出

講
中
の
真
宗
本
廟
教
化
教
導
が
応
対
す
る
。

通
年

通
年

通
年

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

参
拝
接
待
所

真
宗
本
廟
参
拝
者

	東
本
願
寺

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の

相
談
室

臨
床
心
理
の
学
識
を
有
す
る
助
言
者
の
指
導
の
も
と
、
社
会
で
様
々
な
悩

み
を
抱
え
な
が
ら
生
き
る
人
の
苦
し
み
の
声
を
真
摯
に
聴
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
人
に
寄
り
添
い
、
御
同
朋
の
世
界
を
ひ
ら
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
電
話
相
談
窓
口
を
開
室
す
る
。

【
窓
口
開
設
日
】

毎
週
木
曜

13時
～
17時

祝
日
ま
た
は
休
館
日
、

そ
の
他
行
事
日
は
閉
室

【
窓
口
開
設
日
】

毎
週
木
曜

13時
～
17時

祝
日
ま
た
は
休
館
日
、

そ
の
他
行
事
日
は
閉
室

【
窓
口
開
設
日
】

毎
週
木
曜

13時
～
17時

祝
日
ま
た
は
休
館
日
、

そ
の
他
行
事
日
は
閉
室

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

電
話
	075-371-9280

僧
侶
・
門
徒
・
一
般

相
談
員
研
修

電
話
相
談
に
あ
た
る
相
談
員
を
新
た
に
育
成
す
る
た
め
の
「
初
任
者
研
修
」、

電
話
相
談
に
あ
た
る
相
談
員
の
継
続
的
な
学
び
を
深
め
、
専
門
的
技
能
を

高
め
る
た
め
の
相
談
員
を
対
象
と
し
た
「
継
続
研
修
」
を
実
施
す
る
。

「
第
4期
初
任
者
研
修
」

「
第
3期
継
続
研
修
」

「
第
4期
継
続
研
修
」

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

初
任
者
研
修
：
相
談
員
候
補
者
対
象

継
続
研
修
：
相
談
員
対
象

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部



真　　　　宗75　2025年（令和 7年）7月

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

浄
土
真
宗
ド
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ

各
種
SN
S

教
化
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
発
信
し
、
真
宗
の
教
え
に
出
遇
う
縁
を
創

出
す
る
。
教
化
の
現
場
で
あ
る
寺
院
と
寺
院
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
展
開
す
る
。
併
せ
て
SN
Sや
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
の
活
用
並
び
に
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
る
。

随
時
更
新

随
時
更
新

随
時
更
新

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

─
僧
侶
・
門
徒
・
一
般

女
性
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
あ
い
あ
う
net」

女
性
室
の
事
業
予
定
や
講
師
情
報
の
掲
載
、
広
報
誌
『
あ
い
あ
う
』
の
閲

覧
や
『
女
と
男
の
あ
い
あ
う
カ
ル
タ
』
等
の
学
習
素
材
の
提
供
も
行
う
。

随
時
更
新

随
時
更
新

随
時
更
新

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

─
僧
侶
・
門
徒
・
一
般

相
談
窓
口名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

信
仰
相
談

参
拝
者
か
ら
の
、
法
話
に
つ
い
て
の
質
問
、
信
仰
・
仏
事
の
相
談
等
に
出

講
中
の
真
宗
本
廟
教
化
教
導
が
応
対
す
る
。

通
年

通
年

通
年

本
廟
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

参
拝
接
待
所

真
宗
本
廟
参
拝
者

	東
本
願
寺

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の

相
談
室

臨
床
心
理
の
学
識
を
有
す
る
助
言
者
の
指
導
の
も
と
、
社
会
で
様
々
な
悩

み
を
抱
え
な
が
ら
生
き
る
人
の
苦
し
み
の
声
を
真
摯
に
聴
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
人
に
寄
り
添
い
、
御
同
朋
の
世
界
を
ひ
ら
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
電
話
相
談
窓
口
を
開
室
す
る
。

【
窓
口
開
設
日
】

毎
週
木
曜

13時
～
17時

祝
日
ま
た
は
休
館
日
、

そ
の
他
行
事
日
は
閉
室

【
窓
口
開
設
日
】

毎
週
木
曜

13時
～
17時

祝
日
ま
た
は
休
館
日
、

そ
の
他
行
事
日
は
閉
室

【
窓
口
開
設
日
】

毎
週
木
曜

13時
～
17時

祝
日
ま
た
は
休
館
日
、

そ
の
他
行
事
日
は
閉
室

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

電
話
	075-371-9280

僧
侶
・
門
徒
・
一
般

相
談
員
研
修

電
話
相
談
に
あ
た
る
相
談
員
を
新
た
に
育
成
す
る
た
め
の
「
初
任
者
研
修
」、

電
話
相
談
に
あ
た
る
相
談
員
の
継
続
的
な
学
び
を
深
め
、
専
門
的
技
能
を

高
め
る
た
め
の
相
談
員
を
対
象
と
し
た
「
継
続
研
修
」
を
実
施
す
る
。

「
第
4期
初
任
者
研
修
」

「
第
3期
継
続
研
修
」

「
第
4期
継
続
研
修
」

企
画
調
整
局

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

し
ん
ら
ん
交
流
館

初
任
者
研
修
：
相
談
員
候
補
者
対
象

継
続
研
修
：
相
談
員
対
象

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

行
　
事

名
称

事
業
概
要

2023年
度

2024年
度

2025年
度

担
当
部

東
大
谷
万
灯
会

大
谷
祖
廟
へ
の
納
骨
や
東
大
谷
墓
地
を
縁
に
参
拝
さ
れ
る
方
の
み
な
ら
ず
、

足
を
運
ば
れ
る
全
て
の
方
が
真
宗
の
教
え
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
機
縁
と
な

る
こ
と
を
願
い
開
催
す
る
。

2023年
8月
14日

～
16日

2024年
8月
14日

～
16日

2025年
8月
14日

～
16日

大
谷
祖
廟

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
谷
祖
廟
・
東
大
谷
墓
地
全
域

大
谷
祖
廟
・
東
大
谷
墓
地
参
拝
者

遠
松
忌
法
要

─
髙
木
顕
明
師
を
想
う
集
い
─

法
要
テ
ー
マ
を
「
前
を
訪
う
─
今
、
こ
の
時
代
に
聞
く
非
戦
・
平
等
の
願

い
─
」
と
し
、
髙
木
顕
明
師
の
顕
彰
及
び
非
戦
・
平
和
に
関
す
る
課
題
の

共
有
を
主
旨
と
し
て
法
要
を
執
行
す
る
。
併
せ
て
記
念
講
演
と
パ
ネ
ル
展

示
を
実
施
す
る
。

2024年
6月

2025年
6月

2026年
6月

解
放
運
動

推
進
本
部

場
所
・
会
場

対
象
・
定
員

大
阪
教
区
第
23組

	浄
泉
寺

僧
侶
・
門
徒
・
一
般
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機
関

誌

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

担
当
部
門

『
真
宗
』

宗
派
の
機
関
誌
と
し
て
、「
公
示
・
告
示
」「
教
団
の
動
き
」「
宗
会
報
告
」「
宗
派
声
明
」

「
要
項
」
等
を
掲
載
す
る
。

毎
月
1回
発
行

発
行
：
総
務
部

編
集
：
出
版
部

『
同
朋
新
聞
』

真
宗
同
朋
会
の
機
関
紙
と
し
て
、
各
寺
院
・
教
会
へ
希
望
す
る
部
数
を
配
布
。
門
徒
や

同
朋
の
会
を
紹
介
す
る
「
現
在
を
生
き
る
」、
宗
派
の
動
き
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
等
を

掲
載
す
る
。
ま
た
、「
毎
月
の
暮
ら
し
に
、
心
に
、
必
要
な
新
聞
」
を
目
指
し
、
2026

年
1月
号
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

2025年
7月
号
・
2026年

1月
号
～
は
12面

構
成

毎
月
1回
発
行

発
行
：
企
画
調
整
局

編
集
：
出
版
部

担
当
【

東
本

願
寺

出
版
（

出
版

部
）】

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

『
同
朋
』

「
仏
教
が
み
ち
び
く
、
あ
ら
た
な
人
生
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
仏
教
・
浄
土
真
宗
を
広

く
社
会
に
伝
え
る
教
化
・
広
報
誌
。
多
種
多
様
な
連
載
・
特
集
を
は
じ
め
と
し
て
、
仏

教
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
社
会
の
困
り
ご
と
な
ど
の
身
近
な
テ
ー
マ
に
ふ
れ
る
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
対
談
、
寄
稿
、
真
宗
本
廟
へ
の
上
山
の
機
縁
と
な
る
情
報
等
も
掲
載
す
る
。

毎
月
1回
発
行

「
年
間
書
」

仏
事
等
を
縁
と
し
て
、
真
宗
の
教
え
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
寺
院
・
教
会

が
施
本
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
発
行
し
、
安
価
で
頒
布
す
る
。

①
『
お
彼
岸
』（
秋
号
）、
②
『
報
恩
講
』、
③
『
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
』（
真
宗
教
団
連
合
発

行
）、
④
『
今
日
の
こ
と
ば
』（
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
随
想
集
）、
⑤
『
真
宗
大
谷
派
手
帳
』、

⑥
教
化
冊
子
『
真
宗
の
生
活
』、⑦

『
法
事
を
勤
め
る
』、⑧

『
修
正
会
』、⑨

『
お
彼
岸
』

（
春
号
）、
⑩
『
永
代
経
』、
⑪
『
お
盆
』

年
1回
8
月
発
行
…
①
②
③
④
⑤
⑥

年
1回
10月

発
行
…
⑦

年
1回
11月

発
行
…
⑧

年
1回
2
月
発
行
…
⑨

年
1回
3
月
発
行
…
⑩

年
1回
6
月
発
行
…
⑪

「
仏
事
冊
子
」

仏
事
の
回
復
を
願
い
、
ま
た
寺
院
・
教
会
が
施
本
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
法
話
や

講
演
等
を
短
く
編
集
し
発
行
す
る
。

年
2冊
発
行

2023
～
2025

年
度
 宗

務
所
に
お
け
る

主
な

出
版

物
発

刊
事

業
一

覧
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「
伝
道
ブ
ッ
ク
ス
」

寺
院
・
教
会
が
施
本
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
書
き
下
ろ
し
や
講
演
録
を
短
く
読
み

や
す
く
編
集
し
発
行
す
る
。

年
3冊
発
行

「
真
宗
文
庫
」

全
国
の
書
店
で
の
販
売
を
主
眼
と
し
、
書
き
下
ろ
し
や
講
演
録
を
編
集
し
た
文
庫
を

発
行
す
る
。

年
2冊
発
行

「
真
宗
新
書
」

全
国
の
書
店
で
の
販
売
を
主
眼
と
し
、
内
容
に
専
門
性
を
持
た
せ
た
書
き
下
ろ
し
や
講

演
録
を
新
書
判
に
て
発
行
す
る
。

年
1冊
発
行

単
行
本

一
人
で
も
多
く
の
方
に
仏
教
、
真
宗
の
教
え
を
学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
書
き
下
ろ

し
や
講
演
録
を
は
じ
め
、『
同
朋
』
や
『
同
朋
新
聞
』
で
の
連
載
を
ま
と
め
た
書
籍
等

を
発
行
。

適
宜
発
行

安
居
講
録

安
居
本
講
及
び
次
講
に
つ
い
て
講
録
を
発
行
。

①
2025年

安
居
本
講
　『
顕
浄
土
真
実
証
文
類
』
聞
思
（
尾
畑
文
正
）

②
2025年

安
居
次
講
　『
観
無
量
寿
経
』
序
分
聞
記
（
鶴
見
　
晃
）

年
1回
7月
発
行

担
当
【

聖
教

編
纂

室
（

出
版

部
所

管
）】

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

『
真
宗
聖
典
	第
二
版
』

真
宗
門
徒
の
聞
法
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
真
宗
聖
典
	第
二
版
』
を
発
行
す
る
。

2024年
4月
発
行
済

『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
二
』

『
真
宗
聖
典
 第
二
版
』
と
照
応
し
、
原
典
に
立
ち
返
っ
た
学
び
を
進
め
る
聞
法
テ
キ
ス

ト
と
し
て
、宗
祖
撰
述
の
著
作
（『
浄
土
文
類
聚
鈔
』、『
愚
禿
鈔
』、『
入
出
二
門
偈
頌
文
』、

『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』、『

如
来
二
種
回
向
文
』）
の
翻
刻
を
収
載
し
た
『
宗
祖
親
鸞
聖

人
著
作
集
二
』
を
発
行
す
る
。

2025年
4月
発
行
済

『「
坂
東
本
 教
行
信
証
」カ
ラ
ー
影
印
縮
刷
本
』
宗
祖
自
筆
の
「
坂
東
本
　
教
行
信
証
」
を
基
に
し
た
学
び
を
進
め
て
い
た
だ
く
べ
く
、

全
頁
カ
ラ
ー
の
影
印
縮
刷
本
を
発
行
す
る
。

2025年
11月

発
行

※
2025年

6月
よ
り
予
約
受
付
開
始

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期
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『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
三
～
五
』

『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
三
』（
和
讃
：『
浄
土
和
讃
』、『

高
僧
和
讃
』、『

正
像
末
和
讃
』

『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』、『

大
日
本
國
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
』）、『

宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作

集
四
』（
仮
名
聖
教
：『
尊
号
真
像
銘
文
』、『

一
念
多
念
文
意
』、『

唯
信
鈔
文
意
』、『

弥
陀
如
来
名
号
徳
』、『

唯
信
鈔
』、『

後
世
物
語
聞
書
』、『

一
念
多
念
分
別
事
』、『

自
力
他

力
事
』）、『

宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
五
』（
御
消
息
：『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
（
広
本
）』、『
御

消
息
集
（
善
性
本
）』、『

親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』、『

末
燈
鈔
』、『

御
消
息
拾
遺
』）
を
発

行
す
る
。

順
次
発
行

担
当
【

親
鸞

仏
教
セ
ン
タ
ー
】

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

añjali
（
ア
ン
ジ
ャ
リ
）

経
済
、
思
想
、
教
育
な
ど
、
専
門
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
に
現
代
の
最
先
端
の
課
題

と
そ
の
苦
闘
を
執
筆
い
た
だ
き
、「
現
代
」
と
「
親
鸞
」
を
結
ぶ
視
点
を
探
り
、
確
か

な
時
代
の
方
向
性
を
見
定
め
る
情
報
誌
。

年
1回
発
行

現
代
と
親
鸞

親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
の
「
現
代
と
親
鸞
の
研
究
会
」
を
は
じ
め
、
外
部
よ
り
講
師
を
招

聘
し
て
開
催
し
た
各
種
研
究
会
の
講
義
録
や
研
究
論
文
等
を
掲
載
し
、
研
究
成
果
を
広

く
公
開
す
る
研
究
誌
。

年
2回
発
行

親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
通
信

親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
の
研
究
内
容
や
交
流
業
務
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

機
関
紙
。

年
2回
発
行

近
現
代
『
教
行
信
証
』
研
究

検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
紀
要

近
現
代
の
『
教
行
信
証
』
研
究
の
成
果
を
思
想
研
究
や
文
献
研
究
な
ど
の
側
面
か
ら
検

証
し
、
親
鸞
聖
人
の
根
本
著
作
の
現
代
的
解
釈
の
展
望
に
試
み
る
こ
と
を
課
題
と
し
た

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
誌
。

年
1回
発
行

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期
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担
当
【

組
織

部
国

際
室
】

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

『
M
O
N
	 ─聞
・
門

─』
外
国
人
観
光
客
を
対
象
に
、
真
宗
本
廟
を
訪
れ
た
こ
と
を
ご
縁
と
し
て
、
日
本
仏
教
、

浄
土
真
宗
の
教
え
に
少
し
で
も
ふ
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

英
語
に
よ
る
教
化
物
を
作
成
す
る
。

年
2回
発
行

担
当
【

沖
縄

開
教

本
部
】

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

ハ
イ
サ
イ
沖
縄

沖
縄
開
教
本
部
及
び
東
本
願
寺
沖
縄
別
院
の
広
報
紙
。
沖
縄
で
取
り
組
ん
で
い
る
教
化

事
業
や
、
文
化
・
風
土
な
ど
沖
縄
の
「
今
」
を
発
信
す
る
。

隔
月
発
行

担
当
【

解
放

運
動

推
進

本
部
】

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

『
身
同
』

解
放
運
動
推
進
本
部
研
究
紀
要
と
し
て
、
本
部
委
員
・
要
員
の
研
究
・
活
動
成
果
を
中

心
に
構
成
す
る
。

隔
年
1回
発
行

（
2023・

2025年
度
発
行
）

『
あ
い
あ
う
』

男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
の
願
い
の
も
と
、
宗
門
内
外
の
人
々
に
女
性
の
宗
門
活
動

の
推
進
と
参
画
の
促
進
を
願
い
、
そ
の
活
動
を
公
開
し
て
課
題
を
共
有
す
る
。
女
性
室

に
寄
せ
ら
れ
た
様
々
な
意
見
を
問
題
提
起
と
し
て
受
け
と
め
、そ
の
課
題
を
発
信
す
る
。

年
1回
発
行

啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

大
谷
派
に
お
け
る
解
放
運
動
の
課
題
や
差
別
問
題
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

内
容
と
し
て
発
行
。
2024年

度
は
性
的
少
数
者
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
す
る
。

2024年
度
発
行
済

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ニ
ュ
ー
ス『
願
い
か
ら
動
き
へ
』

（
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
編
集
）

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
の
言
葉
や
療
養
所
の
現
状
､
並
び
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
に
関
す
る
懇
談
会
」
や
教
区
の
取
り
組
み
を
掲
載
し
、
現
在
の
課
題
を
学
ぶ
た
め
の

視
座
を
発
信
す
る
。

年
1回
発
行
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是
旃
陀
羅
問
題
学
習
テ
キ
ス
ト

『
御
同
朋
を
生
き
る
』

『
仏
説
観
無
量
寿
経
』「
是
旃
陀
羅
」
の
語
に
か
か
わ
る
差
別
問
題
か
ら
、
あ
ら
た
め
て

『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
を
読
み
な
お
す
。
ま
た
「
い
し
・
か
わ
ら
・
つ
ぶ
て
の
ご
と
く

な
る
わ
れ
ら
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
真
宗
に
お
け
る
解
放
の
地
平
に
つ
い
て
、
宗

祖
親
鸞
聖
人
の
視
座
を
確
か
め
る
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
、
差
別
的
な
解
釈
や
布
教
と

い
っ
た
宗
門
の
歴
史
的
罪
責
を
検
証
す
る
。
テ
キ
ス
ト
を
、
各
教
区
や
組
に
お
け
る
課

題
共
有
の
た
め
の
依
り
ど
こ
ろ
と
位
置
づ
け
、
宗
門
に
か
か
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
同
朋

会
運
動
の
推
進
に
つ
い
て
受
け
と
め
な
お
す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
す
る
。

2024年
1月
発
行
済

『
部
落
差
別
問
題
学
習
資
料
集
（
改
訂
）』

1922年
の
全
国
水
平
社
創
立
以
来
、
部
落
差
別
を
温
存
・
助
長
す
る
教
団
と
し
て
の
厳

し
い
批
判
を
受
け
続
け
て
き
た
宗
門
の
在
り
方
を
確
か
め
、
宗
門
人
一
人
ひ
と
り
が
、

真
に
同
朋
社
会
の
顕
現
に
努
め
る
べ
く
、
学
習
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
基
本
と
な
る

資
料
を
収
載
。
書
籍
名
を
『
部
落
差
別
問
題
学
習
資
料
集
』
と
し
、
読
み
や
す
さ
を
考

慮
し
た
新
字
体
へ
の
統
一
な
ど
資
料
・
解
説
の
精
査
を
行
い
、「
是
旃
陀
羅
」
問
題
の

取
り
組
み
を
追
加
し
た
改
訂
3版
を
2025年

度
に
発
行
す
る
。

2025年
度
発
行

担
当
【

教
学

研
究

所
】

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

『
教
化
研
究
』

住
職
・
教
師
・
僧
侶
向
け
の
教
化
誌
。
2023年

度
171・

172合
併
号
、
2024年

度
173、

174号
、
2025年

度
175号

、
176号

を
発
行
予
定
。

年
2回
発
行

『
と
も
し
び
』

東
本
願
寺
日
曜
講
演
・
親
鸞
聖
人
讃
仰
講
演
会
の
抄
録
を
掲
載
す
る
。

毎
月
1回
発
行

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期
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是
旃
陀
羅
問
題
学
習
テ
キ
ス
ト

『
御
同
朋
を
生
き
る
』

『
仏
説
観
無
量
寿
経
』「
是
旃
陀
羅
」
の
語
に
か
か
わ
る
差
別
問
題
か
ら
、
あ
ら
た
め
て

『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
を
読
み
な
お
す
。
ま
た
「
い
し
・
か
わ
ら
・
つ
ぶ
て
の
ご
と
く

な
る
わ
れ
ら
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
真
宗
に
お
け
る
解
放
の
地
平
に
つ
い
て
、
宗

祖
親
鸞
聖
人
の
視
座
を
確
か
め
る
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
、
差
別
的
な
解
釈
や
布
教
と

い
っ
た
宗
門
の
歴
史
的
罪
責
を
検
証
す
る
。
テ
キ
ス
ト
を
、
各
教
区
や
組
に
お
け
る
課

題
共
有
の
た
め
の
依
り
ど
こ
ろ
と
位
置
づ
け
、
宗
門
に
か
か
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
同
朋

会
運
動
の
推
進
に
つ
い
て
受
け
と
め
な
お
す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
す
る
。

2024年
1月
発
行
済

『
部
落
差
別
問
題
学
習
資
料
集
（
改
訂
）』

1922年
の
全
国
水
平
社
創
立
以
来
、
部
落
差
別
を
温
存
・
助
長
す
る
教
団
と
し
て
の
厳

し
い
批
判
を
受
け
続
け
て
き
た
宗
門
の
在
り
方
を
確
か
め
、
宗
門
人
一
人
ひ
と
り
が
、

真
に
同
朋
社
会
の
顕
現
に
努
め
る
べ
く
、
学
習
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
基
本
と
な
る

資
料
を
収
載
。
書
籍
名
を
『
部
落
差
別
問
題
学
習
資
料
集
』
と
し
、
読
み
や
す
さ
を
考

慮
し
た
新
字
体
へ
の
統
一
な
ど
資
料
・
解
説
の
精
査
を
行
い
、「
是
旃
陀
羅
」
問
題
の

取
り
組
み
を
追
加
し
た
改
訂
3版
を
2025年

度
に
発
行
す
る
。

2025年
度
発
行

担
当
【

教
学

研
究

所
】

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

『
教
化
研
究
』

住
職
・
教
師
・
僧
侶
向
け
の
教
化
誌
。
2023年

度
171・

172合
併
号
、
2024年

度
173、

174号
、
2025年

度
175号

、
176号

を
発
行
予
定
。

年
2回
発
行

『
と
も
し
び
』

東
本
願
寺
日
曜
講
演
・
親
鸞
聖
人
讃
仰
講
演
会
の
抄
録
を
掲
載
す
る
。

毎
月
1回
発
行

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

担
当
【

首
都

圏
教

化
推

進
本

部
】

2023年
度
～
2025年

度
名
　
　
称

内
容

発
行
回
数
又
は
時
期

首
都
圏
広
報
誌

『
サ
ン
ガ
』

首
都
圏
に
住
ま
う
都
市
生
活
者
（
主
に
30代

・
40代

）
に
対
し
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
に

ふ
れ
、
仏
教
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
首
都
圏
の
教
化
拠
点
で
あ
る
真

宗
会
館
の
各
種
事
業
の
周
知
を
目
的
と
し
、
都
内
の
地
下
鉄
駅
や
書
店
に
て
設
置
し
て

い
る
。
加
え
て
、
首
都
圏
へ
の
転
居
門
徒
や
特
に
若
い
世
代
の
門
徒
へ
の
施
本
と
し
て

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
全
国
の
寺
院
・
教
会
を
対
象
に
し
た
多
部
数
定
期
購
読
も
行
う
。

年
6回
奇
数
月
発
行

首
都
圏
教
化
広
報
誌

『
ザ
イ
ン
』

親
鸞
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
中
心
に
し
て
、「
真
宗
の
教
え
」「
親
鸞
思
想
」を
広
く
発
信

す
る
首
都
圏
教
化
広
報
誌
。
2023年

度
は
、第
16回

親
鸞
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
伊
藤
亜
紗
氏
・

大
空
幸
星
氏
・
花
園
一
実
氏
）
の
内
容
を
収
録
し
た
V
ol.10を

発
行
。
V
ol.11は

第
17回

親
鸞
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
2024年

7月
開
催
　
堀
潤
氏
・
サ
ヘ
ル
ロ
ー
ズ
氏
・
名
和
達
宣
氏
）

の
内
容
を
も
と
に
2025年

度
に
発
行
予
定
。

隔
年
1回
発
行

（
2023年

8月
・
2025年

度
発
行
）
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2025　
年
　
度
　
真
　
宗
　
大
　
谷
　
派
　
予
　
算

2025年
度

真
宗

大
谷

派
予

算
概

説

　
2025年

度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
経
常
部
・
臨
時
部
合
わ
せ
て
89億

4,430万
円
で
、
2024年

度
予
算
に
比
し
て
２
億
3,302万

円
増
額
し
て
編
成
す
る
。

　
2025年

度
の
予
算
編
成
に
お
け
る
特
筆
す
べ
き
点
は
、
第
２
種
共
済
特
別
会
計
条
例
の
改
正
に
伴
い
、

一
般
会
計
を
介
し
て
第
２
種
共
済
特
別
会
計
に
共
済
賦
課
金
を
収
納
す
る
の
で
は
な
く
、
直
接
特
別
会
計

で
収
納
す
る
形
式
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
事
務
費
相
当
額
の
回
付
を
廃

止
し
た
こ
と
。
ま
た
、
沖
縄
別
院
の
納
骨
施
設
の
設
置
に
向
け
た
土
地
購
入
費
と
し
て
、
沖
縄
別
院
整
備

資
金
の
全
額
で
あ
る
１
億
3,238万

円
を
臨
時
部
歳
入
10款

「
沖
縄
別
院
整
備
資
金
受
金
」
で
受
け
、
同

額
を
臨
時
部
歳
出
11款
「
沖
縄
別
院
整
備
費
」
に
計
上
す
る
点
で
あ
る
。

　
経
常
部
歳
入
に
つ
い
て
は
、
１
款
１
項
５
目
「
大
谷
専
修
学
院
冥
加
金
」
を
学
生
募
集
中
止
に
よ
り
、

2024年
度
予
算
に
比
し
て
4,446万

円
減
額
及
び
10款
「
繰
越
金
」
が
2024年

度
予
算
に
比
し
て
１
億
8,001

万
円
減
少
し
た
が
、
そ
の
他
の
大
半
の
科
目
で
は
2024年

度
上
半
期
の
収
納
実
績
を
含
む
過
年
度
の
実
績

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
り
予
算
を
増
額
計
上
す
る
。

　
臨
時
部
歳
入
に
つ
い
て
は
、
2026年

に
開
催
さ
れ
る
世
界
同
朋
大
会
の
収
入
と
し
て
１
款
「
第
14回
世

界
同
朋
大
会
冥
加
金
」
を
新
た
に
485万

円
計
上
す
る
。
ま
た
、
関
連
し
て
新
設
す
る
海
外
開
教
推
進
資

金
か
ら
、
臨
時
部
歳
出
に
計
上
す
る
世
界
同
朋
大
会
開
催
経
費
と
同
額
を
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
た
め
、

２
款
「
海
外
開
教
推
進
資
金
受
金
」
を
新
た
に
1,050万

円
計
上
す
る
。
そ
の
他
、
新
設
す
る
災
害
対
応

準
備
金
か
ら
臨
時
部
歳
出
に
移
管
さ
れ
た
「
災
害
時
特
別
教
化
交
付
金
」
と
同
額
を
、
一
般
会
計
に
繰
り

入
れ
る
た
め
４
款
「
災
害
対
応
準
備
金
受
金
」
を
新
た
に
1,120万

円
計
上
す
る
。

　
経
常
部
歳
出
に
つ
い
て
は
、
２
款
２
項
「
大
谷
専
修
学
院
費
」
を
学
生
募
集
中
止
に
よ
り
、
2024年

度
予
算
に
比
し
て
3,186万

円
減
額
し
て
計
上
す
る
。

　
５
款
１
項
１
目
「『
同
朋
新
聞
』
調
製
」
に
つ
い
て
、
同
朋
新
聞
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
す
べ
く
、

2024年
度
予
算
に
比
し
て
1,984万

円
増
額
し
て
計
上
す
る
。

　
５
款
４
項
１
目
「
同
朋
会
員
志
金
還
付
金
」
に
つ
い
て
、
還
付
率
を
10％
か
ら
５
％
に
変
更
し
た
こ
と

に
よ
り
、
2024年

度
予
算
に
比
し
て
1,400万

円
減
額
し
て
計
上
す
る
。

　
７
款
４
項
１
目
「
災
害
対
応
準
備
金
繰
入
金
」
に
つ
い
て
、
災
害
対
応
の
た
め
の
資
金
確
保
の
た
め
新

た
に
1,000万

円
計
上
す
る
。

　
８
款
８
項
２
目
「
真
宗
本
廟
諸
施
設
営
繕
積
立
金
」
に
つ
い
て
、
十
分
な
資
金
の
確
保
を
目
的
に
2024

年
度
予
算
に
比
し
て
9,450万

円
増
額
し
て
計
上
す
る
。

　
10款
「
宗
務
執
行
機
関
人
材
費
」
に
つ
い
て
、
2025年

４
月
分
か
ら
基
本
給
の
一
部
見
直
し
を
行
っ
た

た
め
、
2025年

度
は
１
ヵ
年
度
通
し
て
見
直
し
後
の
基
本
給
と
な
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
保
険
費

の
増
額
等
に
よ
り
4,369万

円
増
額
し
て
計
上
す
る
。

　
臨
時
部
歳
出
に
つ
い
て
は
、
３
款
「
宗
務
改
革
推
進
費
」
内
に
新
た
に
「
別
院
再
編
成
委
員
会
」、「
新

た
な
復
興
共
済
制
度
の
検
討
委
員
会
」、「
宗
費
賦
課
金
に
関
す
る
審
議
会
」
の
開
催
に
係
る
経
費
を
計
上

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
2024年

度
予
算
に
比
し
て
580万

円
増
額
し
て
計
上
す
る
。

　
ま
た
、
新
設
し
た
６
款
１
項
２
目
「
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
費
」
に
つ
い
て
、
大
谷
祖
廟
並
び
に
東
大
谷

墓
地
の
総
合
整
備
事
業
計
画
立
案
に
係
る
基
本
設
計
費
及
び
委
員
会
の
開
催
経
費
を
あ
わ
せ
て
１
億
401

万
円
計
上
す
る
。

　
第
２
種
共
済
特
別
会
計
で
は
、
前
述
の
と
お
り
一
般
会
計
か
ら
の
回
付
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
共
済
賦

課
金
を
直
接
収
納
す
る
形
式
に
変
更
す
る
。

　
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計
で
は
、
歳
入
に
つ
い
て
１
款
１
項
１
目
「
出
版
物
頒
布
収
入
」
を
坂
東
本
カ

ラ
ー
影
印
縮
刷
本
の
刊
行
及
び
有
償
化
し
た
教
化
冊
子
の
収
入
を
計
上
し
た
こ
と
に
伴
い
、
2024年

度
予

算
に
比
し
て
１
億
6,630万

円
増
額
す
る
と
と
も
に
、
縮
刷
本
の
発
行
経
費
を
含
め
、
２
款
１
項
１
目
「
東

本
願
寺
出
版
特
別
会
計
運
営
資
金
受
金
（
慶
讃
事
業
）」
を
2024年

度
に
比
し
て
1,570万

円
増
額
し
て
計

上
す
る
。
ま
た
、
歳
出
は
１
款
１
項
３
目
「
坂
東
本
カ
ラ
ー
影
印
縮
刷
本
発
行
（
慶
讃
事
業
）」
を
新
設

し
3,300万

円
計
上
す
る
。
な
お
、
坂
東
本
カ
ラ
ー
影
印
縮
刷
本
刊
行
に
伴
う
収
入
は
、
新
設
し
た
６
款

「
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計
運
営
資
金
繰
入
金
」
に
繰
り
入
れ
る
た
め
１
億
6,000万

円
計
上
す
る
。

　
東
大
谷
墓
地
特
別
会
計
で
は
、
歳
入
の
１
款
１
項
１
目
「
奉
讃
会
費
（
年
会
費
）」
に
つ
い
て
、
改
定

に
と
も
な
い
2024年

度
予
算
に
比
し
て
300万

円
増
額
し
て
計
上
す
る
。
ま
た
、
歳
出
で
は
中
長
期
整
備

計
画
に
基
づ
き
2024年

度
予
算
に
比
し
て
、
５
款
１
項
１
目
「
東
大
谷
墓
地
整
備
」
を
350万

円
増
額
及

び
６
款
１
項
１
目
「
墓
地
整
備
準
備
金
へ
の
繰
入
金
」
を
690万

円
増
額
し
て
計
上
す
る
。

　
首
都
圏
教
化
推
進
特
別
会
計
で
は
、納
骨
事
業
の
開
始
に
と
も
な
い
、歳
入
の
３
款
１
項
２
目「
納
骨
志
」

を
新
設
し
1,650万

円
計
上
す
る
。
歳
出
で
は
２
款
１
項
３
目
「
納
骨
事
業
運
用
経
費
」
を
新
設
し
納
骨

事
業
に
係
る
経
費
と
し
て
新
た
に
302万

円
計
上
す
る
。
ま
た
、
新
設
す
る
５
款
「
首
都
圏
教
化
推
進
資

金
繰
入
金
」
に
つ
い
て
、
資
金
の
確
保
を
目
的
に
「
納
骨
志
」
の
半
額
を
目
安
に
825万

円
を
計
上
す
る
。

（10）沖
縄

別
院

整
備

資
金

受
金

 
132,381,675

　
１
沖
縄
別
院
整
備
資
金
受
金
	
132,381,675

　
　
１
沖
縄
別
院
整
備
資
金
受
金
	
132,381,675

　
　
合
　
　
　
計
	

803,941,675

経
常

部
歳

出

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

崇
　

敬
　

費
 

265,350,000

　
１
荘
　
厳
　
費
	

67,380,000
　
　
１
荘
　
厳
　
費
	

67,380,000
　
２
儀
　
式
　
費
	

96,300,000
　
　
１
報
	恩
	講
	費
	

42,880,000
　
　
２
春
の
法
要
費
	

17,380,000
　
　
３
諸
	法
	要
	費
	

1,500,000
　
　
４
得
	度
	式
	費
	

10,170,000
　
　
５
帰
	敬
	式
	費
	

24,370,000
　
３
儀
式
指
導
研
究
所
費
	

3,240,000
　
　
１
儀
式
指
導
研
究
所
費
	

3,240,000
　
４
参
拝
接
待
費
	

49,120,000
　
　
１
参
拝
接
待
費
	

37,840,000
　
　
２
参
拝
記
念
品
費
	

11,280,000
　
５
諸
　
　
　
費
	

49,310,000
　
　
１
参
	拝
	諸
	費
	

3,200,000
　
　
２
式
	務
	諸
	費
	

28,730,000
　
　
３
祖
	廟
	諸
	費
	

17,380,000
（

2）
学

事
伝

道
費

 
250,360,000

　
１
学
　
事
　
費
	

21,080,000
　
　
１
安
　
居
　
費
	

4,890,000
　
　
２
学
階
銓
衡
会
費
	

700,000
　
　
３
教
師
養
成
費
	

4,410,000
　
　
４
教
師
資
格
取
得
準
備
学
習
会
費
	1,750,000

　
　
５
学
会
助
成
費
	

1,830,000

（
2）

海
外

開
教

推
進

資
金

受
金

 
10,500,000

　
１
海
外
開
教
推
進
資
金
受
金
	
10,500,000

　
　
１
海
外
開
教
推
進
資
金
受
金
	10,500,000

（
3）

宗
務

改
革

推
進

資
金

受
金

 
77,960,000

　
１
宗
務
改
革
推
進
資
金
受
金
	
77,960,000

　
　
１
宗
務
改
革
推
進
資
金
受
金
	77,960,000

（
4）

災
害

対
応

準
備

金
受

金
 

11,200,000

　
１
災
害
対
応
準
備
金
受
金
	

11,200,000
　
　
１
災
害
対
応
準
備
金
受
金
	
11,200,000

（
5）

東
日

本
大

震
災

復
興

支
援

資
金

受
金

 
7,700,000

　
１
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
資
金
受
金
	

7,700,000

　
　
１
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
資
金
受
金
	

7,700,000

（
6）

真
宗

本
廟

諸
施

設
営

繕
積

立
金

受
金

 
334,510,000

　
１
真
宗
本
廟
諸
施
設

営
繕
積
立
金
受
金
	

334,510,000

　
　
１
真
宗
本
廟
諸
施
設

営
繕
積
立
金
受
金
	

334,510,000

（
7）

公
的

補
助

金
 

32,000,000

　
１
公
的
補
助
金
	

32,000,000
　
　
１
公
的
補
助
金
	

32,000,000

（
8）

宗
祖

親
鸞

聖
人

御
誕

生
八

百
五

十
年

・　
立

教
開

宗
八

百
年

慶
讃

事
業

推
進

資
金

受
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

金
 137,820,000

　
１
宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・　
立教開宗八百年慶讃事業推進資金
受　　　　　　　　　　　　　金 	137,820,000

　
　
１
宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・　
立教開宗八百年慶讃事業推進資金
受　　　　　　　　　　　　　金 	137,820,000

（
9）

寺
院

活
性

化
支

援
資

金
受

金
 

55,020,000

　
１
寺
院
活
性
化
支
援
資
金
受
金
	55,020,000

　
　
１
寺
院
活
性
化
支
援
資
金
受
金
	55,020,000

（
4）

相
 続

 講
 金

 
4,752,990,000

　
１
相
	続
	講
	金
	

4,752,990,000
　
　
１
相
	続
	講
	金
	

4,752,990,000
（

5）
同

朋
会

員
志

金
 

280,000,000

　
１
同
朋
会
員
志
金
	

280,000,000
　
　
１
同
朋
会
員
志
金
	

280,000,000
（

6）
懇

　
志

　
金

 
964,360,000

　
１
懇
　
志
　
金
	

964,360,000
　
　
１
読
　
経
　
志
	

202,600,000
　
　
２
納
　
骨
　
志
	

555,000,000
　
　
３
諸
　
懇
　
志
	

206,760,000
（

7）
寄

　
付

　
金

 
92,000,000

　
１
寄
　
付
　
金
	

92,000,000
　
　
１
寄
　
付
　
金
	

92,000,000
（

8）
回

 付
 受

 金
 

35,000,000

　
１
回
	付
	受
	金
	

35,000,000

　
　
１
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計

回
　
　
付
　
　
受
　
　
金
	35,000,000

（
9）

雑
　

収
　

入
 

82,878,601

　
１
雑
　
収
　
入
	

82,878,601
　
　
１
雑
　
収
　
入
	

82,878,601
　
　
小
　
　
　
計
	

7,860,908,601
（10）繰

　
越

　
金

 
279,449,724

　
１
繰
　
越
　
金
	

279,449,724
　
　
１
繰
　
越
　
金
	

279,449,724
　
　
合
　
　
　
計
	

8,140,358,325

臨
時

部
歳

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

第
14回

世
界

同
朋

大
会

冥
加

金
 4,850,000

　
１
第
14回

世
界
同
朋
大
会
冥
加
金
	4,850,000

　
　
１
第
14回
世
界
同
朋
大
会
冥
加
金
	4,850,000

2025年
度

真
宗

大
谷

派
経

常
部

臨
時

部
歳

入
歳

出
予

算

経
常

部
歳

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
） 　

（
1）

冥
　

加
　

金
 

386,810,000

　
１
冥
　
加
　
金
	

386,810,000
　
　
１
学
事
冥
加
金
	

18,970,000
　
　
２
研
修
冥
加
金
	

61,530,000
　
　
３
同
朋
会
館
冥
加
金
	

73,000,000
　
　
４
渉
成
園
冥
加
金
	

11,000,000
　
　
５
大
谷
専
修
学
院
冥
加
金
	

1,560,000
　
　
６
斎
	冥
	加
	金
	

41,130,000
　
　
７
不
動
産
冥
加
金
	

179,620,000
（

2）
賦

　
課

　
金

 
679,210,000

　
１
宗
費
賦
課
金
	

679,210,000
　
　
１
寺
院
賦
課
金
	

393,560,000
　
　
２
僧
侶
賦
課
金
	

285,650,000
（

3）
礼

　
　

　
金

 
587,660,000

　
１
願
	事
	礼
	金
	

231,160,000
　
　
１
諸
　
願
　
事
	

151,160,000
　
　
２
帰
　
敬
　
式
	

80,000,000
　
２
授
	与
	礼
	金
	

356,500,000
　
　
１
寺
院
用
授
与
物
	

22,000,000
　
　
２
門
徒
用
授
与
物
	

334,500,000

歳
入
の
部

8,140,358,325円
経
常
部

803,941,675円
臨
時
部

計
8,944,300,000円

歳
出
の
部

8,139,708,325円
経
常
部

804,591,675円
臨
時
部

計
8,944,300,000円

単
位
＝
円
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（10）沖
縄

別
院

整
備

資
金

受
金

 
132,381,675

　
１
沖
縄
別
院
整
備
資
金
受
金
	
132,381,675

　
　
１
沖
縄
別
院
整
備
資
金
受
金
	
132,381,675

　
　
合
　
　
　
計
	

803,941,675

経
常

部
歳

出

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

崇
　

敬
　

費
 

265,350,000

　
１
荘
　
厳
　
費
	

67,380,000
　
　
１
荘
　
厳
　
費
	

67,380,000
　
２
儀
　
式
　
費
	

96,300,000
　
　
１
報
	恩
	講
	費
	

42,880,000
　
　
２
春
の
法
要
費
	

17,380,000
　
　
３
諸
	法
	要
	費
	

1,500,000
　
　
４
得
	度
	式
	費
	

10,170,000
　
　
５
帰
	敬
	式
	費
	

24,370,000
　
３
儀
式
指
導
研
究
所
費
	

3,240,000
　
　
１
儀
式
指
導
研
究
所
費
	

3,240,000
　
４
参
拝
接
待
費
	

49,120,000
　
　
１
参
拝
接
待
費
	

37,840,000
　
　
２
参
拝
記
念
品
費
	

11,280,000
　
５
諸
　
　
　
費
	

49,310,000
　
　
１
参
	拝
	諸
	費
	

3,200,000
　
　
２
式
	務
	諸
	費
	

28,730,000
　
　
３
祖
	廟
	諸
	費
	

17,380,000
（

2）
学

事
伝

道
費

 
250,360,000

　
１
学
　
事
　
費
	

21,080,000
　
　
１
安
　
居
　
費
	

4,890,000
　
　
２
学
階
銓
衡
会
費
	

700,000
　
　
３
教
師
養
成
費
	

4,410,000
　
　
４
教
師
資
格
取
得
準
備
学
習
会
費
	1,750,000

　
　
５
学
会
助
成
費
	

1,830,000

（
2）

海
外

開
教

推
進

資
金

受
金

 
10,500,000

　
１
海
外
開
教
推
進
資
金
受
金
	
10,500,000

　
　
１
海
外
開
教
推
進
資
金
受
金
	10,500,000

（
3）

宗
務

改
革

推
進

資
金

受
金

 
77,960,000

　
１
宗
務
改
革
推
進
資
金
受
金
	
77,960,000

　
　
１
宗
務
改
革
推
進
資
金
受
金
	77,960,000

（
4）

災
害

対
応

準
備

金
受

金
 

11,200,000

　
１
災
害
対
応
準
備
金
受
金
	

11,200,000
　
　
１
災
害
対
応
準
備
金
受
金
	
11,200,000

（
5）

東
日

本
大

震
災

復
興

支
援

資
金

受
金

 
7,700,000

　
１
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
資
金
受
金
	

7,700,000

　
　
１
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
資
金
受
金
	

7,700,000

（
6）

真
宗

本
廟

諸
施

設
営

繕
積

立
金

受
金

 
334,510,000

　
１
真
宗
本
廟
諸
施
設

営
繕
積
立
金
受
金
	

334,510,000

　
　
１
真
宗
本
廟
諸
施
設

営
繕
積
立
金
受
金
	

334,510,000

（
7）

公
的

補
助

金
 

32,000,000

　
１
公
的
補
助
金
	

32,000,000
　
　
１
公
的
補
助
金
	

32,000,000

（
8）

宗
祖

親
鸞

聖
人

御
誕

生
八

百
五

十
年

・　
立

教
開

宗
八

百
年

慶
讃

事
業

推
進

資
金

受
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

金
 137,820,000

　
１
宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・　
立教開宗八百年慶讃事業推進資金
受　　　　　　　　　　　　　金 	137,820,000

　
　
１
宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・　
立教開宗八百年慶讃事業推進資金
受　　　　　　　　　　　　　金 	137,820,000

（
9）

寺
院

活
性

化
支

援
資

金
受

金
 

55,020,000

　
１
寺
院
活
性
化
支
援
資
金
受
金
	55,020,000

　
　
１
寺
院
活
性
化
支
援
資
金
受
金
	55,020,000

（
4）

相
 続

 講
 金

 
4,752,990,000

　
１
相
	続
	講
	金
	

4,752,990,000
　
　
１
相
	続
	講
	金
	

4,752,990,000
（

5）
同

朋
会

員
志

金
 

280,000,000

　
１
同
朋
会
員
志
金
	

280,000,000
　
　
１
同
朋
会
員
志
金
	

280,000,000
（

6）
懇

　
志

　
金

 
964,360,000

　
１
懇
　
志
　
金
	

964,360,000
　
　
１
読
　
経
　
志
	

202,600,000
　
　
２
納
　
骨
　
志
	

555,000,000
　
　
３
諸
　
懇
　
志
	

206,760,000
（

7）
寄

　
付

　
金

 
92,000,000

　
１
寄
　
付
　
金
	

92,000,000
　
　
１
寄
　
付
　
金
	

92,000,000
（

8）
回

 付
 受

 金
 

35,000,000

　
１
回
	付
	受
	金
	

35,000,000

　
　
１
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計

回
　
　
付
　
　
受
　
　
金
	35,000,000

（
9）

雑
　

収
　

入
 

82,878,601

　
１
雑
　
収
　
入
	

82,878,601
　
　
１
雑
　
収
　
入
	

82,878,601
　
　
小
　
　
　
計
	

7,860,908,601
（10）繰

　
越

　
金

 
279,449,724

　
１
繰
　
越
　
金
	

279,449,724
　
　
１
繰
　
越
　
金
	

279,449,724
　
　
合
　
　
　
計
	

8,140,358,325

臨
時

部
歳

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

第
14回

世
界

同
朋

大
会

冥
加

金
 4,850,000

　
１
第
14回

世
界
同
朋
大
会
冥
加
金
	4,850,000

　
　
１
第
14回
世
界
同
朋
大
会
冥
加
金
	4,850,000

2025年
度

真
宗

大
谷

派
経

常
部

臨
時

部
歳

入
歳

出
予

算

経
常

部
歳

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
） 　

（
1）

冥
　

加
　

金
 

386,810,000

　
１
冥
　
加
　
金
	

386,810,000
　
　
１
学
事
冥
加
金
	

18,970,000
　
　
２
研
修
冥
加
金
	

61,530,000
　
　
３
同
朋
会
館
冥
加
金
	

73,000,000
　
　
４
渉
成
園
冥
加
金
	

11,000,000
　
　
５
大
谷
専
修
学
院
冥
加
金
	

1,560,000
　
　
６
斎
	冥
	加
	金
	

41,130,000
　
　
７
不
動
産
冥
加
金
	

179,620,000
（

2）
賦

　
課

　
金

 
679,210,000

　
１
宗
費
賦
課
金
	

679,210,000
　
　
１
寺
院
賦
課
金
	

393,560,000
　
　
２
僧
侶
賦
課
金
	

285,650,000
（

3）
礼

　
　

　
金

 
587,660,000

　
１
願
	事
	礼
	金
	

231,160,000
　
　
１
諸
　
願
　
事
	

151,160,000
　
　
２
帰
　
敬
　
式
	

80,000,000
　
２
授
	与
	礼
	金
	

356,500,000
　
　
１
寺
院
用
授
与
物
	

22,000,000
　
　
２
門
徒
用
授
与
物
	

334,500,000

歳
入
の
部

8,140,358,325円
経
常
部

803,941,675円
臨
時
部

計
8,944,300,000円

歳
出
の
部

8,139,708,325円
経
常
部

804,591,675円
臨
時
部

計
8,944,300,000円

単
位
＝
円
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（
6）

開
　

教
　

費
 

279,040,000

　
１
首
都
圏
教
化
費
	

136,520,000

　
　
１
首
都
圏
教
化
推
進

特
別
会
計
回
付
金
	

136,520,000

　
２
海
外
開
教
費
	

133,240,000
　
　
１
開
教
司
教
費
	

12,790,000
　
　
２
監
	督
	部
	費
	

92,830,000
　
　
３
養
成
派
遣
費
	

17,330,000
　
　
４
伝
道
助
成
費
	

4,280,000
　
　
５
国
	際
	室
	費
	

6,010,000
　
３
準
開
教
区
開
教
費
	

9,280,000
　
　
１
沖
縄
開
教
費
	

9,280,000
（

7）
共

済
福

祉
費

 
171,280,000

　
１
第
１
種
共
済
制
度
運
用
費
	
122,150,000

　
　
１
共
　
済
　
金
	

122,060,000
　
　
２
事
　
務
　
費
	

90,000
　
２
福
　
祉
　
費
	

9,280,000
　
　
１
住
職
50年
記
念
費
	

3,890,000
　
　
２
寺
院
慶
弔
費
	

5,380,000
　
　
３
総
合
相
談
室
費
	

10,000
　
３
災
害
見
舞
費
	

29,850,000
　
　
１
門
徒
見
舞
費
	

5,150,000
　
　
２
災
害
対
策
費
	

2,200,000
　
　
３
救
援
物
資
備
蓄
費
	

2,500,000

　
　
４
能
登
半
島
地
震
災
害

復
興
支
援
費
	

20,000,000

　
４
災
害
対
応
準
備
金
繰
入
金
	
10,000,000

　
　
１
災
害
対
応
準
備
金
繰
入
金
	10,000,000

（
8）

宗
 務

 所
 費

 
1,608,391,325

　
１
門
	首
	室
	費
	

87,040,000
　
　
１
門
　
首
　
費
	

46,900,000
　
　
２
門
首
修
習
費
	

3,010,000

　
　
４
青
少
幼
年
研
修
費
	

4,180,000
　
　
５
各
種
研
修
費
	

6,960,000
　
　
６
声
明
講
習
費
	

2,885,000
　
　
７
坊
守
研
修
費
	

905,000
　
２
同
朋
の
会
推
進
講
座
費
	

16,550,000

　
　
１
同
朋
の
会
推
進
講
座
・
　

帰
敬
式
法
座
費
	15,300,000

　
　
２
推
進
員
室
費
	

1,250,000
　
３
真
宗
本
廟
奉
仕
施
設
費
	

113,360,000
　
　
１
奉
仕
施
設
消
防
設
備
費
	

3,420,000
　
　
２
奉
仕
施
設
衛
生
・
清
掃
費
	
7,180,000

　
　
３
奉
仕
施
設
設
備
保
守
費
	

3,380,000

　
　
４
同
朋
会
館
教
導
・
　

嘱
託
補
導
費
	

38,540,000

　
　
５
奉
仕
施
設
運
営
費
	

8,000,000
　
　
６
食
堂
運
営
管
理
費
	

49,400,000
　
　
７
諸
　
　
　
費
	

3,440,000
（

5）
組

織
振

興
費

 
214,457,000

　
１
組
織
振
興
費
	

98,757,000
　
　
１
同
朋
新
聞
費
	

88,740,000
　
　
２
同
朋
会
促
進
費
	

2,420,000
　
　
３
坊
守
会
連
盟
助
成
費
	

700,000

　
　
４
公
益
社
団
法
人
大
谷
保
育
協
会

助
　
　
　
　
 成
　
　
　
　
 費
	
6,897,000

　
２
教
化
振
興
助
成
費
	

65,500,000
　
　
１
地
方
教
化
助
成
費
	

64,900,000
　
　
２
連
区
協
議
会
費
	

600,000
　
３
地
方
振
興
助
成
費
	

36,200,000
　
　
１
相
続
講
奨
励
費
	

32,300,000
　
　
２
奨
励
巡
回
費
	

3,900,000
　
４
還
　
付
　
金
	

14,000,000
　
　
１
同
朋
会
員
志
金
還
付
金
	
14,000,000

　
２
解
放
運
動
推
進
本
部
費
	

23,570,000

　
　
１
部
落
差
別
問
題
等
の

差
別
問
題
研
修
費
	

7,710,000

　
　
２
研
究
調
査
費
	

9,180,000
　
　
３
女
	性
	室
	費
	

3,080,000
　
　
４
関
係
団
体
費
	

3,600,000
　
３
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
費
	

28,420,000
　
　
１
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
活
動
費
	15,000,000

　
　
２
会
　
議
　
費
	

2,150,000

　
　
３
大
谷
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会

事
　
　
　
　
業
　
　
　
　
費
	
3,560,000

　
　
４
真
宗
大
谷
派
仏
教
青
年
同
盟

助
　
　
　
　
成
　
　
　
　
費
	
750,000

　
　
５
大
谷
派
児
童
教
化
連
盟

事
　
　
　
業
　
　
　
費
	

6,000,000

　
　
６
真
宗
大
谷
派
合
唱
連
盟

事
　
　
　
業
　
　
　
費
	

960,000

　
４
教
化
機
構
振
興
費
	

10,865,000
　
　
１
統
計
調
査
費
	

6,180,000
　
　
２
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
費
	

2,360,000
　
　
３
同
朋
会
運
動
推
進
会
議
費
	
2,325,000

　
５
し
ん
ら
ん
交
流
館

教
化
伝
道
費
	

4,310,000

　
　
１
し
ん
ら
ん
交
流
館

教
化
伝
道
費
	

4,310,000

　
６
し
ん
ら
ん
交
流
館

運
営
管
理
費
	

5,450,000

　
　
１
し
ん
ら
ん
交
流
館

運
営
管
理
費
	

5,450,000

（
4）

研
　

修
　

費
 

182,700,000

　
１
中
央
研
修
費
	

52,790,000
　
　
１
教
師
修
練
費
	

28,430,000
　
　
２
住
職
修
習
費
	

7,610,000
　
　
３
奉
仕
研
修
費
	

1,820,000

　
　
６
東
方
仏
教
徒
協
会
助
成
費
	
7,500,000

　
２
大
谷
専
修
学
院
費
		

9,910,000
　
　
１
大
谷
専
修
学
院
学
務
費
	

40,000
　
　
２
学
寮
生
活
費
	

7,140,000
　
　
３
大
谷
専
修
学
院
運
営
費
	

2,730,000
　
３
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
費
	

21,290,000
　
　
１
研
究
交
流
費
	

11,820,000
　
　
２
事
	務
	所
	費
	

3,090,000
　
　
３
施
設
管
理
費
	

6,380,000
　
４
関
係
学
校
助
成
費
	

27,955,000
　
　
１
関
係
学
校
助
成
費
	

27,955,000
　
５
学
事
施
設
助
成
費
	

10,620,000
　
　
１
学
事
施
設
助
成
費
	

7,000,000

　
　
２
東
本
願
寺
た
か
く
ら
こ
ど
も
園

助
　
　
　
　
 成
　
　
　
　
 費
	
3,620,000

　
６
伝
　
道
　
費
	

27,640,000
　
　
１
真
宗
本
廟
伝
道
費
	

23,470,000
　
　
２
大
谷
祖
廟
伝
道
費
	

4,170,000
　
７
社
会
教
化
費
	

8,165,000
　
　
１
教
誨
事
業
費
	

4,440,000
　
　
２
社
会
教
化
事
業
費
	

1,930,000
　
　
３
施
設
教
化
費
	

1,760,000
　
　
４
仏
教
行
事
費
	

35,000
　
８
真
宗
大
谷
学
園
回
付
金
	

123,700,000
　
　
１
真
宗
大
谷
学
園
回
付
金
	
123,700,000

（
3）

真
宗

教
化

セ
ン

タ
ー

費
 

91,305,000

　
１
教
学
研
究
所
費
	

18,690,000
　
　
１
研
究
調
査
費
	

4,920,000
　
　
２
教
化
伝
道
研
修
費
	

7,850,000
　
　
３
定
期
刊
行
物
刊
行
費
	

5,520,000
　
　
４
諸
　
　
　
費
	

400,000
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（
6）

開
　

教
　

費
 

279,040,000

　
１
首
都
圏
教
化
費
	

136,520,000

　
　
１
首
都
圏
教
化
推
進

特
別
会
計
回
付
金
	

136,520,000

　
２
海
外
開
教
費
	

133,240,000
　
　
１
開
教
司
教
費
	

12,790,000
　
　
２
監
	督
	部
	費
	

92,830,000
　
　
３
養
成
派
遣
費
	

17,330,000
　
　
４
伝
道
助
成
費
	

4,280,000
　
　
５
国
	際
	室
	費
	

6,010,000
　
３
準
開
教
区
開
教
費
	

9,280,000
　
　
１
沖
縄
開
教
費
	

9,280,000
（

7）
共

済
福

祉
費

 
171,280,000

　
１
第
１
種
共
済
制
度
運
用
費
	
122,150,000

　
　
１
共
　
済
　
金
	

122,060,000
　
　
２
事
　
務
　
費
	

90,000
　
２
福
　
祉
　
費
	

9,280,000
　
　
１
住
職
50年
記
念
費
	

3,890,000
　
　
２
寺
院
慶
弔
費
	

5,380,000
　
　
３
総
合
相
談
室
費
	

10,000
　
３
災
害
見
舞
費
	

29,850,000
　
　
１
門
徒
見
舞
費
	

5,150,000
　
　
２
災
害
対
策
費
	

2,200,000
　
　
３
救
援
物
資
備
蓄
費
	

2,500,000

　
　
４
能
登
半
島
地
震
災
害

復
興
支
援
費
	

20,000,000

　
４
災
害
対
応
準
備
金
繰
入
金
	
10,000,000

　
　
１
災
害
対
応
準
備
金
繰
入
金
	10,000,000

（
8）

宗
 務

 所
 費

 
1,608,391,325

　
１
門
	首
	室
	費
	

87,040,000
　
　
１
門
　
首
　
費
	

46,900,000
　
　
２
門
首
修
習
費
	

3,010,000

　
　
４
青
少
幼
年
研
修
費
	

4,180,000
　
　
５
各
種
研
修
費
	

6,960,000
　
　
６
声
明
講
習
費
	

2,885,000
　
　
７
坊
守
研
修
費
	

905,000
　
２
同
朋
の
会
推
進
講
座
費
	

16,550,000

　
　
１
同
朋
の
会
推
進
講
座
・
　

帰
敬
式
法
座
費
	15,300,000

　
　
２
推
進
員
室
費
	

1,250,000
　
３
真
宗
本
廟
奉
仕
施
設
費
	

113,360,000
　
　
１
奉
仕
施
設
消
防
設
備
費
	

3,420,000
　
　
２
奉
仕
施
設
衛
生
・
清
掃
費
	
7,180,000

　
　
３
奉
仕
施
設
設
備
保
守
費
	

3,380,000

　
　
４
同
朋
会
館
教
導
・
　

嘱
託
補
導
費
	

38,540,000

　
　
５
奉
仕
施
設
運
営
費
	

8,000,000
　
　
６
食
堂
運
営
管
理
費
	

49,400,000
　
　
７
諸
　
　
　
費
	

3,440,000
（

5）
組

織
振

興
費

 
214,457,000

　
１
組
織
振
興
費
	

98,757,000
　
　
１
同
朋
新
聞
費
	

88,740,000
　
　
２
同
朋
会
促
進
費
	

2,420,000
　
　
３
坊
守
会
連
盟
助
成
費
	

700,000

　
　
４
公
益
社
団
法
人
大
谷
保
育
協
会

助
　
　
　
　
 成
　
　
　
　
 費
	
6,897,000

　
２
教
化
振
興
助
成
費
	

65,500,000
　
　
１
地
方
教
化
助
成
費
	

64,900,000
　
　
２
連
区
協
議
会
費
	

600,000
　
３
地
方
振
興
助
成
費
	

36,200,000
　
　
１
相
続
講
奨
励
費
	

32,300,000
　
　
２
奨
励
巡
回
費
	

3,900,000
　
４
還
　
付
　
金
	

14,000,000
　
　
１
同
朋
会
員
志
金
還
付
金
	
14,000,000

　
２
解
放
運
動
推
進
本
部
費
	

23,570,000

　
　
１
部
落
差
別
問
題
等
の

差
別
問
題
研
修
費
	

7,710,000

　
　
２
研
究
調
査
費
	

9,180,000
　
　
３
女
	性
	室
	費
	

3,080,000
　
　
４
関
係
団
体
費
	

3,600,000
　
３
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
費
	

28,420,000
　
　
１
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
活
動
費
	15,000,000

　
　
２
会
　
議
　
費
	

2,150,000

　
　
３
大
谷
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会

事
　
　
　
　
業
　
　
　
　
費
	
3,560,000

　
　
４
真
宗
大
谷
派
仏
教
青
年
同
盟

助
　
　
　
　
成
　
　
　
　
費
	
750,000

　
　
５
大
谷
派
児
童
教
化
連
盟

事
　
　
　
業
　
　
　
費
	

6,000,000

　
　
６
真
宗
大
谷
派
合
唱
連
盟

事
　
　
　
業
　
　
　
費
	

960,000

　
４
教
化
機
構
振
興
費
	

10,865,000
　
　
１
統
計
調
査
費
	

6,180,000
　
　
２
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
費
	

2,360,000
　
　
３
同
朋
会
運
動
推
進
会
議
費
	
2,325,000

　
５
し
ん
ら
ん
交
流
館

教
化
伝
道
費
	

4,310,000

　
　
１
し
ん
ら
ん
交
流
館

教
化
伝
道
費
	

4,310,000

　
６
し
ん
ら
ん
交
流
館

運
営
管
理
費
	

5,450,000

　
　
１
し
ん
ら
ん
交
流
館

運
営
管
理
費
	

5,450,000

（
4）

研
　

修
　

費
 

182,700,000

　
１
中
央
研
修
費
	

52,790,000
　
　
１
教
師
修
練
費
	

28,430,000
　
　
２
住
職
修
習
費
	

7,610,000
　
　
３
奉
仕
研
修
費
	

1,820,000

　
　
６
東
方
仏
教
徒
協
会
助
成
費
	
7,500,000

　
２
大
谷
専
修
学
院
費
		

9,910,000
　
　
１
大
谷
専
修
学
院
学
務
費
	

40,000
　
　
２
学
寮
生
活
費
	

7,140,000
　
　
３
大
谷
専
修
学
院
運
営
費
	

2,730,000
　
３
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
費
	

21,290,000
　
　
１
研
究
交
流
費
	

11,820,000
　
　
２
事
	務
	所
	費
	

3,090,000
　
　
３
施
設
管
理
費
	

6,380,000
　
４
関
係
学
校
助
成
費
	

27,955,000
　
　
１
関
係
学
校
助
成
費
	

27,955,000
　
５
学
事
施
設
助
成
費
	

10,620,000
　
　
１
学
事
施
設
助
成
費
	

7,000,000

　
　
２
東
本
願
寺
た
か
く
ら
こ
ど
も
園

助
　
　
　
　
 成
　
　
　
　
 費
	
3,620,000

　
６
伝
　
道
　
費
	

27,640,000
　
　
１
真
宗
本
廟
伝
道
費
	

23,470,000
　
　
２
大
谷
祖
廟
伝
道
費
	

4,170,000
　
７
社
会
教
化
費
	

8,165,000
　
　
１
教
誨
事
業
費
	

4,440,000
　
　
２
社
会
教
化
事
業
費
	

1,930,000
　
　
３
施
設
教
化
費
	

1,760,000
　
　
４
仏
教
行
事
費
	

35,000
　
８
真
宗
大
谷
学
園
回
付
金
	

123,700,000
　
　
１
真
宗
大
谷
学
園
回
付
金
	
123,700,000

（
3）

真
宗

教
化

セ
ン

タ
ー

費
 

91,305,000

　
１
教
学
研
究
所
費
	

18,690,000
　
　
１
研
究
調
査
費
	

4,920,000
　
　
２
教
化
伝
道
研
修
費
	

7,850,000
　
　
３
定
期
刊
行
物
刊
行
費
	

5,520,000
　
　
４
諸
　
　
　
費
	

400,000

　
１
宗
	議
	会
	費
	

69,180,000
　
　
１
宗
	議
	会
	費
	

67,430,000
　
　
２
参
	与
	会
	費
	

1,750,000
　
２
参
	議
	会
	費
	

61,200,000
　
　
１
参
	議
	会
	費
	

59,460,000
　
　
２
常
	務
	会
	費
	

1,740,000
　
３
宗
会
理
事
会
費
	

900,000
　
　
１
宗
会
理
事
会
費
	

900,000
　
４
事
	務
	局
	費
	

3,600,000
　
　
１
事
	務
	局
	費
	

3,600,000
（12）董

 理
 院

 費
 

610,000

　
１
董
	理
	院
	費
	

610,000
　
　
１
董
	理
	院
	費
	

610,000
（13）審

 問
 院

 費
 

17,680,000

　
１
給
　
　
　
与
	

12,500,000
　
　
１
給
　
　
　
与
	

12,500,000
　
２
審
	問
	室
	費
	

1,760,000
　
　
１
審
	問
	室
	費
	

1,760,000
　
３
監
	察
	室
	費
	

2,470,000
　
　
１
監
察
調
査
費
	

2,320,000
　
　
２
査
察
委
員
費
	

150,000
　
４
諸
　
　
　
費
	

950,000
　
　
１
諸
　
　
　
費
	

950,000
（14）会

計
監

査
院

費
 

27,920,000

　
１
給
　
　
　
与
	

26,000,000
　
　
１
給
　
　
　
与
	

26,000,000
　
２
監
査
運
営
費
	

1,920,000
　
　
１
監
査
運
営
費
	

1,920,000
（15）予

　
備

　
費

 
220,000,000

　
１
第
１
予
備
費
	

200,000,000
　
　
１
第
１
予
備
費
	

200,000,000

　
　
１
事
務
職
給
与
	

1,880,300,000
　
２
専
門
職
員
給
与
	

712,300,000
　
　
１
式
務
員
給
与
	

176,400,000

　
　
２
大
谷
専
修
学
院

教
育
職
員
給
与
	

65,800,000

　
　
３
教
育
部
学
校
教
育
幹
事
給
与
	
4,200,000

　
　
４
研
修
部
補
導
給
与
	

37,200,000

　
　
５
解
放
運
動
推
進
本
部

専
門
職
員
給
与
	

30,700,000

　
　
６
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー

研
究
職
員
給
与
	

39,700,000

　
　
７
教
学
研
究
所

研
究
職
員
給
与
	

74,800,000

　
　
８
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー

専
門
職
員
給
与
	

13,100,000

　
　
９
教
区
青
少
幼
年
教
化

指
導
主
任
給
与
	

9,500,000

　
　
10聖
教
編
纂
室
給
与
	

18,200,000
　
　
11教
区
駐
在
教
導
給
与
	

204,500,000
　
　
12事
業
嘱
託
給
与
	

4,800,000
　
　
13専
門
嘱
託
給
与
	

33,400,000
　
３
宗
務
役
員
現
業
職
給
与
	

105,100,000
　
　
１
現
業
職
給
与
	

105,100,000
　
４
諸
	手
	当
	費
	

685,200,000
　
　
１
諸
	手
	当
	費
	

188,800,000
　
　
２
社
会
保
険
費
	

496,400,000
　
５
退
職
慰
労
金
	

180,000,000
　
　
１
退
職
慰
労
金
	

180,000,000
　
６
諸
　
　
　
費
	

154,645,000
　
　
１
宗
務
役
員
任
用
費
	

680,000
　
　
２
宗
務
役
員
養
成
費
	

2,790,000
　
　
３
宗
務
役
員
教
養
福
祉
費
	
151,175,000

（11）宗
　

会
　

費
 

134,880,000

　
　
１
授
	与
	物
	費
	

140,000,000
　
　
２
賞
　
典
　
費
	

104,200,000
　
10旅
　
　
　
費
	

53,590,000
　
　
１
旅
　
　
　
費
	

53,590,000
　
11諸
　
　
　
費
	

582,681,325
　
　
１
選
　
挙
　
費
	

11,170,000
　
　
２
Ｏ
Ａ
整
備
費
	

108,080,000
　
　
３
通
信
運
送
費
	

182,120,000
　
　
４
租
　
税
　
費
	

73,600,000
　
　
５
機
　
務
　
費
	

5,000,000
　
　
６
備
　
品
　
費
	

21,150,000
　
　
７
接
　
待
　
費
	

14,900,000
　
　
８
賄
　
　
　
費
	

3,851,325
　
　
９
清
掃
衛
生
費
	

39,600,000
　
　
10消
　
耗
　
費
	

104,900,000
　
　
11自
	動
	車
	費
	

4,300,000
　
　
12役
員
法
衣
被
服
調
製
費
	

2,940,000
　
　
13奨
	励
	諸
	費
	

11,070,000
　
12渉
成
園
事
務
費
	

17,800,000
　
　
１
渉
成
園
広
報
費
	

17,500,000
　
　
２
渉
成
園
諸
費
	

300,000
（

9）
地

方
宗

務
費

 
958,190,000

　
１
教
区
交
付
金
	

827,790,000
　
　
１
教
化
交
付
金
	

730,400,000
　
　
２
奨
励
交
付
金
	

97,390,000
　
２
義
務
金
諸
費
	

15,400,000
　
　
１
義
務
金
諸
費
	

15,400,000
　
３
教
	務
	所
	費
	

115,000,000
　
　
１
教
	務
	所
	費
	

115,000,000
（10）宗

務
執

行
機

関
人

材
費

 
3,717,545,000

　
１
宗
務
役
員
事
務
職
給
与
	
1,880,300,000

　
　
３
鍵
　
役
　
費
	

31,800,000
　
　
４
内
事
関
係
費
	

5,330,000
　
２
宗
制
調
査
費
	

16,920,000
　
　
１
宗
制
調
査
費
	

7,220,000
　
　
２
法
律
相
談
費
	

9,700,000
　
３
広
報
渉
外
費
	

62,980,000
　
　
１
広
　
報
　
費
	

9,400,000
　
　
２
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
報
費
	
4,500,000

　
　
３
真
	宗
	誌
	費
	

33,700,000
　
　
４
宗
派
間
交
渉
費
	

15,030,000
　
　
５
渉
　
外
　
費
	

350,000
　
４
諸
	会
	議
	費
	

8,200,000
　
　
１
教
務
所
長
会
費
	

820,000
　
　
２
輪
	番
	会
	費
	

2,070,000
　
　
３
教
区
会
議
長
会
費
	

2,460,000
　
　
４
教
区
門
徒
会
長
会
費
	

2,460,000
　
　
５
法
衣
制
定
審
査
会
費
	

10,000
　
　
６
宗
務
顧
問
会
費
	

380,000
　
５
財
産
管
理
費
	

9,550,000
　
　
１
財
産
管
理
費
	

7,550,000
　
　
２
財
産
管
理
審
議
会
費
	

2,000,000
　
６
宗
宝
宗
史
蹟
保
存
管
理
費
	

1,480,000
　
　
１
宗
宝
宗
史
蹟
顕
彰
費
	

1,000,000
　
　
２
宗
宝
宗
史
蹟
保
存
会
費
	

480,000
　
７
防
　
災
　
費
	

123,840,000
　
　
１
防
　
災
　
費
	

123,840,000
　
８
営
　
繕
　
費
	

400,110,000
　
　
１
営
　
繕
　
費
	

135,610,000

　
　
２
真
宗
本
廟
諸
施
設

営
繕
積
立
金
	

264,500,000

　
９
調
　
進
　
費
	

244,200,000
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１
予
　
備
　
費
	

1,060,000
　
　
合
　
　
　
計
	

472,900,000

2025年
度

東
本

願
寺

出
版

特
別

会
計

歳
入

歳
出

予
算

歳
　

　
　

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

出
版

物
冥

加
金

 
597,800,000

　
１
出
版
物
冥
加
金
	

597,800,000
　
　
１
出
版
物
冥
加
金
	

597,800,000

（
2）

東
本

願
寺

出
版

特
別

会
計

運
営

資
金

受
金

 
73,500,000

　
１
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計

運
営
資
金
受
金
	
73,500,000

　
　
１
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計

運
営
資
金
受
金
	73,500,000

（
3）

広
告

料
収

入
 

14,000,000

　
１
広
告
料
収
入
	

14,000,000
　
　
１
広
告
料
収
入
	

14,000,000
（

4）
雑

　
収

　
入

 
11,700,000

　
１
雑
　
収
　
入
	

11,700,000
　
　
１
雑
　
収
　
入
	

11,700,000
　
　
合
　
　
　
計
	

697,000,000

歳
　

　
　

出

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

刊
　

行
　

費
 

258,500,000

　
１
刊
　
行
　
費
	

257,030,000
　
　
１
同
朋
刊
行
費
	

28,700,000
　
　
２
安
居
講
録
刊
行
費
	

2,500,000

歳
入
の
部

697,000,000円
歳
出
の
部

697,000,000円

2025年
度

第
２

種
共

済
特

別
会

計
歳

入
歳

出
予

算

歳
　

　
　

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
） 　

（
1）

拠
出

金
収

入
 

388,260,000

　
１
拠
出
金
収
入
	

388,260,000
　
　
１
拠
出
金
収
入
	

388,260,000
（

2）
共

済
賦

課
金

 
83,380,000

　
１
共
済
賦
課
金
	

83,380,000
　
　
１
共
済
賦
課
金
	

83,380,000
（

3）
雑

　
収

　
入

 
1,260,000

　
１
雑
　
収
　
入
	

1,260,000
　
　
１
雑
　
収
　
入
	

1,260,000
　
　
合
　
　
　
計
	

472,900,000

歳
　

　
　

出

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

共
　

済
　

金
 

457,320,000

　
１
共
　
済
　
金
	

457,320,000
　
　
１
復
興
共
済
金
	

452,320,000
　
　
２
宗
派
共
済
見
舞
金
	

5,000,000
（

2）
事

　
務

　
費

 
14,520,000

　
１
事
　
務
　
費
	

14,520,000
　
　
１
会
　
議
　
費
	

20,000
　
　
２
調
　
査
　
費
	

10,000,000
　
　
３
第
２
種
共
済
シ
ス
テ
ム
整
備
費
	
500,000

　
　
４
諸
　
　
　
費
	

4,000,000
（

3）
予

　
備

　
費

 
1,060,000

　
１
予
　
備
　
費
	

1,060,000

歳
入
の
部

472,900,000円
歳
出
の
部

472,900,000円

（
7）

渉
成

園
保

存
整

備
事

業
 

42,500,000

　
１
渉
成
園
保
存
整
備
事
業
	

42,500,000
　
　
１
渉
成
園
保
存
整
備
事
業
	
42,500,000

（
8）

慶
讃

事
業

継
続

費
 

137,820,000

　
１
慶
讃
事
業
継
続
費
	

137,820,000
　
　
１
慶
讃
事
業
継
続
費
	

137,820,000
（

9）
寺

院
活

性
化

支
援

事
業

費
 

55,020,000

　
１
真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
支
援
室

活
　
　
　
　
動
　
　
　
　
費
	14,180,000

　
　
１
寺
院
活
性
化
支
援
事
業
費
	
5,920,000

　
　
２
寺
院
活
性
化
支
援
員
養
成
費
	4,060,000

　
　
３
支
援
事
業
調
査
研
究
・
　

教
材
調
製
費
	
4,200,000

　
２
教
区
寺
院
活
性
化
支
援
室

活
動

費
助

成
	
40,840,000

　
　
１
教
区
寺
院
活
性
化
支
援
室

活
動

費
助

成
	40,840,000

（10） 大
谷

祖
廟

総
合

整
備

事
業

準
備

積
立

金
繰

入
金

 
5,000,000

　
１
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
事
業

準
備
積
立
金
繰
入
金
	

5,000,000

　
　
１
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
事
業

準
備
積
立
金
繰
入
金
	
5,000,000

（11）沖
縄

別
院

整
備

費
 

132,381,675

　
１
沖
縄
別
院
整
備
費
	

132,381,675
　
　
１
沖
縄
別
院
整
備
費
	

132,381,675
　
　
合
　
　
　
計
	

804,591,675

　
２
第
２
予
備
費
	

20,000,000
　
　
１
第
２
予
備
費
	

20,000,000
　
　
合
　
　
　
計
	

8,139,708,325

臨
時

部
歳

出

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
） 　

（
1）

第
14回

世
界

同
朋

大
会

費
 

10,500,000

　
１
第
14回
世
界
同
朋
大
会
費
	
10,500,000

　
　
１
第
14回
世
界
同
朋
大
会
費
	10,500,000

（
2）

大
谷

大
学

特
別

助
成

 
2,500,000

　
１
大
谷
大
学
特
別
助
成
	

2,500,000
　
　
１
大
谷
大
学
特
別
助
成
	

2,500,000
（

3）
宗

務
改

革
推

進
費

 
77,960,000

　
１
宗
務
改
革
推
進
費
	

77,960,000
　
　
１
門
徒
戸
数
調
査
委
員
会
費
	
5,300,000

　
　
２
教
区
及
び
組
の

改
編
委
員
会
費
	

9,210,000

　
　
３
別
院
再
編
成
委
員
会
費
	

3,600,000
　
　
４
行
財
政
改
革
推
進
費
	

26,350,000
　
　
５
教
区
改
編
特
別
給
付
金
	
31,000,000

　
　
６
宗
費
賦
課
金
に
関
す
る

審
　
		議
　
		会
　
		費
	

2,500,000

（
4）

災
害

時
特

別
教

化
交

付
金

 
11,200,000

　
１
災
害
時
特
別
教
化
交
付
金
	
11,200,000

　
　
１
災
害
時
特
別
教
化
交
付
金
	11,200,000

（
5）

東
日

本
大

震
災

復
興

支
援

費
 

7,700,000

　
１
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
費
	
7,700,000

　
　
１
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
費
	
7,700,000

（
6）

真
宗

本
廟

大
規

模
営

繕
費

 
322,010,000

　
１
真
宗
本
廟
大
規
模
営
繕
費
	
322,010,000

　
　
１
真
宗
本
廟
大
規
模
営
繕
費
	
218,000,000

　
　
２
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
費
	
104,010,000

2025年
度

首
都

圏
教

化
推

進
特

別
会

計
歳

入
歳

出
予

算

歳
　

　
　

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

一
般

会
計

回
付

受
金

 
136,520,000

　
１
一
般
会
計
回
付
受
金
	

136,520,000
　
　
１
一
般
会
計
回
付
受
金
	

136,520,000
（

2）
冥

　
加

　
金

 
21,975,000

　
１
冥
　
加
　
金
	

21,975,000
　
　
１
研
修
冥
加
金
	

1,530,000
　
　
２
出
版
物
冥
加
金
	

6,500,000
　
　
３
管
理
冥
加
金
	

13,945,000
（

3）
懇

　
志

　
金

 
81,790,000

　
１
真
宗
会
館
懇
志
金
	

81,790,000
　
　
１
読
　
経
　
志
	

58,300,000
　
　
２
納
　
骨
　
志
	

16,500,000
　
　
３
諸
　
懇
　
志
	

6,990,000
（

4）
サ

ン
ガ

ネ
ッ

ト
会

員
志

金
 

3,280,000

　
１
サ
ン
ガ
ネ
ッ
ト
会
員
志
金
	

3,280,000
　
　
１
サ
ン
ガ
ネ
ッ
ト
会
員
志
金
	
3,280,000

（
5）

雑
　

収
　

入
 

235,000

　
１
雑
　
収
　
入
	

235,000
　
　
１
雑
　
収
　
入
	

235,000
　
　
合
　
　
　
計
	

243,800,000

歳
　

　
　

出

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

首
都

圏
教

化
費

 
47,973,000

　
１
教
化
事
業
費
	

9,808,000

歳
入
の
部

243,800,000円
歳
出
の
部

243,800,000円

（
2）

事
 務

 所
 費

 
21,070,000

　
１
事
　
務
　
費
	

11,270,000
　
　
１
備
　
品
　
費
	

100,000
　
　
２
運
　
営
　
費
	

7,900,000
　
　
３
租
　
税
　
費
	

1,700,000
　
　
４
諸
　
　
　
費
	

1,570,000
　
２
供
物
調
進
費
	

9,800,000
　
　
１
供
物
調
進
費
	

9,800,000
（

3）
墓

地
管

理
費

 
26,200,000

　
１
営
　
繕
　
費
	

3,000,000
　
　
１
営
　
繕
　
費
	

3,000,000
　
２
管
　
理
　
費
	

23,200,000
　
　
１
墓
地
清
掃
費
	

9,200,000
　
　
２
防
　
災
　
費
	

9,000,000
　
　
３
調
　
査
　
費
	

5,000,000
（

4）
給

　
　

　
与

 
24,500,000

　
１
給
　
　
　
与
	

24,500,000
　
　
１
給
　
　
　
与
	

19,500,000
　
　
２
諸
	手
	当
	費
	

1,800,000
　
　
３
社
会
保
険
費
	

3,200,000
（

5）
墓

地
整

備
費

 
39,000,000

　
１
墓
地
整
備
費
	

39,000,000
　
　
１
墓
地
整
備
費
	

39,000,000

（
6）

墓
地

整
備

準
備

金
へ

の
繰

入
金

 
12,200,000

　
１
墓
地
整
備
準
備
金

へ
の
繰
入
金
	

12,200,000

　
　
１
墓
地
整
備
準
備
金

へ
の
繰
入
金
	

12,200,000

（
7）

予
　

備
　

費
 

2,280,000
　
１
予
　
備
　
費
	

2,280,000
　
　
１
予
　
備
　
費
	

2,280,000
　
　
合
　
　
　
計
	

139,200,000

2025年
度

東
大

谷
墓

地
特

別
会

計
歳

入
歳

出
予

算

歳
　

　
　

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
） 　

（
1）

墓
地

冥
加

金
 

79,000,000

　
１
墓
地
冥
加
金
	

79,000,000
　
　
１
墓
地
冥
加
金
	

79,000,000
（

2）
懇

　
志

　
金

 
21,000,000

　
１
懇
　
志
　
金
	

21,000,000
　
　
１
読
　
経
　
志
	

5,500,000
　
　
２
諸
　
懇
　
志
	

1,500,000
　
　
３
万
	灯
	会
	志
	

14,000,000
（

3）
供

　
物

　
料

 
18,500,000

　
１
供
　
物
　
料
	

18,500,000
　
　
１
供
　
物
　
料
	

18,500,000
（

4）
雑

　
収

　
入

 
8,405,626

　
１
雑
　
収
　
入
	

8,405,626
　
　
１
雑
　
収
　
入
	

8,405,626
　
　
小
　
　
　
計
	

126,905,626
（

5）
繰

　
越

　
金

 
12,294,374

　
１
繰
　
越
　
金
	

12,294,374
　
　
１
繰
　
越
　
金
	

12,294,374
　
　
合
　
　
　
計
	

139,200,000

歳
　

　
　

出

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
） 　

（
1）

法
　

務
　

費
 

13,950,000

　
１
法
　
務
　
費
	

13,950,000
　
　
１
法
　
務
　
費
	

850,000
　
　
２
万
	灯
	会
	費
	

13,100,000

歳
入
の
部

139,200,000円
歳
出
の
部

139,200,000円

　
　
３
教
材
刊
行
費
	

223,730,000
　
　
４
視
聴
覚
教
材
刊
行
費
	

2,100,000
　
２
会
　
議
　
費
	

1,470,000
　
　
１
会
　
議
　
費
	

1,470,000
（

2）
頒

布
奨

励
費

 
43,100,000

　
１
頒
布
奨
励
費
	

43,100,000
　
　
１
頒
	布
	諸
	費
	

19,800,000
　
　
２
宣
　
伝
　
費
	

23,300,000
（

3）
給

　
　

　
与

 
95,700,000

　
１
給
　
　
　
与
	

95,700,000
　
　
１
給
　
　
　
与
	

79,000,000
　
　
２
諸
	手
	当
	費
	

3,800,000
　
　
３
社
会
保
険
費
	

12,900,000
（

4）
諸

　
　

　
費

 
79,200,000

　
１
諸
　
　
　
費
	

37,200,000
　
　
１
事
	務
	諸
	費
	

2,200,000
　
　
２
租
　
税
　
費
	

35,000,000
　
２
運
　
送
　
費
	

42,000,000
　
　
１
発
　
送
　
費
	

42,000,000
（

5）
一

般
会

計
回

付
金

 
35,000,000

　
１
一
般
会
計
回
付
金
	

35,000,000
　
　
１
一
般
会
計
回
付
金
	

35,000,000

（
6）

東
本

願
寺

出
版

特
別

会
計

運
営

資
金

繰
入

金
 

160,000,000

　
１
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計

運
営
資
金
繰
入
金
	
160,000,000

　
　
１
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計

運
営
資
金
繰
入
金
	
160,000,000

（
7）

予
　

備
　

費
 

25,500,000

　
１
予
　
備
　
費
	

25,500,000
　
　
１
予
　
備
　
費
	

25,500,000
　
　
合
　
　
　
計
	

697,000,000
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2025年
度

首
都

圏
教

化
推

進
特

別
会

計
歳

入
歳

出
予

算

歳
　

　
　

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
） 　

（
1）

一
般

会
計

回
付

受
金

 
136,520,000

　
１
一
般
会
計
回
付
受
金
	

136,520,000
　
　
１
一
般
会
計
回
付
受
金
	

136,520,000
（

2）
冥

　
加

　
金

 
21,975,000

　
１
冥
　
加
　
金
	

21,975,000
　
　
１
研
修
冥
加
金
	

1,530,000
　
　
２
出
版
物
冥
加
金
	

6,500,000
　
　
３
管
理
冥
加
金
	

13,945,000
（

3）
懇

　
志

　
金

 
81,790,000

　
１
真
宗
会
館
懇
志
金
	

81,790,000
　
　
１
読
　
経
　
志
	

58,300,000
　
　
２
納
　
骨
　
志
	

16,500,000
　
　
３
諸
　
懇
　
志
	

6,990,000
（

4）
サ

ン
ガ

ネ
ッ

ト
会

員
志

金
 

3,280,000

　
１
サ
ン
ガ
ネ
ッ
ト
会
員
志
金
	

3,280,000
　
　
１
サ
ン
ガ
ネ
ッ
ト
会
員
志
金
	
3,280,000

（
5）

雑
　

収
　

入
 

235,000

　
１
雑
　
収
　
入
	

235,000
　
　
１
雑
　
収
　
入
	

235,000
　
　
合
　
　
　
計
	

243,800,000

歳
　

　
　

出

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
）　

（
1）

首
都

圏
教

化
費

 
47,973,000

　
１
教
化
事
業
費
	

9,808,000

歳
入
の
部

243,800,000円
歳
出
の
部

243,800,000円

（
2）

事
 務

 所
 費

 
21,070,000

　
１
事
　
務
　
費
	

11,270,000
　
　
１
備
　
品
　
費
	

100,000
　
　
２
運
　
営
　
費
	

7,900,000
　
　
３
租
　
税
　
費
	

1,700,000
　
　
４
諸
　
　
　
費
	

1,570,000
　
２
供
物
調
進
費
	

9,800,000
　
　
１
供
物
調
進
費
	

9,800,000
（

3）
墓

地
管

理
費

 
26,200,000

　
１
営
　
繕
　
費
	

3,000,000
　
　
１
営
　
繕
　
費
	

3,000,000
　
２
管
　
理
　
費
	

23,200,000
　
　
１
墓
地
清
掃
費
	

9,200,000
　
　
２
防
　
災
　
費
	

9,000,000
　
　
３
調
　
査
　
費
	

5,000,000
（

4）
給

　
　

　
与

 
24,500,000

　
１
給
　
　
　
与
	

24,500,000
　
　
１
給
　
　
　
与
	

19,500,000
　
　
２
諸
	手
	当
	費
	

1,800,000
　
　
３
社
会
保
険
費
	

3,200,000
（

5）
墓

地
整

備
費

 
39,000,000

　
１
墓
地
整
備
費
	

39,000,000
　
　
１
墓
地
整
備
費
	

39,000,000

（
6）

墓
地

整
備

準
備

金
へ

の
繰

入
金

 
12,200,000

　
１
墓
地
整
備
準
備
金

へ
の
繰
入
金
	

12,200,000

　
　
１
墓
地
整
備
準
備
金

へ
の
繰
入
金
	

12,200,000

（
7）

予
　

備
　

費
 

2,280,000
　
１
予
　
備
　
費
	

2,280,000
　
　
１
予
　
備
　
費
	

2,280,000
　
　
合
　
　
　
計
	

139,200,000

2025年
度

東
大

谷
墓

地
特

別
会

計
歳

入
歳

出
予

算

歳
　

　
　

入

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
） 　

（
1）

墓
地

冥
加

金
 

79,000,000

　
１
墓
地
冥
加
金
	

79,000,000
　
　
１
墓
地
冥
加
金
	

79,000,000
（

2）
懇

　
志

　
金

 
21,000,000

　
１
懇
　
志
　
金
	

21,000,000
　
　
１
読
　
経
　
志
	

5,500,000
　
　
２
諸
　
懇
　
志
	

1,500,000
　
　
３
万
	灯
	会
	志
	

14,000,000
（

3）
供

　
物

　
料

 
18,500,000

　
１
供
　
物
　
料
	

18,500,000
　
　
１
供
　
物
　
料
	

18,500,000
（

4）
雑

　
収

　
入

 
8,405,626

　
１
雑
　
収
　
入
	

8,405,626
　
　
１
雑
　
収
　
入
	

8,405,626
　
　
小
　
　
　
計
	

126,905,626
（

5）
繰

　
越

　
金

 
12,294,374

　
１
繰
　
越
　
金
	

12,294,374
　
　
１
繰
　
越
　
金
	

12,294,374
　
　
合
　
　
　
計
	

139,200,000

歳
　

　
　

出

　
 （
款
項
目
）	

（
予
算
額
） 　

（
1）

法
　

務
　

費
 

13,950,000

　
１
法
　
務
　
費
	

13,950,000
　
　
１
法
　
務
　
費
	

850,000
　
　
２
万
	灯
	会
	費
	

13,100,000

歳
入
の
部

139,200,000円
歳
出
の
部

139,200,000円

　
　
３
教
材
刊
行
費
	

223,730,000
　
　
４
視
聴
覚
教
材
刊
行
費
	

2,100,000
　
２
会
　
議
　
費
	

1,470,000
　
　
１
会
　
議
　
費
	

1,470,000
（

2）
頒

布
奨

励
費

 
43,100,000

　
１
頒
布
奨
励
費
	

43,100,000
　
　
１
頒
	布
	諸
	費
	

19,800,000
　
　
２
宣
　
伝
　
費
	

23,300,000
（

3）
給

　
　

　
与

 
95,700,000

　
１
給
　
　
　
与
	

95,700,000
　
　
１
給
　
　
　
与
	

79,000,000
　
　
２
諸
	手
	当
	費
	

3,800,000
　
　
３
社
会
保
険
費
	

12,900,000
（

4）
諸

　
　

　
費

 
79,200,000

　
１
諸
　
　
　
費
	

37,200,000
　
　
１
事
	務
	諸
	費
	

2,200,000
　
　
２
租
　
税
　
費
	

35,000,000
　
２
運
　
送
　
費
	

42,000,000
　
　
１
発
　
送
　
費
	

42,000,000
（

5）
一

般
会

計
回

付
金

 
35,000,000

　
１
一
般
会
計
回
付
金
	

35,000,000
　
　
１
一
般
会
計
回
付
金
	

35,000,000

（
6）

東
本

願
寺

出
版

特
別

会
計

運
営

資
金

繰
入

金
 

160,000,000

　
１
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計

運
営
資
金
繰
入
金
	
160,000,000

　
　
１
東
本
願
寺
出
版
特
別
会
計

運
営
資
金
繰
入
金
	
160,000,000

（
7）

予
　

備
　

費
 

25,500,000

　
１
予
　
備
　
費
	

25,500,000
　
　
１
予
　
備
　
費
	

25,500,000
　
　
合
　
　
　
計
	

697,000,000
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（
5）

首
都

圏
教

化
推

進
資

金
繰

　
　

　
入

　
　

　
金

 
8,250,000

　
１
首
都
圏
教
化
推
進
資
金

繰
　
　
　
入
　
　
　
金
	

8,250,000

　
　
１
首
都
圏
教
化
推
進
資
金

繰
　
　
　
入
　
　
　
金
	

8,250,000

（
6）

宗
務

出
張

所
費

 
85,000,000

　
１
給
　
　
　
与
	

69,280,000
　
　
１
給
　
　
　
与
	

52,500,000
　
　
２
諸
	手
	当
	費
	

2,880,000
　
　
３
社
会
保
険
費
	

13,900,000
　
２
旅
　
　
　
費
	

4,800,000
　
　
１
旅
　
　
　
費
	

4,800,000
　
３
渉
外
連
絡
費
	

2,300,000
　
　
１
渉
　
外
　
費
	

2,300,000
　
４
諸
　
　
　
費
	

8,620,000
　
　
１
事
	務
	諸
	費
	

8,300,000
　
　
２
役
　
宅
　
費
	

320,000
（

7）
予

　
備

　
費

 
2,060,000

　
１
予
　
備
　
費
	

2,060,000
　
　
１
予
　
備
　
費
	

2,060,000
　
　
合
　
　
　
計
	

243,800,000

　
　
１
真
宗
会
館
教
化
費
	

9,808,000
　
２
広
報
出
版
費
	

23,670,000
　
　
１
文
書
広
報
費
	

12,400,000
　
　
２
広
告
・
伝
道
費
	

11,270,000
　
３
首
都
圏
教
化
促
進
費
	

14,495,000
　
　
１
教
化
促
進
費
	

8,000,000
　
　
２
人
材
養
成
費
	

5,545,000
　
　
３
首
都
圏
教
化
推
進
本
部
会
議
費
	
950,000

（
2）

首
都

圏
開

教
推

進
事

業
費

 
34,495,000

　
１
開
教
推
進
事
業
費
	

20,355,000
　
　
１
開
教
者
養
成
費
	

580,000
　
　
２
転
居
門
徒
対
策
費
	

1,600,000
　
　
３
共
同
教
化
推
進
事
業
費
	
18,175,000

　
２
都
市
教
化
推
進
事
業
費
	

8,140,000
　
　
１
首
都
圏
親
鸞
講
座
拡
充
費
	
5,100,000

　
　
２
都
市
教
化
事
業
費
	

3,040,000
　
３
首
都
圏
開
教
拠
点
運
営
費
	

6,000,000
　
　
１
首
都
圏
開
教
拠
点
運
営
費
	
6,000,000

（
3）

首
都

圏
施

設
管

理
費

 
33,076,000

　
１
真
宗
会
館
管
理
費
	

33,076,000
　
　
１
管
　
理
　
費
	

10,130,000
　
　
２
消
　
耗
　
費
	

6,480,000
　
　
３
通
　
信
　
費
	

7,450,000
　
　
４
管
	理
	諸
	費
	

9,016,000

（
4）

首
都

圏
教

化
推

進
機

関
人

　
　

　
材

　
　

　
費

 
32,946,000

　
１
首
都
圏
教
化
推
進
機
関

人
　
　
　
材
　
　
　
費
	

32,946,000

　
　
１
首
都
圏
教
化
推
進
本
部

職
　
		員
　
		給
　
		与
	
28,000,000

　
　
２
首
都
圏
教
化
推
進
本
部

諸
　
		手
　
		当
　
		費
	

4,946,000
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（
4）

研
　

修
　

費
 

（
197,155,000）

（
5）

組
織

振
興

費
 

（
244,815,000）

（
6）

開
　

教
　

費
 

（
291,186,000）

（
8）

宗
 務

 所
 費

 
（

1,534,289,000）

（10）宗
務

執
行

機
関

人
材

費
 （

3,673,850,000）

（11）宗
　

会
　

費
 

（
128,810,000）

（12）董
 理

 院
 費

 
（

1,120,000）

（13）審
 問

 院
 費

 
（

17,030,000）

（14）会
計

監
査

院
費

 
（

28,400,000）

　
　
合
　
　
　
計
	

8,254,040,000

（
5）

同
朋

会
員

志
金

 
（

280,000,000）

（
6）

懇
　

志
　

金
 

（
889,970,000）

（
7）

寄
　

付
　

金
 

（
70,000,000）

（
8）

回
 付

 受
 金

 
（

20,000,000）

（
9）

雑
　

収
　

入
 

（
59,939,439）

（10）繰
　

越
　

金
 

（
459,465,561）

　
　
合
　
　
　
計
	

8,246,750,000

経
常

部
歳

出

　
 （
款
項
目
）	

（
補
正
予
算
額
） 　

（
7）

共
済

福
祉

費
 

287,030,000

　
４
第
２
種
共
済
特
別
会
計

回
　
　
　
付
　
　
　
金
	

97,000,000

　
　
２
共
済
賦
課
金
回
付
金
	

83,080,000
（

9）
地

方
宗

務
費

 
956,070,000

　
２
義
務
金
諸
費
	

16,230,000
　
　
１
義
務
金
諸
費
	

16,230,000
（15）予

　
備

　
費

 
220,050,000

　
１
第
１
予
備
費
	

200,050,000
　
　
１
第
１
予
備
費
	

200,050,000
（

1）
崇

　
敬

　
費

 
（

258,647,000）

（
2）

学
事

伝
道

費
 

（
315,228,000）

（
3）

真
宗

教
化

セ
ン

タ
ー

費
 

（
100,360,000）

2024年
度

真
宗

大
谷

派
経

常
部

歳
入

歳
出

補
正

予
算

註
（
当
初
予
算
額
に
変
更
な
き
項
、
目
及
び
業
務

細
目
は
記
載
を
省
略
す
る
）

経
常

部
歳

入

　
 （
款
項
目
）	

（
補
正
予
算
額
） 　

（
2）

賦
　

課
　

金
 

783,910,000

　
２
共
済
賦
課
金
	

83,080,000
　
　
１
共
済
賦
課
金
	

83,080,000
（

1）
冥

　
加

　
金

 
（

356,065,000）

（
3）

礼
　

　
　

金
 

（
591,740,000）

（
4）

相
 続

 講
 金

 
（

4,735,660,000）

歳
入
の
部

8,246,750,000円
経
常
部
補
正

予
算
額
　
　

464,530,000円
臨時部（当初）
予算額　　　

計
8,711,280,000円

歳
出
の
部

8,254,040,000円
経
常
部
補
正

予
算
額
　
　

457,240,000円
臨時部（当初）
予算額　　　

計
8,711,280,000円

単
位
＝
円

2024年
度

真
宗

大
谷

派
経

常
部

歳
入

歳
出

補
正

予
算

概
説

2024年
度
 真
宗
大
谷
派
経
常
部
歳
入
歳
出
補
正
予
算

　
2024年

度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
第
２
種
共
済
特
別
会
計
の
補
正
に
と
も
な
い
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
係
る
賦
課
金
減
免
を
踏
ま
え
て
経
常
部
歳
入
２
款
２
項
１
目
「
共

済
賦
課
金
」
及
び
経
常
部
歳
出
７
款
４
項
２
目
「
共
済
賦
課
金
回
付
金
」
を
262万

円
減
額
す
る
。
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歳
　

　
　

出

（
款
項
目
）	

（
補
正
予
算
額
）

（
1）

共
　

済
　

金
 

463,180,000

　
１
共
　
済
　
金
	

463,180,000
　
　
１
復
興
共
済
金
	

458,180,000
（

2）
事

　
務

　
費

 
（

13,920,000）

（
3）

予
　

備
　

費
 

（
1,090,000）

　
　
合
　
　
　
計
	

478,190,000

2024年
度

第
２

種
共

済
特

別
会

計
歳

入
歳

出
補

正
予

算

註
（
当
初
予
算
額
に
変
更
な
き
項
、
目
及
び
業

務
細
目
は
記
載
を
省
略
す
る
）

歳
　

　
　

入

　
 （
款
項
目
）	

（
補
正
予
算
額
） 　

（
1）

拠
出

金
収

入
 

380,000,000

　
１
拠
出
金
収
入
	

380,000,000
　
　
１
拠
出
金
収
入
	

380,000,000
（

2）
一

般
会

計
回

付
受

金
 

97,000,000

　
１
一
般
会
計
回
付
受
金
	

97,000,000

　
　
２
一
般
会
計
共
済
賦
課
金

回
		　
付
		　
受
		　
金
	
83,080,000

（
3）

雑
　

収
　

入
 

（
1,190,000）

　
　
合
　
　
　
計
	

478,190,000

歳
入
の
部

478,190,000円
歳
出
の
部

478,190,000円

単
位
＝
円

2024年
度

第
２

種
共

済
特

別
会

計
歳

入
歳

出
補

正
予

算
概

説

2024年
度
 第
２
種
共
済
特
別
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

　
2024年

度
第
２
種
共
済
特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
、
決
算
時
に
お
い
て
歳
計
に
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
歳
入
に
つ
い
て
１
款
１
項
１
目
「
第
２
種
共
済
拠
出
金
」

を
決
算
見
込
額
に
補
正
す
べ
く
2,839万

円
減
額
す
る
と
と
も
に
、
２
款
１
項
２
目
「
一
般
会
計
共
済
賦
課
金
回
付
受
金
」
を
262万

円
減
額
す
る
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
１
款
１
項
１
目
「
第
２
種
共
済
復
興
共
済
金
給
付
」
を
歳
入
の
減
額
補
正
と
同
額
の
3,101万

円
減
額
す
る
。
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〒600-8505 京都市下京区烏丸通七条上る
東本願寺出版『同朋』係

TEL：075-371-9189　FAX：075-371-9211
メール：books@higashihonganji.or.jp

◆ FAX・電話・ハガキ・メール、またはホームページで
　お申し込みいただけます。
◆代金は、『同朋』と共に送付いたします振込用紙にて、
　お支払いください。

●購読料�年間 �4,400円（税込・送料込）　１冊 �440円（税込・送料別）●毎月１日発行
●A4判 フルカラー60頁

お問い合わせ

まずは、お寺で１冊ご購入ください！
◇�ご門徒へのプレゼント、法要・行事の記念品
としてもご利用ください。

魅力ある連載をご紹介

中山善雄
僧侶

飛田和緒
料理家

録
音
か
ら
立
ち
現
れ
る

東
本
願
寺
の「
音
景
」

キ
ッ
チ
ン
菜
時
記

竹田ダニエル
ライター

中田　亮
ミュージシャン

小
説「
一
切
の
幸
せ
」

柳沢英輔
音文化研究者

息できる風景 森泉岳土
マンガ家

哲
学
者
と
僧
侶

「
私
」を
め
ぐ
る
往
復
書
簡

ぺコロスのほどけてしゃがんで 岡野雄一
マンガ家

7月号特集 現代短歌 
あなたを軽やかに
ひっくり返す31音

岩川ありさ
小説家

〈インタビュー〉
現代短歌の半世紀―おなじ31音のリングに立つ
瀬戸夏子（歌人）

空想も「各駅停車」で切り拓け！―三人称にも「私」は滲む
笹�公人（歌人）

〈対談〉
歌はどこからやってくるのか。歌人は何を詠うのか。
町田�康（作家）×永田�淳（歌人）

〈寄稿〉
手探りは続く―短歌の本を作る仕事
藤枝�大（編集者）

巻頭インタビュー 藤井 隆（コメディアン）

2025年７月号から価格改定

仏 教 が み ち び く、 あ ら た な 人 生

「同朋」は生活の視点から、
浄土真宗に親しむための月刊誌です
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第
６
回　

２
０
２
４
年
７
月
30
日　

 

別
院
現
地
訪
問
及
び
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い

て
協
議

　
　
　
　
　

２
０
２
４
年
９
月
12
日
～
13
日　

井
波
別
院
・
城
端
別
院
現
地
訪
問

　

第
７
回　

２
０
２
４
年
10
月
17
日　

 

別
院
現
地
訪
問
及
び
聞
き
取
り
調
査
対
象
別

院
に
つ
い
て
協
議

　

第
８
回　

２
０
２
４
年
10
月
30
日　

 

別
院
現
地
訪
問
及
び
聞
き
取
り
調
査
対
象
別

院
の
決
定

　
　
　
　
　

２
０
２
５
年
１
月
29
日　

吉
崎
別
院
現
地
訪
問

　
　
　
　
　

２
０
２
５
年
２
月
４
日　

長
浜
別
院
・
五
村
別
院
現
地
訪
問

　
　
　
　
　

２
０
２
５
年
２
月
19
日　

笠
松
別
院
現
地
訪
問

　

第
９
回　

２
０
２
５
年
３
月
21
日　

岡
崎
別
院
現
地
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
教
区
６
別
院
聞
き
取
り
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
申
書
の
協
議

　
作
業
部
会　

２
０
２
５
年
４
月
16
日　

答
申
書
の
協
議

　

第
10
回　

２
０
２
５
年
５
月
２
日　

答
申
書
の
協
議
・
提
出

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

【
答
申
】

　

こ
の
た
び
の
宗
務
審
議
会
「
別
院
の
将
来
構
想
に
関
す
る
委
員
会
」（
以
下
、「
委

員
会
」
と
い
う
。）
で
は
、
現
況
調
査
（
書
面
）
及
び
現
地
聞
き
取
り
調
査
（
訪
問
）

を
行
い
、
過
去
の
委
員
会
等
に
お
け
る
調
査
内
容
と
も
照
合
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
別
院
の
実
態
把
握
に
努
め
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
調
査
・
検
討
内
容
を
踏
ま
え
、

よ
り
具
体
的
・
個
別
的
な
改
革
・
改
善
が
必
須
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
当
委
員
会
で
は
、
合
併
や
解
散
、
普
通
寺
院
化
も
含
め
た
、
別
院
の
将
来

　

５
月
２
日
、
第
10
回
宗
務
審
議
会
「
別
院
の
将
来

構
想
に
関
す
る
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
委
員
会
は
２
０
２
３
年
10
月
31
日
に
設
置
さ
れ

て
以
降
、
ま
ず
別
院
の
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
た

め
、
基
本
情
報
の
収
集
と
基
礎
資
料
の
作
成
を
目
的

と
し
た
書
面
に
よ
る
「
別
院
現
況
調
査
」
を
実
施
し
、

そ
の
調
査
内
容
の
分
析
に
基
づ
き
、
対
象
別
院
を
選

定
し
て
「
現
地
調
査
（
ま
た
は
聞
き
取
り
調
査
）」

を
段
階
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

こ
の
た
び
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
諮
問
事
項
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
、
内
記
淨
会
長
か
ら
木
越
渉
宗
務
総

長
へ
答
申
書
が
提
出
さ
れ
た
。

１　
諮
問
事
項

　
（
１
）
現
況
分
析
と
将
来
予
測
か
ら
見
る
別
院
の
在
り
方
に
つ
い
て

２　
委
員
会
開
催
日
と
開
催
内
容

　

第
１
回　

２
０
２
３
年
10
月
31
日　

 

顔
合
わ
せ
・
会
長
及
び
会
長
代
理
互
選
・
諮

問
事
項
の
確
認

　

第
２
回　

２
０
２
３
年
12
月
20
日　

別
院
現
況
調
査
に
つ
い
て
協
議

　

第
３
回　

２
０
２
４
年
２
月
29
日　

 

別
院
現
況
調
査
に
つ
い
て
協
議
（
調
査
項
目

の
決
定
）

　

第
４
回　

２
０
２
４
年
４
月
12
日　

別
院
現
況
調
査
事
前
説
明
会
開
催

　

第
５
回　

２
０
２
４
年
６
月
26
日　

別
院
現
況
調
査
回
答
に
つ
い
て
協
議

宗
務
審
議
会

　「
別
院
の
将
来
構
想
に
関
す
る
委
員
会
」
答
申

（
２
０
２
５
年
５
月
２
日
）
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計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
推
進
し
て
い
く
権
能
を
持
っ
た
委
員
会
の
設
置
と
推
進
体

制
の
確
立
に
係
る
条
例
の
整
備
を
提
言
し
た
い
。
そ
し
て
、中
央
（
本
山
／
宗
務
所
）

と
地
方
（
編
入
さ
れ
る
教
区
）、
別
院
が
三
位
一
体
と
し
て
往
復
運
動
を
行
い
、
期

限
を
定
め
た
う
え
で
、
実
行
力
を
も
っ
て
別
院
の
再
編
成
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
開
教
区
・
準
開
教
区
を
除
く
全
国
51
別
院
は
、
そ
の
由
緒
、
崇
敬
事
情
、

財
政
状
況
等
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
画
一
的
に
推
進
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
新
た
な
委
員
会
で
は
喫
緊
に
対
策
が
必
要
な
別
院
を

先
ず
は
抽
出
し
、
先
駆
的
に
改
革
を
進
め
、
残
り
の
別
院
に
あ
っ
て
も
将
来
計
画
を

策
定
し
て
段
階
的
に
取
り
組
み
を
推
進
い
た
だ
き
た
い
。

１　
は
じ
め
に

　

枢
要
の
地
、
開
教
上
必
要
の
あ
る
地
、
ま
た
は
由
緒
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
別
院

は
、
地
域
に
根
差
し
た
念
仏
の
中
心
道
場
た
る
こ
と
を
存
立
の
本
義
と
し
て
、
そ
こ

に
集
う
御
同
行
と
歩
み
を
と
も
に
し
な
が
ら
今
日
ま
で
相
続
さ
れ
て
き
た
。
別
院
の

歴
史
は
、
そ
の
地
に
お
け
る
仏
法
相
続
の
歴
史
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
戦
後
、
人
口
の
都
市
集
中
に
よ
る
過
疎
過
密
化
、
就
業
構
造
の
変
化
、

核
家
族
化
等
、
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
た
。
さ
ら
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
解

体
、
宗
教
意
識
の
変
化
等
に
よ
り
、
土
徳
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
真
宗
の
宗
風
は
、

地
域
に
よ
っ
て
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　

地
域
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、そ
の
地
の
盛
衰
は
別
院
の
教
勢
に
直

結
す
る
。
社
会
情
勢
の
激
変
と
現
代
人
の
生
活
様
式
、意
識
が
変
化
す
る
中
で
、地
域

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
別
院
も
ま
た
、
否
応
な
く
時
代
の
波
に
さ
ら
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
都
市
部
と
農
村
部
の
別
院
の
間
で
、
新
た
な
経
済
的
格

差
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
つ
ま
り
別
院
が
二
極
化
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
直
参
門
徒
等
多
く
の
関
係
門
徒
を
抱
え
る
別
院
や
利
活
用
の
需
要

が
高
い
土
地
（
境
内
地
）
を
持
つ
都
市
部
の
別
院
で
は
、
納
骨
堂
経
営
や
境
内
地
の

賃
貸
借
等
の
事
業
収
入
を
背
景
と
し
て
比
較
的
安
定
し
た
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
地
域
と
別
院
が
運
命
共
同
体
的
な
側
面
を
持
っ
て
き
た
農
村
部
に
あ
っ
て

は
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、
必
然
的
に
別
院
存
続
の
財
政
基
盤

崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
し
て
、本
堂
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施
設
の
維
持
・

補
修
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
の
別
院
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

別
院
の
振
興
を
目
指
し
た
取
り
組
み
の
端
緒
は
、
昭
和
36
年
に
遡
る
。
同
朋
会
運

動
発
足
と
時
を
同
じ
く
し
て
、「
別
院
振
興
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
全
国
54
別
院 

（
当
時
）
に
対
す
る
精
力
的
な
実
地
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
各
別
院
を
網
羅

し
た
振
興
策
に
つ
い
て
、
解
散
や
普
通
寺
院
へ
の
引
き
直
し
等
を
含
め
、
抜
本
的
な

提
言
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
も
、
別
院
の
機
能
回
復
を
目
的
と
し
て
、
部
門
の
長
の
諮
問
機
関
や
宗
務

審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
真
摯
な
協
議
が
行
わ
れ
て
き
た
。
別
院
再
興
を
願
っ
て
尽
力

さ
れ
た
先
輩
諸
氏
に
は
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
別
院
間
の
人
事
交
流
を
可
能
と
す
る
「
列
座
の
出

向
制
度
」、
予
算
総
額
が
小
さ
い
別
院
の
教
化
事
業
に
資
す
る
「
別
院
特
別
教
化
助

成
」、
別
院
を
横
断
し
た
情
報
交
換
の
場
で
あ
る
「
輪
番
協
議
会
」
等
が
実
現
し
た

も
の
の
、
別
院
を
相
互
扶
助
す
る
根
本
的
な
制
度
構
築
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
課
題

の
大
き
さ
に
鑑
み
れ
ば
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
思
量
す
る
が
、
と
も
あ
れ
別
院
の
振
興

は
、
崇
敬
地
域
に
お
け
る
議
論
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

近
年
、
別
院
に
関
し
て
、
宗
門
内
に
お
け
る
構
造
的
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
教
区
の
改
編
で
あ
る
。
改
編
に
よ
り
、
従
来
の
教
区
が
新
教
区
と

し
て
再
構
成
さ
れ
る
に
伴
い
、
そ
こ
に
編
入
さ
れ
る
別
院
と
崇
敬
区
域
と
の
関
係
を

根
本
か
ら
見
直
す
必
要
が
生
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
改
編
の
歩
み
の
中
で
は

将
来
像
を
展
望
す
る
ま
で
の
論
議
の
熟
成
は
進
ま
ず
、
別
院
及
び
崇
敬
区
域
と
い
う

当
事
者
間
の
議
論
だ
け
で
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
の
は
、
限
界
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
と
思
量
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
委
員
会
は
、
持
続
可
能
な
組
織
体
と
し
て
、
別
院
が

将
来
に
わ
た
っ
て
存
続
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
変
革
が
求
め
ら
れ
る
か
を
、
全
宗
門

的
な
課
題
と
し
て
共
有
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。

２　
議
論
の
経
過

　

別
院
の
将
来
構
想
を
検
討
す
る
た
め
、
委
員
会
は
ま
ず
、
開
教
区
・
準
開
教
区
を
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除
く
全
国
51
別
院
の
現
状
と
課
題
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
基
本
情
報
の
収
集
と
基
礎
資
料
の
作
成
を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

「
別
院
現
況
調
査
」
と
、
調
査
結
果
の
分
析
に
基
づ
き
、
対
象
別
院
を
選
定
し
て
行

う
「
現
地
調
査
（
ま
た
は
聞
き
取
り
調
査
）」
と
い
う
、
二
つ
の
調
査
を
段
階
的
に

行
う
こ
と
と
し
た
。

３　
現
況
調
査
【
設
問
の
設
定
】

　
「
現
況
調
査
」
で
は
、
①
崇
敬
区
域
の
有
無
や
崇
敬
寺
院
数
、
直
参
門
徒
数
と
い

っ
た
基
本
項
目
②
教
化
関
係
③
儀
式
関
係
④
組
織
関
係
⑤
財
務
関
係
、
そ
し
て
⑥
総

括
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
項
目
と
し
た
。

　

設
問
の
作
成
に
当
た
り
、
特
に
留
意
し
た
点
を
列
記
す
る
。

基
本
項
目
調
査

　

崇
敬
区
域
と
の
関
係
性
が
構
築
で
き
て
い
る
か
、
護
持
金
を
は
じ
め
、
別
院
運
営

に
崇
敬
区
域
寺
院
・
門
徒
が
ど
の
程
度
関
わ
っ
て
い
る
か
を
た
ず
ね
た
。
併
せ
て
、

別
院
の
直
接
の
教
化
対
象
と
な
る
直
参
門
徒
数
や
そ
の
増
減
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。

教
化
関
係
調
査

　

単
純
な
教
化
事
業
の
内
容
で
は
な
く
、
別
院
が
主
体
性
を
も
っ
て
事
業
を
企
画
運

営
で
き
て
い
る
か
、
教
区
教
化
委
員
会
と
の
連
携
が
図
れ
て
い
る
か
を
重
視
す
る
設

問
と
し
た
。ま
た
、地
域
の
特
性
に
応
じ
た
教
化
事
業
の
有
無
に
つ
い
て
も
た
ず
ね
た
。

儀
式
関
係
調
査

　

両
度
の
御
命
日
を
は
じ
め
と
し
た
命
日
法
要
、
毎
年
定
期
的
に
勤
修
す
る
定
会
法

要
、
報
恩
講
に
つ
い
て
の
詳
細
の
他
、
別
院
が
儀
式
に
関
し
て
崇
敬
区
域
で
指
導
的

な
役
割
を
発
揮
で
き
て
い
る
か
を
た
ず
ね
た
。

組
織
関
係
調
査

　

職
員
数
の
推
移
や
役
職
ご
と
の
給
与
の
総
支
給
額
、
職
員
養
成
の
状
況
を
た
ず
ね

た
。
特
に
職
員
給
与
や
手
当
等
に
つ
い
て
は
宗
派
も
把
握
し
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
資

料
と
な
る
。

　

ま
た
、
別
院
の
院
議
会
等
の
規
模
や
構
成
が
運
営
の
実
際
と
乖
離
し
て
い
な
い
か

と
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
も
た
ず
ね
た
。

財
務
関
係
調
査

　

別
院
の
財
務
状
況
は
、
組
織
の
持
続
可
能
性
と
い
う
点
で
は
最
も
重
視
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
別
院
の
予
算
編
成
は
そ
れ
ぞ
れ
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
収
支

が
経
常
・
特
会
・
積
立
金
等
に
分
散
し
て
い
て
、
単
純
に
予
決
算
を
確
認
す
る
だ
け

で
は
実
状
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
単
年
度
収

支
に
つ
い
て
は
、
会
計
の
種
別
に
関
わ
ら
ず
、
法
務
収
入
、
事
業
収
入
、
教
化
事
業

支
出
、
人
件
費
支
出
等
の
項
目
ご
と
に
回
答
を
求
め
、
さ
ら
に
積
立
金
・
保
管
金
の

総
額
や
、
保
有
す
る
現
預
金
の
総
額
等
を
設
問
に
加
え
、
別
院
財
務
の
実
態
把
握
に

努
め
た
。

　

財
務
関
連
調
査
で
は
、
さ
ら
に
墓
地
・
納
骨
堂
等
の
有
無
や
使
用
状
況
、
別
院
が

直
接
・
間
接
的
に
行
う
公
益
事
業
ま
た
は
収
益
事
業
、
建
物
整
備
の
履
歴
・
予
定
に

つ
い
て
も
設
問
と
し
て
い
る
。

総
括

　

別
院
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
別
院
を
次
代
に
相
続
し

て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
変
革
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
た

ず
ね
た
。

　

以
上
の
各
調
査
項
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
輪
番
所
見
」
を
設
け
、
過
去
20
年
程
度
の

教
勢
や
財
務
状
況
の
推
移
を
確
認
し
て
、
輪
番
自
ら
が
回
答
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

こ
れ
は
責
任
者
で
あ
る
輪
番
自
身
が
別
院
の
現
在
地
を
確
か
め
、
未
来
を
展
望
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

４　
現
況
調
査
【
結
果
の
分
析
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
中
で
、
崇
敬
区
域
と
の
関
係
や
運
営
の
あ
り
方
等
が
一
律
で

な
い
こ
と
、
別
院
の
課
題
は
複
合
的
な
要
素
に
よ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
委
員
会
は
開

教
区
・
準
開
教
区
を
除
く
全
国
51
別
院
を
単
純
比
較
す
る
方
法
は
採
ら
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
別
院
が
、
将
来
に
亘
っ
て
持
続
可
能
な
組
織
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
か
、
と

い
う
視
点
か
ら
分
析
を
行
っ
た
。

　

以
下
に
現
況
調
査
の
分
析
に
よ
り
得
た
所
感
を
概
括
す
る
。
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〇
比
較
的
安
定
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
別
院

　

調
査
で
は
、
殆
ど
の
別
院
か
ら
教
勢
の
減
衰
と
収
入
の
減
少
が
報
告
さ
れ
、
地
方

教
化
の
中
心
と
し
て
の
位
置
付
け
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
安
定
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
き
た
別
院
に
お
い
て
も
同

様
で
、
全
国
の
別
院
に
共
通
し
た
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

お
し
な
べ
て
安
定
し
て
い
る
別
院
は
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
崇
敬
区
域
と

の
強
固
な
結
び
つ
き
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
別
院
と
、
直
参
門
徒
に
よ
り
支
え
ら

れ
て
い
る
別
院
、
そ
し
て
事
業
収
入
が
確
保
さ
れ
て
い
る
別
院
で
あ
る
。

　
「
崇
敬
区
域
と
の
強
固
な
結
び
つ
き
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
別
院
」
は
、
単
に

崇
敬
区
域
寺
院
か
ら
の
護
持
金
が
収
入
の
大
を
占
め
る
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
そ
の
地
の
教
化
拠
点
と
し
て
寺
院
、
門
徒
そ
し
て
地
域
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い

る
も
の
も
こ
れ
に
含
ん
で
良
い
だ
ろ
う
。
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
教
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
例
も
多
い
。

　

地
域
に
根
差
し
た
別
院
は
、
比
較
的
安
定
し
た
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る

が
、
教
区
の
改
編
に
影
響
を
大
き
く
受
け
る
の
も
こ
の
タ
イ
プ
と
言
え
る
。
改
編
教

区
に
編
入
さ
れ
て
い
る
別
院
で
は
、
護
持
金
の
増
額
が
検
討
さ
れ
て
い
る
例
も
報
告

さ
れ
た
。

　
「
直
参
門
徒
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
別
院
」
は
、
法
務
収
入
や
墓
地
納
骨
堂
の

冥
加
金
等
が
財
源
の
中
心
と
な
る
。
崇
敬
区
域
に
護
持
金
等
の
負
担
を
か
け
ず
、
自

立
し
た
運
営
が
可
能
と
な
る
。
地
域
に
開
か
れ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
別
院
も
多
い

が
、
崇
敬
区
域
と
の
関
係
に
は
濃
淡
が
あ
る
。
直
参
門
徒
が
あ
る
か
ら
積
極
的
に
関

わ
る
必
要
が
な
い
、
と
受
け
取
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
仏
事
の
簡
素
化
や
墓
じ
ま
い
の
増
加
、
そ
し
て
今
次
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
が
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
別
院
の

特
徴
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
「
事
業
収
入
に
拠
る
別
院
」
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
等
の
公
益
事
業
、
不
動
産
賃

貸
を
は
じ
め
と
す
る
収
益
事
業
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
て
い
る
別
院
で
あ
る
。
別
院

が
直
接
事
業
主
体
と
な
ら
な
い
（
別
法
人
が
幼
稚
園
・
保
育
園
等
を
運
営
し
て
い
る
）

場
合
で
あ
っ
て
も
、
別
院
職
員
が
業
務
に
携
わ
る
こ
と
で
手
当
て
を
受
け
て
い
る
例

も
あ
り
、
人
件
費
の
点
で
財
政
面
へ
の
寄
与
は
大
き
い
。

　

事
業
に
よ
り
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
そ
の
余
の
リ
ソ
ー
ス
を
教
化
活
動
に
振

り
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
定
し
た
運
営
が
可
能
と
な
る
が
、
法
務
収
入
等
の
減

額
に
よ
り
、
事
業
収
入
の
割
合
が
相
対
的
に
増
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
だ
。

〇
運
営
が
不
安
定
で
、
将
来
へ
の
相
続
が
危
惧
さ
れ
る
別
院

　

先
述
の
三
タ
イ
プ
の
別
院
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
崇
敬
区
域
か
ら

の
収
入
が
見
込
め
ず
、
直
参
門
徒
が
無
い
ま
た
は
極
少
で
、
そ
れ
を
補
う
事
業
収
入

が
無
い
別
院
は
、
運
営
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

多
く
は
北
陸
地
方
に
集
中
し
て
お
り
、
過
疎
に
よ
る
地
域
の
活
力
の
低
下
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
宗
教
意
識
の
希
薄
化
が
地

域
の
宗
風
を
減
退
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
別
院
の
財
務
関
係
調
査
の
結
果
を
参
照
す
る
と
、
年
間
の
総
収
入
が 

２
，０
０
０
万
円
を
下
回
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
中
に
は
１
，０
０
０
万
円
以

下
の
も
の
も
複
数
存
在
し
て
い
る
。
当
然
、
営
繕
の
た
め
の
積
立
金
も
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
境
内
施
設
の
整
備
に
支
障
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
別
院
を
将
来
に
わ
た

っ
て
維
持
し
て
い
く
に
は
大
き
な
困
難
が
伴
う
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
右
記
の
別
院
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
過
去
20
年
間
で
主
な
収
入
が
大

き
く
減
額
し
て
い
る
別
院
や
、
人
件
費
を
極
端
に
圧
縮
し
て
運
営
し
て
い
る
別
院
も

あ
り
、
持
続
的
な
運
営
に
大
き
な
不
安
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

〇
そ
の
他

　

調
査
を
通
じ
て
、
非
常
に
多
く
の
別
院
が
職
員
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
が
財
源
の
不
足
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
募
集
に
対
し
応
じ
る
人
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ

る
。
人
の
不
足
が
運
営
に
影
響
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
を
養
成
す
る
場
と
し
て
の
別

院
の
役
割
と
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

ま
た
、
別
院
運
営
の
新
し
い
取
り
組
み
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
別
院
で
は
、

ホ
テ
ル
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
外
部
資
本
・
団
体
と
提
携
の
う
え
、
総
合
整
備
事
業
や

建
物
修
繕
を
行
っ
て
い
る
例
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
人
員
不
足
に
悩
む
複
数
の
別
院
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が
協
力
し
て
、
列
座
を
相
互
に
派
遣
す
る
体
制
が
模
索
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
っ
た
。

創
意
と
工
夫
に
よ
り
別
院
を
維
持
す
る
試
み
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

５　
現
地
調
査
（
聞
き
取
り
調
査
）

　

現
況
調
査
の
結
果
か
ら
、
委
員
会
は
実
際
に
現
地
に
赴
い
て
別
院
を
視
察
し
、
関

係
者
に
直
接
聞
き
取
り
を
行
う
現
地
調
査
の
候
補
を
抽
出
し
た
。
諸
事
情
に
よ
り
現

地
訪
問
で
き
な
い
場
合
は
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
で
代
替
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

調
査
結
果
か
ら
候
補
と
な
っ
た
の
は
、「
直
参
門
徒
数
が
極
少
で
あ
っ
て
、
崇
敬

区
域
無
し
ま
た
は
護
持
金
が
十
分
で
は
な
い
」、「
職
員
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
」、 

「
財
務
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
」、「
改
編
に
よ
り
教
区
で
の
位
置
付
け
が
変
化
し
た
」

等
の
別
院
。
別
院
が
抱
え
る
課
題
に
焦
点
を
当
て
た
形
だ
が
、
積
極
的
に
未
来
を
構

築
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、「
独
自
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
別
院
の
課
題

克
服
を
模
索
し
て
い
る
」
別
院
も
候
補
と
し
た
。

　

調
査
結
果
以
外
に
も
、「
別
院
振
興
審
議
会
答
申
に
お
い
て
、『
廃
止
、
他
別
院
の

支
院
化
、
普
通
寺
院
化
』
と
い
っ
た
提
言
が
さ
れ
て
い
る
」、「
蓮
如
上
人
御
遠
忌
に

向
け
た
対
応
が
必
要
」
と
い
う
点
も
含
め
て
検
討
し
た
結
果
、
最
終
的
に
次
の
別
院

を
現
地
調
査
（
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
）
の
対
象
に
選
定
し
た
。

　

な
お
、
現
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
輪
番
の
他
、
別
院
職
員
、
崇
敬
区
の
寺
院
、

責
任
役
員
に
も
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

井
波
別
院
・
城
端
別
院

　

東
西
分
派
前
の
開
基
と
い
う
長
い
歴
史
と
加
賀
・
越
中
・
能
登
の
広
範
な
崇
敬
区

域
を
有
し
な
が
ら
、
護
持
金
に
よ
る
収
入
を
持
た
な
い
両
別
院
は
、
と
も
に
大
規
模

な
境
内
施
設
を
抱
え
て
運
営
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
改
編
に
よ
り
新
教
区
に
編

入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
現
地
調
査
の
対
象
と
し
た
。

吉
崎
別
院

　

蓮
如
上
人
の
由
緒
地
で
あ
る
吉
崎
別
院
は
、
主
な
収
入
を
御
忌
法
要
の
懇
志
の
み

に
依
存
し
て
お
り
、
財
務
状
況
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
過
去
の
宗
審
や
研

究
会
の
中
で
何
度
も
改
善
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
て
お
り
、
蓮
如
上
人
五
百
五
十
回
御

遠
忌
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
現
地
調
査
の
対
象
と
し
た
。

笠
松
別
院

　

直
参
門
徒
が
極
少
か
つ
崇
敬
区
域
を
有
し
て
お
ら
ず
、
50
年
前
に
本
堂
を
焼
失
し

た
後
、
再
建
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
並
置
さ
れ
た
保
育
園
が
、
真
宗

保
育
を
担
う
大
切
な
存
在
と
し
て
地
域
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
か
ら
、
現

地
調
査
の
対
象
と
し
た
。

長
浜
別
院
・
五
村
別
院

　

並
置
さ
れ
て
い
た
教
務
所
が
廃
止
さ
れ
て
教
務
支
所
と
な
り
、
教
務
所
長
が
兼
務

す
る
輪
番
で
は
な
く
専
任
輪
番
が
置
か
れ
る
等
、
改
編
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
別
院
と
し
て
選
定
し
た
。

岡
崎
別
院

　

大
手
ホ
テ
ル
と
の
提
携
に
よ
り
境
内
総
合
整
備
事
業
を
完
遂
し
、
安
定
し
た
地
代

収
入
を
確
保
し
た
こ
と
か
ら
、
独
自
の
取
り
組
み
に
よ
り
課
題
を
克
服
し
て
い
る
別

院
と
し
て
対
象
と
し
た
。

北
海
道
六
別
院

　

多
く
の
直
参
門
徒
を
抱
え
、
比
較
的
安
定
し
た
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

列
座
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
重
ん
じ
て
選
定
し
た
。
な

お
、
北
海
道
教
区
は
「
列
座
の
出
向
に
係
る
特
別
措
置
条
例
」
の
指
定
教
区
と
な
っ

て
お
り
、
列
座
の
出
向
制
度
の
進
捗
に
つ
い
て
も
併
せ
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

６　
提
言
の
趣
旨

　
「
将
来
展
望
と
し
て
は
明
る
さ
が
見
通
せ
な
い
」、「
崇
敬
区
域
の
見
直
し
な
ど
も

検
討
し
な
け
れ
ば
、
将
来
的
に
現
在
の
ま
ま
の
別
院
運
営
で
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
く
」、「
崇
敬
区
域
の
民
力
な
ど
を
考
え
る
と
将
来
を
展
望
し
難
い
」、「
10
年
、

20
年
は
何
と
か
な
る
が
、
そ
れ
以
降
は
崇
敬
区
の
寺
院
に
は
か
な
り
の
負
担
に
な
っ

て
く
る
」。

　

現
況
調
査
の
輪
番
所
見
に
は
、
別
院
を
預
か
る
責
任
者
の
切
実
な
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
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続
く
現
地
調
査
に
お
い
て
も
、
別
院
施
設
を
そ
の
ま
ま
護
持
し
て
い
く
に
は
、
相

当
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
別
院
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

輪
番
、
責
任
役
員
、
職
員
は
、
い
ず
れ
の
別
院
に
お
い
て
も
、
護
持
の
た
め
に
様
々

工
夫
を
こ
ら
し
、
時
に
は
人
件
費
を
切
り
詰
め
て
ま
で
、
地
域
教
化
の
拠
点
を
次
代

に
手
渡
し
て
い
く
た
め
に
真
摯
な
努
力
を
続
け
て
い
る
。
関
係
者
の
尽
力
に
は
改
め

て
敬
意
を
払
う
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
た
び
の
現
況
調
査
及
び
現
地
聞
き
取
り
調
査
を
総
覧
す
る
と
、
す

べ
て
の
別
院
を
、
従
前
の
運
営
方
法
に
よ
り
維
持
し
て
い
く
の
は
、
も
は
や
限
界
を

迎
え
て
い
る
も
の
と
思
量
す
る
。

　

多
く
の
関
係
者
か
ら
は
、
別
院
振
興
へ
の
宗
派
の
積
極
的
な
関
与
を
求
め
る
声
が

聞
か
れ
た
。
別
院
の
課
題
が
、
当
該
別
院
及
び
崇
敬
区
域
の
み
で
対
応
で
き
る
範
囲

を
超
え
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
然
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
近
年
の
宗
派
の
財
務
状
況
、
特
に
急
激
な
物
価
高
騰
が
毎
年
の
予
算
編

成
さ
え
難
し
く
し
て
い
る
昨
今
に
照
ら
せ
ば
、
今
後
も
継
続
し
て
別
院
に
対
す
る
財

的
な
支
援
を
行
え
る
余
地
は
全
く
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
毎
年
度
の

別
院
教
化
助
成
や
、
総
合
整
備
事
業
に
対
す
る
別
院
特
別
助
成
さ
え
、
確
保
す
る
の

は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
の
調
査
を
通
じ
て
、
別
院
を
護
持
す
る
た
め
に
い
か
に
多
く
の
方
々
が

ひ
た
む
き
な
努
力
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
か
を
痛
感
し
た
。
そ
れ
は
、
地
域
の
念
仏
道

場
を
伝
統
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
先
達
の
願
い
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
歩
み

で
あ
っ
た
。

　

財
源
不
足
に
よ
り
、
将
来
が
見
通
せ
な
い
別
院
は
、
今
、
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
地
域
教
化
の
中
心
と
し
て
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
別
院
創
立
の
本
義

を
、ど
の
よ
う
に
次
代
に
受
け
継
い
で
い
く
の
か
が
、問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
別
院
は
崇
敬
区
域
に
支
え
ら
れ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
最

終
的
に
は
編
入
さ
れ
る
教
区
に
大
き
な
責
務
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
に
述
べ
た

と
お
り
、
教
区
や
崇
敬
区
域
だ
け
で
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
念
仏
の
道
場
を
未
来
に
継
承
し
、
別
院
に
か
け
ら

れ
た
願
い
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
別
院
の
合
併
や
普
通
寺
院
化
も
含
め
、

編
入
さ
れ
て
い
る
教
区
や
崇
敬
区
域
、
本
山
が
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
別
院
像
を
紡

ぎ
だ
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
、
委
員
会
は
結
論
す
る
。

　

よ
っ
て
、
中
央
（
本
山
／
宗
務
所
）
と
教
区
が
、
別
院
の
具
体
的
な
将
来
像
を
共

に
創
り
出
す
体
制
の
構
築
（
機
関
の
設
置
）
と
、
そ
れ
に
伴
う
条
例
の
整
備
を
具
申

し
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
「
中
央
委
員
会
（
仮
称
）」
は
、
別
院

創
立
の
願
い
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
開
教
区
・
準
開
教
区
を
除
く
全
国
51
別
院

の
う
ち
、
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
と
思
わ
れ
る
別
院
を
抽
出
す
る
。
そ
し
て
、
当
該

別
院
に
係
る
改
革
案
を
作
成
し
て
、
別
院
が
編
入
さ
れ
て
い
る
教
区
に
提
示
す
る
。

　

改
革
案
の
提
示
を
受
け
た
教
区
で
は
、教
区
役
職
者
や
別
院
関
係
者
か
ら
成
る「
教

区
協
議
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
て
、
改
革
案
の
内
容
を
検
討
精
査
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
修
正
を
加
え
て
中
央
委
員
会
と
往
復
運
動
を
繰
り
返
す
中
で
、
新
た
な
別
院

の
あ
り
方
を
創
出
し
て
い
く
、
と
い
う
手
法
で
あ
る
。

　

以
下
に
、
当
委
員
会
が
優
先
し
て
対
応
が
必
要
と
考
え
る
要
素
と
改
革
案
を
列
記

す
る
。
あ
く
ま
で
も
当
委
員
会
の
現
時
点
で
の
考
え
で
あ
り
、
条
例
に
よ
る
新
た
な

機
関
が
設
置
さ
れ
た
際
に
は
改
め
て
精
査
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

直
参
門
徒
数
が
極
少
で
あ
っ
て
、
崇
敬
区
域
無
し
ま
た
は
護
持
金
が
十
分
で
は
な
い

別
院

　

こ
の
よ
う
な
別
院
は
財
政
的
に
困
窮
し
て
お
り
、
境
内
施
設
の
管
理
も
十
分
で
な

く
、
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
教
区
内
に
他
の
中
心
的
な
別
院
が
あ
る

場
合
は
、
吸
収
合
併
に
よ
り
支
院
化
し
、「
御
坊
」
等
の
新
た
な
位
置
付
け
を
も
っ
て
、

地
域
で
相
続
し
て
い
く
こ
と
を
改
革
の
柱
と
す
る
べ
き
。

親
鸞
聖
人
、
蓮
如
上
人
の
由
緒
地
の
う
ち
、
特
に
必
要
と
認
め
た
別
院

　

親
鸞
聖
人
、
蓮
如
上
人
の
由
緒
地
は
、
宗
史
跡
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
存
在
と
し

て
、
未
来
に
継
承
し
て
い
く
責
任
を
宗
門
は
負
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
別
院
問
題

研
究
会
に
お
い
て
由
緒
地
別
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
別
院
の
う
ち
、
十
分
に
そ
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の
機
能
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
、
ま
た
は
継
承
に
不
安
を
抱
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

宗
派
が
保
全
に
万
全
を
期
す
る
べ
き
。

教
区
・
崇
敬
区
域
に
お
い
て
普
通
寺
院
と
同
様
と
の
認
識
が
さ
れ
て
い
る
別
院

　

過
去
の
会
議
体
に
お
け
る
調
査
や
こ
の
た
び
の
現
況
調
査
か
ら
、
普
通
寺
院
化
が

適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
別
院
が
見
受
け
ら
れ
る
。
地
域
に
開
か
れ
た
運
営
を
行
う

よ
り
、
所
属
門
徒
の
教
化
に
注
力
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
別
院
に
つ

い
て
は
、
位
置
付
け
を
普
通
寺
院
に
変
更
す
る
べ
き
。

　

右
記
は
緊
急
度
の
高
い
も
の
を
中
心
に
列
挙
し
て
お
り
、
早
期
に
改
革
に
着
手
し

な
け
れ
ば
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
別
院
は
他
に
も
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
、
現
時
点
で

は
安
定
し
て
い
て
も
、
別
院
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
激
し
さ
を
思
え
ば
、
極
言
す

れ
ば
す
べ
て
の
別
院
に
不
断
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
と
、
当
委
員
会
は
考
え
る
。

　

教
化
事
業
の
あ
り
方
や
崇
敬
寺
院
と
の
関
係
、
護
持
金
の
御
依
頼
等
、
別
院
は
常

に
自
己
点
検
を
行
い
つ
つ
変
革
の
歩
み
を
止
め
ず
、
崇
敬
区
域
の
再
設
定
と
い
っ
た
、

別
院
単
独
で
は
困
難
な
改
革
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
新
た
な
機
関

が
膝
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
協
議
を
し
て
、
別
院
を
時
代
の
要
請
に
応
え
得
る
組
織

体
と
し
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

新
た
な
機
関
の
設
置
に
よ
る
別
院
改
革
が
、「
教
区
及
び
組
の
改
編
」「
門
徒
戸
数

調
査
」「
行
財
政
改
革
」
と
同
様
に
、
宗
門
に
お
け
る
さ
ら
な
る
宗
務
改
革
と
し
て

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

７　
終
わ
り
に

　

別
院
は
、
開
教
上
必
要
の
あ
る
地
に
も
設
け
ら
れ
て
き
た
。
人
口
移
動
の
ス
ピ
ー

ド
が
増
し
、
地
域
に
根
差
し
た
真
宗
の
宗
風
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
殊
に
都
市

部
に
存
在
す
る
別
院
は
、
今
後
ま
す
ま
す
開
教
的
な
視
点
を
も
っ
て
、
所
属
寺
の
な

い
方
に
対
す
る
縁
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
量
す
る
。

　

現
在
、
首
都
圏
教
化
推
進
本
部
に
お
け
る
「
仏
事
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
京
」
の

展
開
や
九
州
教
区
が
主
体
性
を
も
っ
て
運
営
す
る
「
仏
事
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福

岡
」、
そ
し
て
大
谷
祖
廟
や
準
開
教
区
の
沖
縄
別
院
に
は
、
葬
儀
の
事
前
相
談
や
法
事
、

お
墓
の
問
題
、
そ
し
て
終
活
な
ど
、
毎
日
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
機

関
と
も
情
報
共
有
と
連
携
を
は
か
り
、
全
国
的
な
都
市
開
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
、
仏
事
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
的
な
機
能
を
担
う
べ
き
別
院
の
抽
出
も
、
今
後

検
討
す
べ
き
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
人
口
が
流
出
す
る
地
域
に
所
在
す
る
別
院
は
ど
う
か
。
今
後
、
全
国
的

に
解
散
寺
院
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
中
、
そ
の
地
域
の
門
徒
の
受
け
皿

に
な
る
こ
と
も
、
別
院
の
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

過
疎
過
密
と
い
う
表
裏
一
体
と
な
っ
た
事
象
に
対
し
、
全
国
の
別
院
が
相
互
に
連

携
し
て
対
応
で
き
る
体
制
に
つ
い
て
も
、
現
代
に
即
応
し
た
教
化
の
あ
り
方
と
し
て

模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
調
査
で
は
、
職
員
不
足
に
よ
り
教
化
活
動
等
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
例
も
多

く
聞
か
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
２
０
２
４
年
宗
会
常
会
に
お
け
る
財
務
長
演
説

で
も
触
れ
ら
れ
た
と
お
り
、
宗
務
役
員
を
は
じ
め
、
宗
務
に
携
わ
る
人
の
不
足
が
指

摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、
別
院
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

　

改
編
に
よ
り
新
教
区
に
編
入
さ
れ
た
あ
る
別
院
か
ら
は
、
地
域
に
お
け
る
別
院
の

重
要
性
が
増
し
、
旧
教
区
以
外
の
方
か
ら
の
関
心
も
高
ま
っ
た
一
方
、
教
務
所
機
能

が
縮
小
し
人
員
が
削
減
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
教
務
所
員
の
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
ず
、
結
果
別
院
職
員
が
疲
弊
し
て
い
る
と
繰
り
返
し
訴
え
ら
れ
た
。

　

過
去
の
会
議
体
に
お
い
て
は
、
列
座
を
宗
務
役
員
と
し
て
身
分
を
保
証
し
、
人
事

の
対
象
と
し
て
別
院
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
提
案
も
行
わ
れ
て
い
る
。
宗
門
組
織

を
担
う
人
の
減
少
が
ま
す
ま
す
懸
念
さ
れ
る
今
、
別
院
、
教
務
所
、
本
山
に
お
け
る

垣
根
を
廃
し
、
宗
門
全
体
で
人
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
近
い
将
来
必
ず
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
「
宗
別
一
体
」「
教
別
一
体
」
に
近
い
、
よ
り
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
宗
門
改
革
と
な

る
が
、
こ
の
際
付
言
し
て
報
告
と
し
た
い
。

以
上
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４
月
30
日
、
宗
務
所
に
お
い
て
第
１
回
宗
務
審
議

会
「
寺
院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済

制
度
の
検
討
に
関
す
る
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

現
行
の
第
２
種
共
済
制
度
は
、
未
曾
有
の
大
災
害
で

あ
っ
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
係
る
対
応
な
ど

か
ら
課
題
が
見
え
て
き
て
お
り
、
今
後
想
定
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
の
発
生
を
想
定
す
る
と
、
第
2
種
共
済
制
度

の
抜
本
的
な
見
直
し
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

本
委
員
会
は
、
持
続
可
能
な
新
た
な
共
済
制
度
構

築
に
向
け
た
現
行
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
、
新

制
度
運
用
開
始
ま
で
の
間
に
講
じ
る
べ
き
措
置
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
く
た
め
に
設
置
さ
れ
、
５
月
19
日
の
第
２
回
委
員
会
に
て
一
部
答

申
（
中
間
報
告
）
が
提
出
さ
れ
た
。

１　
諮
問
事
項

　
（
１
） 

寺
院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済
制
度
が
構
築
さ
れ
る
ま
で

の
間
の
第
２
種
共
済
制
度
の
運
用
に
つ
い
て

　
（
２
） 

自
然
災
害
の
多
発
状
況
を
踏
ま
え
た
寺
院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な

復
興
共
済
制
度
の
構
築
に
つ
い
て

２　
委
員
会
開
催
日
と
開
催
内
容

　

第
１
回　

２
０
２
５
年
４
月
30
日　

 

委
嘱
状
伝
達
・
会
長
及
び
会
長
代
理
互
選
・

諮
問
事
項
の
確
認
・
協
議

〈
会　
　

長
：
酒
井
良
委
員
（
岡
崎
教
区
・
宗
議
会
議
員
）　 　

会
長
代
理
：
眞
野
琢
児
委
員
（
名
古
屋
教
区
・
宗
議
会
議
員
）〉

　

第
２
回　

２
０
２
５
年
５
月
19
日　

 

諮
問
事
項
協
議
・
一
部
答
申
（
中
間
報
告
）

提
出

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

【
答
申
】

　

は
じ
め
に

　

当
派
の
共
済
制
度
は
、
共
済
条
例
（
１
９
８
７
年
条
例
公
示
第
５
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。）
第
２
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、「
同
朋
相
互
扶
助
の
精
神
に

則
り
、
聞
法
の
道
場
た
る
寺
院
・
教
会
の
本
堂
等
の
施
設
に
対
す
る
災
害
復
興
支
援

並
び
に
寺
院
・
教
会
の
福
祉
を
は
か
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

第
２
種
共
済
制
度
は
、
い
わ
ゆ
る
民
間
保
険
と
比
べ
て
低
額
で
加
入
で
き
、
手
厚

い
給
付
が
な
さ
れ
る
た
め
、
宗
門
内
に
お
け
る
こ
の
共
済
制
度
の
役
割
と
期
待
は
大

き
い
も
の
と
思
量
す
る
。

　

１
９
６
１
年
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
回
御
遠
忌
を
記
念
に
設
け
ら
れ
た
本
制
度
の

宗
務
審
議
会

　「
寺
院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済
制
度
の
検
討

　
に
関
す
る
委
員
会
」
設
置
・
開
催
・
一
部
答
申
（
中
間
報
告
）

（
２
０
２
５
年
５
月
19
日
）
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運
用
開
始
以
来
、
幾
多
の
大
規
模
広
域
災
害
が
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
、

被
災
し
た
寺
院
・
教
会
に
対
し
て
共
済
金
の
給
付
を
行
い
つ
つ
も
、
そ
の
原
資
と
な

る
復
興
共
済
積
立
金
は
増
額
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
た
び
の
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
な
い
数
の
北

陸
地
方
を
中
心
と
す
る
寺
院
・
教
会
が
被
災
さ
れ
、
対
象
寺
院
６
６
４
ヵ
寺
、
建
物

数
と
し
て
は
１
１
７
０
件
に
も
の
ぼ
る
共
済
金
の
給
付
申
請
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て

今
般
、
寺
院
・
教
会
の
復
興
の
一
助
と
し
て
約
49
億
４
千
万
円
の
共
済
金
の
給
付
が

な
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
復
興
共
済
積
立
金
が
半
減
し
た
今
、
将
来
発
生
が
予
見
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
や
首
都
直
下
型
地
震
等
の
脅
威
を
想
定
す
れ
ば
、
現
行
の
第
２
種

共
済
制
度
の
ま
ま
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
第
２
種
共
済
制
度
は
、
被
災
さ
れ
た
寺
院
・
教
会
の
聞
法
道
場
で
あ
る
本
堂

等
の
復
興
に
繋
が
る
有
用
な
制
度
で
あ
り
、
宗
派
と
し
て
同
朋
相
互
扶
助
の
精
神
に

立
ち
、
存
続
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
当
審
議
会
で
は
、
宗
門
に
お
け
る
寺
院
・
教
会
の
災
害
復
興
の
制
度
を

永
ら
く
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
現
行
共
済
制
度
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
い
、
持
続
可
能
な
新
た
な
共
済
制
度
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
た

い
。

　

そ
し
て
こ
の
た
び
は
、
そ
の
新
制
度
の
運
用
ま
で
の
間
に
大
規
模
な
地
震
災
害
が

発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
ま
ず
は
地
震
災
害
に
つ
い
て
可
及
的
速
や
か
に
講
じ
る

べ
き
措
置
を
答
申
い
た
す
も
の
で
あ
る
。

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
か
ら
見
え
て
き
た
課
題

　

共
済
制
度
に
係
る
条
例
は
、
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
改
正
さ
れ
て
き
て
お
り
、
本

第
２
種
共
済
制
度
に
お
い
て
は
、
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
査
定
に
係
る
専
門
家
の
導

入
（
以
下
「
共
済
査
定
員
」
と
す
る
）
や
、
そ
れ
ま
で
被
害
程
度
20
％
以
上
で
復
興

共
済
金
の
給
付
で
あ
っ
た
も
の
を
被
害
程
度
１
％
以
上
に
引
き
下
げ
る
と
い
う
保
障

の
手
厚
さ
を
謳
っ
た
制
度
に
改
定
さ
れ
、
そ
の
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

仮
に
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
前
に
、
共
済
査
定
員
を
導
入
し
て
い
な
け
れ

ば
、
宗
務
役
員
が
１
１
７
０
件
に
の
ぼ
る
被
災
建
物
の
査
定
に
係
る
労
力
と
時
間
を

費
や
す
こ
と
と
な
り
、
共
済
金
給
付
ま
で
の
期
間
は
長
期
化
し
、
被
災
寺
院
か
ら
の

制
度
に
対
す
る
不
信
感
が
増
大
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
共
済
査
定
員
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
査
定
に
係
る
経
費
は
要
し
た
も
の

の
、
共
済
金
給
付
に
か
か
る
作
業
・
期
間
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
再
審
査

請
求
の
寺
院
数
に
鑑
み
れ
ば
、
専
門
家
の
査
定
に
よ
り
被
災
寺
院
の
安
心
感
や
納
得

感
を
得
ら
れ
る
結
果
に
繋
が
っ
た
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
行
制
度
下
に
お
け
る
大
規
模
地
震
災
害
の
発
生
及
び
共
済
金

給
付
に
係
る
対
応
は
初
め
て
で
あ
っ
た
た
め
、
制
度
自
体
の
様
々
な
課
題
が
露
呈
し

て
い
る
。
そ
の
主
な
課
題
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容
を
列
記
す 

る
。

　

〇
共
済
金
給
付
ま
で
の
期
間

　

 　

共
済
査
定
員
に
よ
る
査
定
で
も
、
発
災
か
ら
給
付
開
始
ま
で
１
年
３
ヵ
月
を
要

し
た
。
特
に
こ
の
た
び
の
地
震
災
害
に
お
い
て
は
、
復
興
共
済
積
立
金
の
給
付
上

限
（
５
割
）
に
近
し
い
ラ
イ
ン
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、
制
度
上
、
再
審
査
の
結
果

が
確
定
す
る
ま
で
給
付
で
き
な
か
っ
た
。

　

〇
給
付
余
力
の
確
保
が
必
要

　

 　

復
興
共
済
積
立
金
が
大
幅
に
減
少
し
、
大
規
模
災
害
を
想
定
す
る
と
積
立
金
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
第
２
種
共
済
制
度
は
年
間
平
均
２
億
円
程
度
の
積

立
の
実
績
で
あ
り
、
能
登
半
島
地
震
前
の
積
立
金
額
に
到
達
す
る
ま
で
相
当
な
年

数
を
要
す
る
。

　

〇
査
定
方
法
の
調
整

　
 　

現
行
制
度
は
、
現
地
査
定
か
提
出
資
料
（
写
真
）
に
基
づ
く
査
定
の
２
種
類
の

方
法
か
ら
被
災
寺
院
が
選
択
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
び
は
、
奥
能
登

以
外
の
被
災
寺
院
に
つ
い
て
は
、
提
出
資
料
（
写
真
）
に
基
づ
く
査
定
の
協
力
依

頼
を
行
い
、
一
定
程
度
そ
の
依
頼
に
応
え
て
い
た
だ
い
た
が
、
現
地
査
定
の
希
望
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寺
院
が
多
く
な
れ
ば
、
査
定
に
要
す
る
期
間
と
経
費
が
大
幅
に
増
す
こ
と
に
な
る
。

　

〇
現
地
査
定
に
お
け
る
１
日
の
査
定
数

　
 　

第
２
種
共
済
制
度
に
お
け
る
査
定
基
準
は
宗
派
独
自
の
も
の
を
用
い
て
お
り
、

そ
の
査
定
区
分
は
民
間
保
険
と
異
な
り
、
よ
り
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本

堂
や
庫
裡
な
ど
の
宗
教
建
物
の
査
定
に
は
時
間
を
要
し
、
１
日
に
１
ヵ
寺
～
２
ヵ

寺
が
限
界
と
な
っ
て
く
る
。

　

上
述
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
課
題
は
大
き
く
２
点
あ
る
。

　

１
点
目
が
、
第
２
種
共
済
制
度
に
お
け
る
給
付
余
力
の
問
題
。

　

２
点
目
が
、
特
に
大
規
模
地
震
災
害
時
に
お
け
る
査
定
の
在
り
方
で
あ
る
。

　

ま
ず
１
点
目
の
給
付
余
力
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
地
震
災
害
を
含

め
す
べ
て
の
災
害
に
対
し
て
、
低
額
の
加
入
金
で
手
厚
い
保
障
を
謳
う
こ
と
は
、
民

間
保
険
に
は
な
い
魅
力
で
あ
る
。
逆
に
捉
え
る
と
、
世
間
で
は
考
え
ら
れ
な
い
魅
力

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
災
害
が
頻
発
す
る
時
代
に
お
い
て
、
保
障
内
容
に
無
理
が

生
じ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

復
興
共
済
積
立
金
が
約
40
億
円
に
減
少
し
た
中
で
、
持
続
的
な
共
済
制
度
の
在
り

方
を
考
え
る
と
、
民
間
保
険
に
お
い
て
も
地
震
災
害
の
補
償
に
関
し
て
は
、
最
大 

５
，０
０
０
万
円
の
上
限
を
設
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
必
然
と
第
２
種
共
済
に

お
い
て
も
地
震
災
害
に
つ
い
て
は
、
民
間
保
険
と
同
額
程
度
の
保
障
に
引
き
下
げ
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
る
。

　

今
回
、
第
２
種
共
済
制
度
に
お
け
る
地
震
災
害
の
保
障
額
を
半
額
程
度
に
抑
え
た

と
し
て
も
、
地
震
を
含
め
た
す
べ
て
の
災
害
に
対
し
て
、
１
口
１
万
円
で
加
入
で
き

る
共
済
制
度
は
、
民
間
保
険
会
社
の
地
震
保
険
が
火
災
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
加

入
で
き
な
い
こ
と
。
ま
た
、
保
障
内
容
が
１
億
円
程
度
の
火
災
保
険
に
加
入
す
る
た

め
に
は
、
寺
院
の
所
在
地
や
建
物
状
況
に
も
よ
る
が
、
宗
派
任
意
加
入
に
比
し
て
４

倍
程
度
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て

お
り
、
経
費
的
な
面
か
ら
み
て
も
ま
だ
ま
だ
有
利
で
あ
る
。

　

次
に
２
点
目
の
大
規
模
地
震
災
害
時
に
お
け
る
査
定
の
在
り
方
で
あ
る
が
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
現
行
制
度
に
お
け
る
共
済
査
定
員
の
存
在
は
大
き
い
も
の
の
、
そ
の

査
定
基
準
は
、
内
閣
府
の
「
災
害
に
係
る
住
家
の
被
害
認
定
基
準
運
用
指
針
」
を
参

照
の
上
、
宗
派
独
自
の
査
定
基
準
を
用
い
て
い
る
た
め
、
大
規
模
災
害
時
に
招
集
さ

れ
る
共
済
査
定
員
で
あ
っ
て
も
こ
の
基
準
に
不
慣
れ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
被
害
程
度
に
つ
い
て
も
区
分
が
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
被
災
寺
院
１
ヵ
寺

に
現
地
査
定
で
要
す
る
時
間
も
相
当
か
か
り
、
１
日
当
た
り
１
ヵ
寺
か
ら
２
ヵ
寺
が

限
界
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

共
済
査
定
員
に
つ
い
て
は
、
民
間
地
震
保
険
に
お
け
る
査
定
を
数
多
く
こ
な
し
て

お
り
、
そ
の
査
定
経
験
値
が
積
ま
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
民
間
地
震
保
険
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
民
間
保
険
会
社
が
共
同
で
運
営
し

て
お
り
、
査
定
基
準
に
つ
い
て
も
統
一
さ
れ
た
「
地
震
保
険
損
害
認
定
基
準
」
が
用

い
ら
れ
て
査
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
今
後
の
大
規
模
地
震
災
害
を
想
定
す
る
と
、
査
定
の
効
率
化
を
図
り
経

費
を
節
減
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
民
間
地
震
保
険
が
用
い
て
い
る
査
定
基
準
に

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
早
急
に
現
行
第
２
種
共
済
制
度
の
課
題
２
点
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
、「
寺
院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済
制
度
が
構
築
さ
れ

る
ま
で
の
間
の
第
２
種
共
済
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
」
の
諮
問
に
対
し
て
は
、
以
下

の
と
お
り
答
申
と
す
る
。

〈
具
体
的
な
提
言
内
容
〉

寺
院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済
制
度
が
構
築
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

☆ 

特
に
地
震
災
害
（
地
震
・
噴
火
ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
る
津
波
を
原
因
と
す
る
火 

災
・
損
壊
・
埋
没
・
流
失
）
に
つ
い
て
は
、
第
２
種
共
済
の
維
持
・
運
用
が
困
難

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
給
付
水
準
を
従
来
の
50
％
に
引
き
下
げ
る
措
置
を
講
じ
る
。

☆ 
査
定
基
準
に
つ
い
て
は
、一
般
社
団
法
人
「
日
本
損
害
保
険
協
会
」
の
定
め
る
「
地

震
保
険
損
害
認
定
基
準
」
を
準
用
す
る
。

☆
共
済
条
例
第
18
条
の
「
給
付
額
の
制
限
」
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
と
す
る
。
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な
お
、こ
の
結
論
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
、か
ね
て
か
ら
宗
会
に
お
い
て
、大
規
模 

災
害
発
生
時
の
復
興
共
済
積
立
金
の
不
安
や
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
の
要
望
な
ど
、具

体
的
に
保
険
会
社
と
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
充
実
し
た
共
済
制
度
の
構
築
に
向
け
て
、「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
発
生

以
前
の
２
０
２
３
年
５
月
に
保
険
会
社
３
社
と
保
険
代
理
店
２
社
と
秘
密
保
持
契
約
を

締
結
し
た
上
で
、各
社
と
事
務
局
が
協
議
を
重
ね
、す
で
に
事
務
局
は
具
体
的
な
提
案

を
聞
き
取
っ
て
い
た
。
保
険
会
社
３
社
と
保
険
代
理
店
２
社
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

※
保
険
会
社
３
社　

：
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

※
保
険
代
理
店
２
社
：
株
式
会
社 

縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ー
エ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社

　

当
委
員
会
と
し
て
も
、
今
後
、
第
２
種
共
済
制
度
の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
、
各

社
か
ら
直
接
提
案
内
容
を
聞
き
取
る
場
を
設
け
る
が
、
す
で
に
保
険
会
社
か
ら
事
務

局
が
聞
き
取
っ
た
概
ね
の
内
容
は
、
地
震
災
害
の
保
障
に
つ
い
て
、
給
付
水
準
を
引

き
下
げ
る
こ
と
と
査
定
基
準
を
民
間
保
険
の
４
区
分
（
全
損
・
大
半
損
・
小
半
損
・

一
部
損
）
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
旨
の
提
案
を
も
ら
っ
て
お
り
、
そ
の
保

険
会
社
の
提
案
に
基
づ
い
た
こ
と
を
付
言
す
る
。

お
わ
り
に

　

長
年
に
わ
た
っ
て
災
害
復
興
支
援
と
し
て
寺
院
を
支
え
て
き
た
第
２
種
共
済
制
度

も
、
地
球
規
模
で
の
気
候
変
動
に
よ
っ
て
発
生
す
る
自
然
災
害
の
前
で
は
、
万
全
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

時
代
と
と
も
に
制
度
の
改
定
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
宗
門
と
し
て
全
国
の
大

切
な
聞
法
の
場
を
相
互
に
守
る
と
い
う
「
同
朋
相
互
扶
助
の
精
神
」
に
つ
い
て
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
変
わ
ら
ず
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
の
精
神
を

体
現
す
る
共
済
制
度
は
、
持
続
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
慮
す
る
。

　

こ
の
た
び
の
地
震
災
害
の
見
直
し
が
、
今
後
の
任
意
加
入
率
に
影
響
し
な
い
よ
う

に
、
そ
の
他
の
災
害
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
手
厚
い
保
障
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら

ゆ
る
方
途
を
も
っ
て
、
広
く
宗
派
内
に
周
知
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
当
委
員
会
と
し
て
、
ま
ず
は
「
諮
問
事
項
（
１
）
寺
院
・
教
会
の
施
設
に

係
る
新
た
な
復
興
共
済
制
度
が
構
築
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
第
２
種
共
済
制
度
の
運
用

に
つ
い
て
」
に
対
し
て
結
論
を
導
き
出
し
た
が
、本
旨
で
も
あ
る
「
諮
問
事
項
（
２
）

自
然
災
害
の
多
発
状
況
を
踏
ま
え
た
寺
院
・
教
会
の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済

制
度
の
構
築
に
つ
い
て
」
は
、
既
に
災
害
対
応
の
事
務
局
で
あ
る
組
織
部
（
教
務
）

に
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
民
間
保
険
会
社
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
慎
重
に
審
議
を
進
め
、
２
０
２
５
年
末
に
答
申
書
の
提
出
を
目
指
し
た
い
。

以
上

被害の程度

建物別点数

基礎加入分
任意加入分

本堂 庫裡

全壊
現行　1229〜1400 現行　527〜600 現行　877〜1000

↓ ↓ ↓
改正案　700　 改正案　300 改正案　500

大半壊
現行　887〜1144 現行　379〜490 現行　629〜815

↓ ↓ ↓
改正案 500 改正案　215 改正案　350

小半壊
現行　373〜801 現行　158〜342 現行　258〜567

↓ ↓ ↓
改正案　295 改正案　125 改正案　200

一部損壊
現行　73〜287 現行　10〜121 現行　41〜196

↓ ↓ ↓
改正案　85 改正案　35 改正案　75

【地震災害に関する被害程度の区分と給付額算出表（案）】

※１点は、10,000円とする。
※被害の程度を4区分とする。
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教
学
研
究
所

教
研
だ
よ
り
228

人
に
は
課
題
が
二
つ
あ
る

　

人
に
は
課
題
が
二
つ
あ
る
と
思
う
。
第
一
は
「
人
に

生
ま
れ
て
人
間
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二

は
「
人
間
に
な
っ
て
人
間
を
超
え
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
私
た
ち
は
誰
一
人
と
し
て
「
わ
た
し
」
と
い
う

自
覚
を
持
っ
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
い
の
ち
と
し
て
生
ま
れ
、
様
々
な
こ
と
を
経

験
し
、
経
験
が
こ
と
ば
と
重
な
っ
て
意
識
と
な
り
、「
わ

た
し
と
世
界
」
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
。
二
十
世
紀

の
始
め
の
頃
、
イ
ン
ド
の
奥
地
で
い
わ
ゆ
る
狼
に
育
て

ら
れ
た
と
さ
れ
た
子
が
発
見
さ
れ
、「
ア
マ
ラ
」
と
「
カ

マ
ラ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
二
人
は
、
当
初
ほ
と
ん
ど

狼
の
よ
う
な
習
性
で
あ
っ
た
が
、
シ
ン
グ
と
い
う
牧
師

夫
人
に
丁
寧
に
育
て
ら
れ
た
結
果
、
次
第
に
狼
の
習
性

は
抜
け
て
人
間
の
生
活
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
、
つ
い

に
は
こ
と
ば
を
理
解
す
る
ま
で
に
な
っ
た
と
言
う
の
で

あ
る
（J.A

.L.

シ
ン
グ
著
『
狼
に
育
て
ら
れ
た
子
』
中
野
善
達
・

清
水
知
子
訳
、
福
村
出
版
）。
一
方
で
、
誕
生
し
た
ば
か
り

の
子
犬
を
人
が
育
て
た
と
し
て
も
、
成
長
し
て
人
間
の

習
性
を
身
に
つ
け
人
間
の
よ
う
な
生
活
を
す
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
人
は
狼
に
育
て
ら
れ
れ
ば
狼
の
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
は
人
と
い
う
存
在
の
不
思
議
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
第
一
の
「
人
に
生
ま
れ
て
人
間
に
な
る
」
と

い
う
課
題
が
あ
る
。
ど
ん
な
人
も
人
と
生
ま
れ
て
、
他

の
人
に
育
て
ら
れ
て
初
め
て
人
間
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
関
係
的
存
在
」
と
言
っ
て
も
良
い
し
、「
社

会
的
存
在
」
と
言
っ
て
も
良
い
と
思
う
。
人
が
人
間
に

な
る
た
め
に
は
関
係
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
人

は
育
て
ら
れ
て
社
会
的
な
「
個
人
」
と
な
り
、そ
の
個
々

の
人
間
が
社
会
を
支
え
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
こ
れ

を
仏
教
語
で
「
相そ

う

依え

相そ
う

待た
い

」
と
言
う
。
こ
こ
で
「
個
人
」

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
わ
た
し
」
の
こ
と

で
、
こ
の
世
界
に
自
立
し
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
私
た
ち
自
身
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
わ
た
し
」

は
、
仏
か
ら
見
れ
ば
常
に
大
き
な
勘
違
い
を
伴
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
世
界
の
真
ん
中
に
「
わ
た
し
」
と
い
う

確
固
た
る
自
明
の
存
在
が
あ
る
と
意
識
し
、
常
に
自
分

中
心
に
物
事
を
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
仏

教
語
で
「
我が

執し
ゅ
う」
と
言
う
が
、
こ
の
「
わ
た
し
」
を
自

明
と
す
る
限
り
、
人
間
は
他
を
排
除
し
て
自
分
を
通
そ

う
と
す
る
排
他
的
な
行
動
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
社
会
が
個
人
の
総
体
で
あ
れ

ば
、
そ
の
総
体
と
し
て
の
社
会
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

排
他
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。「
仲
間
意
識
が
仲
間

外
れ
を
作
り
出
す
」
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
第
二
の�

「
人
間
に
な
っ
て
人
間
を
超
え
る
」
と
い
う
課
題
が
あ

る
と
思
う
。

「
こ
と
ば
」を
め
ぐ
っ
て

　

上
に
述
べ
た
「
社
会
的
な
個
人
」
と
は
、
現
に
そ
の

よ
う
な
存
在
と
し
て
こ
の
私
が
実
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
体
、
そ
の
根
底
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
や
や

飛
躍
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、そ
れ
は
「
い
の
ち
」
と
「
こ

と
ば
」
で
は
な
い
か
と
思
う
。
世
親
は
こ
の
世
の
一
切

の
物
事
を
第
八
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
活
動
と
し
て
解
明
す
る
。

そ
こ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
の
原
因
を
「
種

し
ゅ
う

子じ

」
と
言

う
が
、
そ
の
種
子
に
は
身
体
の
原
因
で
あ
る
業
種
子
と

認
識
活
動
の
原
因
で
あ
る
名

み
ょ
う

言ご
ん

種
子
が
あ
り
、
両
者
の

間
に
我
執
の
習じ

っ

気け

が
あ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
世
親
に
よ

れ
ば
、
人
間
と
は
身
体
と
言
語
を
直
接
の
原
因
と
し
、

我
執
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
世
親
の
人
間
観
か
ら
見
れ
ば
、「
こ
と

ば
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
は
人
間
の
根
本
的
な
課
題

の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
こ
と
ば
」
は
人
間
存
在
の
根
本
的

な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
私
た
ち
が
聖
典

を
拝
読
す
る
際
に
も
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

私
は
、
漢
文
文
献
に
よ
っ
て
教
え
を
探
求
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
書
か
れ
た
文
字
が
同
じ
で
も
意

味
内
容
は
大
い
に
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
常
に
あ
る
。

織
田 

顕
祐

教
学
研
究
所
長　

「
こ
と
ば
」
で
閉
じ
た
こ
こ
ろ
を
、解
き
放
つ
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例
え
ば
、「
浄
土
」
と
い
う
言
葉
は
、
わ
が
宗
門
の
い

の
ち
の
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
最
初
に
使
わ
れ
た
の

は
お
そ
ら
く
五
世
紀
の
は
じ
め
、
鳩
摩
羅
什
の
頃
で
あ

る
。
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
経
』
で
宝
積
と
い
う
仏
弟
子

が
「
菩
薩
の
浄
土
の
行
」
を
説
い
て
欲
し
い
と
要
請
し

た
の
が
原
初
の
用
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
維
摩
経
』
に

お
け
る
意
味
と
、
親
鸞
聖
人
が
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証

文
類
』
と
い
う
典
籍
に
よ
っ
て
表
そ
う
と
す
る
「
浄
土
」

の
意
味
は
随
分
異
な
る
。
言
葉
が
同
じ
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
両
者
を
相
互
代
入
的
に
理
解
す
れ
ば
と
ん
で
も
な

い
間
違
い
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、「
ク
ル
マ
」

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
平
安
時
代
の
牛
車
と
現
代
の
自
動

車
を
一
緒
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
テ

キ
ス
ト
を
読
む
」
こ
と
に
は
充
分
な
慎
重
さ
が
必
要
な

の
で
あ
る
。
か
つ
て
金
子
大
榮
師
が
「
言
葉
の
解
釈
で

な
く
学
び
方
を
学
ぶ
」（『
真
宗
学
序
説
』
取
意
）
と
提
唱

さ
れ
た
の
は
こ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。『
維
摩
経
』
と
親

鸞
聖
人
の
間
に
あ
る
課
題
は
、
そ
の
ま
ま
親
鸞
聖
人
と

私
た
ち
の
間
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
聖
人
の

言
葉
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
そ
れ
を
受

け
止
め
た
上
で
自
分
の
言
葉
で
語
る
。
こ
の
「
こ
と
ば
」

を
め
ぐ
る
未
消
化
が
今
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る
。

教
化
と
教
学
（
能
所
の
転
換
）

　

現
在
の
教
学
研
究
所
は
、
六
十
数
年
前
の
一
九
五
八

年
七
月
に
組
織
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
は
教
化
研
究
所
と

称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
教
化
研
究
所
か
ら
教
学
研
究

所
へ
と
転
換
し
た
主
旨
が
『
真
宗
』
一
九
五
八
年
八
月

号
に
「
教
学
研
究
所
と
そ
の
仕
事
」
と
題
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
要
旨
を
抜
き
出
せ
ば
お
よ
そ
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

�

・�

教
化
と
い
う
言
葉
で
考
え
ら
れ
や
す
い
こ
と
は
、
始

め
か
ら
教
え
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
そ
れ
を
人
々
に

伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
教
え
る
と
い
う
こ

と
の
前
に
学
ぶ
と
い
う
面
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。

�

・�

お
よ
そ
人
間
が
人
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
な

い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
教
え
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
、

そ
れ
だ
け
が
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。

�

・�

現
代
社
会
に
生
き
る
人
々
の
問
題
を
自
身
の
肉
体
に

ぶ
ち
当
て
て
学
び
話
す
以
外
に
な
い
。

こ
の
よ
う
な
点
が
熱
意
を
込
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
僧
分
が
門
徒
を
教
化
す
る
の
で
は
な
く
、
自

分
自
身
が
ま
ず
わ
が
身
を
通
し
て
教
え
に
教
え
ら
れ
、

そ
れ
を
自
ら
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
教
化
の
本
質
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
教
え
を
学
ぶ
の
が
教
学
で
あ
る
と
確

か
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
宗
門
で
は
「
○
○
教
化
」
と
い
う
名
を
も
つ
各

種
委
員
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
こ

の
よ
う
な
願
い
を
実
現
す
る
歩
み
と
な
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。
も
し
、「
始
め
か
ら
教
え
と
い
う
も
の
が
あ

っ
て
そ
れ
を
人
々
に
伝
え
る
こ
と
」
が
教
化
で
あ
る
と

す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
改
め
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
如
来
が
凡
夫
を
教
化
す
る

と
い
う
事
態
に
お
い
て
は
、
門
徒
も
僧
分
も
な
い
。
た

だ
教
化
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
凡
夫
衆
生
が
存
在
す
る

だ
け
で
あ
る
。
同
朋
社
会
の
顕
現
と
は
そ
う
し
た
事
態

を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
凡
夫
の
中
に
教

化
す
る
も
の
と
教
化
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
よ
う
な

事
態
は
非
本
来
的
で
あ
る
。
衆
生
は
す
べ
て
如
来
に
よ

っ
て
教
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
教
化
」
は
人
が
人

を
教
化
す
る
の
で
な
い
と
し
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か

僧
分
が
門
徒
を
「
教
化
す
る
」
と
い
う
常
識
に
な
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
、「
教
化
す
る
も
の
」
か
ら
「
教
化
さ

れ
る
も
の
」
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
佐
々

木
月
樵
師
が
「
能
所
の
転
換
」
と
呼
ん
だ
こ
と
を
金
子

大
榮
師
が
伝
え
て
い
る
（
大
谷
大
学
編
・
発
行
『
大
谷
大
学

樹
立
の
精
神
』
所
収
「
佐
々
木
月
樵
師
追
憶
」）。
こ
の
言
葉
は
、

簡
潔
で
正
確
な
表
現
な
の
で
、
今
後
の
私
た
ち
を
方
向

づ
け
る
言
葉
と
し
て
提
唱
し
た
い
。

人
間
の
諸
問
題
を
仏
教
・
真
宗
で
考
え
る

　

現
代
は
、
憎
悪
や
非
寛
容
な
ど
に
基
づ
く
他
者
の
排

除
、
ネ
ッ
ト
中
に
溢
れ
る
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
、
恐
怖

の
煽
動
、
果
て
し
な
い
欲
望
の
追
求
な
ど
の
諸
問
題

が
渦
巻
く
社
会
で
あ
る
。
こ
れ
ら
社
会
的
な
問
題
の
根

底
に
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
根
本
的
な
性
向
が
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
社
会
的
人
間
の
成
立
に
は
「
こ
と
ば
」
が

深
く
関
係
し
て
い
た
。
あ
る
言
語
の
話
者
と
な
る
こ
と
、

例
え
ば
、
日
本
語
の
話
者
と
な
る
こ
と
は
日
本
語
を
介

し
て
個
人
と
社
会
が
相
依
相
待
の
関
係
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
言
葉
に
よ
っ
て
内
に
閉
じ
た
個
人
で
あ

る
か
ら
、「
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
も
成
り
立
つ
の
で
あ
ろ
う
。
大
乗
『
涅
槃
経
』
に

は
二
種
の
言
葉
が
あ
っ
て
、
人
を
流
転
に
結
び
つ
け
る

凡
夫
の
言
葉
と
、
流
転
の
凡
夫
を
浄
化
す
る
如
来
の
言

葉
が
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
私
た
ち
の
歩
む

べ
き
道
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
世
間

と
仏
法
の
間
を
通
訳
し
て
、「
仏
法
を
世
間
化
す
る
」

の
で
は
な
く
て
「
世
間
を
仏
法
化
す
る
」
こ
と
、
こ
れ

が
私
た
ち
の
課
題
で
あ
る
。
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ハ
ン
セ
ン
病
は
い
ま

解
放
運
動
推
進
本
部

329

■
藤
作
さ
ん
と
の
出
会
い

　
「
も
し
も
し
、
勝
間
さ
ん
や
ろ
。
い
ま
ど
こ
や
？
」。

邑
久
光
明
園
に
向
か
う
途
中
に
必
ず
か
か
っ
て
き
た

電
話
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
一
年
以
上
が
経
ち

ま
す
。
私
が
初
め
て
光
明
園
を
訪
れ
た
の
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
国
賠
訴
訟
勝
訴
判
決
確
定
の
翌
年
に
あ
た
る
、

二
〇
〇
二
年
七
月
十
七
日
に
開
か
れ
た
山
陽
教
区
施

設
交
流
部
主
催
の
交
流
会
に
参
加
し
た
と
き
で
し
た
。

言
い
表
せ
な
い
不
安
な
気
持
ち
と
と
も
に
邑
久
長
島

大
橋
を
渡
り
、
迷
い
な
が
ら
会
場
で
あ
る
真
宗
の
お

寺
と
呼
ば
れ
る
会
館
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
中
で

は
、
入
所
者
の
方
々
と
外
部
か
ら
の
参
加
者
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
左
右
に
分
か
れ
、
距
離
を
置
い
て
座

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
な
ん
と
も
言
い
難

い
違
和
感
を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

真
宗
法
話
会
代
表
の
吉
田
藤
作
さ
ん
に
挨
拶
を
す

る
と
、
笑
顔
で
「
あ
ん
た
が
今
度
の
親
分
や
な
。
よ

ろ
し
ゅ
う
頼
ん
ま
す
で
」
と
の
返
事
を
受
け
て
以
来
、

そ
れ
か
ら
は
二
人
の
予
定
を
合
わ
せ
て
、
真
宗
大
谷

派
主
催
の
全
国
交
流
集
会
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
や
全

国
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
へ
お
伴
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
道
中
で
は
周
り
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
、
ほ
と
ん
ど
藤
作
さ
ん
お
一
人
が
喋
り
っ
ぱ
な
し

で
、
内
容
は
自
分
の
生
い
立
ち
か
ら
療
養
所
で
経
験

さ
れ
た
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
思
い
返
せ
ば
す

べ
て
録
音
さ
せ
て
も
ら
え
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て

い
ま
す
。

■
家
族
と
の
関
係

　

藤
作
さ
ん
は
二
〇
二
四
年
二
月
六
日
に
劇
症
型
溶

連
菌
の
感
染
症
に
よ
り
発
症
か
ら
約
一
週
間
で
突
然

お
亡
く
な
り
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
お
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
た
た
め
未
だ
に
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
す
。

そ
の
後
の
手
続
き
を
私
に
託
す
と
遺
言
を
残
さ
れ
て

い
た
の
で
、
諸
々
の
こ
と
を
私
が
整
理
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
中
、
職
員
か
ら
「
半

世
紀
を
療
養
所
で
暮
ら
し
て
」
と
言
う
聞
き
取
り
書

が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
目
を
通

し
て
い
く
と
、
私
の
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
語
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
聞
き
取
り
書
」
の
最
後
に
は
、
家
族
の
こ
と
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
父
親
が
五
十
五
年
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
家

族
と
は
連
絡
を
と
り
、
二
年
に
一
回
ぐ
ら
い
は

福
井
に
か
え
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
福
井
は
特

に
封
建
的
な
と
こ
ろ
で
、
家
族
が
隠
す
よ
う
に

し
ま
す
。
特
に
結
婚
適
齢
期
に
な
り
、
私
の
こ

と
が
話
題
に
出
て
く
れ
ば
大
変
な
事
に
な
り
ま

す
。
実
際
家
族
の
結
婚
が
自
分
の
せ
い
で
破
談

　
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
は
、
入
所
者
と
そ
の
家
族
の
関
係
が
絶
た
れ
る
な
ど
の
被
害
を
生
み
出
し
て
き
ま

し
た
。
一
九
九
六
年
に
隔
離
政
策
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、い
ま
も
そ
の
被
害
と
苦
し
み
は
続
い
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
国
立
邑
久
光
明
園
（
岡
山
県
瀬
戸
内
市
）
に
入
所
す
る
吉
田
藤
作
さ
ん
と

親
交
を
深
め
て
こ
ら
れ
た
勝
間
靖
さ
ん
か
ら
、
自
身
が
出
会
っ
た
藤
作
さ
ん
の
家
族
へ
の
言
葉
や
思
い
を
通

し
て
、
現
在
も
残
る
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

継
続
か
ら
継
承
へ
～
藤
作
さ
ん
と
の
出
会
い
を
通
し
て
～

山
陽
教
区
光
明
坊
住
職　

勝
間　
靖　
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に
な
り
ま
し
た
。
き
ょ
う
だ
い
の
子
供
に
だ
け

に
は
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
。
ま
あ
、
み
ん
な
に
打
ち
明
け
る
だ
け

の
勇
気
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
。
今
実
家
に

は
甥
っ
子
が
い
る
の
で
す
け
れ
ど
、
自
分
は
岡

山
に
住
ん
で
る
と
言
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ

の
子
は
知
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の

こ
と
に
は
触
れ
な
い
の
で
す
。
弟
と
弟
の
奥
さ

ん
、
そ
れ
に
大
阪
と
東
京
に
姉
と
妹
が
住
ん
で

い
ま
す
が
、
旦
那
さ
ん
た
ち
も
知
っ
て
い
る
の

か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
一
度
家

族
と
話
合
い
を
し
た
の
で
す
。
で
も
家
族
は
私

の
こ
と
を
親
族
に
話
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
は
り
生
活
が
一
番
大
切
で
す
か
ら
、
無
理
に

と
い
う
訳
に
は
行
か
な
い
の
で
す
。
私
も
も
う

七
十
歳
を
過
ぎ
て
、
い
つ
何
時
ど
う
な
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
全
部
話
し
て
く
れ
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
兵
庫
の
人
で
、
そ
の
人
の
奥
さ
ん
が
子
供
に

全
部
話
を
し
て
、
そ
の
子
供
さ
ん
た
ち
が
い
つ

も
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
で
面
会
に
き
て
く

れ
る
ん
で
す
。
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
愛
生
園

の
方
で
も
、
や
は
り
甥
子
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
え

ら
い
人
で
、
秘
密
に
し
と
く
の
は
よ
く
な
い
と

言
っ
て
、
親
族
に
言
っ
た
ら
し
い
で
す
。
そ
う

い
う
話
を
聞
く
と
、
嬉
し
い
や
ら
、
う
ら
や
ま

し
い
や
ら
、
自
分
が
情
け
な
い
や
ら
。
親
父
は

隠
さ
な
く
て
も
い
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
け
れ

ど
、
家
族
の
事
で
す
か
ら
。

　
で
も
葬
式
の
と
き
ぐ
ら
い
は
来
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
他
人
事
で
も
、
葬
式
に
来
て
も
ら
っ

て
い
る
の
を
見
る
と
嬉
し
い
ん
で
す
。
死
ん
で

か
ら
来
て
も
し
か
た
が
な
い
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
が
今
ま
で
で
す
か
ら

死
ん
だ
と
き
ぐ
ら
い
は
家
族
に
来
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

　

生
前
、
藤
作
さ
ん
の
出
身
地
で
あ
る
福
井
県
に
ご

本
人
と
十
回
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
実
家
の

お
墓
に
お
参
り
し
ま
す
。
お
墓
か
ら
見
え
る
位
置
に

生
家
が
あ
る
の
で
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
と
す
ぐ
そ
ば

ま
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
車

の
後
部
座
席
で
う
ず
く
ま
り
身
を
隠
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
尋
ね
る
と
、
隣
の
人
に
見
つ
か
る
か
も
し

れ
な
い
と
言
う
の
で
す
。
実
弟
が
結
婚
さ
れ
た
次
の

日
に
隣
の
人
が
や
っ
て
き
て
、
藤
作
さ
ん
の
存
在
を

結
婚
相
手
に

話
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
嫌

な
思
い
を
し

て
い
る
か
ら
、

ま
た
同
じ
よ

う
に
さ
せ
た

く
な
い
と
身

を
隠
し
た
の

で
す
。

■
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
ど
う
向
き
合
う
の
か

　

家
族
思
い
だ
っ
た
藤
作
さ
ん
の
葬
儀
に
親
族
の
方

は
お
見
え
に
な
ら
ず
、
藤
作
さ
ん
と
あ
な
た
以
上
に

交
流
を
し
た
人
は
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
私
に
喪
主
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
入
所
者
の
方
か
ら
職
員
を
通
じ
て

依
頼
が
あ
り
、
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
葬

儀
の
後
、
実
の
弟
さ
ん
に
実
家
の
お
墓
へ
藤
作
さ
ん

ご
夫
妻
の
分
骨
の
納
骨
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
両

親
も
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
快
諾
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
際
に
は
実
家
の
お
内
仏
の
前
で
満
中
陰
の
お
勤

め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
藤
作
さ
ん
の
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
一
周
忌
も
実
家
で
お
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
甥
の
お
連
れ
合
い
の
方
は
藤

作
さ
ん
の
存
在
を
亡
く
な
る
ま
で
知
ら
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
る

ま
で
家
族
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
実
家
を
訪
れ
、
話
す
機
会
を
も
て
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
入
所
者
、
そ
の
家
族
の
方
々
は
今
も
声

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
、
そ
の
人
た
ち
と
深
く
関
わ
ら
な
け
れ

ば
聞
こ
え
て
こ
な
い
し
、
話
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
向
き
合
っ
て
い
く
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

お墓参りにて
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青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー

青
　 

幼
年
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　https://jodo-shinshu.info/oyc/

Y
ouTube

青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

■
新
た
な
歩
み
出
し
を
願
っ
て

　

宗
門
に
お
け
る
若
者
教
化
の
取
り
組
み
は
二
〇
一

四
年
度
に
始
ま
り
、
一
〇
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
度

の
協
議
会
を
経
て
、
今
回
の
協
議
会
は
七
年
ぶ
り
に

対
面
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
こ
こ
か
ら
ま
た
新
た
な
歩
み
出
し
が
始
ま
っ

て
い
く
こ
と
を
願
い
、「
な
ぜ
、
若
者
教
化
な
の
か

─�

今
、
わ
た
し
か
ら
始
ま
る
─
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
二
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
青
少
幼
年
教
化
は
、
未
来
へ
の
種
ま
き
で

　
は
な
い
⁉

　

協
議
会
冒
頭
に
、
チ
ー
フ
の
秦
智
秀
ス
タ
ッ
フ�

（
北
海
道
教
区
）
か
ら
本
協
議
会
の
趣
旨
説
明
と
問

題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

お
い
て
提
起
さ
れ
た
「
私
た
ち
は
、
青
少
幼
年
教
化

と
言
い
な
が
ら
児
童
教
化
に
偏
り
、
若
者
教
化
を
見

落
と
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
」、「
身
近
に
い
る
若

者
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
問
い
か
け
を
も
と
に
、
宗
門
に
お
い

て
若
者
教
化
の
取
り
組
み
が
起
こ
っ
て
き
た
理
念
に

立
ち
返
り
、
若
者
教
化
の
願
い
と
課
題
を
確
か
め
直

す
場
と
し
て
協
議
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道

教
区
で
教
え
ら
れ

た
「
青
少
幼
年
教

化
は
、
未
来
へ
の

種
ま
き
で
は
な

い
」
と
い
う
言
葉

を
紹
介
し
、「
私

た
ち
は
、
将
来
の

寺
院
運
営
を
見
据

え
て
若
者
教
化
の

意
義
を
考
え
が
ち

で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
当
に
大
事
な
こ

と
は
、
今
、
目
の

前
に
い
る
苦
悩
を

抱
え
た
一
人
の
若

者
に
目
を
向
け
、
共
に
仏
法
聴
聞
の
場
に
つ
く
声
掛

け
を
し
て
い
く
と
い
う
若
者
教
化
の
具
体
的
な
表
現

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
承
け
て
の
黑
萩
昌
先
生
（
北
海
道
教
区
）

の
講
義
で
は
、「
す
く
わ
れ
よ
う
の
な
い
宿
業
の
身

　
二
〇
二
五
年
三
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、
若
者
教
化
教
区
代
表
者
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各

教
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
者
五
十
二
名
が
一
堂
に
会
し
、
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
若
者
教
化
の
願
い
を
確
か

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
度
若
者
教
化
教
区
代
表
者
協
議
会
開
催

各教区からの参加者
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で
あ
る
と
い
う

私
自
身
の
正
体

を
知
ら
さ
れ
る

の
が
真
宗
の
仏

道
で
あ
る
。
真

剣
に
仏
道
に
立

ち
、
語
る
言
葉

は
必
ず
若
者
に

響
く
は
ず
だ
」�

と
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
班
別

座
談
を
行
い
、

問
題
提
起
の
問
い
か
け
と
と
も
に
講
義
で
語
ら
れ
た

若
者
教
化
の
理
念
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

　
「
私
」
に
も
「
若
者
」
に
も
共
通
し
て
あ
る
、
存

在
の
根
底
か
ら
湧
き
起
こ
る
問
い
を
自
覚
し
、
歩
み

を
共
に
し
て
い
く
こ
と
が
、「
若
者
教
化
」
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

■
事
例
紹
介

　

日
程
中
に
は
、
若
者
教
化
の
動
き
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
後
各
現
場
で
若
者
教
化
の
場
が
開

か
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
観
山
尚
之
ス
タ
ッ
フ�

（
九
州
教
区
）
の
司
会
の
も
と
、
事
例
を
紹
介
す
る

時
間
も
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
中
で
二
つ
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

崖
超
ス
タ
ッ
フ
（
能
登
教
区
）
か
ら
は
、
能
登
の

復
興
活
動
を
通
し
て
出
あ
っ
た
若
者
た
ち
と
の
関
わ

り
が
紹
介
さ
れ
、
場
を
整
え
た
上
で
の
出
あ
い
に
限

ら
ず
、
日
常
の
中
に
出
あ
い
の
機
会
が
い
く
つ
も
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
あ
っ
て

も
聞
法
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
野
和
雅
ス
タ
ッ
フ
（
山
陽
教
区
）
か
ら
は
、
山

陽
教
区
第
四
組
で
企
画
実
施
さ
れ
た
若
者
教
化
事
業

を
紹
介
さ
れ
、
一
人
、
一
ヵ
寺
で
は
始
め
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
て
も
、
組
や
近
隣
寺
院
と
一
緒
に
取
り

組
む
こ
と
で
始
め
て
行
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
、
思
い
切
っ
て
や
っ
て
み
た
ら
参
加
し
て
く
れ
た

若
者
た
ち
の
思
い
が
け
な
い
好
反
応
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
者
教
化
の
取
り
組
み
は
決
ま
っ
た
形
が
あ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
想
像
を

膨
ら
ま
せ
、
で
き
る
形
、
や
り
た
い
方
法
で
実
施
し

て
い
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
、
参
加
者

の
今
後
の
取
り
組
み
の
検
討
に
際
し
て
の
一
助
と
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

■「
共
同
教
化
」の
場
と
し
て

　

初
日
の
最
後
に
は
、
日
程
の
中
で
参
加
者
同
士
の

懇
親
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
本
澤
盛
正
ス
タ
ッ
フ�

（
東
北
教
区
）
の
司
会
で
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
用
い
な

が
ら
交
流
し
、
講
義
座
談
の
内
容
を
振
り
返
っ
た
り
、

若
者
教
化
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
た
り
す
る
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
講
義
で
黑
萩
先
生
は
「
共
同
教
化
と
は
、

遠
く
に
い
る
人
が
仏
法
を
大
事
に
し
て
苦
し
み
な
が

ら
も
歩
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
だ
か
ら
こ
そ
自
分

も
歩
ん
で
い
こ
う
と
思
え
る
こ
と
」
と
お
話
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
が
ま
さ
に
、
全
国
そ
れ

ぞ
れ
の
現
場
で
悩
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
も
の
同

士
が
出
あ
い
、
交
流
す
る
こ
と
で
教
区
に
戻
っ
て
か

ら
の
取
り
組
み
の
後
押
し
と
し
て
は
た
ら
く
「
共
同

教
化
」
の
場
と
し
て
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

■
今
後
に
つ
な
が
る

　

日
程
の
最
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
に
分
か
れ

て
今
後
の
取
り
組
み
を
検
討
し
、
話
し
合
っ
た
内
容

を
発
表
し
ま
し
た
。
教
区
と
し
て
の
新
た
な
取
り
組

み
や
、「
私
一
人
」
が
始
め
て
み
よ
う
と
思
う
こ
と

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
一
ヵ
寺
を
支
援
す
る
教
区

教
化
」「
若
者
が
集
う
場
を
開
い
て
み
る
」「
日
常
の

法
務
で
出
あ
う
若
者
に
目
を
向
け
る
」「
教
区
内
で

の
若
者
教
化
の
課
題
の
発
信
」
等
、
多
岐
に
渡
る
内

容
に
、
参
加
者
が
若
者
教
化
に
向
か
い
合
う
真
剣
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
議
会
で
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

新
た
な
参
加
者
が
教
区
か
ら
選
出
さ
れ
、
若
者
教
化

の
願
い
に
ふ
れ
、
熱
を
受
け
取
る
人
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
も
、
若
者
教
化
の
課
題
が
少
し

ず
つ
波
及
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
者
教
化
の
理
念

を
発
信
し
続
け
る
と
と
も
に
、
各
現
場
の
声
を
聞
き
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
で
き
る
方
途
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
幹
事
・
木
村　

慎
）

※�

協
議
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
教
務
所
に
送
付

す
る
『
報
告
書
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

黑萩氏による講義
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■
祖
父
母
も
戦
争
を
し
ら
な
い

　

今
年
は
昭
和
一
〇
〇
年
、
日
本
が
敗
戦

し
て
八
十
年
の
年
に
あ
た
る
。
こ
の
八
十

年
間
は
少
な
く
と
も
日
本
は
戦
争
の
当
事

者
に
な
る
こ
と
は
な
く
「
平
和
」
で
あ
っ�

た
。

　

現
在
の
小
中
学
生
の
祖
父
母
も
戦
争
を

し
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
。
八
十
年

と
い
う
の
は
そ
う
い
う
時
間
で
あ
る
。
先

の
戦
争
の
話
を
聞
く
機
会
は
お
そ
ら
く
無

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
ん
な
現
代
を
生

き
る
小
さ
い
人
た
ち
に
私
は
、「
戦
争
」

に
つ
い
て
「
平
和
」
に
つ
い
て
何
が
語
れ

る
だ
ろ
う
か
。

■
伝
わ
る
の
か

　

赤
紙
一
枚
で
戦
地
に
送
ら
れ
た
若
者
の

話
、
食
べ
物
が
無
く
空
腹
に
耐
え
た
話
、

空
襲
の
中
防
空
壕
で
震
え
て
過
ご
し
た
夜

の
こ
と
、
兵
隊
が
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
飢

え
て
死
ん
で
い
っ
た
こ
と
、
特
攻
隊
の
無

謀
さ
、
沖
縄
戦
の
悲
惨
さ
、
そ
し
て
広
島
、

長
崎
の
原
爆
。
す
べ
て
聞
い
て
き
た
。
だ

か
ら
語
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
切
な
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
八
十
年

以
上
前
の
こ
と
を
私
は
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
な
ら
ば
現
在
の
こ
と
な
ら
伝
え
ら

れ
る
の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
、
パ

レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
、
世
界
で
は
戦

争
状
態
の
国
や
地
域
が
あ
る
。
そ
う
い
う

現
状
か
ら
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
大
切

さ
を
語
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
は
伝
わ

る
の
だ
ろ
う
か
。

■
問
わ
れ
る
私

　

二
〇
一
五
年
に
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
を
柱
と
す
る
安
全
保
障
関
連
法

が
成
立
し
た
。
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
な
っ

て
戦
争
が
で
き
る
国
に
な
っ
た
。
そ
し
て

二
〇
二
二
年
十
二
月
に
防
衛
力
強
化
に
向

け
た
新
た
な
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
な

ど
安
保
関
連
三
文
書
を
政
府
が
閣
議
決
定

し
た
。
反
撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）

保
有
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
の
国
は
ま
た
戦

争
の
準
備
を
し
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
大
人
の
語
る
、「
戦
争
は
い
け
な

い
」「
平
和
は
大
切
だ
」
と
い
う
言
葉
は

小
さ
い
人
た
ち
の
胸
に
響
く
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
社
会
全
体
に
い
じ
め

が
蔓
延
し
て
い
る
現
状
を
容
認
し
て
い
る

大
人
が
語
る
「
い
じ
め
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
い
う
言
葉
が
空
し
く
響
く
の
と
同
じ
で

は
な
い
か
。

■�

同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
に
込
め
ら

　
れ
た
願
い

　

一
九
八
九
年
の
第
一
回
同
朋
ジ
ュ
ニ
ア

大
会
に
、
私
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
初
め
て

参
加
し
た
。
そ
の
時
の
講
師
は
伊
藤
ル
イ

さ
ん
と
い
う
、
小
柄
で
姿
勢
の
よ
い
眼
の

き
れ
い
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
ル
イ
さ
ん
の

両
親
は
無
政
府
主
義
者
の
大
杉
栄
と
伊
藤

野
枝
。
大
正
時
代
、
戦
争
に
批
判
的
立
場

で
あ
っ
た
こ
と
を
憲
兵
に
目
を
付
け
ら
れ
、

関
東
大
震
災
の
混
乱
の
中
、
拉
致
さ
れ
殺

害
さ
れ
た
。
被
害
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
国
が
戦
争
に
向
か
っ
て
い
く
時
代
、

ル
イ
さ
ん
は
国
賊
の
子
と
し
て
い
じ
め
ら

れ
た
凄
絶
な
経
験
を
語
ら
れ
た
。
私
は
こ

ん
な
話
を
子
ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
て
も
わ

か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
ル
イ
さ
ん
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と

聞
い
て
い
た
。
穏
や
か
な
語
り
口
で
は
あ

っ
た
が
、
伝
え
よ
う
と
い
う
熱
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
も
、
同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
の
講

シリーズ　真宗大谷派における児童教化
―子どもたちとともに、今までもそしてこれからも―

加
藤 

久
晴
　

名
古
屋
教
区
第
２
組
圓
福
寺　

小
さ
い
人
と
語
り
合
う
た
め
に

　
～
敗
戦
80
年
と
新
し
い
戦
前
～
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師
は
在
日
韓
国
朝
鮮
の
方
、
沖
縄
の
反
戦

地
主
の
方
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
博
物
館
公

式
ガ
イ
ド
等
、
非
戦
平
和
の
願
い
は
通
底

し
て
い
る
。

■�

ど
の
よ
う
な
世
界
を
生
き
た
い

　
の
か

　
「
私
の
名
前
は
阿
弥
陀
と
い
い
ま
す
。

恐
怖
と
欠
乏
と
殺
戮
が
な
い
く
に
を
建
立

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
く
に
へ
の

参
加
資
格
は
『
そ
れ
っ
て
い
い
で
す
ね
、

私
も
阿
弥
陀
さ
ん
に
賛
成
で
す
。
私
も
そ

の
く
に
に
所
属
し
た
い
で
す
（
南
無
阿
弥

陀
仏
）』
と
声
に
出
し
て
言
う
こ
と
だ
け

で
す
。」（『
た
だ
念
仏
し
て
─
親
鸞
・
法
然
か

ら
の
は
げ
ま
し
─
』
菱
木
政
晴
）

　

こ
れ
は
本
願
の
第
一
願
の
無
三
悪
趣
の

願
、
浄
土
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
な
い

世
界
）
の
こ
と
。
お
浄
土
へ
の
参
加
資
格

は
「
阿
弥
陀
さ
ん
に
賛
成
で
す
。
私
も
そ

の
く
に
に
所
属
し
た
い
で
す
」
と
声
に
出

し
て
言
う
だ
け
で
い
い
の
だ
と
。

　

恐
怖
と
欠
乏
と
殺
戮
の
な
い
く
に
、
そ

れ
は
戦
争
や
差
別
の
な
い
世
界
。
そ
ん
な

く
に
を
生
き
た
い
と
、
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
か
。『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
は
「
兵

戈
無
用
（
兵
隊
も
武
器
も
用
い
る
こ
と
な

し
）」
と
あ
る
。
お
聖
教
の
言
葉
に
向
き

合
え
ば
、
自
ず
と
方
向
は
定
ま
る
の
で
あ

る
。

■「
世
間
」と「
仏
法
」ど
っ
ち
を

　
生
き
る

　

池
田
勇
諦
先
生
に
伺
っ
た
忘
れ
ら
れ
な

い
話
に
「
仏
法
」
と
「
世
間
」
の
ど
ち
ら

に
〝
け
ど
〟
を
付
け
る
の
か
、
と
い
う
の

が
あ
る
。〝
け
ど
〟
の
付
け
る
方
を
間
違

っ
て
は
い
か
ん
ぞ
と
い
う
厳
し
い
教
え
だ
。

仏
法
で
は
「
兵
隊
も
武
器
も
無
用
」
と
あ

る
〝
け
ど
〟
世
間
で
は
そ
れ
は
通
じ
ま
せ

ん
。
と
「
世
間
」
を
優
先
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
聴
聞
は
「
い
い
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
で
終
わ
り
、
聞
い

た
者
に
は
何
も
残
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な

く
、
世
間
で
は
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
」
も
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」

も
必
要
だ
と
い
う
〝
け
ど
〟
仏
法
で
は
「
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
」
も
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有
」
も
不
要
で
す
。
こ
う

い
う
姿
勢
が
聴
聞
の
証
と
言
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
。
世
間
と
仏
法
、
ど
ち
ら
が
自
分

の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
か
確
か
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
世
間
が
中
心
に
な
っ
て

い
る
人
の
言
葉
は
ど
れ
だ
け
語
ろ
う
と
人

の
心
に
響
く
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

■
本
願
を
信
じ
て
い
ま
す
か

　

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
の
平
川
宗
信
先

生
が
「
あ
な
た
は
軍
事
力
を
信
じ
る
の
で

す
か
、
本
願
力
を
信
じ
る
の
で
す
か
、
ど

ち
ら
で
す
か
」
と
仰
っ
て
い
た
。
私
は
軍

事
力
で
は
な
く
本
願
力
を
信
じ
た
い
。
本

願
力
を
信
じ
る
人
が
真
宗
門
徒
で
あ
る
な

ら
ば
軍
備
増
強
の
動
き
に
た
い
し
て
日
本

中
に
大
き
な
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
の
だ
が
、
真
宗
門
徒
は
ど

こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
も
う
二
度

と
こ
の
国
の
若
者
と
他
の
国
の
若
者
が
殺

し
合
う
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な

い
と
い
う
の
が
本
願
力
を
信
じ
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

真
宗
大
谷
派
は
宗
派
と
し
て
先
の
戦
争

で
多
く
の
若
者
を
戦
地
に
送
り
出
し
、
戦

死
さ
せ
た
歴
史
が
あ
る
。
本
願
を
忘
れ
梵

鐘
を
兵
器
や
銃
弾
に
変
え
て
戦
争
協
力
し

た
と
い
う
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
過

去
が
あ
る
。
新
し
い
戦
前
と
い
わ
れ
る
現

在
、
あ
の
時
見
失
っ
た
本
願
を
ま
た
見
失

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
平
川
先
生
の
言
葉

を
刻
み
た
い
。

■
伝
え
た
い

　

ど
こ
か
の
国
を
怖
が
り
、
武
器
を
揃
え

戦
争
の
準
備
を
し
な
が
ら
怯
え
て
暮
ら
す

の
は
も
う
止
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
阿
弥
陀

さ
ま
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
た
「
恐
怖
と
欠

乏
と
殺
戮
が
な
い
く
に
」。
あ
な
た
も
賛

成
で
し
ょ
、
ど
こ
の
国
の
人
も
参
加
で
き

る
素
敵
な
く
に
へ
一
緒
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
っ
て
い
い
で
す
ね
。
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子
ど
も
た
ち
と「
正
信
偈
」を
勤
め
て

　

蓮
如
上
人
の
北
陸
布
教
後
、
加
賀
国
は
一
向
一
揆

の
勢
力
が
大
き
く
な
り
「
百
姓
の
持
ち
た
る
国
」
と

言
わ
れ
る
時
代
が
百

年
近
く
続
い
た
。
そ

の
終
焉
の
地
と
な
っ

た
鳥
越
城
跡
の
麓
に

別べ
っ
く宮

町
が
あ
る
。
白

山
に
源
を
発
す
る
手

取
川
と
大
日
川
の
清

流
に
恵
ま
れ
た
山
里

で
あ
る
。

　

妙
觀
寺
は
、
一
五

九
八
（
慶
長
三
）
年

に
道
場
と
し
て
創
建

さ
れ
、一
六
六
〇（
萬

治
三
）
年
に
寺
号
を

公
称
す
る
。「
西
谷

の
総
道
場
」
と
呼
ば
れ
、
大
日
川
流
域
（
西
谷
）
の

約
二
十
集
落
と
御
講
の
ご
縁
で
結
ば
れ
て
き
た
。
各

集
落
の
御
講
「
谷
御
講
」
は
、「
加
州
能
美
郡
山
内

西
谷
講
中
」
と
書
か
れ
た
常
如
上
人
（
本
願
寺
第
十

五
代
）
の
御
消
息
を
い
た
だ
い
て
お
参
り
し
て
い
る
。

昨
今
は
過
疎
化
に
よ
り
御
講
を
開
く
集
落
は
減
少
し

た
が
、
三
五
〇
年
来
「
谷
御
講
」
の
形
が
護
ら
れ
て

い
る
。

　

夏
休
み
に
な
る
と
、
先
代
よ
り
六
十
年
余
り
続
い

て
い
る
「
お
寺
子
ど
も
会
」
が
開
か
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
境
内
に
集

ま
り
、
ラ
ジ
オ

体
操
を
し
て
か

ら
本
堂
で
「
正

信
偈
」
を
勤
め

て
い
る
。
譲
さ

ん
が
住
職
に
な

っ
て
か
ら
、
映

画
会
や
折
り
紙

遊
び
、
念
珠
作

り
な
ど
楽
し
い

活
動
を
取
り
入
れ
、
お
昼
の
カ
レ
ー
作
り
も
し
て
お

り
、「
子
ど
も
会
の
メ
ン
バ
ー
が
本
山
の
子
ど
も
奉

仕
団
に
参
加
し
た
り
、
教
区
の
事
業
に
参
加
し
た
り

す
る
。
お
寺
で
正
信
偈
を
勤
め
た
こ
と
が
参
加
の
ご

縁
と
な
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
下
で
カ
レ
ー
作
り
が
で
き
な
い
時
、
譲
さ

ん
が
境
内
の
落
ち
葉
を
掃
き
集
め
て
い
る
と
、
子

ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
落
ち

葉
で
焼
き
芋
し
よ
う
か
」
と
話
し
か
け
た
と
こ
ろ
、

二
十
人
も
の
親
子
が
お
寺
に
集
ま
っ
て
焼
き
芋
大
会

に
な
り
、
芋
が
焼
き
上
が
る
ま
で
の
間
み
ん
な
で
本

堂
の
サ
ッ
シ
を
拭
い
て
く
れ
た
と
い
う
。
譲
さ
ん
の

人
柄
も
あ
る
と
思
う
が
、
子
ど
も
会
が
根
づ
き
子
ど

も
た
ち
の
僧
伽
と
な
っ
て
い
る
と
頷
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
自
然
体
で
子
ど
も
会
を
続
け
て
い
け

る
の
は
何
故
な
の
か
尋
ね
る
と
、「
皆
さ
ん
に
真
宗

門
徒
と
し
て
本
山
へ
行
っ
て
、
親
鸞
聖
人
御
真
影
の

も
と
で
正
信
偈
を
勤
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

蓮
如
上
人
は
文
字
を
読
め
な
い
人
に
も
正
信
偈
を
声

明
で
広
め
、
僧
伽
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
お
勤
め

や
活
動
が
子
ど
も
た
ち
の
心
に
、
大
人
に
な
っ
て
も

楽
し
い
お
寺
の
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
。
帰
依
三
宝
の
実
践
の
一
つ
と
い
う
理
由
で
や

っ
て
い
る
。
ど
う
実
践
す
る
か
が
お
寺
の
仕
事
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
語
ら
れ
た
。

　

こ
の
言
葉
に
、
真
宗
寺
院
の
在
り
方
と
は
何
か
、

核
心
を
突
か
れ
た
よ
う
な
思
い
が
し
た
。
坊
守
と
し

て
自
分
の
し
て
い
る
こ
と
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を

問
い
直
す
機
縁
を
い
た
だ
い
た
。

（
小
松
大
聖
寺
教
区
通
信
員
・
森
本
信
子
）

225

常如上人御消息

雪を残す境内（四月）

子どもたちのカレー作りを見守る
譲さん　　　　　　　　　　　　

今
月
の
お
寺

今
月
の
お
寺

石
川
県
白
山
市
別
宮
町
ロ
一
三
〇
番
地

（
小
松
大
聖
寺
教
区
第
二
組
）

住
職

山や
ま

内う
ち

　
譲ゆ

ず
る

妙み
ょ
う

觀か
ん

寺じ
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書
棚
書
棚
書
棚

◇ 

書
籍
の
内
容
や
本
の
お
求
め
等
に
つ

い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
先
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇ 

本
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東
本
願
寺
出
版
（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
）

『
真
宗
』係TEL 

０
７
５
─

３
７
１
─

５
０
９
９

当派の寺院・教会からの
ご注文は２割引となります。

『『
教
行
信
証
』
全
訳
と
註
釈
』
上
巻長

野 

量
一 

著

◆
Ａ
５
判　
３
７
８
頁
・
３
，３
０
０
円（
税
込
）

　

本
書
は
、
親
鸞
の
主
著
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』

（『
教
行
信
証
』）
の
全
訳
と
註
釈
よ
り
成
る
。

　

本
書
の
目
的
に
つ
い
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
本
書
の
目
的
は
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
が
第

十
七
・
十
八
願
成
就
文
を
脊
梁
と
し
、
三
心
一
心
問
答
に

よ
っ
て
不
断
煩
悩
得
涅
槃
と
い
う
大
乗
の
命
題
に
挑
み
、

煩
悩
と
菩
提
と
い
う
矛
盾
対
立
す
る
概
念
を
信
に
よ
っ
て

止
揚
し
た
大
乗
の
論
書
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
親

鸞
は
、
一
宗
一

派
の
宗
祖
と
い

う
よ
り
、
末
法

の
世
に
教
行

証
の
三
法
を
実

現
し
よ
う
と
し

た
大
乗
の
論
師

　

訳
文
の
各
見
出
し
の
各
欄
に
は
、『
真
宗
聖
典�

第
二
版
』

の
ペ
ー
ジ
数
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、「
総
序
」
か
ら
「
証
巻
」
が
収
載
さ
れ
、「
真

仏
土
巻
」「
化
身
土
巻
」
の
訳
註
は
、
下
巻
と
し
て
刊
行

の
予
定
で
あ
る
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
〕

株
式
会
社 

法
藏
館

〒
600‐8153 

京
都
市
中
京
区
寺
町
通
三
条
上
る

TEL 
０
７
５・
３
４
３・
０
４
５
８

FAX 

０
７
５・
３
７
１・
０
４
５
８

E-m
ail shop@

hozokan.co.jp

（
思
想
家
）
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
」。

　

膨
大
な
経
論
釈
か
ら
の
引
用
文
で
構
成
さ
れ

た
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』。
そ
の
全
体

に
わ
た
っ
て
引
用
文
の
真
意
を
読
み
取
る
講
義

を
長
年
続
け
て
き
た
著
者
の
、
立
教
開
宗
八
百

年
に
向
け
て
集
大
成
さ
れ
た
渾
身
の
書
き
下
ろ

し
で
あ
る
。

〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
TEL.075ー371ー9189  FAX.075ー371ー9211

詳しい書籍情報・
試し読みは 東本願寺出版 検 索

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年 慶讃記念事業

真宗聖典 第二版
聖教編纂室 編

■大判 A5判・1424頁・ケース付き　　  定価：4,950円（税込）

■小判 B6変形判・1424頁・ケース付き　定価：4,400円（税込）

　『真宗聖典』（初版）の本文を、近年の研究成果を踏まえながら
確認し、より充実した『真宗聖典 第二版』として刊行。
　同朋の会や講義・学習会等、日々の聞法のテキストとしてご活
用ください。

総ルビで
読みやすい
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〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
TEL.075ー371ー9189　FAX.075ー371ー9211

詳しい書籍情報・試し読みは
東本願寺出版 検 索

新書変形判　24頁
定価：110円（税込）

合掌のすがた
─帰依三宝の

称名念仏─ 大窪 康充 著

親鸞聖人の言葉や
その姿勢から、本
尊を前に合掌し
〝南無阿弥陀仏〟と
称えることの大切
さを尋ねる小冊子。

仏事冊子
シリーズ

当派の寺院・教会からのご注文は２割引となります。

電　

話	

〇
七
五
─
三
七
一
─
二
五
五
六
番

Ｆ
Ａ
Ｘ	

〇
七
五
─
三
五
二
─
三
三
六
六
番

昔
か
ら
良
品
安
価
で
御
信
用
い
た
だ
い
て
居
る

弊
店
は
真
宗
正
式
念
珠
を
代
々
伝
承
製
作
の
老
舗

御

儀

式

用

法

要

記

念

御

披

露

用

結

婚

祝

用

内
仏
打
敷
、
中
啓

散

華

燒

香

経

本

仏

具

其
他
仏
様
用
百
貨

〒
六〇〇─
八一五七
京
都
市
下
京
区
下
珠
数
屋
町
通
烏
丸
東
入

製
造

販
売

念
珠
か
け
た
帰
命
の
姿
尊
か
り

念
珠
東
本
願
寺
前

北
川
与
三
兵
　
商
店
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宗
派
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
組
織
部
（
教
務
）
総
合
相
談
室 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
５
ー

３
７
１
ー

９
１
８
４　

●
結
婚
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は vivaha@

higashihonganji.or.jp法務員・
寺務員求む

● 寺院に迎えたい〈家族構成〉

結婚相手求む 後継者求む

入寺希望

神奈川県 男性 44歳 両親
富山県 男性 43歳
岐阜県 男性 39歳 両親・妹弟
岐阜県 男性 49歳
岐阜県 男性 54歳 母・弟
岐阜県 男性 39歳
愛知県 男性 55歳
愛知県 男性 41歳
愛知県 男性 48歳
愛知県 男性 46歳
愛知県 男性 39歳
三重県 男性 44歳 両親
三重県 男性 53歳 両親
大阪府 男性 38歳 両親
大阪府 男性 43歳

北海道 女性 37歳
山形県 女性 34歳 両親
新潟県 女性 38歳
富山県 女性 50歳
石川県 女性 35歳
福井県 女性 39歳 両親
岐阜県 女性 40歳 両親
愛知県 女性 28歳　両親
滋賀県 女性 28歳 母・妹
大阪府 女性 37歳 両親
大阪府 女性 38歳

● 寺院に入りたい
東京都 男性 49歳

北海道 有教師 50歳まで
北海道 有教師 25歳まで
北海道 有教師 要運転免許・40代まで
北海道 有教師 性別、単身・家族連れ不問・69歳まで
秋田県 有教師 性別、単身・家族連れ不問・50代くらいまで
山形県 有教師 性別、単身・家族連れ不問・50代くらいまで
宮城県 有教師 単身・家族連れ不問
長野県 有教師 50代まで
長野県 有教師
新潟県 有教師
新潟県 有教師 家族連れ・40代まで
新潟県 有教師 50代まで・要運転免許
東京都 有教師 50歳まで・要運転免許
富山県 有教師 家族連れ・50代くらいまで
富山県 有教師 家族連れ・40代くらいまで
富山県 有教師 70歳くらいまで・要運転免許
石川県 有教師 40代くらいまで
石川県 有教師 家族連れ・40代まで
石川県 有教師 家族連れ・50代まで
石川県 有教師 家族連れ
福井県 有教師 家族連れ・60代くらいまで
岐阜県 有教師 20~40代まで
岐阜県 有教師 家族連れ・50代まで
愛知県 有教師 家族連れ・40代くらいまで・要運転免許
愛知県 有教師 家族連れ
愛知県 有教師 家族連れ
愛知県 有教師 30代くらい
愛知県 有教師 家族連れ・40代くらいまで
愛知県 有教師 45歳まで
三重県 有教師 男性・40代まで
三重県 有教師
滋賀県 有教師
滋賀県 有教師
滋賀県 有教師 50代くらいまで
滋賀県 有教師 家族連れ
滋賀県 有教師
滋賀県 有教師 家族連れ
滋賀県 有教師 家族連れ・40代まで
滋賀県 有教師 要運転免許・65歳まで
福岡県 有教師 家族連れ
福岡県 有教師 家族連れ・60代くらいまで
長崎県 有教師 家族連れ
鹿児島県 有教師 独身・30代まで
鹿児島県 有教師

秋田県 男性 58歳 有教師・東北教区希望
東京都 男性 56歳 有教師
東京都 男性 41歳 有教師
東京都在住 男性 43歳 有教師
東京都在住 男性 50歳 有教師・東京教区希望
埼玉県 男性 46歳 有教師
新潟県 男性 45歳 有教師・新潟県希望
石川県 男性 66歳 有教師・富山、能登、金沢教区希望
岐阜県 男性 75歳 有教師・岐阜県希望
愛知県 男性 70歳 有教師・愛知県、岐阜県、三重県希望
京都府在住 男性 53歳 有教師
大阪府 男性 66歳 有教師・大阪府、奈良県希望
大阪府在住 男性 53歳 有教師・大阪教区希望
鹿児島県 男性 46歳 有教師

ご利用になる皆様の個人情報に最大限の注意を払い運営しておりますの
で、安心してお気軽にご相談ください。
なお、宗務所に面談にお越しになる際は事前にご予約をお願いします。総合相談室

宗
派
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
情
報
登
録
並
び
に
情
報
提
供
に
関
す
る
お
申
し
込
み
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

「
後
継
者
相
談
」「
入
寺
希
望
」

長野県 男性 有教師
三重県 男性 有教師 愛知県希望
滋賀県 男性 有教師 滋賀県・京都市希望
福岡県 男性 

東京都／埼玉県／埼玉県 證大寺／神奈川県／新潟県／新潟市 真宗寺／
新潟市 超願寺／岐阜県／愛知県／大阪府／長崎県　法務員募集　詳細は面談で

法務員・手伝い希望
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TEL.075-371-9185 FAX.075-371-9201
〒600-8308  京都府京都市下京区七条通新町東入ル新シ町121番地

研　　修　　部

１　募 集 人 数　　若干名
２　勤　務　先　　真宗大谷派宗務所	研修部（同朋会館・研修道場・和敬堂）
　　　　　　　　　　※雇用後、勤務場所の変更はありません。
３　勤務時間・休日等　　①１ヵ月単位の変形労働時間制にて、原則１ヵ月あたり約170時間の勤務とします
　　　　　　　　　　（１ヵ月を平均して１週あたりの所定勤務時間は原則40時間を超えないものとします）。
　　　　　　　　　　※月の日数によって勤務時間の変動があります。
　　　　　　　　　　※出勤日及び始業・終業時刻については事前にシフト表により通知します。
　　　　　　　　　　※所定時間外労働があります。
　　　　　　　　　②年末年始休日、年次有給休暇、夏期休暇、特別休暇等があります。
４　業 務 内 容　　	真宗本廟奉仕において、全国各地から上山される方々と聞法・清掃奉仕・座談会

等の日程をともに過ごし、その日程が円滑に進むよう、奉仕団の補佐をします。
また、その他の必要な業務を行います。

　　　　　　　　　　※雇用後、従事すべき業務の変更はありません。
５　雇 用 期 間　　2026年４月１日から2027年３月31日まで
　　　　　　　　　　※契約更新する場合がありますが、通算５年を超える契約は行いません。
６　待　　　遇　　基本給　230,000円（契約更新の場合、昇給あり）
　　　　　　　　　	①諸手当あり（通勤手当、家族手当、一時金等）②各種保険あり（健康保険、厚

生年金、労災保険、雇用保険）③福利厚生あり（借上役宅制度、家賃補助、慶弔
見舞金等）④時間外・休日勤務手当あり

７　応 募 資 格　　真宗大谷派教師（2026年４月１日までに修得見込みの者を含みます）
８　応 募 書 類　　①履歴書・自己紹介書（所定の用紙に自筆のこと）
　　　　　　　　　②写真（上半身で３ヵ月以内に撮影のものを履歴書に添付のこと）
　　　　　　　　　③最終学校卒業証明書または卒業見込証明書
　　　　　　　　　④最終学校成績（単位取得）証明書
　　　　　　　　　　※	①の所定の用紙は、宗務所総務部及び研修部に備付のもの、もしくは宗派ホ

ームページに公開したものを使用してください。
　　　　　　　　　　※	③及び④の証明書については、大学卒業後に専門学校を卒業した場合等、最

終学校と最高学歴が異なる場合は、それぞれの証明書を提出してください。
　　　　　　　　　　※	真宗大谷派教師資格修得見込者については、上記の他に「大谷派教師課程単

位修得見込証明書」を同封してください。
９　採用試験の流れ　　（１）応募書類提出
　　　　　　　　　　①提出期間　2025年７月22日（火）から８月25日（月）まで
　　　　　　　　　　②提 出 先　〒600-8308	京都市下京区七条通新町東入ル新シ町121番地
　　　　　　　　　　　　　　　　東本願寺同朋会館　研修部　補導募集係
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：075-371-9185（直通）
　　　　　　　　　　　※	書類は、直接持参もしくは書留郵便（簡易書留可）にて2025年８月25日（月）

までに必着のこと（持参の場合、平日８時30分から17時まで）。
　　　　　　　　　（２）適性検査（SPI3、テストセンター方式）
　　　　　　　　　　①受検期間　2025年８月４日（月）から９月１日（月）まで
　　　　　　　　　　　※応募書類到着後、弊派より受検案内メールを送信します。
　　　　　　　　　（３）筆記試験（真宗・仏教・一般教養に関する記述及び論述）及び個別面接
　　　　　　　　　　①期日　2025年９月８日（月）　　②会場　同朋会館
　　　　　　　　　　　※詳細は、応募書類提出期間終了後に通知します。

宗派ホームページ内「採用情報」ページには、研修部補導の紹介もありますのでご参照ください。
（https://www.higashihonganji.or.jp/info_recruit/）

宗務役員（研修部補導）募集要項
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TEL.075-371-9187  FAX.075-371-9194
〒600-8505  京都府京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地

組織部（国際室）

１　募 集 教 区　　南米開教区
２　募 集 人 数　　若干名
３　応 募 資 格　　①	ポルトガル語またはスペイン語のできる者、または習得意欲があり、現地での

教化伝道に、特に熱意を有する者
　　　　　　　　　②大谷派教師資格を有する者（査証取得条件）
４　派 遣 条 件　　①約２ヵ月の研修（査証取得まで）
　　　　　　　　　　※研修期間中の手当並びに渡航費・手続費・支度金を支給します。
　　　　　　　　　②派遣先の入国申請に係る査証発行
　　　　　　　　　　※査証申請方法の変更等により、発行まで時間を要する場合があります。
　　　　　　　　　③開教活動に資するため教化手当を支給（年１回）
５　応募必要書類　　①	履歴書（所定の用紙を使用のこと）
　　　　　　　　　②応募動機（1,200字程度）
　　　　　　　　　③最終学校卒業証明書または卒業見込証明書
　　　　　　　　　④最終学校成績証明書
　　　　　　　　　⑤写真（上半身・３ヵ月以内撮影のものを履歴書に貼付のこと）
６　応 募 方 法　　①応募フォームから必要情報を送信ください。
　　　　　　　　　②上記必要書類を揃え、組織部（国際室）へ提出してください。
７　応 募 期 限　　随時募集（派遣者が定員に達した時点で募集を終了いたします）
８　選　考　会　　一次試験（筆記）及び二次試験（面接）
　　　　　　　　　　※会場：真宗大谷派宗務所（筆記・面接とも）
　　　　　　　　　　※試験にあたりWEBで適性検査を受検いただきます。
　　　　　　　　　　※選考会日時及び試験詳細は応募書類受理後、個別に通知します。
９　試 用 期 間　　	研修後、開教使としての任命前に一定期間開教使補として試用期間があります。

勤務状況により、開教使の任命を行わない場合があります。

南米開教区 開教使募集要項

　真宗大谷派では、広く海外に教法を宣布し、人材を養成し、教化の拠点を開くため開教区を設
けています。その中で、各開教区の現場において、現地の事情に適応し、宗祖親鸞聖人の立教開
宗の精神に基づき、自信教人信の実践により同朋社会を顕現するため活動していただける方を「開
教使」として派遣しています。

〈海外開教区及び開教使の活動については、宗派ホームページ掲載の募集要項をご参照ください〉
〈南米開教区の活動等の詳細は、ブラジル別院ホームページ（https://higashihonganji.org.br）をご覧
ください〉

【お問い合わせ】組織部（国際室）
〒600-8505 京都市下京区烏丸通七条上る　真宗大谷派宗務所内
TEL：075-371-9187　MAIL：kokusai@higashihonganji.or.jp 南米開教区

応募フォーム
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TEL.075-371-9188  FAX.075-371-9205
〒600-8505  京都府京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地

本廟部 式務所

　１　募 集 人 数　　若干名
　２　勤　務　先　　真宗大谷派宗務所 本廟部（及び大谷祖廟）
　　　　　　　　　　　※雇用後、勤務場所の変更はありません。
　３　勤　　　務　　 １ヵ月単位の変形労働時間制にて、原則１月あたり約170時間の勤務とします
　　　　　　　　　　（１ヵ月を平均して１週あたりの所定勤務時間は原則40時間を超えないものとします）。
　　　　　　　　　　　※月の日数によって勤務時間の変動があります。
　　　　　　　　　　　※出勤日及び始業・終業時刻については事前にシフト表により通知します。
　　　　　　　　　　　※所定時間外労働があります。
　４　業 務 内 容　　真宗本廟及び大谷祖廟における崇敬、給仕及びその他儀式のために必要な業務
　　　　　　　　　　儀式及び真宗本廟両堂の守護並びに参拝者の応接及び総合案内に関する業務
　　　　　　　　　　　※雇用後、従事すべき業務の変更はありません。
　５　採　　　用　　2026年４月１日付
　　　　　　　　　　　※任用の日から１ヵ月以上１年以内の試用期間を設けます。
　６　給　　　与　　①基本給　230,000円～
　　　　　　　　　　②他に諸手当及び各種保険あり
　７　応 募 資 格　　①高等学校卒業またはこれと同等以上の学力を有すると認められる者
　　　　　　　　　　②真宗大谷派教師である者（2026年４月１日までに修得見込みの者を含みます）
　８　応 募 書 類　　①履歴書・自己紹介書（所定の用紙に自筆のこと）
　　　　　　　　　　②写真（上半身で３ヵ月以内に撮影のものを履歴書に添付のこと）
　　　　　　　　　　③最終学校卒業証明書または卒業見込証明書
　　　　　　　　　　④最終学校成績証明書
　　　　　　　　　　　※ ①の所定用紙は、宗務所総務部、本廟部及び各教務所に備付のもの、もしく

は宗派ホームページより印刷したものを使用してください。
　　　　　　　　　　　※ ③及び④の証明については、大学卒業後に専門学校を卒業した場合等、最終

学歴と最高学歴が異なる場合は、それぞれの証明書を提出してください。
　９　応募書類提出期間及び提出先
　　　　　　　　　　①提出期間　2025年６月24日（火）から８月20日（水）まで
　　　　　　　　　　②提 出 先　〒600-8505
　　　　　　　　　　　　　　　　京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地
　　　　　　　　　　　　　　　　真宗大谷派宗務所　本廟部（式務所）
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：075-371-9188（直通）
　　　　　　　　　　　※ 書類は、直接持参もしくは書留郵便（簡易書留可）にて2025年８月20日（水）

までに必着のこと（持参の場合、平日８時30分から17時まで）。
　10　採用試験期日　　①期　　日　2025年９月16日（火）
　　　　　　　　　　②内　　容　筆記試験・技能試験及び面接
　　　　　　　　　　③会　　場　本廟部式務所
　　　　　　　　　　　※詳細は、応募書類提出期間終了後に受験票送付と併せて通知します。

宗派ホームページ内「採用情報」ページには、本廟部参衆の紹介もありますのでご参照ください。
（https://www.higashihonganji.or.jp/info_recruit/）

宗務役員（本廟部参衆）募集要項
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TEL.075-561-0777  FAX.075-533-0780（大谷祖廟事務所）
TEL.075-561-4167  FAX.075-561-4191（東大谷墓地事務所）

大谷祖廟事務所
東大谷墓地事務所

〒605-0071  京都府京都市東山区円山町477番地

大谷祖廟　暁天講座
　暁天講座は、夏の暑さを避けた早朝の澄んだ空気の中で、親鸞聖人があきらかにされた本願念仏の教えを聴
聞いただく公開講座です。緑に囲まれた大谷祖廟本堂を会場に、各日毎にご講師をお招きし、５日間開催いた
します。

１　開催期間　2025年８月１日（金）～５日（火）
　　　　　　　期間中６時30分より勤行・法話（７時30分頃まで）
　　　　　　　※聴講無料・事前申込不要
２　場　　所　大谷祖廟本堂（京都市東山区円山町477番地）
３　講　　師　１日（金）　 織田 顕祐 教学研究所所長
　　　　　　　２日（土）　 真城 義麿 氏（四国教区東予組善照寺住職）
　　　　　　　３日（日）　 松金 直美 氏（大谷大学講師）
　　　　　　　４日（月）　 桑羽 隆慈 氏（浄土真宗本願寺派総務）
　　　　　　　５日（火）　 古賀 堅志 参務

【お問い合わせ】大谷祖廟事務所「暁天講座」係

第64回東大谷万灯会
　東大谷万灯会は、真夏のお盆参りを少しでも涼しい夜間にしていただけるよう、参拝者の足元を照らす提灯
を境内に灯したことから始まり、本年で64回を迎えます。
　期間中には毎晩、お盆法要を厳修します。有縁の皆様におかれましては、先達をとおして今、私たちに届け
られたお念仏を次代に繋ぐ「念仏相続」の場としてご参拝ください。

１　開催期間　2025年８月14日（木）～ 16日（土）
２　場所・日程　大谷祖廟（京都市東山区円山町477番地）
　　　　　　　①提灯点灯：大谷祖廟境内、東大谷墓地全域
　　　　　　　　　　　　　18時（点灯）～ 21時（消灯・閉門）
　　　　　　　②お盆法要：大谷祖廟本堂
　　　　　　　　　　　　　19時～ 20時（勤行・法話）
　　　　　　　　　　　　　※勤行後、法話があります。
３　法　　話　佐賀枝 夏文 氏（大谷大学名誉教授）
４　提灯献灯　 境内で点灯する小提灯の献灯をお願いしております。献灯にあたっては、献灯志（１灯3,000円）

を大谷祖廟事務所または、東大谷墓地事務所窓口で直接お納めください。なお、振込にて納入
を希望される場合は、東大谷墓地事務所までお問い合わせください。

５　献灯締切　８月16日（土）まで　【郵便振替の場合は８月13日（水）振込分まで】
６　そ の 他　・ 期間中は、大谷保育協会京都支部加盟園の子どもたちが描いた絵で作成した「子ども提灯」を境内に

灯します。
　　　　　　　・万灯会期間中に限り、東大谷墓地事務所での供物販売（槙・線香・ろうそく・法名板）は20時まで。

【お問い合わせ】　東大谷墓地事務所「東大谷万灯会」係
〈大谷祖廟・東大谷墓地へは、公共交通機関をご利用の上で参拝ください〉
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　◆真宗本廟報恩講奉仕団　申込締切：2025年10月11日（土）
　　２泊  11月20日（木）～ 22日（土）　　　 　１泊  11月20日（木）～ 21日（金）

　　２泊  11月24日（月）～ 26日（水）　　　 　１泊  11月24日（月）～ 25日（火）

　　２泊  11月27日（木）～ 29日（土）［満館］　１泊  11月27日（木）～ 28日（金）［満館］
　　真宗本廟報恩講の法要参拝を日程の中心とした奉仕団です。
　　詳細は同朋会館ホームページまたは本誌４月号51頁をご確認ください。

真宗教化センター しんらん交流館のご案内
　教化情報の発信・交流の拠点として、人と人とをつなぐ地域に開かれた行事を開催しています。
［開館時間／９時〜 17時　休館日／毎週火曜日］
　東本願寺日曜講演　９時30分～11時
　　　　　　　　　　７月27日　東舘紹見氏（大谷大学教授）
　しんらん交流館定例法話　お勤め14時～、法話14時30分～15時30分（毎月12日・27日は10時～）
　　※毎週火曜日・７月27日休会。その他都合により休会する場合があります。

７月の法話はこちら…

電話相談「東本願寺�いのちとこころの相談室」　毎週木曜日13時～17時
　皆さまのお悩み・ご相談をお聞きします。　TEL：075-371-9280

東本願寺文庫・絵本コーナー　９時～16時30分
　書籍・絵本の閲覧、貸し出しを行っています。

　空きがある場合に限り、館内施設（ホール・ギャラリー・会議室）をご利用いただけます。詳細は
下記までお問い合わせください。

⃝真宗本廟奉仕施設の利用について…
⃝「縁」―納骨・帰敬式同朋会館宿泊プラン―…
　 納骨・帰敬式でのご参拝の際、同朋会館にご宿
泊いただけます。

［研修部（同朋会館）　TEL：075-371-9185］

【参加費】〈２泊３日〉18,000円、米２kg（１升４合）または米代1,300円
　　　 　〈１泊２日〉13,000円、米1.2kg（８合）または米代800円
　　　 　※上記は大人（15歳以上）の場合です。

真宗教化センター�しんらん交流館
〒600-8164　京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199番地
TEL：075-371-9208　メール：shinrankoryukan@higashihonganji.or.jp

浄土真宗ドットインフォ（しんらん交流館ホームページ）のご案内
　お寺のサポート情報・浄土真宗の教えにふれる情報を配信しています。
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　「同朋会館」は、全国から集う方々が寝食を共にし、親鸞聖人の教えを聞き、真宗門徒の生活を習
う聞法の道場です。ご門徒・お友達を誘って、真宗本廟奉仕にご参加ください。
お申し込みは上山希望日の40日前までに行ってください。　　　 　詳細・お申し込み…

テーマのある真宗本廟奉仕のご案内
　◆真宗本廟おみがき奉仕団　申込締切：2025年９月30日（火）
　　２泊  11月９日（日）～11月11日（火）／ １泊  11月９日（日）～11月10日（月）
　　報恩講を迎えるにあたって、真宗本廟内の仏具のおみがきを両堂の縁で行います。

真宗本廟 参拝接待所のご案内

真宗本廟奉仕のご案内

⃝真宗本廟収骨について ……………………
御影堂の宗祖親鸞聖人御真影のもとに、ご遺
骨をお納めさせていただきます。

⃝読経について ………………………………
御影堂での本山永代経・御影堂読経、参拝接
待所仏間での仏間読経をお受付しています。

⃝帰敬式について ……………………………
仏、法、僧の三宝に帰依し仏弟子となる大切
な儀式です。

⃝真宗本廟団体参拝について ………………
諸殿拝観や清掃奉仕等を通して、真宗の教え
にふれていただくことを願いとしています。

晨朝法話・真宗本廟法話
　晨朝【阿弥陀堂及び御影堂】毎日７時～　　晨朝法話【御影堂】毎日７時30分頃～
　真宗本廟法話【視聴覚ホール・御影堂・参拝接待所仏間】
　　通常：10時10分～／13時10分～　逮夜日（12日・27日）：13時10分～
　　御命日（28日）：９時30分～　　　　　　　　　　　　　　　法要・法話のご案内…
参拝接待所ギャラリー　９時〜 16時　入場無料
　「親鸞聖人のご生涯」（常設展）

渉成園（枳殻邸）
　開園時間　〈３月～10月〉９時～17時〈11月～２月〉９時～16時
　庭園維持寄付金　一人700円以上（高校生・中学生300円以上、小学生以下無料）

［本廟部・参拝接待所　TEL：075-371-9210］

真宗本廟収骨・読経・帰敬式・お斎・団体参拝の受付を行っています。〔開所時間／９時〜16時〕
〔真宗本廟開門・閉門時間／３月～10月：５時50分～17時30分、11月～２月：６時20分～16時30分〕

各種お申し込み受付時間・………お取り扱いの予定はこちら

渉成園
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　大谷祖廟は親鸞聖人の御廟所であり、聖人をはじめ、本願寺の歴代、全国各地の寺院・ご門徒の方々
のご遺骨が納められています。
開門：５時　閉門：17時
納骨・永代経・読経受付時間　８時45分～11時30分／12時45分～15時30分
　　　　　　　　　　　　　　※11時30分～ 12時45分までは受付を休止しています。
永代経法要　毎日14時30分～15時　定例法話　毎月13日・28日　永代経法要後

大谷祖廟（親鸞聖人御廟所）のご案内

⃝仏前結婚式について……

⃝団体参拝について…

⃝施設利用について…

⃝大谷祖廟納骨について… ⃝読経について………

大谷祖廟事務所　〒605-0071�京都市東山区円山町477
　　　　　　　　TEL：075-561-0777　FAX：075-533-0780
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当派の寺院・教会からの
ご注文は２割引となります。

名古屋教区　第１組　樂運寺
　　　前坊守　佐々木　千　種

2024・11・12寂（79歳）

大阪教区　第８組　德通寺
　　　前坊守　堀　　　タケ子

2025・1・22寂（88歳）

福井教区　第２組　善照寺
　　　前坊守　熊　谷　晁　子

2025・3・18寂（89歳）

京都教区　近江第２６組　真光寺
　　　前坊守　大久保　和　子

2025・2・15寂（94歳）

名古屋教区　第４組　圓林寺
　　　前坊守　寺　西　雅　子

2024・12・31寂（82歳）

大阪教区　第８組　璧 寺
　　　前坊守　後　藤　法　子

2025・2・13寂（85歳）

名古屋教区　第１２組　安法寺
　　　坊　守　藤　浪　美代子

2025・3・17寂（95歳）

大阪教区　第１８組　佛念寺
　　　坊　守　秦　　　及　子

2025・2・20寂（94歳）

三重教区　南勢２組　淨源寺
　　　前坊守　藤　岡　孝　子

2025・1・28寂（90歳）

名古屋教区　第１１組　誓光寺
　　　坊　守　桑　原　正　惠

2025・3・12寂（82歳）

大阪教区　第１６組　西遊寺
　　　前坊守　本　多　智　惠

2024・11・10寂（93歳）

〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
TEL.075ー371ー9189  FAX.075ー371ー9211

詳しい書籍情報・
試し読みは 東本願寺出版 検 索

A5判・箱入り　540頁　定価：4,950円（税込）

A5判・箱入り　286頁　定価：4,400円（税込）

宗祖親鸞聖人著作集 一

宗祖親鸞聖人著作集 二

聖教編纂室 編

聖教編纂室 編

親鸞聖人の主著である『教行信証（坂東本）』の翻刻文と書き下し文を
収載。上段の翻刻文と下段の書き下し文を対照しながら、聖人の言葉に
忠実に立ち返って学ぶことができる貴重な一冊。

親鸞聖人撰述の漢文著作（『浄土文類聚鈔』『愚禿鈔』『入出二門偈頌文』
『浄土三経往生文類』『如来二種廻向文』）の翻刻を収載。原典に立ち返っ
た学びを進めるための聞法テキスト。

『真宗聖典�第二版』との学習の利便性を考え、頁下部に聖典の当該箇所の頁数を
併記しています。

『真宗聖典�第二版』との学習の利便性を考え、頁下部に聖典の当該箇所の頁数を併
記しています。
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東京教区　長野５組　正行寺
　　　前坊守　佐々木　とも子

2025・3・3寂（97歳）

新潟教区　高田１３組　正行寺
　　　前住職　藤　原　顯　正

2025・3・21寂（76歳）

新潟教区　第８組　向源寺
　　　前坊守　恩　田　文　子

2025・3・22寂（98歳）

京都教区　長浜第１４組　福泉寺
　　　住　職　東　谷　　　智

2025・3・22寂（67歳）

金沢教区　第４上組　西念寺
　　　前住職　庄　田　　　彰

2025・3・18寂（80歳）

大阪教区　第１６組　西光寺
　　　前住職　結　城　　　修

2025・2・14寂（93歳）

北海道教区　第９組　法藏寺
　　　前坊守　木　村　恭　子

2025・3・14寂（95歳）

新潟教区　第６組　養福寺
　　　前住職　石　黒　哲　良

2025・1・31寂（93歳）

新潟教区　第６組　養福寺
　　　前坊守　石　黒　道　子

2025・2・28寂（92歳）

名古屋教区　第２４組　頓受寺
　　　住　職　小　島　惠　昭

2025・1・5寂（74歳）

坊守及び前坊守

新潟教区　第１９組　善仁寺
　　　坊　守　松　永　和　子

2024・12・13寂（88歳）

富山教区　第３組　大覺寺
　　　前住職　石　黒　 　見

2025・2・28寂（90歳）

金沢教区　第３下組　靈含寺
　　　前坊守　成　川　道　子

2025・3・24寂（92歳）

京都教区　長浜第２１組　源 寺
　　　前住職　箱　田　秀　正

2024・9・29寂（88歳）

福井教区　第７組　 立寺
　　　前住職　小　林　　　昭

2025・2・12寂（97歳）

山陽教区　第２組　淨安寺
　　　住　職　三　藤　省　瑞

2025・3・27寂（88歳）

富山教区　第７組　西念寺
　　　前住職　鶴　松　　　瑩

2025・3・17寂（81歳）

京都教区　山城第４組　光久寺
　　　住　職　德　田　良　明

2025・3・27寂（74歳）

大垣教区　第７組　受德寺
　　　住　職　土　岐　賢　誠

2025・3・24寂（83歳）

九州教区　熊本西組　安 寺
　　　住　職　東　　　良　昭

2025・4・2寂（87歳）

能登教区　第８組　淨慶寺
　　　前住職　平　田　見　明

2025・1・25寂（90歳）

京都教区　石東組　浄慶寺
　　　前住職　藤　浪　　　龍

2025・3・17寂（86歳）

新潟教区　第２０組　光桂寺
　　　前坊守　金　波　　　文

2025・3・26寂（78歳）

富山教区　第５組　光德寺
　　　前住職　安　居　堯　雄

2025・2・14寂（97歳）

金沢教区　第４上組　西念寺
　　　前坊守　庄　田　尚　美

2024・10・30寂（79歳）

京都教区　長浜第２４組　本宗寺
　　　住　職　藤　井　滉　丸

2025・2・9寂（91歳）

福井教区　第１０組　唯稱寺
　　　前住職　山　田　正　韶

2025・2・27寂（81歳）

九州教区　福岡組　林成寺
　　　前住職　松　濤　秀　道

2025・3・8寂（84歳）
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小松大聖寺教区願隆寺門徒　　　　　　　　　坂谷敦子
小松大聖寺教区壽經寺門徒　　　　　　　　　旭　直樹
岐阜高山教区圓龍寺門徒　　　　　　　　　　山内礼治
岐阜高山教区玄興寺門徒　　　　　　　　　　中村　誠
大垣教区本覺寺門徒　　　　　　　　　　　　髙橋　滋
大垣教区法泉寺門徒　　　　　　　　　　　　田代義明
大垣教区法泉寺門徒　　　　　　　　　　故　河合寛二
大垣教区淨誓寺門徒　　　　　　　　　　　　野村　保
大垣教区願林寺門徒　　　　　　　　　　　　𠮷田正明
大垣教区法養寺門徒　　　　　　　　　　　　久保正和
岡崎教区行德寺門徒　　　　　　　　　　　　礒谷尚孝
岡崎教区陽龍寺門徒　　　　　　　　　　　　柴田秋雄
三重教区慈航寺門徒　　　　　　　　　　　　三輪博和
京都教区新道寺門徒　　　　　　　　　　　　松井　勉

京都教区明覺寺門徒　　　　　　　　　　　　大森義明
京都教区利覺寺門徒　　　　　　　　　　　　森　芳生
京都教区善敬寺門徒　　　　　　　　　　　江畑弥八郎
大阪教区觀智坊前住職　　　　　　　　　　　池田大興
大阪教区觀智坊門徒　　　　　　　　　　　　角田禮三
大阪教区圓德寺門徒　　　　　　　　　　　　荻田敏子
大阪教区圓德寺門徒　　　　　　　　　　故　川岸義弘
大阪教区蓮乘寺門徒　　　　　　　　　　故　各務賢一
大阪教区浄見寺住職　　　　　　　　　　　　本多義治
大阪教区圓通寺門徒　　　　　　　　　　　　西尾敬三
山陽教区澤正寺門徒　　　　　　　　　　　　植田薫允
山陽教区重源寺門徒　　　　　　　　　　　　丹治　勇
四国教区萬行寺住職　　　　　　　　　　　　伊藤雅雄

北海道教区　第９組　法栄寺
　　　前住職　森　口　　　勝

2025・3・19寂（73歳）

北海道教区　第９組　光明寺
　　　住　職　吉　田　勝　彦

2025・2・22寂（81歳）

ご生前のご功労を偲び、謹んで哀悼の意を表します。
（2025年４月16日〜 2025年５月15日受付まで）

敬 　 　 弔

住職及び前住職

北海道教区　第１６組　大正寺
　　　前住職　桑　谷　芳　道

2025・2・16寂（89歳）

新潟教区　第２０組　專念寺
　　　前住職　田　村　秀　栄

2025・1・1寂（72歳）

東北教区　盛岡組　妙琳寺
　　　前住職　衣更着　哲　心

2025・4・14寂（90歳）

東北教区　山形第８組　 稱寺
　　　前住職　川　崎　了　司

2025・3・30寂（96歳）
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能登教区鵜川組　善行寺　　　　　　　　　　松田賢照
能登教区第１０組　浄正寺　　　　　　　　　廣瀨貴子
小松大聖寺教区第２組　聖德寺　　　　　　　上杉光司
小松大聖寺教区第１組　空善寺　　　　　　　西出敏弘
福井教区第６組　應蓮寺　　　　　　　　　　秀真風花
大垣教区第１８組　統攝寺　　　　　　　　　鶴泉有美
名古屋教区第１組　道誠寺　　　　　　　　　市野佑衣
名古屋教区第１組　道誠寺　　　　　　　　　市野應真
名古屋教区第２組　法通寺　　　　　　　　松本瑠里子
名古屋教区第２組　法通寺　　　　　　　　　松本杏乃
名古屋教区第２組　法通寺　　　　　　　　　松本　和
名古屋教区第７組　浄真寺　　　　　　　　佐々木茉琴
名古屋教区第７組　浄真寺　　　　　　　　　佐々木佑
名古屋教区第１９組　圓滿寺　　　　　　　　板倉大知
三重教区南勢１組　信行寺　　　　　　　　　世古口匠
京都教区長浜第２２組　本 寺　　　　　　　中村郷士
京都教区山城第２組　長德寺　　　　　　　　仁科　度
京都教区山城第２組　長榮寺　　　　　　　本多陽一朗
京都教区近江第８組　玄照寺　　　　　　　　辰巳将貴
京都教区近江第９組　東漸寺　　　　　　　　三輪　隼
京都教区近江第２６組　浄立寺　　　　　　　保木　華
京都教区丹波第２組　林幽寺　　　　　　　　柴田　知
京都教区因伯組　淨福寺　　　　　　　　　　小谷　緑
大阪教区第３組　受念寺　　　　　　　　　　江夏哲也
大阪教区第４組　瑞興寺　　　　　　　　　　杉山惠一
大阪教区第４組　眞證寺　　　　　　　　　　織田直希
大阪教区第５組　㳒泉寺　　　　　　　　　　 川　灯
大阪教区第６組　專宗寺　　　　　　　　　本田惠里子
大阪教区第６組　專宗寺　　　　　　　　　　本田愛理
大阪教区第１３組　本蓮寺　　　　　　　　　門井七穂
大阪教区第２０組　浄信寺　　　　　　　　　増田真人
大阪教区第２２組　南 寺　　　　　　　　　小嶋聡子
大阪教区第２６組　西教寺　　　　　　　　　成井如子
山陽教区第３組　法專坊　　　　　　　　　宇野ヒカル
山陽教区備後組　善正寺　　　　　　　　　　宮武春陽
九州教区京都組　歴應寺　　　　　　　　　　永岡忍子
九州教区大分東組　善敎寺　　　　　　　　　菅　太助
九州教区大分東組　常 寺　　　　　　　　　尾崎健一
九州教区福岡組　西光寺　　　　　　　　　　本田智子
九州教区八女組　德隨寺　　　　　　　　　　中嶋真慈
九州教区三潴組　徳泉寺　　　　　　　　　　蓮原曖莉
九州教区長崎組　傳明寺　　　　　　　　　　山本尚子
九州教区長崎組　傳明寺　　　　　　　　　　伊澤郁佳
九州教区熊本南組　西雲寺　　　　　　　　藤澤いずみ
九州教区鹿児島組　大德寺　　　　　　　　　澤村光耀
九州教区鹿児島組　大德寺　　　　　　　　　澤村宗燿

  功 章 旌 賞  

特殊大功章
薄井知孝　安居堯雄
特殊功章
三浦祐雄　風越　玲
第一功章
明石崇聖　吉田のり代　藤　秀見　髙橋るり
第三功章
永井　信
第六功章
釜田賢佑　国分　誠
第七功章
大塚光昭
第八功章
三浦祐平　浅井　歩
特殊大旌賞
東谷　智　鶴松　瑩
特殊旌賞
三浦祐雄　明石崇聖　張﨑正裕　足利栄子
一等旌賞
吉田のり代　藤　秀見　髙橋るり
三等旌賞
永井　信
六等旌賞
釜田賢佑　国分　誠
七等旌賞
大塚光昭
八等旌賞
三浦祐平　浅井　歩　藤　卓見　藤　功見　大原善真
嶋津京花　嶋津節子　友松恵子　松井天志　小野川恭子
小袋　潤　足利法子

  社会事業功労者表彰  

北海道教区本浄寺門徒　　　　　　　　　　　前田芳久
東北教区本誓寺門徒　　　　　　　　　　　　丸岡裕作
東北教区西善寺門徒　　　　　　　　　　　佐藤卯兵衛
東京教区光明寺門徒　　　　　　　　　　　　風野芳之
新潟教区德正寺門徒　　　　　　　　　　　　山口　明
富山教区稱名寺門徒　　　　　　　　　　　　地崎武治
能登教区浄蓮寺門徒　　　　　　　　　　　　漆谷豊和
能登教区願行寺門徒　　　　　　　　　　　　上田一二
能登教区智雲寺前住職　　　　　　　　　　不二井賢正
能登教区長龍寺門徒　　　　　　　　　　　　辻　啓一
金沢教区本覺寺門徒　　　　　　　　　　　　山本建夫
金沢教区本覺寺門徒　　　　　　　　　　　　山本一人
小松大聖寺教区勝光寺門徒　　　　　　　故　向出　章
小松大聖寺教区勝光寺門徒　　　　　　　　　中出幸造
小松大聖寺教区勝光寺門徒　　　　　　　　　淺野清利
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大阪教区第２４組　 光寺　　　　　　　　　藤岡　宣
四国教区東予組　幡勝寺　　　　　　　　　　武田玄也
九州教区大分東組　蓮乘寺　　　　　　　　　藤島法次
九州教区奥豊後組　真光寺　　　　　　　　　甲斐裕治
九州教区熊本西組　正福寺　　　　　　　　　小原廣道

  教 　 　 師  

権大僧正
平　　裕　那須信純　小島惠昭　桑谷芳道　森口　勝
僧正
老松憲生　藤原慶勝　山田正韶　吉田勝彦
権僧正
北脇隆昭　石黒哲良　土岐賢誠
大僧都
東舘義浩　尾西朋人　天野健太　長坂壽一　平田見明
藤浪　龍
権大僧都
亀田　基　小林　昭　德田良明　松濤秀道　藤井滉丸
僧都
藤岡優香　佐治敬順　田村秀栄　石黒 見　東　良昭
権僧都
西部隆友　張﨑正裕　風越　玲　結城　修
律師
三浦祐雄　中上義幸　川崎了司
権律師
寺西善来　小山誠一　釜田賢佑　藤　秀見　藤　卓見
安藤　基　国分　誠　冨永　斉　河原　真　三藤省瑞
法師位
齋藤恵康　大塚光昭　庄田　彰　箱田秀正
満位
舘　恒河　衣更着哲心
入位
桑谷　優　大山　盡

  学 　 　 階  

学師
藤岡優香　桑谷　優　大山　盡

  教 導 発 令  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀田亜理紗
輔導使に任命します

（２０２５年４月１７日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大町慶華
輔導使に任命します

（５月８日）

  得 　 　 度  　（５月６日）

北海道教区第４組　生振寺　　　　　　　　　栗村直哉
北海道教区第４組　生振寺　　　　　　　　　福田　衛
北海道教区第５組　瑞光寺　　　　　　　　　髙嶋琴音
北海道教区第８組　本行寺　　　　　　　　　西部　彰
北海道教区第９組　法栄寺　　　　　　　　　宮武大輔
東北教区山形第４組　 行寺　　　　　　　　藤江　慧
東京教区東京１組　通覚寺　　　　　　　　稲垣依理菜
東京教区東京１組　圓照寺　　　　　　　　　花園裕美
東京教区東京１組　圓照寺　　　　　　　　　花園美舟
東京教区東京１組　圓照寺　　　　　　　　　花園結灯
東京教区東京２組　源隆寺　　　　　　　　白川亜沙子
東京教区東京２組　源隆寺　　　　　　　　　白川至心
東京教区東京５組　西蓮寺　　　　　　　　　白山美鈴
東京教区東京８組　專福寺　　　　　　　　　川畠雅史
新潟教区第１５組　淨 寺　　　　　　　　　土屋　春
新潟教区第１６組　寳壽寺　　　　　　　　　平出真実
新潟教区第２０組　光桂寺　　　　　　　　　澤井　健
新潟教区第６組　樹德寺　　　　　　　　　　塩谷陽子
新潟教区第６組　長樂寺　　　　　　　　　中島由紀子
新潟教区第７組　正念寺　　　　　　　　　　竹田文子
新潟教区第７組　正念寺　　　　　　　　　　竹田正子
富山教区第１３組　念興寺　　　　　　　　　瓜生美惟
富山教区第６組　光 寺　　　　　　　　　　寺本政子
能登教区鵜川組　蓮光寺　　　　　　　　　　龍池公子
能登教区鵜川組　蓮光寺　　　　　　　　　　龍池真央
能登教区鵜川組　蓮光寺　　　　　　　　　　龍池咲良
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　　　　　　　　　　　　教学研究所助手　　中村玲太
親鸞仏教センター嘱託研究員を委嘱します

（４月１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田辺　豊
帯広別院輪番に任命します
　任期　２０２７年４月２７日まで

（４月２８日）

　　　　　　　　　　　　　　本廟部書記　　園村義俊
　　　　　　　　　　大谷祖廟事務所嘱託　　朝倉崇憲
願により役務を免じます
　　　　　　　　　　　大谷専修学院指導　　德田　実
財務部嘱託の兼務を命じます

（以上、４月３０日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹中慈祥
大和大谷別院輪番事務取扱に任命します
　　　　　　　　　　　　　総務部主事補　照山美紗子
財務部主事補の兼務を解きます
　　　　　　　　　　　　　　総務部書記　　井上　誓
財務部書記の兼務を命じます

（以上、５月１日）

  住 　 　 職  　（４月２８日）

北海道教区第９組　敎福寺　　　　　　　　長谷川博行
東北教区山形第９組　淨福寺　　　　　　　　菊池央哉
新潟教区第２０組　金寳寺　　　　　　　　　朝倉　奏
富山教区第１０組　持專寺　　　　　　　　　梅澤俊樹
富山教区第７組　願生寺　　　　　　　　　　廣橋康志
金沢教区第４上組　明達寺　　　　　　　　　暁烏　浩
金沢教区第６組　德法寺　　　　　　　　　　杉谷伊吹
小松大聖寺教区第２組　真行寺　　　　　　　松岡祐真
福井教区第５組　善覺寺　　　　　　　　　　新田哲平
岐阜高山教区第５組　法圓寺　　　　　　　　岩崎孝道
岐阜高山教区第１０組　淨満寺　　　　　　笹谷太一朗
大垣教区第２組　松林寺　　　　　　　　　　髙木智志

大垣教区第２組　雲芳寺　　　　　　　　　　日野大修
大垣教区第５組　勝樂寺　　　　　　　　　　臼井秀雄
大垣教区第１０組　智教寺　　　　　　　　　市川崇道
大垣教区第１１組　寶光寺　　　　　　　　　林　晃紀
岡崎教区第７組　成光寺　　　　　　　　　　黒沢祐子
岡崎教区幸田組　正專寺　　　　　　　　　　村井好治
岡崎教区第１９組　浄福寺　　　　　　　　　三井秀昭
京都教区近江第７組　善休寺　　　　　　　　藤野聡太
京都教区近江第８組　照耀寺　　　　　　　　浅野裕二
京都教区丹波第１組　頓 寺　　　　　　　　山内眞也
京都教区丹波第１組　教誓寺　　　　　　　川口虎太
大阪教区第１１組　敎行寺　　　　　　　　　冨田　朗
大阪教区第１５組　瑞玄寺　　　　　　　　　寺本祥志
山陽教区備後組　最善寺　　　　　　　　　　廣住祐樹
九州教区鹿児島組　願生寺　　　　　　　　　東　朋子
九州教区鹿児島組　光明寺　　　　　　　　　齊藤曉壽

  住職代務者  

北海道教区第５組　照光寺　　　　　　　　　海岸秀道
新潟教区第２０組　法傳寺　　　　　　　　　橘　　顯
新潟教区第２２組　観音寺　　　　　　　佐々木ひとみ
新潟教区第２組　西福寺　　　　　　　　　　天野信海
富山教区第１３組　善久寺　　　　　　　　　長等兼昭
能登教区第５組　正光寺　　　　　　　　　　畠山久雄
能登教区第６組　西龍寺　　　　　　　　　　梯　浄円
福井教区第７組　谷教会　　　　　　　　　　佐野瑞圓
大垣教区第１７組　光圓寺　　　　　　　　　中嶋智真
名古屋教区第１組　德榮寺　　　　　　　　　辻　昌人
名古屋教区第３２組　正願寺　　　　　　　宇佐美晶代
京都教区山城第２組　法光寺　　　　　　　　春日法子
京都教区近江第２組　 敎寺　　　　　　　　木村　清
京都教区近江第２組　西遊寺　　　　　　　　木村　清
京都教区近江第１０組　安立寺　　　　　　　澤居義夫
京都教区丹波第１組　正覺寺　　　　　　　　原田祐生
京都教区因伯組　蓮德寺　　　　　　　　　　德野明了
大阪教区第４組　利福寺　　　　　　　　　　山本國生
大阪教区第１６組　浄蓮寺　　　　　　　　　池田了興
大阪教区第１７組　法敬寺　　　　　　　　　静谷恭子
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  公 示 告 示  

達令公示第４号
宗務所及び視聴覚ホールの営繕に関する委員会規程の一
部を改正する達令を次のように公示する。
　２０２５年５月１４日
　　　　　　　　　　　　　宗務総長　木　越　　　渉
　　　宗務所及び視聴覚ホールの営繕に関する委員会規
　　　程の一部を改正する達令
　宗務所及び視聴覚ホールの営繕に関する委員会規程
 （２０２５年達令公示第１号）の一部を次のように改正
する。
　題名を次のように改める。
　　宗務所及び視聴覚ホールの営繕並びに境内設備の改
　　修等に関する委員会規程
　第１条中「視聴覚ホール（新参拝接待所）並びにその
付属施設の営繕」を「視聴覚ホール（ギャラリーを含む）
の営繕並びに境内設備の改修等」に、「宗務所及び視聴
覚ホールの営繕に関する委員会」を「宗務所及び視聴覚
ホールの営繕並びに境内設備の改修等に関する委員会」
にそれぞれ改める。
　　　附　則
　この達令は、公示の日から施行する。
─────────────────────────
告示第２４号
北海道芦別市北一条西一丁目１５番地
　　　　　　　　　　　　　　大心寺衆徒　　山口清忠
東京都葛飾区亀有一丁目２５番３１号
　　　　　　　　　　　　　　蓮光寺衆徒　小野田香織
愛知県半田市亀崎町五丁目１８番地
　　　　　　　　　　　　　　來敎寺衆徒　　松下泰昭
福岡県うきは市吉井町江南１７２番地の２
　　　　　　　　　　　　　　願成寺衆徒　　宮原弘光

　上記の者は、僧侶条例第１９条第１号に該当するもの
であるので、同条により本日付で僧籍を削除した。
　　２０２５年４月１５日
　　　　　　　　　　　　　宗務総長　木　越　　　渉
─────────────────────────
告示第２５号
北海道名寄市西五条南二丁目１３番地
　　　　　　　　　　　　　　清滿寺衆徒　田村かほる
　上記の者は、５年以上所属寺を離れてその所在が明ら
かでないので、本人及び本人の所在もしくは死亡を知り
又は知ったことがある者は、自己現在地所轄教務所を経
て届け出られたい。本日より６ヵ月以内に届け出のない
ときは、僧侶条例第１９条により僧籍を削除する。
　　２０２５年５月１０日
　　　　　　　　　　　　　宗務総長　木　越　　　渉
─────────────────────────
告示第２６号
滋賀県米原市多和田１１７６番地
　　　　　　　　　　　　　　一念寺衆徒　　和田大樹
滋賀県栗東市蜂屋８４７番地
　　　　　　　　　　　　　　永久寺衆徒　　蜂谷　烈
　上記の者は、僧侶条例第１９条第１号に該当するもの
であるので、同条により本日付で僧籍を削除した。
　　２０２５年５月１０日
　　　　　　　　　　　　　宗務総長　木　越　　　渉
─────────────────────────

  任 免 辞 令  

　　　　　　親鸞仏教センター嘱託研究員　　飯島孝良
願により役務を免じます

（２０２５年３月３１日）

　　　　　　　　　　　教学研究所研究員　　青柳英司

伽羅・沈香・線香・匂い袋

創業文禄三年（1594年）〒600-8349　京都市下京区堀川通西本願寺門前
電　　　話（075）371- 0 1 6 2 ㈹
ファクシミリ（075）343- 1 4 5 9

公示・告示・任免等
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キャラクター鉛筆キャラクター鉛筆
　プレゼントキャンペーン　プレゼントキャンペーン

『書いて学ぶ親鸞のことば  歎異抄』（７月下旬発売）と『書いて
学ぶ親鸞のことば正信偈』を同時に購入でキャラクター鉛筆を
１本プレゼント！　　　毎月先着100名様限定！
無くなり次第終了となりますので、お買い求めはお早めに！
※新刊発売後、順次出荷いたします。

　京都市・京都市観光協会主催のキャンペーン「京の夏の旅」において、東本願寺の
「御影堂門楼上」・「渉成園	燕

えん

申
しん

堂
どう

」を特別公開します。
　この機会にぜひ拝観ください。

期間　７月11日（金）〜９月30日（火）
時間　10時〜16時30分（16時受付終了）
　　　※「渉成園 燕申堂」を拝観される場合は、渉成園の
　　　　拝観受付を15時45分までにお通りください。

第50回「京の夏の旅」御影堂門楼上・渉成園 燕申堂 特別公開

期間：7月1日〜10月31日

東本願寺出版
ホームページはこちら→

詳しくは「京の夏の旅特設サイト」をご覧ください。

期間
数量限定

渉成園 燕申堂渉成園 燕申堂

釘隠釘隠
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検 索東本願寺出版

聖教編纂室 編
A4変形判（縦30.5㎝×横23㎝）
オールカラー・箱付き
４分冊：〈一〉「教巻・行巻」160頁
　　　　〈二〉「信巻」192頁
　　　　〈三〉「証巻・真仏土巻」144頁
　　　　〈四〉「化身土本巻・化身土末巻」
　　　　　　  232頁

　※各頁数は予定。

予約注文受付期間
2025年6月1日～9月15日
価格：99,000円（税込・送料込）
→予約注文期間に限り
　　　79,200円（税込・送料込）

〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
E-mail：books@higashihonganji.or.jp FAX.075-371-9211

① お名前・住所・電話番号・注文部数を明記の上、「東本願寺出版」まで
ハガキ・メール・FAXにてご注文ください。なお、2025年７月１日よ 
り、東本願寺出版ホームページでも予約受付を開始いたします。

　※ 高額のためお電話での注文は受け付けておりません。何卒ご了承く 
ださい。

②発送時期は、2025年11月下旬を予定しております。
③ お知らせいただきました個人情報は、書籍の送付・請求以外に使用い

たしません。　　　　　　　　　　※詳細は本誌16頁をご覧ください。
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